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曾 告

協 曾 紋 章 ノ 件

首協合ノ i紋章ハ今回女ノ遇決定致シマ シタ

協 曾 員 胸 章 ノ 件

官官』合員胸主主ヲ上記舎告 ノ紋章ニ従 ヒ調製致シテア リマス笠イ1M金 受凶也ニ テ御頒チ致シ マ

スカラ御偲用テ願 ヒマス

這テ建築倶築部合員胸掌ハ蛍協合員タル コトヲモ 粂ネ表ハスモ ノデアリマス

創立満十五年記念建築通俗犬講演曾

禽 場

日 時

大 阪 中 央 公 禽 堂

昭和フ年 1 1月2 日( 水 j 午後 1時

開 舎 の 露 宇

都 市 建 築 改 造 の急 務

建 築 ミ 枇 舎

住 居 問 題 の 勝 来

通士寺建築の過去三将来

世 界 の 建 築 傾 向

閉 舎 の 能

古 字 国 賓 君

波 江 悌 夫 君

片 岡 安 君

葛 野 壮 一 郎 君

天 沼 俊 一 君

武 田 五 一 君

池 田 賓 君

映 書
上 海 市 街 戦 と 建 築 被 害 の 賓 況

大 震 火 災 に よ る 建 築 被 害 の 賓 況

i膏洲都市文化施鮫及時局に関する. . 涜

主 催 問 日 本 建 築 協 曾



曾
半

口

別項合告の本合創立浦十五年記 念事業百十重は その後，{i k と準備が進み本十月を中心として

花 々しく 遂行されま すがそ の内決定のもの を摘記すれば次の通りで る りま す。

ト 緑 ケ 丘 保 健 住 宅 博 寛 曾

合 場 阪急: 沿線伊 丹 紘 ケ正

合 1りJ 1 0月 10 日- 1 1月 1 0 日 (  1 ヶ月間の濠定 )

2 大 美 野 田 園 都 市 住 宅 博 覧 曾

合 場 南 海高野総 大美里j叩 困者IS市

合 期 1 0月 10 日- 1 1 月 1 0 日 (  1 ヶ月間の7象定)

3. 住 み 良 い 家 の 展 費 曾

合 場 南 海 高 島 l f . .

合 期 1  1月 1 日- 1 1 月 1 3 日

4. 建 空フ収事Eご 逼 俗 大 講 1寅 曾

舎 場 大 阪 中 央 公 命 堂

日 時 1  1月2 日t 水 )午 後 1時間曾

5 . 主 要 建 築 物 及 工 場 の 見 皐 膝 行

第 1 PIl 大|夜、京都、奈良の方面 ( 設定)

第 2 阿 東 京、山陰 、九州の方面 n象定)

ｴｲｾ Ｓ 阿 昨ii 弘 事 慢 の方市i ( 議定)

6 .  i建 築 と 社 曾」 記 念 特 輯 競

草"吾

J え
行 ぢ千

7. 記

，c，、

.2;、 園 書 出 Mfi 

A  住宅園葉集 ( 定的 llQl 送 料1 ( 1銭 ) ( 刊行前)

B  大 阪市ー地質 調布Ij" iJ表 (計 訴 中)

C  大正昭和大建築|必1!t 日|豊 中)

8. 記

. 0. .  

.2;、 祝 賀 大 曾

曾 場 大 l阪 中 央 公 平 ヤ 堂

H 時 1 1 月 2 日 ( 水 )

昭 和 七 年 十 月

i枇 開

法 人 日 本 建 築 協 曾



線ヶ丘保健住宅博覧曾概要

敷地及建物

出品住宅の敷地 及建 物 は 大 股 左で iiII ｾ で あ りま す

1，土 地 直 到 、道 路 等 一 般 設 備 は 完 成 して 居り ます

2 数 地 l土一 戸 常 リ百主!と内外

3，ニ卜.地質例 l土一坪合 十 四郎 7'; ヨさ十八 回j C特 別lの土地を

除く 〉

4，建 物 は延 面 積二十 均三乃 3'!三 十坪 内外

Ｕ ， 建築授は延 ー士 ｆｾｾ￭ Ｇ り 命 百回 ｬ 内 外Ｈ必作 Ｇ ｊ ￞Ｎ 坐 ｦｦｩ 具 附Ｉ

6. m俗 、給 水 、Jtti 閥 、門 、生 垣空宇の設備 をなす

7，例;絡は こlて地建物. &. l i HJ強設備 を合み総領令四 千 閲 内 外

(官1格 俸 は 出 品 住宅 の門前 に表 示 いた してあ ります〉

責 却

出品物のi : 2 t 約及変却 l才紋 E 土地m物株主t 令 孟t ( 大 阪市

北区 堂 島堂 ピノレ 四 階、合 j羽中 は現地 博 覧 合事 務所 に出

E長〉 が 之 に官1・り ますか らl砂入御 希 望 者 は 同証l: へ御申 込

みを 願ひ ます

優 待

l. i雪期 中の費約 に封して は 土 地 代 令に付特 に一割3王分

引 とし 向建 築代令 に 付 ても 特 に 相 Ｇ ， ｾｩ ｜ Ｇ の制引 を 主 主 し ま
す

2.  Ｚ ｉＺｬ品位宅眺 入者 に は 阪 ＭＺＺ［Ｇｉｾｾ 鍛 ＨＱ Ｉ ｴ 丹 一 大阪若 は前 ｪ ｬｽ Ｇｩ

ｊｂ｝Ｉ 一ヶ 年 の ｾ 医科莱 車券一 枚を 贈 是いた し ます

趣 旨 関 西 に於ける 建築家 の 唯一の 閥 強 たる 日本建築協舎は 、 其 合 ｉ ｊ 立 ｾ自十 五年 の記念事業 として 数多 の 目論 見 を

強 表して 居ります が、 其内の ーっ として阪念 電 車 の 沿 線 伊丹町線ケ丘 の清澄閑雅な る高 燥 に して、眺 望 絶佳 な るこ卜ー地

を トし、J t.協舎 が貨 を懸 けて募 集 した優 秀 な る設 計 案で、 3主協舎 の舎員 自身が施工 した債 格 低 廉に して 完令なる 銀 十

の住宅 を新 築 し、 之れを 紋ケ行. 保健 住宅 熔賢舎 と稿 して 、我 tlh舎がかね て住 宅 に封ずる王型惣 を世 に溌表 し1止の公 平 な

る批 判 を仰 が」、と して居 るので あ りま す。

現今 の ｬ ｕＺｦ， ｾは 、 云」 、まで もなく 世界的不況の 影 響 を 多大 ＱＰ 象 っ て 、 人々の住宅 に Ｓ 討 する 要求 も 亦 大 邸 宅を ｲｊｴ つ る よ
りは、 l弦油 ドI ;f_f なる小 規模 の住 宅 を希 望 する 傾 向 が 見へて 居り ます 、 我博 覧 舎 の出品住宅は 、之 を希 望者 l亡分 簸せ ん

とする目 的である 放 に努 めて其等 の希 望 に添」、 ように 、其 大 さを延均三三十 Ji ji 以下 とし 、 其 敷地 の質 問 を も破 絡 の 割引

似絡と して 府 るので み ります。

住 宅 の機 能 け、 主 として其 間取切の巧者Hにか L って 居 り、共 外視 の 美醜 はijl: 築 様 式操作の手 腕 の優 劣 にか λ って 居

ります 、 今凶溌表の出品住 宅は 、合 員の手腕 が ｊ ｾ 努の動 ｬ Ｇ こ 闘 して 遺憾な く五 重 荷 ｛き れ て 居ると信じ ま す。

住 宅住築 l土、 我 郊 に古来 よ り偲統 的 に霊長達 し来 っ た様 式 じ 明 治以後次 第 に採 用 され来った欧 洲 の絞 式 とが、昭 和

の時代 にな って混然 融 和 して 一新 様式 を樹立せんと して居 るの機 巡 に向」、 て来ま した、 今 凶 の 住 宅1専覧 舎の 出品 は、

殺 到l在 来 の紐快な る住 宅 様 式 と、 合 理 的 なる 欧 洲 式住宅との 内容とを 、ー 小佐 宅 に盛 らんとす る試 作で ある とも云 へ

るので あ リます 、 最 低ーのf賀絡 を以て最 高 の理想 を獲 得 せ ん と す る 協舎 の努 力 に同情 を惜 しませ られ ざ ることを 大 方 の

諸 賢 に 怨 顧 す る 次第 で あり ます。

自 昭 和 7 年 10 月 10

禽 期 至 同 年 11 月 10

曾 場 阪 急 沼 線 伊 丹 緑 ケ 丘 住 宅 地

紋 ケ 五 Ｚ住宅地 は 、 阪ゴ ｾ Ｚ 官 ｚ 俄 伊丹 終黒占 よ り 北 十 丁儀 離れ

たる 民主に荘リ 、老 松一帯 に生ひ茂り 、二 つ の幽i遂なる

大 池7]( を問 んだ丘 陵で 、* はn面 、池 田 の主HlJ を望 み

泣く 東 南 に生駒 、金 剛 の 連隊 をー i咋の鯉 に収 め、西 北

は5聖書誌. 六 gl、 甲山 の諮 U! を眼 前 に見上げ 、眺 望 絶 佳

土 地 白 球に して地中目 上i /r: 之 に過 し1主に都 人士 の珂: t! H自l

たる住宅地であ りま す。

住宅出品者

住 宅 出品者 は、本 協舎 をは じめ!泊四 に於 ける 有数 の 左

記 怨築 部j 負業者J毛他 が、模範 的 に最J:' 1 ヲ奉仕の粉品Ijl を以

て、習 って敷 戸宛 出 品 し た も の で あ ります。

あ め り か 屋 新 !嘩 組

浅 野 禰 三 郎 大 手 本 絹 住 宅 都

大 倉 土 木 大 阪 出 張 所 鹿 島 組

株 式 曾 社

梶 山 組 浅 池 組

竹 中 工 務 庖 竹 井 秀 吉

中 井 組 日 本 建 築 協 禽

日本中目株 式 曾 社 間 組 大 阪 支 底

互 住 宅

橋 本 高 次 郎 矢 島 組

八 尾 組 吉 川 組

緑 ケ 丘株 式 曾 社 (: ri 十 音 順 〉
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大美野田園都市住宅博覧曾概要

敷地及建物

出 品 住 宅 の 敷 地 及 建 物 は 大 腿 左 の 沼 り で あり ます

1 . 土地直i¥，'1J、道 路 、上 71<，下 水 等 の 設 備 は 完 成 し て 居

ります

2. ] [1地は一戸' 1 i i " 1 J 百坪内外

3. 士 地 質f貨は - yドイb十二回i乃 至 十 究 開

4. 建物は延面積十五均;7!J 歪 三十 坪 内外

5. 建築費は延ー均三官i " P  <i ?百回1内外〈遺作並盈m具附〉

6. 包 燈、給 水、庭 問、門、 生垣空宇の設備をな す

7. 償 絡 は 土 地 建 物 及 附 属 設 備 を 合 み 総 官h' i量四 千 関 内 外

( 仔1絡 空宇は 出 品 住 宅 の 門 前 に 表 示 い た し て あ ります〉

賓 却

出品物の変約及賀却 は閥西土地株式合最土( 大阪市 東 区

今1喬二丁目二丸、合 期 中 i土現地博覧合事務所に出張〉

が之に岱り ま. か ら脱入御希望者 1:1: 同枇へ御申込みを

願 ひ ま す

信 待

1. 合期r . IJ の 変 約 に 刻 して は 土地 代 命 に付q守に一 割 五 分

引とし向建 築 ｦ ｩｺ［ｾに ｦ 寸 ても 特 に 相 ＱＱ＿ の割 引を童文しま

す

2 . 出品住宅眺入者に l土南海鍛造C1Ji it 滋北野田瞬間〉ーケ

年の無料乗車券一枚を ｭｾ 葺いたします

趣 旨 閥 商 に於 け る建 築 家 の lI{f ーの悶位たる 日本建築協舎は、 其 創立i Ui 十五 年 の 記 念 事 業 として数多の 目論見を

音量表 して居り ます が 、 其 内 のーっとして南海危革 の 高 野 沿 線 大 美 野 悶 劉都 市 の 清 澄 閑 雅な る 高 燥 にして 、 眺 望 絶 佳 な

るこ卜. 地を 卜 し其協 舎 が 優 秀 な P と認めたる設計案で、 英 協 舎 の 合 員 自 身 が総 工 した侃椅低廉に して完令 なる数十の 住

宅 を新築し 、之 れ を 大 美 野 回 開 都 市 住 宅 博覧 舎 と務 して 、 我協 舎 が か ねて住宅 l'こ謝する王理想を散 に後 表 し、 世の 公 平

な る 批 判 を 仰 が 」、として 居るのであります。

現今の ｩＡＡＺ ｴ ｩｾ は 、云 ふ まで も なく世界的不況 の影響を多大に象って 、人々 の住宅に封する要求も亦大邸宅を建 つるよ

りは、除湿自 殺 な る小先日模の住宅を 希 望 す る 傾 向が見へて 居り ます、我博覧舎の出品住 宅は 、 之 を 希 望 者 に分譲 せ ん

とする目的である 放 に努 めて其等の希 望 に添」、ように 、 共 大 さ を 延JF三 十主l' 以下と し、 英 敷 地の夜似をも 破 椅 の 割 引

きf賀村? として 居るのであります。

住 宅の機能は 、 主 として其間取りの巧tll! にか λ っ て 居 り、 其外車型の美自主 l土建築様式操 作 の 手 腕 の 優 劣 に か L って 居

ります 、 今凶号車表の出品 住 宅 Ｑ ＧＱ 、合員 の手腕が共生芋の型 ｉｾ に関して ｩｬｬ 憾なく議揮されて居ると信じます。

住宅u : 築は 、 我 邦 に 古 来 よ り 停 統 的 l'こ五主主主し3! ミっ た 様 式 と 明 治 以 後 次 第 に採 j 目され来った 欧 洲 の 様 式 とが 、昭 和 の

時 代 に な っ て 混 然 融 和 し て 一新 様 式 を 樹 立 せ ん と して居 るの機運に 向 」、て来ました 、 今 回 の 住 宅 博 覧 舎 の 出品は 、 我

ヂ11在来 の 4則夫な る住宅様式と合法1的 な る欧洲式住宅 の 内容 と を ー 小 住 宅 に 感 ら ん と す る 試 作 で あ る と も 云 へ る の で あ

り ま す 最 低 皮 の 債 絡 を 以 て 最 高 の 理 想 を 獲 得 せ ん と す る 協 舎 の 努 力 に 同 情 を 惜 し ま せ ら れ ざ る こ と を 大 方 の 諸 賢 に 懇

願 す る 次 第 で あ 0 ます。

自 昭 和 I 年 10 月 叩 日

曾 期

至 周 年 11 月 10 日

曾 場 南 海高野 線 北 野 田 藤 前 大 美 野 田 園 都 市

大美! I l J - 閏間都市 l土、南海電車難波際より :"1工程二十五分、

南海高野線北町 Ｎ ｭｾ 事 前 にある 、 総面積四十市坪を抱擁

する 一 大 丘 陵 地であり ます、其環境 l土河 内 和 泉 の 境 界

に皮 肉 せ る 高 燥な る自然の圧 E立地にし て 、静 に 澄 む 大

池 小 j也、 号lf 木 の 林 、森 、紫 に し た L る稲荷の畑、 なだ

らかな阪と 小丘、 紋 の 河 内卒 野 、狭 山黒 山 の松林、 命

附u主主の秀除. 堺 大 大 阪 市 史 現 の パ ノ ラ マ 古 今 の 交 響

主将でみります。

設 備 と し て は 荘 意 成 大 な 近 代 ド イツ 式 の 新 諮 路 網、111

ill と紋樹符i): ベ ー プ メ Y トされ たili盤快な歩道、噴水の

民 場、公 凶 活 路、遊 閑 地、衛 生 的 な 暗 涙 式 の 下水道、

古! ?澄E翌日な上水道総設、 高砧E量交応 、小 事 校空宇完成 せ

る旭恕住宅地であります。

住宅出品者

住宅 出 品 者 i土. ヌド協舎を は じめ関西 に於 け る 有 数 の 左

記建築市 ｾｲ 負業者 其 他 が 、 模 範 的 に枇合 奉 仕 の 紛 糾 を以

て 、 殺って主主戸宛出品したものであります。

今 西 組 大 獄 組 住 宅 都
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創立満十五年記念事業計董に就いて

我日本建築t弱含は大方各位の熱誠友る御賛助と懇切たる御後援とに依り 本合首初の目的

主主!戎 lζ 適進し有も建築l亡閥聯する事項は理論と賓際K 依擁 して汎くその宜現と指導とにl f ' 1

り;; ;!f 々巧を牧め 、常 lて建築界の先駆と友り てl社合公径のために活躍し今や我閣に於ける最

も有力主主る固憾のー として成長し恰も本年を 以て創立満十五年を迎へるに到 り?とるは拘k

J . : u踊の至りで深 〈感謝する次第であ ります。

刷れば本合は大正六年泰三月闘西建築協舎と名づけて創立せられ、大正八年一月日本建

築協合と改隅し逐年隆盛とえ主り 、大正十五年十月組織を祉国法人に更めい よいよその基礎

を堅買にし、合員の如きも内地は勿論遠 〈鮮 、潟、革、支那等K 亙りその故今や 1300 名

を越ゆるの犬を致せめ。との間月 刊雑誌「建築と枇合」を蛮行し蹴を重ねるとと 178 或は

建築関係阻害 を出版し? とるもの十数種lモ及ぶ、叉一面各種の委員舎を常設して都市計聾 、

法規、敬化 、育料、災害強度、設備、住宅等に闘し不断の調夜研究を途げ 、その結果を天

下に公表 し攻究に供し 、或は建築に閲する重要友る意見を要路に建白し、或は '詩: て我閣に

於 け るＡ杭矢とも云ふべき住宅改ｾ Ｎ Ａ守見合を催して著しき成果を禦げ 、 或は時 ｬ と展覧合を ｮＺｊ

催して建築の知識普及を計りたる等建築界の進歩護主主に資 し? とる事蹟は蓋し砂少ならざる

ものあるを自信する ものでるります。

古来男子十五援に達すればとれを ー持機として元服 し枕縞す るの習あ り。本舎は今元服

の好議を迎ふ、即ちとれを記念すると共に更に一段と飛躍暢達すべきの時に到った。認に

於て本舎は過去を迫想 し将来に備ふるため佳き年の今秋を 卜して大 l亡意義革う る記念事業設

にJ祝賀大合を催 し、 以て従来常に詩さんと志 しつ L もとれを達成し得ざりし事項その他を

綜合し、との好機を刻 して とれが清算を 友すと同時に今後居ー居の進展を期し斯界のため

ますます貢献する所あらんとする次第であ ります r

今下に満十五年記念事業並 K 祝賀大合計霊の大綱を掲げて大方の熱心なる数力結11協賛を

乞はんとするものであります。

1. 住宅博覧曾の開催 6 .  主要建築物及工場の見事接行

2 .  建築展覧奮の開催

3  住宅設計圏実の懸賞募集

4.  建築逼俗大講演曾の開催

7 .  I建築と社曾」記念特輯読の授行

8.  園書の出版

9  建築曾館建設の企霊

5 .  建築巡回講演舎の開催 10.  記念祝賀大曾の開催

迫て住宅 ｴ ｉ ｙＮ ｔｾ 舎は今秋と来森との二季に分って数ケ所に開催すべき激定でるりますが 、

執れも住宅の改善改良を主眼とし各住宅設計| 副築の懸賞募集l亡依りその優秀なる笑ど在地

K 建設する 意向であ ります。

枇 l事|

法 人

昭 和 七 年 九 月

日 本 建 築 協 曾
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政地， ，来盛25骨島地 94.5士ド
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芳しくない様各家相J J ' .lm

の闘係に1' i ' 1] X しました 。

押 入は甲鳥居上 を利用し ま

す。 ノj、食堂は主島I} にとっ

て領令似平IJ に使 lよれま す

沼 }!'¥ 凶胤のため腕 O!li

接集: 凶日I11 に布i HU し慾を設

け本戸仰 の下から居 r: uへ

温風します。火作所に給

子を 'I!)!. 川 しであります故

: 伐の ;ffi 風に Xj I { l - がよい。

魁根，ｾ床下の ［ｦｦｩｽＡｾ も心掛

けてあります。1i] ' : 1: l を大と

してえ庇を作所に設けた

浴 室 大 正 式 風 呂 は ガ ス

又は無煙祭。

，、

l 二円:;:JjA
t ! B苧弓 γ 〉- 7~述 .04

- 、民サミL73

舌τ 各ι → ÷ー色ーι

。

舌 .

J 、ー_ - _ 、e 一戸 戸、，、 ー｟Ｍ匂ｾ ー 、Ｍ ＭＭＭ ー 、 』 戸、」

←一言丁す2 4 ;  モ Ｉ［ｲｾ

'5'. I ノ ・ 」 レ ペ 九 件目 Ｑ ・ｾ :i. と 、 、、 ー ¥ 、 、 I 21;- ， 

Jーヨド.

d l 今 I ｾ＠ 1 ι 1  .." 1  

千芸=ー

総ヶ正保健住宅設計賞選岡案 3 等 1 席 筑 紫 太 郎 君
3  x  



x  4  
総ケ丘保健住宅設計賞選固案

敷 地 来 感 13!)1，¥;地 101坪

坪 数 ｬ 附 ＲＱＮＲＵ 坪 Ｒ ｾ 昔 ＸＮＷＵ 主 ｆ

組 主1; 3) 坪

建築費 27COl i i l 家 族5. 6人 位

都 品E 木結束地形 、 ｉＮＮｾ き廻 り コ エ ノクリ ー

ト打 ち、羽l小屋

外 部 餓 綱 桜 リ の 卜 宅 ノι 部ノι 塗 、 1'1 セ メ

ン ト塗 - 113下見板ベ y キ主主 、 ポ ー

チ 、 床/ 土手レス *'1Y;強不. . ciU，I i 付

内 部 令 部 員 段、和 気 砂 盤、土手線天) J 、

洋気 ｙ 、井 、 ｩＡＮｾｵ 会塗 ＢＢＧＺｹ キ イ上上

脱 線 4寸5分 勾 問、 !.n色大司王 ](1;:

滞 納 { ' K2尺5寸 、長州風呂 、改 良 汲I夜illiffr

ー 暗 平 島 国

3 等 2 席 堀 武 雄 君



十一 一 切 っ = !

敷 地 80浮

上1; 毅 l 階 2 1.12上「

2附 8Jt lミ

延 坪 29. 12Jt Iζ

ｾ築ｻＧ Ｈ 2350J ; J  

① 

軒 両 ｬ 階 Ｑ ＰＩｾ 2防 20) {

失血i?子 供2 入 、女' 1
1

1人、計 5人

締 法 制 楽 地 形 1.. 禁処! りコ Y !l リ

ート打ち平I1小k-:

9ト 対日 米松下見板政一m;，江j M'白木

許ｪＩベ ｹ キ又よステイＯｾ在 、 布コユＯ

クリ ー ト見掛り : 工人 法 仕 上 。 ポ ー

チ組リ及テレスは獄平石張窓 rH戸

無量俳IJ f r は銭絡子 r t :'-'キ iを

内 部 令部長日空手日家挫敷、砂 壁 竿

機 天 井、枝 、 敷居 、 月Ａ日居 、 長 ｊ 甲 ｾｴ

他都H乍;j;j は米 栂、 A J f - t 丸よ米杉 TE

板 、;; J所、廊下 、浴集 、使 所空宇‘よ

色 i漆位 、木 ms生 地 ム ペ ンキ 主主、局[

根 4 寸勾西E、土 居五 、 日本立 、浴

槽丸型 長風呂 、 ｻ員 ｩ ｊｦｲ 大 ｉｅ 式｛ｾＱｦｉ

大美野田園都市住宅設計嘗選園案 1 等 川 部 吉 助 君
5  x  

K  

111. 0  



え1: ; 築費 1840; 01  

株主' i : ｗｾ 東地形｟ＯＮ｟ 主任ｾ リコ

' / ? リ ート打 ち羽l小 l..t

合ト m; 米松縦仮 狼リ Ｍｭｳｬｾ ｲ

モ ル ｆ ノ ι 士宮 木 ｲｾｳ ステイン叉

!I1X 地 23坪

主r・ 3監 76. 5坪 (8.5111] 入9

nu) 

，
，
，

v

 

'
e
 

よ ベ イ ゾ ト 塗 布 コ ン ク リ こー

ト姐 り! 土入品2石 塗

内部ｻＮｾ ;fl )良 墜 和 宗 砂 笠 竿

依 ＩｾＩ ｉＺ 翠 ｊ 点 、 廊下 、 浴 Ｚ五 使

j川¥:?1二iMu氏木郊生地ムイ イ

y ト愈居 l11] i ¥盤改敷物政選

紙 仮 ｰ と し て洋 ｮ ｾ とし て ｴＦＮ

A、て可なるべし

屋 根 卒 安花 Ｑ￯ 、 勾自 ｾ Ｔ 寸

平 面 及 配 置 函

x  6  大美野田園都市住宅設計賞選園案 2 等 楠 田 忠 男 君



Jiti数 22. 8Ji F

外 部

膝廻 り豆砂

利 入 モ ル タ

ノL 塗 、壁鐙

土議長式杉駿

板張( しぶ

ぬ り仕 立 上

げ〉上部漆

喰 磨 仕 上

内 官官

民ｾ漆喰主主
り( 居陥t&

寄翼手壁張り

〉 木 Ｉｾￇ ラツ
F 傘、 日本

n日砂笠宮

床

1剖旬、手ft.'t

1土U! ! l {妻宅ノぐ

Y キ テ ヰ r:¥'<

可1板 張

f史 所

大 E 式改良

便 所

大美野 田国者11市住宅設計官選岡案 3 等 1 席 金 子 春 夫 君
7  x  



クト而反笠漆町工塗り鴨居下ｾり下見板

防腐殉l塗 り材 米 松

民壁漆q食色在、Z装所 浴 手:s要廻 りタイ ル

援 、 但ｻ所腹 ｾＱ 反政

来立式板張り; j ; j 米杉

浴 ｐ 主漆 ｐ 食主主 ｦ 也 は竿 様ｸＮはｾｾ額 縁 天井

内務省改良使J升

時

州

百官

床

天

使

内

敷 地 76. 5坪 (8. 5問 x 9問〕

坪 数 1階 19降 、2階 9坪

延 坪 28坪

ｲｊＡｾ 費 Ｒ ぉ ｏ ｉｬＧｬ ｉ

止者E迄 コ ; /! t リー ト打訓栗石地形

日本叉;葺

米 杉3寸5分故村

礎

根

議

出

用

什

刊

ｾｾ＠

E庁

づ
?
l
r
A
1

4

…

叩

位

一

品川

山

一

一

一品川ぺ

詑

一
一

一
人

川

、
F

f

J

去

一

守

ろ

「

守
f

与
引

J

N

β

包

〈

い

り

盟

_:z -、

芝

生

ずイ刊?〈"

予 ト- e .o .; "J. _ 一- 一一一ト .，2，る

{ ξ 1 J 1  

3  

Y  

7  

4 2  

定八
ザ

次 君由土産田3 等 2 席

- -L  

大美野 田国都市住宅設計官選園案x  8  



1. i  E  31土地 91 J: ¥{7fl U

x  131m)  

。
坪 数 ヌ6，2!tj5

酌

軒 両 12尺

対 根 4寸 5分勾 fiE

和風日 l掛桟

叉: 一女字n

If E  Ｚｲ ｈ ｉ Ｚｦ島日 ｉｇｾ ｴ 反

1¥: ( 南7lt. illi

1111) 慾トー -)¥11

。

11t  ｴＺｾ＠ 1;1 色 セ メ YN  

トモ ル タ ル

主会領l t Z り仕

ー¥-.- 1;{¥板 以

ヱ 9 ナ ー ノι

望註

内 壁 タ イ ノι 5反核

張の部分を

tp 
ム.....Jl.IJ. ι  1.-...... . . . . . _. . . .  I  

_ L  I  

除 き 民 監 仕

トー

杭 米 俳/え杉 3

寸 5分'{(I 混

IJJ 

L 日「二云 1"2: τ『 号
1i T. <" 

"  

H

f

爪

w
γ

ρ  

e、，

、

' 可fJ Ｇｾ＠

寸

質ー際 に建うる 住宅設計賞選園案 1 等 角 田 建 築 事 務 所 9  x  



二時! j ! 白田

I 曲 | 鬼

一 一 一 寸 「 一一 一

」 一 一 一 一 」

敷 地 13 1Tl

坪 数 I階 22. 8坪 2潟 7. 0坪 延 坪 29.8:!!]!

建築1!l 26∞調| 家 族5人内外

締 法 制 粟地 形士選廻りコユ/ クリート打和小屋

外 部 大 壁 l主セ メゾ ト塗 一部米松換肌にペ Y キ重量布 コ

ンクリート見え掛り は リシシ塗

内 部 会部長位和室砂壁竿様天井居開放護所民間廊下

は漆喰天井木 古:11生 地 及 び ペ ン キ 塗

暦根ヌ［桟勾同ｾ 0 . 4 太卒x 葺

i!frii:l回1

CH島( 量制民)泊、"

、
‘

柚

咽

箆

〔

伶

乙

一 階 卒E 固 恥 配 置 図

x  10 賓際 に建つる住宅設計首選司案 2 等 堀 武 雄 君



敷 地 115. 0!!!，

主ド 数 21. 625上1; 外 l亡ポ ー チ I!平

家族失 ｴｩｬｽ 子 ＨＡｾＲ 人程度

裕 治 基礎 混1渓 _I.. 、 土選: l i 手又 は 抑 4 寸角 、

杭 米 総 411J 半 角 程 度 と L ' 7= スステイ Y 仕上

一般外壁は( r : 来土成壁に i¥さずる小鉾竹入り i¥在

士以皇室とL 9 ト袋を石和il ス レート I: : J セメ y トス

プレイ仕 lニの新考案 とし一抹の簡素味と近代

昧 とを 1111へたり . 屋 根 は 引 掛 筏7己及亜鉛引餓

板1じ株主Eとし外部木部は ク レオ Y ート 塗内郊

盤 、 内部目は( r : 来反日空君主 . 漆日食{J : 1-.及一部壁紙

M床、融必性多 き星放とし 、胞it妻' 辛: 、 ホーノL

ｾ ［ はキルク貼 ｐ の上日本自 Ｚ司王ゐ 板 、 浴京 、 主〈

品iJ 等は人結石併 ; {Ej 常をm..; .板J ! ll j 1) の i世I)Yr は' *

栂 像 qll .l:l 仕 上天井、子供室、即: 接 浄:等 トマテ

ックス共{ 也は生存徐天井

x  

I  I  久 保 田 健 誠 君3 等 1 席

|仁ヨ|

賞際に 建つる住宅設計官選固案

平面注目E童図

玄

包
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12 賞際に建つる住宅設計賞選圃案 3 等 2席

守s ら-

l 旬

主主 主ド 17.44坪

敷 地 '16主F( 京間〉

構 造 反壁 、和小島 、

柱下コ ;/ 7  ｖ ート ［ｾｉｊ

来地形土墓下コシク

リート布 石刻粟地形

外 翻 緩 勾 配 で 車 干 葉

の出の多い尾根が外

搬の主般を なし主す

軒先は ] L を茸かず銅

板援りとします色彩

は白壁と羽目板j主他

木部の j炎制色

平 田 廊 下 等 を と ら

ず主F主主を利用し且無

却をせず費用のかか

らぬ様努 め ました外

扱も簡単であります

質 Jfl 盤敷の室を多

くと り貨際的とし ζ

れに 簡 単な費用のか

か らぬ最小限度の線

接聞を設けました押

入も鴨居上小笠込利

用します

主主のE貸さ 6 盈は板の

問によって柑嘗の民

さがあります又 Ｔｾ

宇 に タ Y ス置場をと

り3盈は巾 を6尺6寸5

分〈柱心々〉としてせ

まい感じを除きます

防 署 東 西 南北の iffi

風があり且各居室に

西日 の影響が少い様

になって居ます

筑 郎君紫 コ長



緑 ケ 丘 保 健 住 宅 設 計 岡 案 審 査 椴 評

務 主 主 員

小川 安ー郎 :f);聖子JII :一 良11 藤 井 刃:ニ

Ｈ審査合紋席古 ｾｬ 問符 武 田 五一

市 信

本 間 乙 彦

村 lll} H車寄

松井 ｪ ｾ 太郎〉

此ｔ￟Ｚ の懸賞 ｾｰ 誌 は 感 主主 期間が比 絞的 ｬ Ｇ こ短 かった のはこの粍度 の家と して は如何かと 思」、。

ζ とに基因 したであ らうが治憾乍ら悠募総数が少 忍 Ji J i の配 置 は LB色であ るが少し賢浮に も忠 はれ

な かった。しかしと れ だけ の膨 募 闘 案 を見た ζ と る。墓所に於け る従燈の 配 置 には一考を要す。

は相 'IWに主主義も あ り円つ成功と 云 っ て い い 。 赤in: 2  等

は二 日It tJに 亘って般絡に 行 は れ 先 づ 28 j砲を拍き プランは l漁 る簡軍明快で且つ徹底しで あ るのは

第 二 次に ＱＵ 遜をｾし第 三 三 次 には Ｗ 沼を得 てこれ 貸するに倒す。只多少生誌なる撲はある が建物と

に等級を附した。 敷 地 と の 閥f系も上々で ある 。

各 家 それぞれ脊心の跡は認めらる L が 前 Ihl本 令 構 造を 別般に示 して ゐないのは 折 角 の設者 計 の

が募集した 「メート ノｾ i去に依る1 ' t 別公債小佐 宅 設 気 持や トロ Y ケ y ・バウの特徴に 徹 底を飲ぐ と云

計 F皮質問案! と殆んど勿¥fC) / ) 作品が散見されまた はなければならぬ。 if 所 に食 本 を設けた のは斯 将

l拘同様に{徒出し たる作品 に も乏 しかった 。 腹募! 副 の家 と して 適 1:
i
; であらう。

案 rl'4守に目についたのは設計が容易であるためか 3 等 1 席

卒厩主主治: 多 く 二 階 家 が 少 なかった ζ とである。と 非常に スマー トであ り明朗 性 のある申分のない

の駄 で は l 等 に 入 選 した 闘案の如1きは 相 '，: 汀努力の もので 2 等 とそ の 順 位 を 宇っ たものである 。し か

跡があり 、 向然 稼 査 員 の 同 情 も一層 集 っ た わ け で も小 さ く 且 つ 怒 例 的で 本 懸 賞 設 計 の 募集趣 意 に 最

ある。 も迎介したる 唯 一のものと 云 へやう 。惜しむ ら 〈

1 等 は製|吋l法は甚 だ f:l: 劣であ る。

プ ラン は大倣無ｾＡＱ Ｑ なも のでよ くまとまって ゐる 3 等 2 席

そ して庭面目であ る駄 努 力 の作 であ りi'r則 的であ 平面外観とも に勝れてゐる が木迭 としての構造

る駄 が注目を惹 ν ヴこ。 に少 し無r'f がある。殊に 二階 の陸続根 の 如l きはそ

しかし門とポーチと の闘 係が少 し第' 何であ るo ｾ ｌ で 、 斯騒 の 住宅 としては依りに 枝問 を 要す る で

且つベ 帖 の居f ¥UIJ. 採光に少 し不充分の 憾 があ りは みらう。坪数に於ても 最 大限度に 採 った ζ とは不

しまい か。また 型書? と E直接貨とを殊更らに 分けた 賛成である。

大 美 野 田 園 都 市 住 宅 設 計 図 案 審 査 概 評

審 査 員

柄弁BJ ニ.郎

松 本 俊へ

がrl' ， 種 夫 前 橋 栄 治

公 Jt- 武明t (手持査令 絞l市

士l、 井 紘一

武 田 五 一

中 西 六良11

永海 毅一〉

今 li 11の懸賞 募 集 li J!!!¥募以間 の 短 期 であ った ζ と ｩｬｬ 築ＧｬＧｲ施漁定 ｪ ｪ，ｽＯ ｦｲ から 云ふと 二階家の 方 が 適 ｾｾＺ ［

A 同府'i f.i l の懸 賞 募 集 が 重 な っ たなど のためにJ ! ! ! ¥募 で はなかったかと想像されるが相不第二階 家よ り

聞案 が ま象恕 より少かった Ｓ 然し 縦 して 近 来 レ ベ ｊｾ '1'屍 ill の設 計 の 方 が多かった 。

がｾし く 進歩したが傑出した作品 は 遺憾乍ら乏し 森査はこi 日に豆 りi I i i る慎重 に，¥: : づ 2 1 案 を更 ら

かった。脱を 符 て萄 を望む向 感 募者諸 君 に一層心 に ＱＱ 案を最後 に Ｖｾ 長 を 摘 さ そ れに 順位を しれ た

務 起 を 望 む で お く。 1 等

13 x  



敷 地 と建築物と の配 置 は割 合に よく綴 ま P巧 で 飯 の やう な感じ が す る。胞 接 需 と 女 中 部 局 と の 牧

あ る。 プ ラ y も洗練さ れて ゐて間取も まづヲR(iji! Ui i R をお きかへ 、苓 所 の配 置 に注意したな らば頁ら

が主レペ ー シヨゾの取扱方にも少し 注 意 してほし に完令す るの で は な か らうか 、炊 事場 l士守" ｾ小さ

かった。 又 利! 日 される 千¥11械 の少ないの は耳主将 だが か感がある 。

会 般の間近も 、採 光、j温風など もまた :>J: BJi のJ反故 1  ｾ等 と同じ 〈 と れも亦ヱレベ ー シヨンの ｪ 反放 に

lても i孟〈考慮 が 扮 はれで あ る。 た ピ関戸が多 ν 、の 一考をｾし 、 ｭ て ｌ からの恰好に ｩｬ ド しみ の ｦ ＧｪＧＮ ＮＮ［、憾

はと れを少な くし引戸 K 替へた方が貸 別 的 ではあ がある 。

るまいか。が 大般 に於て 火県Ili の少な い作 品で二階 3 等 1 席

家 主 して は Ｑ ｾｾ 出 の も のであった 。 なほ在来の方位 ｩｬｩ ち卜Ｎ っ た 恰好 は Ｒ ｾＭ［ のそれよ り はよいの では

から云・」、と ζ の案 l土所前方 jfL 欠 勤があ る が 持査 なからうかo nnl &の 配 置 、41 ; 他乃取扱は 1' 1由で l院

に ＧｬＺｾＧ って ｬ よとの ｮｮ 題 ＱＱ 考 肢 のうちに入れなかった 縦 で あ る 。 平 肢 は D 作 lTi と しては本案 も 2 等とと

2 等 もに U:¥色 のものであら うn

との 案 はz p . 辰也の悶案 中r' I ' 百のもの と して随一 3 等 2 席

に推し た。坪 毅 刀剣合にキ'1) 日の /11予y- i る部屋をかな /l ¥j J 反の円Ci Rは一般 的 である がドロ ーイ y グが 洗

り巧 に と っ て あ る。そ して設計が従順 で J I Jf. 米の 練 を欠 きIitiる tlll ぃ。

賓 際 に 建 つ る 住 宅 設 計 園 案 審 査 概 評

まま 査 員

清 水 祭二

長 谷 部鋭 吉

洗 谷 五 郎

古塚 正i治

武 図 王ー

松)i-{，it之助

綿 棒 民 弓

ヌド!Jl} *' 号脊

主主江 併，失

との懸 穴 募 集 11. ｦｦｉＮＡ ｩＤ ｾ＠ J明fl 日が長かった 側係 か らか

相 Ｗ［ Ｑ の ｉｦＱＮｉｩＮ ｾｲ 悶案 が あり しかも 仮， 秀なる作品が Ａｉ ｊＧ え

的 に多かったの は緋 査に1:¥-るボーと して 愉 快 i亡感じ

た。昨今は 住 宅懸賞募集の会が多い乃 で ドI然 照募

者に於て もよ り良 きf r1iffi となり 、研 究 の機舎とな

り、 努 力 となったがi W: と見 られる。と の問11多大の

牧 ｾｬ を符 た ζ とは最 も Ｑ 主 主主 あり ｒ つ 有 ば しい王 足 立 と

とa思った 。

総位 、 ｉｩｾ 取の配 置 、 採 光 、 換気 等 と も によ ｊ 考

案 されて ゐ る、只 無|泊には具 が 多 ( て務31f をクえい

だも の や 、 関戸 で いｾ rfr を引戸に したのが随所 に

あっ たが此稲の 家で は係り 終i狩 l の思1i か t 赦 迎 し

た もの で はなν、o X 玄附 JJ i:， に公 ひ介 せた様 にイ'l.!.f;i

をとってある の が多 かった が ζ れ は如何 だ らう 。

務 査 はJ Ii i る般密な もので 初 め 19 案を 1HI告、夏

ら に Ｑ Ｓ 家 主 選りそ の ｲ ｬ Ｇ から ＷＧｊ 主 を Ｑ ｾｊ Ｚ て ζ れ に 停

車止 を附 した。

1 等

ζ の 奈はｻ徐程 Ｑ［ ｾ 際 Ａこ 削れ た 終 検家の 作 品 と凡 へ

て設計に 11 中分 がな い、 しかも窮屈なる敷地にか

くも巧似 に緩 め j: } た る作 者 の手 腕 は紋 服 に依する

そし てlU fii す るに於 ても此手ifi 住宅 の依 1' 1ーに最 もよ

x  14 

〈官i'i IXったも の え云へやう 。芸H庁まは りは行 届 い

てゐ るが 翠[fr への入口 の11¥1仕 切に は改良の官余地が

あ らう。 ｬ 国 ｴ｜Ｎ ｾｉ ｊｴｾ 、 何 ｩ 所 の 門 ｷ も よ ろ し い。 肘 掛窓

の下 l土物 置 と か何ん とか利用すべきであ らう。

2 等

ヱレベ ー シ ヨY が 比絞 (I<J にあ かぬけ が して J;;，t.ょ

く、 構 泣 よ卜 Ｎ多 少 ご一 階に Ｑ ｒＨｬＢ ｾ があるやうに 思 ｉ ｴ れ る

又 利 用 され る部屋 が一階 に比 して二階 のそれが 古来

リ不充分で小保笈をキ'1)日ずる工夫を して は如 何で

あら うかo ｾ 所 、 風呂 ｪ ｩ ｪ ま は り の少 々 ζ も っ て ゐ

る型Il i はま だ まだ改良 の倣地 がある 。 一般 此科住 宅

と して賢母であり 、また 他 共 の多い の 11終 演 1'. 少

し1i ft で あ らう。

3 等 1 庶

プ ラン は 無 ｾ ｉ ｾ で 相 Ｑ［ Ｚ［ の 努 力 が 扮 は れ て 設芯も 行

府 いてゐる。たピ玄闘 の 11II11'，こfJLl箇 の丸が 入れ て あ

る が之は意味の な い も の で住 宅 とし はＭｾを要 す

3 等 1 席

家が ｊｊ Ｇ ν ‘ Ａ ｉｾ Ｚ リ令 ｆ こ Ｏｦｦｩ＼ 非 ＱＱ ｭ さ れてゐ る駄 を 折 ｴ， 干 ￭ｬ￬ し

たいコ離を ま去 へば玄仰 と居| 日] とが見透さ れ る と と

であらう。
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ろあめりか屋敷地 火剤 ｬＧ 山 ＳＶ ｾｕ 也 Ｙ 坪 坪数 ＱＷ 主 Ｑ Ｇ Ｖ Ｈ テレス Ｑ 主 ｐＶＩ

宍特区

ーを dt t  fd 

l主 新工務所 敷 地 沢市'1' 山 14盟主地 6 1坪 主l' 数 16.t1i' 75
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級ヶ正保健住宅博 I宿舎出品佐宅

-
t  

に 日本m築 協 倉 敷地天利 ｬ 山 ＲＹｾ 地 ＹＲＩＺＱ｜ ｪｩ ｊｩｾ 延 ＲＸ 貫 Ｑ ｜Ｑ Ｙ

へ 橋本書且

iま 矢烏組 敷 地 夫 前l' 山 31君主地 166坪

敷 地 東 感 6波地 7 1坪 坪 数

刻Ｚ叡 ｦｾ 階 ＲＷ 主 Ｑ ［ ＴＶ
l 2階 16Tj¥45

u階 22均三29

2階 10均¥17

17 x  
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自

f  I階 23主F37

り 中井組 敷地 東感 45披地 92:Jiド 士ド数 ¥2階 川 05
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売

特

主'h  

f  1階 2 6坪 28
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19 x  
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l 2階 U 主F69
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4 竹中工務応 敷地 107均27 :f. 1;数 f;階20坪 91

ｬＲ ｾ 待守 主 ｰｬ

ロ 清 水 組 敷 地 l C5Jtf 48 坪 数 26J.-'1' 6 ( 納尉 l主n

，、 大 林 組

x  26 

敷地 116坪 96 坪数 f; 階 19汗66

l 2階 5坪Oo
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1. 2階 8Jiド

ホ 日本位主主協合 敷地1 : 5主1・19 .TI激 27士J¥6
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z  

敷 地 126主ド 11 刈: 数 { l |;皆 2 5.TI¥03

M 1. 21皆 9主po

27 x  
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リ 日本建築協合 象地 76坪 16 坪象 i :i階 8坪 ぬ
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ワ 闘酋 土 地 株 式 合 批 敷地 117.ltj¥04 坪滋 f:冶32初 雪

ｬＲ ｾ 皆 Ｙ ＮｬｱＧ ＳＲ

カ 胸西土地株式曾量土 致地 189坪42 坪 数 40坪67
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f  1階 27坪42
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創 立 拾 五 周 年 を 顧 み て

片 岡 安

本舎の創立は大正六年のすFであ って、丁度本年に至り瀦拾五年を 経? とのである、その間

可友 りの襲謹を友したけれども未だ一度も弛緩j伏態を呈したととえE く、常に緊張せる努力

を続けτ 今日に迫んだ事買は 、閲係者一同の誇として慶賀すべき鈷であると信十る 口凡 そ

如何なる闇惜K 於 て もその制立の際K 考へられた重大 なる使命は R 霜 を経る K 従ひ、漸て欠

その軌道を外れて他の方 向 ｉＧｃｾ｛与すコる傾向を有するものであり 、 叉その方向車事換も時ｴＡＱＺ削 ｼ 回

! 在する矯めに必要主主ととである場合も少〈泣いのでるるが 、本合の虫f J くその首初 fC霊ける

方策を絶好; 一貫して緊張裡にその11月護 K 進みつ L 来たような間間は稀に見る宜例であると

言つでも過言ではない。而 してその主要なる原 因は言ふ までも友く舎員一同がその 目的立

徹の矯めに一致協力して少しも憾まなかったからでる る。更に詳 しく 言へば我々が建築と

。0 0 0 。

いふ専門を基礎として枇舎を指導せんとする 奉仕の 信念が強かったからである。又一面K

我協合の取って立った共 目的が我閣の枇合の賓情と して如何にも緊念な ものであった ε も

本舎が過去十五年間一本筋の軌道を良商目促進み来った原因であると見られるのである。

漏り建築界と言はす= 我閣の各方面の専門界は何れも他方面と無倣l係、に直進するの維が甚

だ濃厚で、あり 、且つ同ーの1} ; T . 門界K 於ても各自叉{ I 防局的K 否排他的に土佐まんとする傾向が

著しいのである。製術研究の方聞に於て他の 意 見と懸け離れたるｾｾ設の多敢に現はるとと

は研究の進歩を促がす所以であるから 、時 lては大 fL l 以迎すべき事柄でるるが、同しき専門

界I ' C 於て各自樹立lて劃祉合的所勤をなすととは如何なる場合 lて於ても何等誌がないのみな

らすヘ共業界の進歩を妨げ共結果祉合指導の目的 を達成 し得さる憾がある 。凡そ如何な る

事業でも僅かに一人の手腕にて成功した例はたい、必す= や多数同志の援護が主主ければなら

ないのである 。況 してや事祉合全般の進運lて閥係ある民汎に して且つ永遠の将来を有する

指導機関K 於ては、そ の専門界の凡ての人々がよく 一致協力し枇合奉仕の一念 lて燃えて緊

張裡にその努力を' I ' I Vi 歩前i l l J Jするようでなければ 、その目的を達成するととは不可能でる

るr 我日本建築協舎は倒立嘗時の我世相の欠陥と建築界の不統一・にして露両目友らざる態

度に目先め、その革新の矯めに哲起した る闘西方面の有志一同の | 剖悼として生れた のであ

って 、 その首初より枇合 の指導機闘としての重大なる責務を十分に自 Ｑｾ して 竪貨なる進展

を続けたのである 。 即 ち環境の事情と建築術が我 ｦｪ ､Ｚ舎に負ふ常然の責務が我々有志をｾ， ｾￎ ｉ

k 聞結せしめたのである。

我協合創立勿々着手した仕事は多種多様であったが、その最も力を量産したのは建築物法

の制定を促進したととであった 3 引き続 きその施行 lζ 閲する行政施設の運用を [Hl t廿左らし

むるととでるった 。 その努力の 経 過はとｾ I亡は述べぬけれども、我閤都市の線本的改ii!i を

，Ef:要 とする期に於て都市計霊法の制定及その普及を 金問の都市に宜体する 事業 と特接なる

関係にある矯めに、我協合は大正七年一月以来建築型合及日本建築士舎と相提携し或は11'1

x  3 2  



￰ｾｪ ｬ ｚＺＺ熱心なる運動を棺制して来たのである ｊ 都 市計 ｪ Ａ ［Ｚ 法及建築物法の二大法ｾが大正八年

のす手の議舎を通過し 、先づ以て六大都市民施行さる L ように 友ったのは主として我協併の

民剣士Eる努力l亡負ふと言つでも過言では友ぃ。

以_1-. の外我協合が全力を ftfi 倒して計塾した事業は阪急 i 沿tJA樫ケ. rr. f ' L 於ける大正十一年の

質物ＨＭＱＢＺ宅 ｉ ｊＡｩＺ ｔｾ 併のｪｽ ｩ ｧ 催で あった。同 ｼ 功 ｅｅ 合は恐ら〈我聞に於ける昼前絶後のもの であった

と 育 ひ得 る程大 Ｑ 山政 ｬ 乞行はれたのである。 ｾ ｉＭＧ 産昨今級 ｬ 亡ｩｩｗ切なる改良 住宅 二十五箇をそれそ

れ泊首なる敷地 IZ : : 配置し挫設したる外、建坪五百昨を有する何日E合卸i亡は住宅建設に闘係

ある材料、 設備及設計 li ，，11の陳列をもなし 、五十政 lill のずt余を J交じ約六ヶ月間の準備行筋と

六十日 IIJi のninr ，; ( 亡依り十散防; の削究者 l亡住宅改良の向ふととろを 合得せ しためのである o

ｘ 大 ￯ｅ 十二年の闘点大震災善後策民主 ｊ し大ｼ波 ｉｦ 日 ＱＩ のｻｾ Ｇ ｬｩｓ ￭ ｬ こよ り ｮｴ 偽記Ｂ立病院 の建設 に現力

したととを始め、防火建築促進fz:: lt 討する公! 日l講泌 、その他え1!築 IZ: : 闘す る民家の常識を州主

すペく建築展覧合を Ｑ［ 月併せるとと撤回 ｬ て及び、引 ＪＺＯＧＱ きその方針をｩＱｬＺめつｾ ｾうる。更に本 ｻｉ 三

のわ]'1.周 年を迎ふるを陵介とし本作の目的 lて高1] へる各杭の J ] J . 業を賀行 1.1-
1でb る、そ の詐<<: 111

はとと IZ:: : i A; ぶるととを省111持するけれども 、本合がI l I] 立以来総! l fi- . n合員の協力 l亡より枇伶

のniJ lfi lZ: : 5?力しつ L あるととをとの記念事業IZ: : I : 交って最も明白 l亡言IE問するのである。本誌

に於て合 ｦｬ 各自が我協合の過去の業 ｾｔｩ を ｦｦｩ 想し、現在の我祉作 ｬ と於ける建築界の地代を展

黙し、更に ;1守米の進路を検討せんとする計主は iF. fC我協合の第二次殻民の1"] tl-' ，として大に

民武す べき ととである 。

我協曾の十五周年の記念の日に際して

武 田 五

過ぎ去った十Ti . 年の歳 月は短か く思はれるもので' Gf j る。共岱時の思ひ出は数日前f L 起っ

たもの L よふにも思ひ/ 1 ¥され似ばれる。オキナ合をf別注して、新たに組織された闘凶建築

技術科のお ｩ 間関た る 日 本建築協合に共全部を介 ｕｬＺ す る相談をしたとと も飴りｾい過 去では

ないよ ふに も思はれ るが 、共岱昨lとやっと小中ー校を出たばかりのノj、供は、もう既 lモ大与さを

卒業 してしまふてか;る 。しかし協合の之れから先きの十五年は決して短かいものではない

であらふ ) 思ふ lと十五年はNi 謂ー とJ Fドであり人 生でムーへば共生慌の阿分ーである c 夢の

よふ l亡過ぎた小児期から漸く' j ' ! i ' t . r - 期K 入 る の 時 期 で あ れ 希 望 l亡満ち満ちたる時機でもあ

り誘惑 Iz:: WIり易い危険千百' 1; お: 第二期とも見られるのである。

我日本建築協合も去る大正六年浪花の地 ｩ と侃 ｫ の Ｕ 宅 を取げてから今日まで 三 ｊ ｦＮ務所を移ｩｉｦ ｾ￭

するとと五同 Ｎ 舎日わ数も琳減はありながら兎 ｋ も ｦｾ ｬ Ｇｃも 、 今日では一千三百名と云ふ多

数の合員を抱擁する管然＿とる一大有力なる協命と友ってしまふたのである。殻合のｾｾ Ｎ 初 ｋ

於て我々合[ 1 の有 して居? と 、東京の建築i按舎に剖抗せんとする閥凶 l乙於ける一大勢力たら
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んとする理想 l亡は 、米? で達しては居友いが 、其遂行して来? と業紡は 、どとに 出しでも決し

て ｾｉｬ かしいものでは友い宮ーである 。 他の建築者の合 ｬ 亡於て米だ試みたととのない住宅の古

物を /1¥1滅する性宅博見合の大規模なものを筑間の楼ガ正に幾多の犠牲を榔ふて大成功棋に

敢行 して以来東京に於ても之れに i断定したものが行はれ、我協合でも自去に十何に垂んとす

る間合が試みられ、之れが矯めに我闘西地方に於ける{ J : 宅の一般的傾向には一段の改良進

歩が[ i K 見へて現はれ来たった ξ は午ーはれない事宜である 妹l亡近年我園都市fZ: 1J 11へられ

つ ¥i ! うる都市改良の計・霊及市街地建築物の保安上若るしき効県を牧めつ L ある市街地建築

物法規の制定lて閲しては我協舎は、天下に卒先して其主義主張を宜言し、上は政府首局より

下は 一般市民K 劃し J 建白 K 諮M K 、全く血みどろ友奮闘野力を全合員諸士が蓋 し?と共効

果空しからすτ 、迭に今日の 1情況に立ち至ったとと 、或は枇合人 l亡到して建築 fZ: ｾ討する閥心

をl奥ぴ起す矯め或は一般建築の常識を枇舎人1'1:: 普及せしむる1 . 1 め誹ii. ii 1と誹習に或は著作に

iJ 1つてi J l : 1て興へた刺伎は決して鮮く友いととは ii t問が取って認めて尉られる ととであらう

と思はれる o 其・商に於て今日自身の抱1識をより向上せ しむる1誌に見取に大舎に常に協合

としては共努力を惜ます. ' 天災地境に向て建築物の大破壊の起る度び勾J て多数の合員を共

現 地 Il : 派遣して共原因抗日災の科度等を研ヲピせしめ以て現在の不幸を救ひ将来の渦↑ 起を絶滅

せしめんとして肘るととは故ふる KI 収のないほどでaうった コかくの如き布闘の係史も要す

るに 、 ｾＮＱＣ明時代の若 ｫ しさの貰であった。今後の我協合の行税 ｬ 亡も赫 ｫＷ とる未来のある

ととは疑ひは友いが、今日の時機は云ふま でも友く前代未聞の沈滞の時期であり 重大危機

である 。務 ｾｋ 吾人建築者 ｋｊｦ ｊｬつては 他 の 職業のものよりは ー 府悲観す べき 材料が前詮 ｋ 山

積して府るととは争へ友い事質である ご共影響する所我協合の%i 迭に 一抹のl情影がないと

は 云へなし 、。吾入は協合の将来を紫概すると同時 ｬ 亡又 一 見ｾ恐恨の念を抱 かないわけ ｋ は行

かないのである。しかしイ司事も努力に よってM・決するむ我協合々日の堅宜主主る結合は之等

9ij 1;闘を突破し得るととはさして困難なる問題ではないと吾人は信じて肘るのであるコ

洋 k 7とる前詮tて湛進する勇気を殻拒r . する時機 lて於ては殊更 らね仏主主主る考祭 と熟慮、とが必

要であるととを忘れてはならたい。思ふに建築の皐と術とは共内苓脱めて多 Ili 主多端である

建築家の任務及共協舎たる岡憾の任務亦重大友りと云はざるを得たし、。英範悶は形似の上

下に花iより 、闘家園民が之れを消沈する経貨は我園のみ lとても年 k 数億闘の巨額に達して昂;J-

る。之れを合理的に経済的に構成消費するととを指導する任務は ーに吾人建築家の双肩 l亡

懸って居る所前自 力更生の笹現K は我建築協舎も共重責の一部を負ふて居るととを思へば

将来我協舎のたすべき事業には洋々? とるものがあるのである D 我協令の指導情nill lは建築家

と枇合との接燭を企闘し我枇合に飽〈までイヤ理的にしてピトルピヤの ｲ Ａｬ ｭｾ シンメトリヤと

オイリスシヤとを有する建築を出現せしめんとするにあるのである。

苓 人I' I 絡に東亜 l亡一大飛躍をえにさん とするの日を迎へんとする 産みの悩み を経験 しつ L

aうるのである。此時に於て我| あ合今後の十五年の第二期を辿へんとするととは 、共虞t亡幾

多の閤難もあるにはあるが 、一而に於て思ひ設けぎる何等かの好運を強言せられて居るよ

うた策もするのである。止岡山繭すべき日本建築協合 ｕｾ ・二期の初頭に首り吾人の悦びの 一 端

を述べ? と次第である。
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そ の 頃 を 語 る 座 談 曾

本曾倉IJ 立 富 時 の 懐 奮

池 i円 'u氏 今林彦太郎氏 大林賢四郎氏 片 岡 安氏

お![I j'Hl 一郎氏 木 子 七 郎 氏 小 林 悉氏 武 田 五 一 氏

高 ，r-l[f 栄 治 氏 波 江 悌 夫 氏 野 村 一 郎氏 j践 井 !正 二氏

{  ｮｾＱＹ［ 村 正 Ｑ Ｍ ￬Ｇｲ，ＧＨｴｩ ｊ

ｬｾｾ 取

本曾が ｉｙ 止を の Ｑ 諜を穆げたのは大正六年半ｴ］ｾょう二月 、そ して側四の正 ｬｴ 築家三十九名が一致ｼ訓告白

し て 且 ＱＺ 令 ι 接 ｪ 燭を保ち同家的 ｩｬｬ 築の建設に努め ｊ 注 Ａｴｻ ｾｹ 十の後民興阪を契って立ったのでした

それか ら本年でf前 十五年を終過致しました が、われ らの ζ の主鋭 、MiIWは織ねは徹されま

たされつ L 現;(f. の有力なる大間位となった ζ とは誠に陵部2に禁へない次第でもあります。

そのころ ζ れ停泊: 動 に参加l せられた京阪前Ir に御 t 仰の方々を九 月十三 日協合創立を最初J に

打 合せをした山続ある ｦＡＮｾ 岩 Ｈ 大 阪 堂島〉におよ長りを願って「そ の 頃を詰る 肢談 合 ｪ を ＱＱＱｬ しまし

たと ζ ろそれからそれへ と抜荷の話室きず言句次第に熱を祢びて 創立に到るまでの事情、

; I e の頃の世中目世態及建築界、そのと頁の建築界の人々、その頃に於ける曾員の意気込、創立

嘗初の本 舎の様子、その後 の協 曾 の起伏と目立った 事 業、将来の協曾とその動河、 ｴ ｳｾ に就

いて，;ff 11 去 りJ!? り来って近頃にない感銘深いそして意義ある合であった 、11<1に御 LI:I 仰の ig/

定であった小 物 ｊｊ ［ｩ 鋭、置 胞 ｪ ［ Ｇ￮ 、河 合幾予犬 、 設当時点雄 、 う ［ Ｎ ｾ兵城 、 ｛ｬｉ ｲｪｬｾＺ 州 、 永 浦 ｴｲｲ 三 、 橋本

勉 、 長谷部鋭台 、 日 ｪｲＺｪｬ ｊＧＱＡ 、 松本 ｩｾ￭￭Ｈ 、 光安梶 之助 、 本ｾｬｬｈ ｬＡｊ 苫Ｚの誠氏は御 差支の Ｑ ［ｴ色 ｾ ｊ 市され

た 、 何 ＱＺ｜Ｇｾ 氏名古 ｉｾＺ の佐藤阿見 Ｑ｜ 民からは祝むを寄せられた。

陽

高 橋一 本 日 は 大 鎚 沿f亡しいか? をゐ山山下さいましてどうも有難うどざいました。丁広本

年が ＱＱ 本位 築協併のｦＺ Ｑ ｊＺｬｌ満十五年 ｬ 亡首りますので 、 先達ボ御承知の泊りそれを記念 ｾｌｈ｛ｫ

の ｾ ｨ 業を始めて日ります、事 ｉｴ 誌 の Ｉｪ も予 ｉｕｊ は記念 枕を ｉｊｉ ｲ す飯山 ｬ と して ｪ 心ります 。 ｲ 広協合

が 倒 立 致 し ま す111: の1，H:7Jの 合 が 此 魚 岩 で 催 さ れ ま し た の で 、 そ の ?;;i 時 仰川 )，' rl な さ い ま し た

持政 、 叉その ＿ＱＱ ・時 ｩｬｾ ｊ ， Ｎｉ［ｅ )  ｊ 下さいました ｩｾＱ ｊ Ｉｪ々にｉＧ ｔ び十 Ｑ｜ 年目の今夕此庇 ｬζ ゐ Ａ￟ り刷ひまし

て 、と の1tH'干の前IJ3'i: IZ: : 五る経f . ＺＧｉｾｾ やその岱時の Ｎ ｝ｦ ＮＧｉ ｲＡｦ ｦｦＺＺｾ＠ ￍｬｩｬｬ写を川日 ｪ して ［ｩｴ 時の ｩｬｬ 泡Ａ談を ｩｾＱ ｊ ｉＱ ｆ ｊ か

せして拙きたいとイ子じます 。 ではうl づ 最 初 と の 協 介 が ど う 云 ふj瓜にして . ど う し て 如何な

る 動 機 か ら 生 れ る に 至 っ た か と い ふ:O]f.'h!i か ら 御I-O'i ｾ、たします。

創 立 に 至 る ま で の 事 情

池 間 - Nr 約千T史以前とよ主ふやつだネ。

波i工ー それは} ¥./刈 さん にオキナヂ? の沿話を先づifHiって … ・・ それが流れなんだから・ ・

片 岡一千f 史前を僕が語らう 。; QIJ 立 首 時 の ととは悲! とちゃんと、非，i出H引:IZ: : に亡よ< -]珪杏L芸十い て aあうるカかミ

ら Ｈ ｾ雑 ｊ長 ｴ 誌伝仰制ｼリ ｬ 刊 披から舎＿報技を抜書 し Ｗた ζ ものを 指 す Ｉ合を イ催佳す時のスグ Ｍト Ｒな主り札、 と の 合 の 生

れ る 四 五 年 も z或足 は十年も 遡 つ て の芸事l' l怖 |

スが2友=かつ 7たと明治三 十八年頃、先づ大阪でで唱オフイスを開いて. さうして大阪に於ける先輩
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同窓の人と相官; 親しく附合 ひ、同時花束 J Jt 方商I ' L於ける古い入 、片山、曾繭雨博士或はも

う少 し降って伊東、塚本雨博士. 叉、 自分等の同窓よりもう少し年寄の人 、 降った 入、

斯う云ふ人 k と相官交ったものでありますが . そ の問に感じた事は 、建築家がどうも自分

の械に立結って、 それで・先づ自分の命ぜられた仕事 、或は向分が従事してゐる 仕事K 廿を

折 る事以外には一足も出ない。附く建築界の全惜の統制とか進歩と云ふ事については徐り

感興を有って居 らぬ 、無関心のやうに見えた 、それを建築接合友どでは多少考へて居る虫n

〈見 え売がさて却 J をうま〈 ゆかたい 、一面 どんどん建築家は殖えるし、さう云ふ機闘がイ，

充分たためにどうも建築と云ふ一つの大き友国躍が劃枇合的の存在を lリ1かにする :t] f がどう

も出来たいf恨みがある 、叉自分等同士の事で云ふと先輩を誤10/(ーして謡く云って見?とり 、同

窓との間に 何ん だか感 ｉｗ の 行 ｩ 主ひ があったり 、 官 ｩ ｻＧｾ 方面の人と民間の人との間の交沙が不

充分で、わった り、ど うも共聞の ｬｾ ｩｬ 滑さを ￭ｉｩＡｩＺ き、従って建築界全砲の法 ｉ 祉合的存在が不充分

であると云ふととになる ので 、どうしても之はた互に懇親をもっと結ばなけれあならんぢ

あないかと云ふ王を深く感じたので 、それで同士と知らひまして 、少くとも閥西 l亡居る者

丈 けは仲好く、色々 の問題はあるだらうけれども 、仲の詮: ぃ交際をしゃうぢゃないかと A

ふので、 宮崎関西に その名を知られた先輩同窓の人 k lとも相談をして 、さうしてータ舎を

催した、さうして之から沿五ひ IL ' I愉快友交際をしゃうぢあ友いか . 一つの懇親を結び同業

者の固慣を作らうではた ・ρ か 、 と云ふので相談し? と所が 、それはよ か らう一年K 少くとも

二回位ひは集ってやらうと 、云ふので出予¥Ete ' : のがオキナ合と云ふ舎で 、名古ij は後から決っ

たが、大阪、京都、奈良の頭文字を取って 、大阪のォ . 京都のキ、奈良の ナと 云ふ頑文字

を取ってオ キナ舎と云ふ名 を付けた。京都では武田f 1 の外誰が居ったかね、

波江 一京事 ｾＱＱ ちる亀岡さん。永瀬さん。

片岡一一井君は後から入った . 奈良には閲I J . ，1- J 引が出つ? と 、( 闘 lli' さんは間もなく上京され

てゐたと いふ人があ った ) 奈良には土序tfli 、力11誰谷君、大阪には辰野博士と河合出版氏、河

令幾次氏 、 秋吉金 ｩ 止氏、 ｾ ｉ Ｚ Ｍ Ａ Ｎ抑制で云ふとそれか ら 町村 Ｑ 司 ｪ と 伎と共 外 ｉ Ｇｃ lU口、 設然、由! 日越欽

哉の三 :g'が居? と a

JE江ー それに茂庄五郎さんと 、71iJ II 谷ヂ11似さんとが切られま したD

片岡 一住友の野 口 係ー 材、日 高Ｑｊ Ｑｾｮ を合せて十二 三 人、それ丈けの併 ｌＱ でイド秋二 ＱＢＱ 本 ｩｉ

のはめを外し? と 、今か ら思ふと奈良にいって菊水で' " I 1'1った 、それから中の島の錦7kちょっ

と梓な放舘綾料理屋 、あそとF で・大V、l亡痛飲淋禽と 云ふ合をやった 、今の大阪ホテ J l- ｉ 亡 日本 ｾｩｬＧ｜

があってそとでもやった事もあってとても愉快であった、老若m提脱して 懇親を針; ぶ丈け

の立味でやった 、それがオキナ合で懇親の以外lとは山友かった 、だから| 鍋憾としての意識

を強くするととに は向かはたかった 、所がその? ? ; 時の点京の犠子を申上げる必要が 4うる 、

東京では建築事舎の合員が殖えて 、「わけい合」とか ・ンブ リ合とか色々建築家の小さな

図植がaうって全開の統制が殆んど取れない 、3な互ひ l亡;iijz 口を云ったり、鑓なととに主主って
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居るので・之 iごは E うも困りはしないかと云ふて、東京で・段 k 話をすると、困るんだ、何と

かせねば困るんだと云ふととであったし叉私の友人の意見友んぞも段 k 徴して見ると閥西

では 一つ竪貰な陶瞳乞作れさう友ものちるないか と云ふので、それから従来のオキナ舎で

は不ヲセ分だから、大韓才キナ舎も年を経て月例の飯食ひ舎になって居るので 、段々舎員の

教は殖えて居るけれども、努力も捌;はや 、合員とえ主るぺき資;俸の人が段々津山殖えて居る

砂れども、 古い合員丈け集ってゐるんぢあ 、いかんから段々殖えた合員 lて械を飛ばして、

健全なる建築同業者の園鯉を作って 、建築界劃祉舎と云ふ 、との閥係に於いて建築界を自

費ませる べ く一つ努力しようぢあないか. と云ふのがと の最初の集りであったのでありま

す、そ の話は悲tて書いてある通り。

波江一東京では大接を中心の木葉舎と云ふのがあった。

池田ーオキナ舎と云ふのをや って るうちに若い人も入って来た 、所が何時舎をやっても

年寄りばかり集ってゐるので若い者は面白く友い、とんどは若い者が集ったものが建坊舎

と云って集るやうになった D

大林一建fjj 合は「度吾々が建坊舎の末期友んです、その年頃は「度明治の四十四; 1 ' - 頃で

すね. iJi il ' C . 遡って十年聞をとの建坊舎の合員にしたんです 、建功舎の設合式は茸J家でした

かね 3

木子一箕凶lの除虫i' 村のラヂウム jitdi 七で・す。

大林ーラヂウム温泉で合名の投票をした時 lζ ・・

木子ーボンボンだからと云ふので建lJi 舎になった。

池田一伎が入れられるかどうかの境目の所で 、漸く若い者と云ふ所花入れて貰った。

波江ーそのラヂウム温泉 I dたったのは殺 k でした。

葛野ーあの時 . 幹事は{ 主だった 、がl謹谷君と r也田君tと僕、それから牛付菩勇君

大林一北村耕遣さんも居りました ね、建坊舎の曾名を J支訴する時に泊りましたぜD

木子一 日高さんも入って居?とやうに記憶する… …

波江ーラヂウム温泉K 集った者はイロJ名付ーだったらう 。

葛野ー十五六人で・橋本君も居った。そして建坊合を作った。専ら建築皐3舎の支部を世い

たらどうかと云ふ事が話題になったと思ふ。

大林 ＭｩＡ［の時集ったのは十人以内です。るの時初めて建築皐ｾｾすの支部を世いたらどうか

と云ふ・・・ ・

池田一支部にするか別友舎にするか大密議論があった ，

大林ーそれがあってもう少しそれを練らうと云ふ事になって 、水11従舎に盤つで予f<i j と. 毎

週水11穏に雲が降つでも市が降っても集ったね J

池田一あっちのカフエーに行ったり 、と っちで飲んだりして大いにやったね。

波江ーラヂクム温泉の舎の出後 l亡、供に電話をかけて大勢建築家が寄って 、ど うも謀反
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合 らし いと云ふので 、 それについ て は 何 だか ｾ ｉ 紐を和 ｼ 織して大いに爪勤し ようぢ あ友し、か

と云ふ風なものだと云ふのだった 、それ は商 白いから 一つそれについてもう少 し舎の築を

練ったらど うか . 丁度片岡 さんが矢張り開問オキナ合のi捻り合介が度 k 友 くって、オ キナ

舎も 寂れる し若い者ーと年をとってゐる者と融合的 l亡行かねし 、何 とか一致凶結して大いな

待合を開かうぢあえEいか 、と云ふ話があったし. 丁度もって米いと云ふので… .

木子一話がるった所ちあ えEい、) ，ー岡さんは一陣れ tJj' 怪しからんと云はれるんだ 、さうい

ふ合合を聞方ー絡になって大きくして l社合的の大き左側臨lとして力強くやらなくっちゃい

かん、 馬鹿 を云へと云ふやうな事だった。

波 Ｚ 工 Ｍ ｾ ｉｊ ［ Ｍ Ｈ で司王 Ｑ ｌ ｉ Ｚ が起ったのは建築皐 Ｓ 合の合長をやめさせゃうと云ふ運動が首 時起 っ た

それは怪 しからんと云ふ認ですね、? で化だん様子を探ってみると 、さう云ふデ‘ マばかり ‘で

はない 、反問さんに合長を今度やめて11-ふと云ふ 中堅の建小か . ドンブ リ合の辿rl . t かは知

ら友いけれども 、 さう云ふ運動のある 司 王をきいて Ｎ 段々制 ベ て見るとどうも ｾ ｊｦ ｴＧ ｬ らしい 。

それから東京に野村さんが行かれる 、)-，岡さんと私も行って建築皐舎の組合l ζ wてみると

さう云ふ空気が②る、その組合でやりま したね . そιJ 結果は矢張り jえ肝さんが首選された

んです 、地 方の園髄は必歩自分に投票して央れると云ふ ｾ ｦｻＮを云って居られた 、 その結果 の

報告を殺ねて との吾 k の協子1 - の創，' r 組合をと L で・CX(t 沿 ) /)[ JいたてJ i になって居る。

片岡ーその時の事情 を伎がちょっと此機合にi L s ぺて世く必裂がるると 忠 ふ、--n豊技術界

の先輩と云ふ ものは非常に強い j J を抗って居うて 、後から /1' ，て? ! ，: : る者は、徹底的に その尻

尾に付いて行か友ければならぬ益策が濃厚だったからそのためにドンブリ合の辿中は凶制

して、どうも) 長l L ' i ' 博士ぽっかりがい つ までも製舎 、技術界にのさばってゐるのは何事だ 、

と云ふので其結果、民主f さんの合長を止めさせゃうと云ふ運動が浪l平にな った 、その蓮動

の張本人は「ドンプリ」合で 、栂を 11t ばして 、{ 芙の所 l亡はう終なかったけれども色々の方商

l亡今度の合長は坂本陀しよう . }氏出Hw士を投思して呉れるなと云ふ事を地方 lて言ってやっ

た 、 ｊｴと京は手紙丈けではなく運動してさうして Ｎ 排斥してしまはふと云ふ ｾ ｨ をやって肘る

と 聞 いたもんだから 、 快ｾｕｦ［ｐ， ￯ ｛ 合ふて聴いてみたし、叉塚本 ｐ￮ｬ 亡も介って江別 、 てみると 、

も う 既 にやって了った 、 運動は九分九厘までやってしまって出 る から 、 今 ｉｊｾ 云はれで もど

うする ｾ Ｇｦ ｦ も 出 来ぬぢるないか Ｎ と云ふ ｾ ｋ で結局は今夏 ｾＩｊ かすととが ＯＺ ｈ ぅ ｫ ね ｬ として ｴ 133合で

何も反野防士が出ぷだ、怪しからんと云ふゃう友詩のものではない 、F!l i- ;，-m国序よくやると

去ふ-: }i. で、-;P i 等の目的友らば) J . ('Jli '博士を出めさせる 37はなんでも友いJ丹、まあ目の前では

反II刑事士なる哉と云ふ削をしてむいて組合の投票でパ サツと落ちてゐると云ふやうな 、IIjj ‘

討をせんでも もう相首の年lめになってゐるから出めさせて了ったらどうか 、無理な事をせ

んで もいいちあ友いか 、J家小;れにきいてみるとどうももういかんかも女11 _ぬ 、{ 佐川さんが

やって 了って伐等も貨は剃ってゐるんだ 、と云ふ話、伎が行って色々品をすると元 もだ、

反ｾￍＧ ｉ ｊｪＩＺ士の 心 理は よ く土 ＱＱ って居るんだから 、 強ぴてそんな事をし友く っ て も と 思 ふんだが 、
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東京には不幸K してそう云ふ闘惜が危 b、震め t亡、皆勝手に若い者が寄ってゐる から 、さ う

云ふ事ーになったが能く話は判って居るから 、と 云ふので愈線、舎に友 って蓋を開けて みると、

塚本君の票 も相詰・多かったやうに忠ふが. 結局 l民jl)' ↑ : w士の方が多かった 、ーそれは地方の人

は手紙丈けだから何だ か米てゐ るな位ひで . 見なかった人も b らう し、従来の慣習で合長

は 辰 Ｇｬｬ￭ Ｇｆ ｾｴ Ｚｬ Ｚ f ; . ごと投現したポも相首多数るったE . b1<: 叉合長になった。而して共後の話だが反

出f博士はさう云ふ ξ を思はすコ 1[. 侠は罷めたい、今度は特綱君を推薦したいと思ふと佐野村

l亡云ふと、それは問る 、TF1綱同 士は辰 'll i- tiJ，' : 1てよりも 米だ老人ぢあないか、とてもいかぬと

云ふので反劃したが 、合長は五五l三も十年もする んちあない 、一、二年だからいいぢあない

かと. 段々他の人も話をして ".1注で佐野手Iが折れて了って 、来年の紙舎には 、と云ふ事t亡

友ったが 、共ヰ百年だった と思ふ. その時の益気が11e'lli京を中堅 1Z: ek . めて老人を 排斥しなけ

ればならねと云点、強い熱心十亡、前後 t 踏ますτI C建築界『刷新をしようと云ふ考へかも 9:11 ら

ねがやって居った。段 k 話した結果 、それを塚本; r ，が 口を入れて ゐ互ひに提抗すると云 ふ

JcFf . 1' L友った。丁度之は騒動の dうったその年だったかと思ふコ

波江一共事件の報告の意味でとの魚、完で舎を開い?と。・・・時は大正六年の三 月でした

片岡 ー それは思舎 の 組合は ｊｾ 年の ー 月ｦｦＮ・らう、二月 ｬ 亡 集ったｊ￭ｊ￭を見ると 、その騒動と 云

ふのが投烈で' ) j J 長野博士カ :ι ぷ泣した . その後仕末だったと思ふ。

; 皮江一政 lと書いて ある「東の岸を此ひ . I!-li の j苦を打つ」と云ふ事はその意味です( 抜・書を指

す) ドンブ リ舎の '"1' 竪であ った jl;: 加えさん北村さん等の意見は首時カンカンの意見だった D

片岡 一 技術界と功績 ｬ ニの先 ｾ ｉｉ ［ｾ とは蓮ふと云ふ の でとても佐肝君主主ど手強か った 。

波; 工一川越さん友んかも古11躍した j } だο

葛野- j佐野君の クラスの人が 兎l亡角働いた諜ですね‘ 此主u中がJ ドンブリ舎 Jの連中だね J

波江 一弘は反野先生 Ｑ ｲＺＺｾ Ｑ￯した事が あ と 、 かう云ふＩｓｬｾらしい 、 と 、 さうすると辰野さん はＮ

いやfilt は官際}iEめたいんだと云ふやう主主話ーがあった。

大株ーさうすると東の万が前なんですな 、それは ラヂウ ム温泉 l亡集った時より大分前で

せう 。

波;工- 7 k 昭舎は行IJ 立総合がす人でからそれま での聞の色々のよおを練るために出来たので

ある 。

大休ー さうちあ あ りません、7kIIM合は首iij I ' L も云ったとほり 注 中から片岡さんがさう云ふ

部分的の事はいかん、矢1長り大きなものに仕ゃうち あ友いかと云ふので 、水H複合の方は進

んで来て居った。

波江ーそ れは建t Mきちあ友いかな 。

藤井一時事新報の向 ひ(MI] の辺りを? 入った所の角の沿奈屋か何かで合をやって、{ 尖が幹事

で合賢治宝高くて日とら れた事ーが ある。建: J j j 合から後 lukl l 1d. 舎が出来て. 僕等は つまり大疋で

せう 、それ で友正合も 川 Ｊ ､ ｣ａ レ て・す 、 Ｗｫｬｬｲｾ 合 ｉ ｃ 大 ￯ ｅ 舎も ＯＱ｜ 来て居ってＮそれちあいかんか
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ら一緒 l亡しようと 云ふの で・・

大林一要する lて水IItd. 舎の出来たのは大正五年住です、それに名前は矢張り建助手? で泊し

て居って、建坊舎も aうってその rl .l l亡7k昭舎も出来た。

葛野- 7]( 暗合七八人乃王十人以内の伶日がノミウリスタのご階で. 物置みたいな所で合則

なんかを7 k 1機合で練ったものだ。

大林- 7k1l総合のそれは木期ですね . かなり l振っ介。

葛野一大 l E/ ，年の初めだったね。

片岡ーそれは無論前だ らう。

藤井- 7] ( 1 l M. 台、大正合の古fjl 亡若い者がーペん集ったやうな策がする が、な いて、すか。

波 ;工一三月十七日のと L での合合が政機だったと思ふが。

藤井ーその前に 何かやらうぢあえEいかと云ふので、と L で集って程合式を向ふでやった

やうな策がするんで、すがね。

波江一合則を作ら うと云ふので合会したんです。

大林- } i J iへ 多分、)1 岡さ んから話が1 - / 11て来たんぢゃないかと思ふ 、大きなものに しよ う

と云ふ、と う云ふた話があったためにさう云ふ分解し? と建築同胞が深山 あるのを強力なも

のに して、それを 一緒にしたらどうかと云ふ説が起った 。

波江ーそれを謀りに行った事が dうるね。

大林-7] (11程合も あり大l E 舎もあり、叉色々の合 もある 、さ う云ふものをうって ーヅL :とし

て協舎のやうなものにしたらどうかと云ふ事がーー番の趣汁だったやうに思ふ

波江ーさう す るとそれは二月中の事でせうね . 此総合は三 月ですから 、二月 11
I
に7kll td. 合

が盛んに祈躍したためだね。

藤井一格的集って同ったのは大疋合も寄って話をして討った

波江一大疋合の1-/11*1とのは何時頃でしたか。

藤井一 建坊合 ζ 云ふものが友いやうになってからです ‘ ｩ 及溢さんと侠と ｴ［ 咋 ｾ ｨ を し たｾーが

ある。

大林一建坊合は四十凶年まで、で・すっ

藤井一決って明りましたか?

大休ー 殆ど決 っ て 居った。 Ｗｫ ｦｉｍＮＰｲ がｉＭＯ ｬｾＨ た時分から、 大 ｬ 巨併とは分離した。

波［エ一大 正五年まではグ ラジ エートの伶は ｾ ｴ の新 地でやった、合貨五 ｉｴｩ ｬ 。 川 うのや ＱＱ Ｑ 引 Ｑ Ｑ

屋でやったり 、橋本さん前川さんなどが t昨事に友って九りた 3

今林一大正五年の暑い時分7さつたと思ひますがね 、出寺の日柄FIーだったと思ふ、そとで

吾々にも 11
1

1
て来いと云ふので1:11W，しましたが一得尻です、同僚の人は誰も居らね、花、がた

った一人で人間台市J等本営の 合員ぢあないか知らんけれども 、とにか くj休しさうだからた

前も入れてやる と云ふ話で 、一晩ゐっき令ひ をして居ったけれ ども、ど うも連中は凶らぬ
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し、隅 l亡本官 l亡小さくなって居った、大 iF合が11' ， *1とのはそれか ら以後です。それで‘ 侠は

薪 l乙闘って了って. あの連中の所へ行つでも j式仮って 居って とても 寄 り付けん 、その癖、

舎費は首り前IOl i ! .るし 、彼奴等とは止めゃうと云ふので、連中 lとも報告して… -

木子一 中西甚作君はいつも 来て居つ売。

今林一大疋五 年卒業頃ですからね、 7kllta合とは{ 桧稜後で・す。

波江ーさうすると大疋舎と水|限舎と 建lj:j 合と云ふ ものがあったのだね。

木子 一建築家の若い連中が建坊合 、そ の内の七八人が Ｗ｝ＧＨ ｬｉ ｲｾ 舎だ。

藤井- 7]'( 11総合はょ っほ‘ ど後から出来たんですねコ

大林一大正五年時代以後の期間であった。

今林ーパウ リスタIC集った りして。

大林一 目的をどう云ふ文句 lとするかと 云ふので三 日作かかったで・すね。

池田一目的の文句 I'C何か希望がついた もの だったね。

波江一本筋の方は詮術委員が五名出来て 、闘凶建築ク ラブと云ふ築を練って創立純、舎に

かかって居る 、その時 lと本合を閥医鎧築クラブと郁すとか其外目的 . 舎員 、合合、役員 、

役員選拳までや って居る詩友んだ 、と れは本合雑誌の ｴｦｾ ー 披 ｬ 亡委し く出て属ります 。 その

結果オキナ舎を解散して、そ うして その時残って肘る合費凶十三凶三銭 と云ふ ものを建築

ク ラブ が引 き縫いだ ｣ 之氏平行 ｌ てＷＮｫｾ舎 が 、建 築クラ フ 、で 、は物足らぬと 云ふので笑 を練

って建築ク ラブの合議にかけて建築 IZh合に なったの

昔 時 の 世 相 と 建 築 界

高橋ーその首時の世相といひますか世態とでもいひますか 、それはどうし、ふ様子でした

でしゃうか、 叉建築界の方面の事情は どうでしたか J

池田一明治末に かけて若い建築家が津山出来た 、大阪の建築界もその首時から 活躍した、

戦争で景気はよくたって来た し、 大 いによかったですね J

片岡 ーロ シア と戦 ｾＺ す る と 云ふ事 も 目畳めの原因 とな った かも知れぬが、其時の 事 情を

一寸ゐ話する 、共後で も却 々、そ の頃ではエン ヂニア ーだ とか、アークテクトの先輩と 云

ふ者は、建築界よ りも 土木の方はもっとひどいが 、土木界では沖II牙技監なんかに| 閉まれた

ら虫 ｬ Ｇ が 蛇 ｬ 亡 ｕ Ｉｾ まれたより ももっ と恐ろ し いものだった Ｎ 建築界でもさう云ふ話が あ るＮ先

輩が 、あれ あいかんと 一言云ったので立派な就職 口がフイに友ってし まった事等も あった

言った 本 人は月 ｉ ｊｩ こ 悪く云ふ心ｾｾでも何んでも友いんだ Ｎ 車 ｬ て自分があの Ｙ Ｑ を好か ん とし、 ふ

位の程度だったのだらう 、それ程先輩と云ふ者の 一言がその人の位置 を1 r 右す る、古参のエ

ンヂニアは 、ま あ大御所的で・謡く 言ふと横扶で-若い人に非常に苦手であった。土木で・ も鍬

山でも機械でも. 先輩のエンヂニアと云ふ ものはとても大き友殻言植を持って居った。 そ

れがその時分のt創刊なんだ 、それはよくない 、若い者も反省しなければならね、反抗して
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日山: 日曜を して はど っちも佐世が 下る 、だから先輩なり 中堅 友 り今の若い 人 も共l乞意 児ま交換

して親 しくしてやらえEければならぬものだと云ふ事を桶感せしめたんだ。

木 子ーもう ー っ その時分から云ふ事ーがあったコ結成金友んか樺J_] j /:1¥ ｾ 正て 、 拶校、を ｉ Ｚ ｈ 友い

人でも大いにj点張ってゐたのに建築家は一 向地仰が上 らない ‘ それはいやに城享1¥を椛へて

排他的にやるからいかぬ 、建築家の地枕を向上するために 、とう云ふ-'11が IP，米たらと言ふ

やうな 守 ｊ￭ も あっ たんて、す。ちゃんと機運が 向 いて Ｉｉｉｾ った諜ですね 、 一 致 ｬｾｦｬｗ をする。

そ の 頃 に 於 け る 曾 員 の 意 気 込

波 江一合が1+¥来 て 見 る と 議 案 が 出来て、委員舎が出来 て そ れ を 研 究 し よ う と 云 ふ 項 目

に現行大阪府建築規則改 正 、fii¥市 建 築 法 制 、経桝上より見たる建築材料、建築施工上の改

良 、 ｴ ｬＺＺ 犠書及契約書の案、下級 ｲｾｦｴ ，宅問題、建築に闘係する時事問題 、 建築従事者及職工

に附する 問 題 、建築に附する迷信及イ' J l ，i 設の調俗、建 築lζ 闘する報酬問題、建築士法策 、都

市 住宅と 、 大きな問題ばっかりだＮその中で一帯問題になったの は 都市 ー 計ｪＱｾＺの問題で寸 、

犬五六年からやったんで、すね。

片 岡 ーそ れは大正六年からです、 たしかその年の 十二月の例舎 を電気ク ラブの二階でや

った時に 、Ht がそれは前ーからどうしても |お合を作ら t ばいかぬと云ふので色々議笑を練っ

て 居 ったのだ 、 それは都 市 計 千 ｈＺ と云ふ Ｚ 立 ｮｾｾＧ｣ は友い 、 建築物法 、 建築憐例の Ｚ ｬ￬ｬｊ 定を念、がな

けれ ば 友 ら ぬ。之 ｬｴ￬ 建築伊合も過去二 十ｾ ｉ 努力して笑を 作 ったけれども 、 Ｒ共ｽ民 Ｔ制 ｩ仏隙占慌 ｌｾ 点 促 京 汁市 ｩ 長の

机 のij川|附H州1しに入つたま 1. 1だとさ-，、 そtれ ｌ では仕枝が ｺ友 ｅ いと云ふので建築 ｩ伊 ｅ母伊予 ｾｊｾ 合でで ＧＱ はま週建ｾｾ築 ｩ従さ Ｑ僚 ｴ際長令丘行 促

i進隼そ安H"目i千伶守と云ふものが l州t叫" ｾ司来Ａ収 石 Ｗた ｅ 大けでで、」 一一 Ｍ阿も ｉ日問 Ｑｈ消 ｬ月 Ｑ村カかミ寸宇 下 共

Ｗたとので でＮ、 之は闘西の閤 ｮ 置が ｾ ｉ Ｚ ｉ 心とな って後藤 新卒さんが内務大臣だから、之を動かすに限

ると思って之を聞西建築 ｴｨ ｾ 合で徹底的に了解を得ぺく切ゴ ｪ し たいと云ふととを， ￬ｦ ｩ った 。さ

うす る と中 には、そんな事をやったってどうですかな、と云ふ人もあったけれど も、 それ

はそうぢあ友い 、一寸心首りも あるんだから、さう云ふ御心配1t ら充分 役ti で自信が ある

から 、皆賛成して呉れますか、と云ふと 、結構だからやらうぢあないかと云ふので 、川 か 十

八 日かと思ふがその議案を訳み上げた所が皆賛成し? と。 それからそれをすぐに手紙でその

他建築期合IC送って 、斯 う 云 ふ事 IC しゃうと思ふが . 之はかねて努力して居られるがー・緒

にやるか ど うか、やらなければ閥丙建築協合でやるがとムつ やった。一方位築士合にも

手 ｾＱｾ を ｴＱ｜し＿ と 、 さう す ると二日程たつと 、 電報が来て至急Ｚ上京レて央れ 、 聴きたい ｪ ｽ￭令があ

る 、 御趣旨 ｋ は大賛成だから手紙丈けでは ｾＧｉ ｊ らねから、是非上京して呉れと云ふので、そ

れ か ら皆の了f併を得て、 決 定 し? と築をそれ丈けの:J，j { で行くんだから 、皆友 l亡相 談 し友 くて

もい L と思 って、 二十四 日l乙行った所 、建 築 士 合 も是非出て呉れと云ふととであるし 、そ

れ をやるんぢあ、 建築早合 ｬ ｴ￬ 百行委口合があるが委員合をＯＩＺ ｾ ｾ 、 て居らえ工 か ったが Ｎ ｩｦＭの千

紙に よって 直ぐ委員舎 を開いたさ うだコ大賛成で ー絡に やるにはどう し℃ゃる か と云ふ事
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を協議したいと言 ふので、来て貰ったと云ふ事で . それから藤原俊雄と云ふ人が東京市舎参

Z44- 合員で . 内務大臣とも接近して居るし都合がし礼、者!5i I'i 協舎の幹事 をして居ったので都

市 協舎 も一緒にやりたいと云ふ、それで閥西建築協合 . 建築接合、都市協合、建築士合 、

此四つの回目豊が一絡にやらうと云ふ事で. 此原笑はとつちから 書 いていった通りにして、

問つの舎の名"I ii を附けてさうして之を只ゃ ったんちあいかん から、後藤さんに徹底的に説

明して、そとでイエスか、 ノー を聞とうと言ふので、後藤さん の都合を藤原君1<:: 聞かし

た、雌か二十五日でしたか翠日かに合ふと云ふの で、 子I1圏ホテ) ! . - 跡の内務大臣官合 lζ 行っ

て建議案を出して説明した 、所が後藤さんは 、それは抄術家論で、 iil: の中の事は複雑なも

ので さう簡寧なも のぢあない よと一蹴す る、詳々と説いてとれは寄生論でも技術家論で も

たい、世界各閣の都市とも建築物法の主主い所は友い 、建築物は現代文化の中心をなすんだ

から、さう云ふ貴下のやう友事 を云つては困る 、貴下は技術家であって 、さ う云ふ事は判

る告:だけれども 一寸主まかしい . 内務省、に最近、都市計華料: と云ふものが出予Kたが、此'自' は

市|孟改正で dうるが 、同時にパラレル K 行くものは建築で、都市古|葺斜を内務省 l亡作った住

友らどうしてもかう 云ふものは首って置く 必要がある、よくど うか下僚とも 御協議 下さい

と云って私はもう 直 ぐ大阪に師った。後藤内相も直ぐ次官の ;kU可' 錬太郎氏 、都市計萱説・長・

の池間宏レ¥1' <: : 、此案をそ っくり 見せ た. さうすると水野氏も池町氏も之は内務行政の 中植

をたすぺき問題であって、内務行政は之から此ブl71L: 向って行かなければならぬ と思ってゐ

る、それを建築の J ; 耐の人がさう云ふ事を云って来たのは渡 りlりなで大い K 輩力 して貰は

友ければならぬと 云ふので . 後藤さん はびっくりして直ぐ合ひたい、い つ舎へ るかと云ふ

て向ふから 云って来? と ，そとで二月 六日 ( 大正七年) I乙舎った。さう するともうすっかり

話が鐙って居ってね、それは内務省は大質成だ ，f ，等 l亡数へて貰つ? とやうだが 、自分建も

何 とかや り 度いと 思 っ て 居ったから Ｎ 大いに ＵＴｴ 力して央れ、至急Ｎ部ｾＱＺｦＮ舎の珠算ｾ取るから、

強算は共昔時通過 して居った 、不思議なととですが其年だけ何由 ‘ の都合で、珠算; を早〈審

在して 、 一 月の末1<:: は通常1象算を逝過して 了つてゐた。特日IJ珠算で もゥて. i象算;をき う

しても線、理大 lモに話を して無理にも取るから. J F l ・等一つ労) )してJ見れ、 f ，" 等の云ふ通りに

すると云ふので委員も原築の通りに詮術して調査委員合の珠算も原案の通りに取ったが、

それから間もなく後藤さ んは 外務大臣に なって了った。内務大臣1 ' < : : Ｑ ｲＮＺｴ Ｗ ｫｾ￭Ｇ 次官が大臣 ｋ た

って 、議合もすんで色々と準備も 11-¥来て 、委はたるべき人を委員と云はないて・只都市問題

で、御相談したいから 附て見れと云ふので委員7とるべき人を皆よんだ。各方面の舎長なり代

表者、衛生・2県の柴史博士、土木の連中 、建築の方では佑野君と僕と それから塚本君が矢つ

ばり 四i週間の代表脊と云ふので・呼ばれた。共m; で、後藤さんは外務大臣であるけれども自

分が内務大 li i : の時 lて決めた主主だから僕が説明する 。建築の園鶴が是非やれと云ふので、建

築と者I¥'di の問習とを 一緒 iとして都 .11 計霊長男! を作るやうに吉区つ? とから、諸; n-・御盤力を [蜘ーひた

い、と 云ふので 、吾々 凶人の者は知って 居ったけれども、ると の人 lま其時初めて知ったや
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う託事でそれは結構f工事で日1J 霊力しませうと云ふやうな事で六月 l亡委員合が出来 た 、それ

か ら毎週委員合をやった、大正七年夏から十二月まで 、それは一週一 回 づ L 侠 は そ の 委 員

舎に行った口建築の方では佐野7 ' ，が出た 、 ÎJ ErI 君 と笠原 4'; も。大 E 八年の春にそれが通過

して し まった 、 さう云ふ閥係でとっちの協舎では、都市計 ｩ ｾＺ 閥係の Ｏｧｊ Ｚｴｎは非常 ｉ Ｇ｛Ｚ ， ｕｊ 究をし

た 詰 だ。

波 江ーそれで、都市計霊法案と市街地建築物法奈の二 つ の主主の通過のために殆ど全力を .1'4'ま

げた詩なんだ。

片 岡一 侠 が向ふ lて行きj ) )(/Hや:委Ll の意見を聴いてオえたり色々やって居ったよ。

野 村ー あ の 時 の 憲 気 込み は此大阪が建築物法をi / i ll J.l: して呉れと リー ドしゃう と云 ふ 窓 気

込 みだった。

波江 一共頃 野村 さんの葺 ｪ 懸の者 Ｑ Ｑ 市計霊のｾＷｩ［ＡｪＺぞき ｌ ま し た。

葛 野ーなる程それは侠も費えとる 、 えらい人だと思って居ったよ。

波 江-，1古の途中tて主主り ますけれ共、 それより 一寸前 l乙東京では議院建築懸賞問 題がや か

ま し し 、 問題 ｋ 友って、その閥係で建築 ｉｴｾ 舎では ｾ ｦｩＩ 目提建築委員舎と云ふのが ， ｾｈ Ｊ てゐる です

大 林一一祁芥ニι しかつたのは{ 供尖主等1辛玉の皐皐3生時代で

葛野 一 Ｑ誠 ｩ貞 ｮ 貰主が盛 ｋ 菩いて子鐙証 ｴ陀亡 ｦ及主つ Ｗた ｅ 時 、四 十 四 年頃 Ｗ でったか 、そ れから中 ｦｾ して又八釜

しく怠 った 。

波 江一それからも ち一 つ 餓jij l コ ンク リ{ ト の 仕 事 が 、大正のがJ め頃から 7示、 ツホ、ツ起って

来て . さうして共結果 、一 方 l亡国技館が焼けたり 、うえ工 fl li: ilil が版費したり 、葦 分 倉 山 が 燥

穫する 、 話 Ｑ Ｑ Ｇ 戸郵便 ｲｾｊ が焼けた りＮ そん友事で 、 所 ｾｾ ｉ ＺＧｉｈ 火柿ｩＱ与を奨凶 ｪ しな け ればいかんと云

ふので講演舎をやったゃう友 可おもありま す。

其 後 の 協 曾 の 起 伏

高橋 Ｍ Ｍ ＺＨｦ ＨＧ ｩｦ，ｾ ［の 行 ＱＩ 刊放が 大 Ｑ ＱＮ Ｚ ， Ｇ ［Ｑ， Ｑ 二 ｊｬ n十・日 lζ 11'，たとと IC ; ! j : って陪りますが. 此 雑 誌 の 設

行首初には 、波 i 1ーさんは大蛇 ij1J! 0力 l亡左ったそうですが。
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波 江一 一蹴 二披 三 競まで始ど侠が') / 受けて }iJ ました。依藤間郎打と私と江村震と も うー'

人事務所 i亡思った人で 、似聡i E ii: 1-' ，ーととの凶 人が三 蹴まで努力した諜です 、後 は流 れ が つ

いて制合ｴ｣Ｎ Ｑ 服部 ｾｴ てゆくやうに友った。

池 田ー その時分の役員 iとは制 'I(ii の 外l亡編 料:Ml と云 ふ の が あ っ た ね 、理事が編判は徐り 判

らん 方が多い 、; b C 時代の方が: l jl l度がよかった よ。

葛 野一行I] i ' l . : 首初 I' I 皆殺涼1¥たるものだよ。

片 岡ーそ れは そ う だ 、熱を Jもって肘るよ。

波 江ー それとその時分は政 府を剖手κ し内務省を針宇陀し、とに ;向、非常な意気込みだ

った。一我協舎 も大 正 八 年には 日本 建 築 協 舎 と 改 帰 した。



木子ーそれ には片岡さんを代議士にし主主ければ友らぬ、と云ふやう 主主話も出たね〉

〔波江ーその揚令H亡、大 iE八、九 、十年と追々法規が出来る . 十年に殆ど法規が完成 した。

十一年 lモ住宅時党舎をやった。

片岡一都市計霊法が十年 lと出て、十一年に住宅質物博覧合を聞いた。

木子ーさっきから 一向話がIIJ ないけれども建築協合が生れると大江ピルが非常に前躍 し

た ものだね、何でも大江ピルだったね。何んといつでも首時l唯一のピルだったね。

葛野ー電気クラブにもよく集ったからね。

片岡一電気クラフ、は安いんだ。

木子一 日本建築協舎と大江ピルは切っても切れない閥係だ。

池周一協舎の事務所も色々縫って居るね、先づ11，( 初片岡さんの事務所lと置いて描いて創

立の大正六年か ら十年五月まで四年間随分長く御厄介になりま した 、そ して京Il lf 掘の不動

貯金銀行K 行った、あれは上 るのに弱ったぢるないか。

片岡一裏の方 K 細い入口 がある。

池田寸国用門か ら入れと云ってね。僅かに四ヶ月しか肘らえEかったね さうして友江ピ

)J".l"c行つ7とんだ . 事務所ら しい事務所に入ったのは大江ピルが初めだった 、そとで二年間

それから十二年十月 l亡堂ピ) J " . f [ 鑓った。三階の出暗いいやな所だった。それから三年して

江商 ピルに移った D それがたつた一年だ 、さうして大同ピルに 同年八ヶ月居って今年朝日

に移った様友次第友んだ。

片岡ーそれは少しづついい所t叶ナってゐる漸進主義で行って ゐるから間違ひ友ぃ。

槙 ケ 丘 住 宅 博 覧 曾

高橋 ーその後協合の 重友る ｾｴｾｋ 付いて、 一つＡ脈 々に沿気付きの所を御活願ひたいと思

ひま すが。

木子一向さ云つでも慢ケ丘の住宅叫覧舎だね、るれは全7J を: 渋いだんだ。

片岡一普通のつ り竿で大きな綜かやすかを釣ったゃう友( のだ . やりかけてどうにもなら

ぬ、後藤さんを総裁t亡して呼んで、米たりね。

葛野ー何をやっても熱があったね . 全悼の合員が全力を注いで、居った。

片岡一波江君なんか僕の事務所員だけれども朝から阻まで清切りだ、事務所なんかには

全然出え泣いで・縫い? と よ、しかし舎の方は東京の越中が来て吃精 して居った。

波: 工一東京の辿中 を呼んだね賀J家l亡、他国でーl児 il 'l めて. めん茂懐で泊めて…

片岡一接待したもんだ 、東京の連中と一緒に伯って、 松茸山lζ 案内したかね. 箕面公闘

を案内して、それから賃塚で。

木子一成金時代だったんだね。

片岡ーそれから賀凝の歌劇を見せて 。
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波迂 ーあの昔柴は耳 Ｚｉ ｌＮｾＩｽｉＩれＱｊＮいけれども、どんどろ大 ＨＺｬｪｩ の子別れか 阿波の十郎兵衛、

a: の摩IJ を見て、西洋の甘さ終は耳l乞馴れぬが涙がぼろぼろ決ちて| 羽ったといふ話 .芝居を見て

音楽('I何だか叫にぎ どちないが 、見て居ると涙が- ，1こめどな く流れて l苅ったと云って居った

高橋一大正十 ・年で したか J

片岡 ーそうだ 、 あれが 一 年後れたら出ｾ＼ＺぬＮ地廷で、ね 。

波江一大阪では大正六 、七、八 、九年. 多くはとの間陀餓筋コンクリートの建築物が山

来たか ら、殆ど煉瓦ii!i の時代は去って 餓筋 コンクリ ート の時代 l亡入った、方々の 俸給が三

fたにも飛上った時だ。博覧手? は金睡で五十寓以| 恒[ の仕事でしたね。

片岡一質物建築を やる人は自分で建築をやって居 りますから特全部現金で、出すものとす

ると、 ;it 負者即ち/ 1:¥，日者は大概一軒一向 l民11，' [ のものを ti' ，して) . ' . } るんだから 、二十王 、六高

い ｼ をｾしたととに友るＮ外に協併は二十六［旬以 ｬ ばかりを貸した

武田一二十六Z旬以|の金は 、ど うしたんで・すO

片岡一博覧伶日nを作って居る 、そ とにやっと展覧をしたのでそれに金がかかるよ コ

木子一博覧台がすむ頃ーから 、不 長気 l亡な って 貞れは比較的 1[. :出わったね。

片岡 一家が怠いんだ 、 一寓二千 以 ｬ で 、 第 一 官 ＱＧＱ が高い。さう云ふやうな家ｾキャッシユで

H'，して買ふや うな 人は向分で建てる 、まあ 、四五千凶ま でと土地を入れて五六 千凶がね ら

ひ所だったんだけれども、 !i fi ど必，n: で技も我もで途々、一向凶日.皮までに採 り上って f っ

たんだ 然し兎 l亡州大事業だった ο

波江 ー あ の［［￸ｾ容が多くｲＮ屋附近の新らしい ｴｌＺ 宅 ｬζ 皆その影停を受けてゐるのみで及く建

築界全般に及んだ 司金問の住宅を ij!i らうと云ふ人は . とにf rJ 一位は見 l乞事長たものです. 参

考 1[.1副首iを央れと云って*fcのも随分あった。
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木子一文化(-1: : ｾとなるものを促進した持だね 。

葛野一見物人は無料も入れて延十両入、有料がじ八白人も入ったです。

木子ーあの時分 lζ 洋服を着た喚さんも /1¥来たね 、兎 lζ fり. ＱＱ 年 ｲｾ をリードしたよ。

震 災 昔 時 の 活 躍

高橋一大 11ミ十二年の' ぷ災官時の協F干の事業はどうだったですか J

波 :エー調任委員合で制作に行ったのがーーっと 、それは把持も残って切りませう 。

片岡ー リュッ グサックをカ ーついで妙な;絡好を して行ったねコ

波:工ー あの時は祈聞記者がやって米て閥飛が非常な地去のやうだが 、丸ピ ルだ らう が 東

京 Ｑｦ ゴ上ピル友と、がつぶれるかどうか、 ｴｴ 問を受けて返事がＯ ｩＧ， ｾ七なかった。

池田 一全 く あれ迄は 地 再 については世人が あ ま り 注意をｾ［ｊｉｬって ｽｉ Ａｉ友かったんで・す。

武田一つぶれる識がな いと侠は辿間朝日 1::: 書いた 、よしんばつぶれでも、 つぶれる丈け



の闇値があるのですから 、つぶれてもそれ丈け後の話K 友るから少しも惜むK 足らぬ、と

云って置いた。

波江一返事が出来なかった、第iミl乙内外ピルがつぶれたと云ふ時報があると云ふので、 :長

々は亀裂f立は 111るかも; 1，11 らんけれども、つぶれたとは思はんと云って置い? と。

片岡ーあれ迄のデザイナ { は、あれは坪首りー噸二分で'H1来? と、或はー噸で出来? とと鍛

の噸! 肢の非常 i亡少いのを誇って居るやう注入も津山あった。坪車的が3 ( : ' ( ( 、のは根本 l亡於い

て安い理由があるので あって 、坪二百聞のものを百五十闘に値下げして結局、地長でベし

ゃんと l亡なった。

池田一協合ではHU災者牧符の車11立式il l X 建物を考案して、大阪、京都、兵長Hの首同へ建議

したり 、義信余を集めた 1) 叉横演では抗u災者救護病院の設計をしてやった、とれは大阪府

が建てたんだ、共他講演舎やパンフレツトや随分活動をした。

大林 Ｍ ＪＱＱ ＺＱＧ［Ｚ家ｾの第ーＡ日Ａの向ふにゆきましたのはどうでしたか、 Ｑｦｴ の第 ー ー阿は瓦千州、

第 二 四が 二 、 デ ｽｉｾ 坪で 、 ＿ｊｾ Ｍ - Ｏｦｾも二問も私のブ ｪ で全部向ふに持って行きましたがね 。

池回 Ｍ ｓｦｾ 京ではどとに ｬ Ｎｲ￭ｦＮＮ月 ｪ されたかね 。

大林一各方聞に筈IU::¥て了 った。

武田一貫際使ったんですか 3

大林-2f五 一回は私の方で全部向ふで建てたんで、二同は芝浦渡しでした。一回は大阪府

で後のは閥西聯合が大政府にまかした分です。

高橋一首時闘部文雄さえは あの組立家屋について東京か横街かへ行って 仕事をさ れた様

IC 聞いてゐます。

池田ーあの時は大阪と云ふものがあったから 、東京がよほど助かった。

武田ーとても大阪の時には援助1 - 11司王ないだらうね。

片岡ーやれんだらう 、東京は自分は者1¥で. よそは皆回合と思つて居る 、大阪は色 j々 ぞの閥

係で

高橋一モの後の司華惑事j手f . 業としては。

木子ーその後は誌に書いである通り 、枇合数育ばかりしてゐる。

葛野ーしかし地味だけれ E も真商目? を。

片岡一長く縮かないちあ 、大関云ふと熱の内容はゆるんで居るけれども、ゃっばり続け

てゐる 、その方針は踏襲してゐるね口

将 来 の 協 禽 と そ の 動 向

高橋一それから将来どう云ふ方 l乙向って行くかと云ふととも一つ… …

葛野ーそれは隠突を繰り返すんだ。

片岡ー来い人必歩、しもいいとは限らんげれども常識豊富 で 熟 あ り犠性心の強い人が相
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告; あるだらうと思ふ、そ う云ふ人にやっぱり中心を移 さなければな らぬ。

武田一侠は斯う云ふ合で此頃感じてゐる 、合員の内容は若い人となり 、昔と大賢建ふし省二

は とにかく 大 a皐を卒 業 し?と連中が中心だった、此頃は ど うもさうぢあな いやう な策がす る。

片岡一大事教育 は段々機械化して、智識は進歩する 、色々の事 K 従事して居る けれ ども

祉合の 中心に立っ と言ふ熱が、段々部くたって居るやうに思ふ。

武図ーさうち、あ左いと思ふ、立つ機合がなくなって来? とんだ J

木子ーもう一つ干Lの考へは、非常 lと珪ふ 、人間より富力と数の問題になって来? とんだか

ら、如何に出来る人間も敢には帥はぬ、だからどと迄も大家運動で.'j J ｾ Ｎ ｭ くｼ明開的にやった

者が勝ち と云ふととにたる。

波江一けれども時世が鎧って米て川るから建築家 l亡ファ ッシヨ話勤が起るか きうか 、そ

れは別 として、建築家の所引先2112と云ふか、或は9 -
1 ｾｾ 以上 の土 ｉｉ 下ブ ｊ が熱を起させな け れば

だめだよ。

片岡一舎員 は皆相官の ンテリ・クラスだから H的を述する告でるる、中 I' C 問轄を巡る

もJ '( しい 、問題は要するに人の j'1・し き得るにあ る、そしたら役員は泊者を得るであらうし

伶の市業も主主 k うまく行く と忠ふ、間関のやるととは多少中にはノj 、ィA らしいとともあらう

がそ とは忍ばねばならん 、今広款の改正もやってゐるが要はとの運月1と運fi J する 人 l'L ibる、

全伶員が合の仕事に熱を lli つ事、側，己、を有するとととれが舎を向上程展せ しむる力となる

のである。

高橋 一永々と御話を拝聴いたしまして有期 ｬ Ｇ う 御 ＯＡｪｾ いました 、 座談合はとれで 打 ち 切り ま

してあとは御自由に 。



最 近 十 五 年 聞 に 於 げ る 関 西 建 築 界

の愛濯を語る曾

池 田 1l 氏 池田谷久吉氏 小川 安一郎氏 大 原 芳知氏

片 岡 安氏 葛野jf1:一郎氏 古 宇 田 宮氏 油井勇三郎氏

清水 柴二氏 須川廉太郎 氏 武 田 五 一氏 高 橋 栄 治氏

波 江 悌 犬 氏 古; 塚正治氏 森 本 藤 吉 氏 安 井 武 雄氏

(m席者li: 十 fj' Xu'
鷹 取 陽

本合が創立 されて 今年で満十五年 にな ります 、 こ の十｟Ｇｦ ｩ￟ｦｬｬ ｜ｊのわが建築界のｾ 皮 ｬ 土質にす

ば らしいもの でありま して 、 本誌 で は この Il Uの 消 息 に詳し い 諸 氏 を 九 月 十 七 日 北 涜 野 国 賊

に招 待 して 親 しく そ の 愛 遷 の l経 lt を; ! ? つで 頂きま した、前'oJI_l:l 1市の潟定であった阿部品lfiJ!I] 、

大林氏四郎 、 主主兵激、得、政令吾、松ｾ・ｽｦｾ光、山 ｬ 協友 二 Ｚ郎の祁氏 ｬ 土 色ｫＺ航 され た。

高橋一座談合を初めてmくととに 致しま す. 一f) 立本年は御承知の女n< 建築協舎の満十五

周年l乙首りま して、色々の方耐にそれを 記念する掲の事業が行はれて尼ー ります. 共事事白業の

一i部郊と してf編j折抗恥州i雨骨制)1バ11判| 卜I

先づ第♂のは今カ a らむ

tに亡よる集りでで. 、その川，' J 二で ulJ 立話時の同府j談を色々伺ひました. 本月末には建築協舎の将

来をどう云ふ風 lとする か. どう云ふ方向 l亡行〈ぺきであるかを考へる政談合を催し度いと

思って居ります 、丁度コドタが共215二町の員中の座談合でありまして、建築協合が約十五年

聞なしま した事業をそ[みつ L そのnnの建築界の推移を振刷ってみてmきたいと思ひま して

本日会忙 しいJ i ! r を御rUI 倒をた1しました、先づ ζ の協合が信IJ ユピ話時の建築界のー・般の! ! k 勢か

らー つゐ初めを願ひ度いと思ひます 。

創 立 昔 時 の 建 築 界

片岡一創立話時のi ，Qp[ j の建築界と 云ふ問題に就いて ー寸・その首時の事を辿想、して私の詑

憶を辿って多ります、 T F1t との協合の /11*る少し以前jーからヨ ーロツパ大戦が初まった筒に

皆友非常に困る 7でらうと初めは強怨されて厄; ったのが全然災: 切られて、 EE- 業w- 一般 経済界

が非常に膨脹した、それに従って建築界も同時 lと過去十年来の以勢 より- ｜ｦｾｦｌ急Ｚ角度比向

上せし めた時代であった 、その首時は徐り策が付か友かったが、今日から見ると明らかに

さう 云ふ時期であったととが知れる。此聞も思出の話に色々の人からヰ缶詰がるった主nく、

日 本の都 市 計喪が ‘ 経梢ｙｉＭのその膨 ｭｾ 時に新日本の新興機運と し て都 市 計聾運動が起 った

の も矢張 りそれに大いなる誘づ|カがあったと思ふ 、であるから建築技術家の教がと ても 之
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では足り たいからと云ふので. 各方面K 建築のE嬰科が置かれた 、各地方の工業率校K 至る

まで建築の科が置かれたのもその時代だ。大壊 、高等工業、地方工業感校を通 じて建築関

係の人を養 I'I t : l : けれは・ならねと云ふ事が非常 le認められた 、それで建築家主E らざれば人に

非らす= と云ふ程でもな いが 、そんたや うな気分 さへ見 えた 建築界が明治十年頃から段々

芽を附 したのが 、その時に至って百華掠街Lと云ふ拡態になった。或る詩負人に私は斯う云

ふ事を云った事がある、自分のl左でM椋にどんどん大きな工事‘ を詰負ふと自分は最後には

ｽｾ Ｚ ｩ を閉鎖し友ければたらぬ 、 どうしたら 宜 しいかと云ふ質問を 受けた時 ｋ 私はとう云ふ事

を言った事を記憶してゐる、それは建築工事を詰負ふ 人は車 l亡自分の懐ろの者e合のみで工

事を請貰っ て ゐる 司王を許さぬ 、ｾｾ 等 は新興日 本の建築にます聴し得る 内容を有する必要があ

る、それK は少くとも自分の応を 三411員長は五仰にせねは・どうにもならぬちゃないかと云っ

た 、その時にはその人は聴いて居ったけれども結局は皆その機運に乗じて自分の胞のスケ

ールを 三似五似にして今日の大を友すに 王ったのだ 叉東京大阪の雨市は無論のとと共他

そh l e 結いた大都市も特 との機運lと乗じて建築物が三伏五似と設計された、之がまあその

官時のAA勢である。

波江一如何で、しゃう、此機含K 協舎で大正年間 l乙於ける大阪の建築年表を↑ 迅=らへたら.

高 橋一今調べてゐる 最 中です、宜は協合のト五年記念事業の中の出版部で・大正、昭和年

間の大建築物の岡集を夜行する主義が出て居りますので、その原案としまして先つ大豆、昭

和年聞に出来ました 目ぼしい建物の年表を作りかけて 居 ります . 併し却々に商倒なのと資

料が集まら友いので困って居りますが兎 K 角或る程度まで進行すれは・雑誌にでも載せて戴

いて皆さんの御援助を御願ひして完全に近い年表を3 f t り度いと思って居ります。

波江一大阪で・も公舎堂が出来た時分、戦争が勃費した時K あそこの欧洲 le注文した鍛' 百・

が、行衛不明1 L t : l : ったと云ふやうな事があった。

片岡 一銭 ｬ￯ ｪｾ の 一 部を積ｉｴ｟だ舶が大連 ｋ 逃げ込んだ。それはとう云ふ思出になる、大正三

年同年その時分K は公舎堂 l亡使ふ鎖骨が日 本では未だ出来友い、 鍛筋はドイツから予kたの

7さつたが 、餓 If 'J'の材料は皆英国から取った、それは位かに一千噸の織であったが製銭所で

出来ない、頼めば出来ぬ事も友いが 長 くか L って出来たい事でもあると 、事面倒だから 一

纏めにして轍入 した、その舶の航海中に戟王手1が初まったのでその舶がどうなるか判らぬと

云ふ、 ドイツが隠州問に居りませろ、それで・危いと 云ふので事j替に逃げ込んだ、騒いで・居a

ったが兎に角無事に来? と。鎖骨で千噸も纏まると日本では 一寸出来ないと 云ふやうな哀れ

なAA態であったと 云ふ事が解る、大正四年の値段は製餓f.ifi1L注文しでも八十五閥、それか

らイギ リスから日本 l亡来てもそれ枕、だから同 じ値であって製銭所K 注文 したのは却々い

つ出来るか牛IJ らんのと、それからどうしても患いのがあったり したものだ その時分の工

賃は大工の手間がー閥、人夫は瓦六十鋭、卒人夫は五十銭から 三十銭、鳶人足七十銭位で

あった と思ふ。
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波江ーその時分に十高明葺の仕事と云へば一流の 仕事でしたね。

小川一住友銀行の東京支応をやる時に餓汁を 使ったが . その時分lては 一本一本奇麗に胸

いて入れたものですが、それがその依最近直接土に入れるや うになったのは何年頃からで

せう。

片岡一餓'i' l ・を混凝土で捲くと云ふ事は徐程祈らしい事: て¥私の記憶によると日本興業銀

行がそれをやった。

建 築 施 行 法 の 改 革

波江一大正八年頃からでせう、それから工事施工をやる K 就いて大林さんや清水釦やが

その時分lと米国へ人を送って見・墜させて点点の丸の内ビルで-'Mり足場を作ってやる事、そ

れからホロー ・ブ リツクを盛んに積む事 . 今迄日本でやらない事をやって みせた、そ の刺

1肢がかなり多かったやう K 見える、首時の )I } i : 況から云ふと 一一一

古塚 Ｍｾ長官御所の餓 ｉｉ Ｇｊ ・は包みませぬか。

片岡一束' 広御所。鍛If' ]' 建築は安全の上 l亡も安全と云ふので、私は僅かに二回工事ー中 l亡行

って見たんですが. 鍛'1' ]' と云ふものは相官計算した立派なものでせうが . 煉瓦の監の中 l亡

魚の什がるるやうに、非常に堅い;棟瓦が餓什の} 1 i Jj却を包んで. 非常に丁卒にも11んで・モ 11. グ

ルを流し込みました、恐らく 混線土で包んだ似の;国fli で賞 iて頑丈なものだなあと思って見

て居った、 餓 ＧＱＧ ｝Ｇ なしでも 完全な立派友、非常に完全なｾｾｾ瓦をも Ｒ みその 中に更に餓 Ｇ ＱＧ ｝Ｇ 丈けで

も保つや うな鎖↑ ｝Ｍが製っ たととを見 ｬ て行って ｗＺ｟ えてゐる。建築界の施工上のＯｉｾ祖だがＮ建

築界の非常に大きなl I ¥j 題がその時分I ' L 1 0 / ( ，決されたと私は思ふ. それはその頃までは建築と

云ふものは煉瓦を積むにも. モルタルを練るにも又塗る K も、とても深切を極めて恐らく

t止界の何庭 IC も主主いやう左下手な建築をやって来た . 一例を 云へば窓と窓との間 l乙煉瓦す

積むのにその寸法を三寸 1 ¥分 t亡害IJ るといくつある、さうすると二寸絵ると云ふととになる

とすると二寸を全慨に削って二鹿に友る、さうすると煉瓦を三寸凶分I ' L - -k 製闘祇を切る

やうに切って Ｎ さうして目地二分五厘なら 二 分五 ｍ で、金の物指、出 ｪｾ 瓦積みゲージとヱ ［ ーふ

のを監併が作ってゐる 、それを - k 首て L 見ると云ふやうなやり方をしたもので. 又糸を

.) jいですかして見てさうして今度はヂージに符めた、きちっとゆかんのは直さしたと云ふ

ゃうた事で飢瓦張りにはイ ｈｾ 論、建築の内外 ｉ ｚＺＺ Ｚ 瓦ってそれをやったものだ。さう云ふ ｚ 蓄が建

築監 'IJ の大方針であったのを苦手々が絞った ーそんな神経過敏之E仕'Ji をするととは何も結果

に於いて優れた互には友ら、徒らに工費が高くなり、メーカーを 泣かすのみである 。

何等建築の本質でないと云ふとと を建築協合友ぞで・先づHUへた . 首時宗 l H主んかその嘗d.fc

の急Ｚ先鋒で、とても 般震え Ｈ ＺＩ ｍ を し て居った、その宗れを￯ｊＢ￭ ｮ 亡世いてはよくとんな事は Ａ￦ｾ ぢ

や友いかと云って居ったもんだ 、それでも或る部分の人は欠張やっては居たが、段々その

頃からた互 l亡さう云ふ馬鹿策t? 事はやらぬ と云ふ杢気が非常に浪 J享になった諜である. そ
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れが犬E 七八年頃で、終りだったと思ふ 3

須川一けれども現在から見るとその時代にやった家は職人の技術から見ればその時代の

方が ょう出来て居った コ

片岡ーその傾向を最も極端に兵書きしたのが帝園ホテ ; L の完成でるる 、羽織の袋表を着

てゐる やうな もので. とてもひど い事をやって 、人聞がやるんだから謬りのあるのは嘗然

曲るのは常り前と 云ふ主張であった 、叉石等 もJI，法人の名前がかいであるのを之は商白いか

らとの健使はふ と云ふので、八公と 墨で書いたのをそのま L 使った、叉穴がdういてゐると

共穴が商白いと云ふのでそのま L 使った、階段の踏みづらに穴が b いてゐると支配人から

抗議を巾込んで、来? と 、さう 云はれると それも困ると云ふので' / . : . をごうめたり、それ程極端

にやった、極端に精密主主工事をやるのを 、段 k ｦＧ｛ ｾ接選されてゐる時ｦｃ極端に荒っぽい者が

そとに現はれたのでそとで之で もい L ちゃないかと云ふ考へ方が J 居備がった。

波江一大正八年に満洲古為ら安井さんが財られての話にどうも向の中を歩いてもまるで廊

下を 歩いてゐる策がすると云はれた。

安井一そん完工事を巾しましたかね、忘れましたがそれは家の建築そのものよりも道路の

方が非常K 闘係が多かったんぢゃあないかと思ふ、私は大正二( ド三年と云ふ岱時は大連に

居りまして大正八年に初めて片岡先生の御厄介になって戻って来? とんですが . その昔時は

未だ日本よりは犬辿の方が建築は十年似進歩して居りました. 碓かに削って来ょして、そ

の溢で'4二が石のロ ー ラーをひっばって駈るのを見ました、東京の丸の内でもそれをやって

居った、その官時大jili では既にスチーム・ローヲーが御座いました、今阪Ilj ，! ，園遊で・使って

居る掃除プラツシ等もありました。

初 期 の 鎮 筋 混 凝 土 法

片岡一京阪地方で一得古い餓筋混凝土の建物は ilj ，!，戸の三菱倉庫で、す、之は高橋元吉と云

ふ人が外国の書物を見て 、苦しんで・ゃったのがiIIl !' 戸の三菱倉庫で・す、古い倉庫で大阪の建

築としてやったのは私の記憶によると安田倉山だ。

渡江一四十三年の七月頃から初めて大正二年までか L った。

武田ー京都でやったの は明治三十八年に商品陳列館、るれを餓筋で・ゃった。

片岡ーアメ リカのミユ ージアム ・システムでは 、東京で海軍友製のがそれで 、倉W1立な

小 さ友ものだが大倉組の専費であった 、それを見に行った. 餓fJJji 昆磁土の粧をうち込んで

居った が、 其時t亡渡謹誕さんが i毎軍技監でね . 鍛wj の太さを見せろと言ふ . 向ふではど

うしてもみせない、お前の方でのせる荷重さへいへばそれに inHへる家を作ってやるから .

そん完工事は言はぬでい L ぢゃ ないかと 、どうしても| 品| 両を見せん、仕機がないと云ふので

委した 、国|聞には餓flJj の所 lて細い線が古いであるけれ共. ど う云ふ太さの餓筋であるか不

安で 仕様ーがなかったそうだ、私は"1ft 見翠ーに 行ったのだが、凶商は帥ってから見て見ると太
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さも判る 、同時 i乞施工方法も判るとアメ リカのピックの書いて居る 、叉メルシユの書いて

居 るのと大砲伺 じゃ うなものだった所が後で斯 う云ふ事を きいた、波法さ んは俺の方のロ

ー ドの三似かけ友 ければならぬと云って 、例へは' 卒ブIj)<!. ー噸学のもの友ら l国P'W' i: ' . j ; : をのせて

見る 、 さ う すると向 ふ は 係し か らぬ 、 ｄｾｾ ｴＺｬｩ 宇 もか ｌ る機械がない のに な人の泊めにかけ て

見るかと 云ふので 、 ｾ ｾ ｩ 負人との ｲ ｭｬ ＱＺＺ議論 が 斑きぬ 、ど うなった か Ｉ ［ ＱＱ らぬが、厄介な問 題を

起して 弱って居たと云ふ事を聞いた。

波江一初め安間合}.!_ll で一 月もたってから仮権を外づさ友ければ友らない 、所が 、人夫が

恐がって外づし得な かった、 構は主主いから外づせと云ふので外づした、外づして見ると別

陀危険も友〈よくもって 居 るので、今度は大脆になってその次の時には自分から安心して

一 月忙なら ぬ裡 l亡外づ さして央れと云って剥った位だ。

須川ーさう 云ふ#1ーがあ りました友、私共庖lと居った時lと餓IJJj のビ{ ムはあ ぶないと 云ふ

ので矢張り同じやうに大工が入ら主主い、誰も外づしに入らゑぃ. 上からどろっと jiJ jれたら

危たいと云ふので・先づ一呑小さ い三刻、位の部屋から最初外づ して見た. 所が保っ てゐる、

大丈夫だと 云ふので それから大き友所を外づし? と 、又その時分の恨枢の桜は極めて) 手〈、

叉丁寧lとけづって あったから容易 lζ 外づれるもの εは左かった 、*:'j 鹿r.r. 1.昆i鋭土iJ; 出来たか

ら傷を つけ てゆかなければ塗れぬゃう友ものを巡らへたものですc

古宇田 ーもっと可笑しいと思ふのは三十七八年の頃でしたか 、佐 野 ｾｉ ， が未だ・早伎を Ｑ Ｇ Ａｊ た

ない時分 、大Eがか らは佐野殺が行き 、建築の人は散で したか一寸思ひ 山せ友いが‘ 私 もや[1

ru1t L 入って目立鉱山lと銀筋担鋭土の煙突が出来たと云ふので . 建築の辿中も行ったらどう

かと 云ふの で、 波去を君友どと見に行っ て、い やはや餓筋 ｬｬｴｾ 土の煙突は商白いものだ友ア

と云ふの で. 佐突のために鍬 山まで行った事がありますがね 、初めて鋭敏itlt i.tEニ仁の挑ii!t と

云ふものを見て、佐ill} 君あたりも大い l亡感心してさ うして師った事がありますよ、今から

思へば官民陥一世の感があります。

武田一位演の吉田橋が出米たあれを大いに人 lと見せた事がある 、雌かあの溢ぢや真先き

だったね。

波江 一江主行 ｾ ｉ Ｎ ｉ 11:: 亀裂が IU予kて困ったと云ふ事です初めでしたから。

武田一侠等がやった時分は三 ート八年だったかね 、京高g商品陳列所で、基うれで家が出来 ま

すかと 云ふゃう友ととで . 土木の方自・では但綴土を佼ふけれど も建築の方では紛ら しかっ

たので 、職工たども見習ひ lとよとすからと云って 、只で使った事があります。

須川一大正二年位 l亡藤L l Jの本家の裏 lて倉庫がある 、それが吾々の初めで- す。

小川一藤問組で

明されたも のてで.し7たと、餓筋j但鼠土と云ふ ものはと う云ふJ!li lfc的lill l亡膳いた鍬IJJj が出るでし

ゃうと云はれた《叉住友銀行の東京支/ ，i ] の建築は大正二年頃からやりましたが. 非常にそ

の聞に色々の他地が入りまして初めて煉瓦と鎖骨で床を張りましたが凶階迄は煉瓦を封み
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五階は鎖骨と混凝土でやりま した、その時武田先生がゐ出でK 友って鎖骨を見てどうも橋

のやうな建築だ友と云はれた事を畳えて居ます。

須川ーそれから 三菱ですね、一就か二競か古いやっ. あれが閥東の震災に一つも fみが出

なかったと云ふ評判で・すね。

片岡一煉瓦目地にクラッパ ーを入れた、つまり反野博士も熱心であり普通の煉瓦をつめ

て鎖骨でない. t J t 演正金にしても辰野博士のやった建築は皆な如何に地震 を恐れて居った

かと云ふ事が判る 、そとへ銭筋混説土が来? とから、是だと云ふので使ひ初めた 、明治四十

年から四十一. 二年に台湾K 行ってみた 、さうするととの台粧が最も熱心な鍛筋混灘土の

アップライ ヤア、そとで土木のその時分は新進策銑の連中が行って居った、さう して組て

のもの を鎖筋混猿土で試みた 、それは恐らく一番早いのは台湾ではないかも知らぬが、そ

の初期に銭筋混凝土を士. 木建築に舷用した教はあそとがL 番多いでせう。

古字国一井手君の話では銭筋混蹟土を使ったのは内地にも早いのがあるさうだ。

片岡ーけれ共明治四十年前後から非常K どっさり多量に初めたのは台湾だ、内地では恐

々やって本首lとやり初めたのは大正七 rf - 以後です 、それ誌は非常に恐がったものだ。

安井一私は明治問十年からその翌年頃はむちゃくちゃに盛んにやったものです . 大連の

大和ホ テル友どのね J

片岡一後藤さんが まだ台湾に居られるとろあの台湾の総傍J肖の! 官、賞を殻表した、私は懇

意では友かったが、人の紹介で汽車で合った時丁度その懸賞が設表された時で非常にいい

事をや りました念 、舌々建築家は本首に吾ーんで居ると 云ふ話" をしたら、一つやってみたよ

と云はれて居った、その時の三高幽と 云ふ懸賞は明治四十年ですよ、今の十高凶より以上

のものです、一等に十高閣やると云へば今で、も皆 Js < 、その時の三高闘と云へば大鐘なも

ので、若しとの一等賞i亡首ったら十年遊んで、食へるなると 云ふて居った 3

浪江一所が一等は作らなかったで・すね。

片岡ーそうだその一等がなかったので詐欺みたゃうたも のだ、その時の審布官が一等の

{ 賃値が友ければいかん、金は金だ. 銀を持って来て金だっと 云 つでも駄目だと 云ふ犠な理

簡で遂に一等を作ら友かった、僕等は一高闘を取りそと えEったよ 。

波江ーその時先生は二等K 首つ?とんでせ う。

片岡一けれ共五千園しか呉れ友かった。

商 業 遺 築 の 勃 興

波江一大正八九年頃から世界大戦の影響でせうが、質業界の人がアメリカの方f 'cB羽りに

行かれた、その時分にアメリカの商業建築が日本に紹介される機運にたった、その官; 時商

業界の はま b 兎K 角、オフィス・ピルを見て央れと云ふ注文で私等 も共で出掛けました 、

大正八九年から十年にかけて盛んたビル時代になった諜で、す。
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安井一ス トリート・ ライ トは大阪毎日新聞が使ったのが大阪では初めだらうと，思ひます‘

島問ガラスに注文して特別にそれを遁らした。

波江一梅岡新道の百三十銀行支唐を作る時でした 、その時分に新聞記者がやってきて 、

かう云ふ建物を遣ったら 今 l亡壊す時 lζ 弱りやせぬか、 lil す時代がるるとは思へんぢゃない

か、いや壊す時代が来るだらうと云って居ったが . 者IITI日!喪の矯めに壊す時が来ましたが

友んでも友かった、そん友 l亡初めに思った程大した事はなかったんだ。

片岡ーアメ リカ lとは非常に大きな例がある、貨物を見たんぢや友いが. 雑誌でその時分

みて居ったが、餓筋混接土の八階の家が完成して暫くするとそれをどう しても 二十階 lとす

る必要がある、いくら懸るかと云ふ事を色々の人 l亡聞いた所が雌か八高すr，か . かかるでせ

うと云ふので、それにやらしたがそれは非常 l亡柴で請負人が半分以上も !，;fi け? とさうです 、

その仕事は梁の際をコツコツ両方から壊 して いってさうして五期でもって銭筋を焼き切っ

てクレヱンでさげて草につむ叉柱の上と下と切ってクレエンでもっていった、{ 1-外楽にい

ったと云ふ事を莞えてゐる、日本でもそれと同じで‘作外紫だ。

波江ーもとの阪急: ビル l か非常に紫 lて壊れた、時 111ーのブj でせうが八年自に壊して新築さ

れた。梅田新道の百三十銀行が約九年自民嵯され、大祇その時分に出来た建物は十年た?と

ぬ裡 lとは、時世後れと主主る現在では j;;J: J 日新聞 l社どもか五年目五年目 lと増築をして居られる

その青|繋を見ると 、その士¥<i 築と官官の建物とは全然J 1 { ふ、時代が遺ふ、だから多くの百年後

を考へ? と建物でも時代の進歩ーIC作ってそと迄ゆかぬ裡IC泌さなければ主主らぬと云ふ時代が

来るやうに思ふ、之は日本の進歩が早かったためかも知れない。

片岡一大正七八年頃その前[ からでもありますけれどもアメリカの首時の建築と云ふもの

を素人も見、玄人も見、都市の建築は宜しくアメリカの都市建築のやう友ものど思ぶとと

は係ｾ上非常に有利で、、叉賢 ｮ 上便利だと云ふ考へが相官行き渡って、それで‘私も矢張り

その機運lモ誌はれてさう云ふととで進んでそれによって出来たものが大正十年、十一年.

十ご年、地震前 l ζ111来t < . 、地長後 l乙もやったがそ の例は今の山口銀行、野村銀行、三品取

引所、私の関係し? と神戸のその官時の川崎銀行今の十五銀行niJ rl戸支居 、彩、がやっ? とんで・は

主主いが京大の日比君がやった明( s : f . ビル、それから野村の北部ビル、是が皆アメリカの都市

建築の;μ 禅l亡依って/ 1-'， 来たものです、今日までそれがいいと云ふので続けられ 、東京 、大阪

でもどんどんやってゐる、今9 . ( = : : J 1二討のやってゐられる瓦J折合枇、最近の朝日ビルでもさう

だが、京京では東京1以上を初め丸ビル 、宣車舶 、日本石油、日本興業銀行、是が皆その流れ

に添ふて出来たもので、特 lと東京海上がある云ふ脆類のパイオニアで. 共後も' ) 1続きす= っ

とやって居る諜で 、それが日本の産業振興の時代から現はれて楽だんで. 大悼を云へば大

疋七年頃からち、ゃないかと思はれる 。

新 様 式 の 揖 頭

55 )( 



4 漉お[ ，大i E 末b ら昭和にかけて若い建築家が輩出して 、 さう してドイツ系統の型式をも

った家が東京や大阪 K 現はれ . 丁度iif: 界の各様式が日本 tc 集つ?と感があった 、最も著るし

く建築界を 刺戟したのは東京では青山の記念総茜伺¥ 大阪では賀J家ホテル 、大阪府国語I 合、

朝日新聞枇、白木屋 、尤も此聞には干i' i 問ホアルが ありそ れから東京の博覧舎があります。

片岡一大疋四五年ですね、あれが建築界のスタイルの表現をして居る、昔時の西洋のも

のを製んでゐt L 口

波江一京都でも武間博士が厚生クラプで大慶新しいものをやられま したね、毎日新聞の

分舘なども・・

武田 Ｍｾうれは新しい 、 昭和より 一 寸前でしたか。

古塚一日本の奇 k しい赤い煉瓦と 、白い花街岩をうまく配世されたあの辰野先生の湖特

。 ものは大正中期まで全盛で、 あれでなければ建築にあら十といった風で した。

片岡ーあれは全〈辰野さんの流れを汲んだん だけれ共、 あれはなん と云っても 司法街、

裁判所K 流れを穫するもの? ある 、あの建築の堂 A たるものがある 、霞ヶ闘rc海軍省と三

つ出来たでせう 、ステ ーシヨ ンホテルと。

武閏一辰野さんは 、 ノルマンショウの流れについて行って居ると云ふととの設を持って

居られた。

建 築 材 料 の 塑 這

武田ーマチ リヤルの研究が向来? とのも矢張りその頃だった . それま では材料が友かった

た・から赤い煉瓦と白い石ばかり、所が僕等が二回目に洋行した時l亡、あちらには黄色い煉

瓦や青い煉五や色々ある 、日本も将来どう してもやら怠ければ友らぬ 、破片なんぞを取っ

て来て、特に専門の人にやったりした事がある、それからテラコツタをやったのも僕等が

最初だ、テ ラコツタを使ひ始めたのは明治三十七八年からで、色々訟ものが出来たんです

が、あれではいかぬ色を附け友ければ友らぬと云ふので可成苦しんで、京都の陶片足試験所

で試験をして立つ＿と 、そ の結果どとの家でも土を焼いて段々色が出来て予ｾた 、 それから以

後に段 k 赤い煉瓦がなくなって 、建築の色が多種類lモ友った、それは儲かだと思ふっ

古塚一克 lて角白赤は外岡陀は少い ですね コ

武田ーイ ギ リスはさうですよ 、白赤ですe

片岡一併しそれは灰野さんが英固に骨1・塑ーして居った営時は多かったらうが、今ではさう

ヱ玉ふものはあるにはある けれども 。

武田ーフエシング ・タイルが出来たのは横河さんが東京の三井本肢をやる時K 初められ

た、反野さ んが善いと言ふので妻木さんがやった。

片岡 一明治二十 四 年 ｬ 亡美 ￹ｾＺｫ の地震には 、 煉瓦の家がひどく ｨＩｾｊ 哀したでせう 、 。 Ｑ ニ乍らｪｬ｛ ｬ 洋

建築はどうしても煉瓦でなければならない 、地主の時 fz: t表れぬやうにするにはどうしたら
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い L かと 云ふ事に建築家は随分苦心をした、煉瓦、モルタ ル、石を如何K 使ったら よいが

と考へ? とが . タと張赤棟瓦を使ふより外K 仕方がない 、西洋に も相官; その例がある、オラン

グのやう友石の材料のたい丹Ji は皆友宏、煉瓦である 、日本も材料がないから 、サンドス トン

や煉瓦の蟹つ?と色があればい L けれども友いから J トーむを得ヂ材料の閥係、で赤煉瓦と石を使

った. その時代が相? 万長〈紙ぃ? と 、あれ丈け津 山作ったのは 日本丈け だらう

古宇田- 5f ; l 、が市生の時 . 片岡さんが日本銀行をやって居る時 f[ ，}.反町さんの話を聞いた.

彼底の銀行で鍛什の銭のビームを出すのが自分湖特のものでコンストラクシヨナル ・ツ ル

ースだ 、包ん ちゃいかんのぢやと云はれて成桂さうか女11らんと思って 居った 、1Jf' し今考へ

て見ればdうれが火でも這入ればどう か知らん、その時も 一寸思った事 もありますがね、成

程さうか知らんと思って感心した 、

武田一 それは i業も聞いたよ 。

片岡ー随分無手勝流をやったものだ… … 侠自身で幸子い事を会11って居ったと思ってゐるの

はテラカツタの使ひ方が縫ったととだ 、地震前 l亡使ったのは皆た西洋のを直詳 したものだ

所がそれは地iJJ の時lと落ちて了った、地;長後は全然あん及ものをせや l亡者li . くして監 lてモル

グルで ピツ グ リとくつ附けて了った、所々金物で 'i f張るけれ共モルタルの方に重に力をか

けた 、モルタルでやって居るのは恐らく侠は西洋ではやらん事だと思ふ、針金もい L がモ

ルタ ;1 のカで・ゃ った方が雌かだ。

波江一大正十年頃大阪窯業の谷口君がアメリカを見 l乞行って、煉瓦i査の家が段 k と少な

くなる 。煉瓦界から言へば犬問題で . セ メントの威力が俗なものだと云ふので大阪窯業が

セメントを初めた、そ のltl '・時I'I:同t li は将来どうすべきか. と云ふやうなとと が問題であっ

たが 、段々調ぺてみるとコンモン ・プリツク友らい L が、フエイシン グ・ブ リツ Y でも焼き

の程度が日本と アメ リカ! ま全然泣ふ 、向ふは石茨が安いから本1Eli- の焼けた煉瓦をど| 逝へるが

日本のは焼き方の粍度がまるで段泣ひだ 、生焼けだ 、それは石炭が高い胸係、だ、 それでど

うしても 芸大の時代はホロ ー・ プロックやテラカッタ ー、 タイ) ! . - さう云ふやうなもの を研

究 したらよいと考へられたもので同時に k メントを初めたと云ふやう左次第であった 、111'

し設備の方から云ったら 、矢張り大正八，JL、十年にかけて、便所の陶務 、洗面青島 . その

他スト ーブなどあの時分 lてアメ リカで非常に調べて来て、名古屋の陶総合祉るた りが向ふ

の窯業を調べて 、さう して 名古屋附近でもアメ リカ 流の色々の陶務が附来だした。

片岡ーフエイシ ング ・プロックを使ひ川したのは花街岩 l乞見えるやうなのが出水てから

で恐ら 〈大正の初めでせう 。

武田一岡山臓の三石で・やらしたととろが非常に高くついて石と 徐 り遣はないです、それ

で殆ど了ひ lては使はなかった。

片岡一 伊部の奥 I[ 和1筑と云ふ所がる る、 三石 より 先きだ 、。 l部は昔、備前焼き をやった

煉瓦の 小口 形の花尚 石ら しく見 えるの を放も早〈使 ったの は ｾ湾の三 ［Ｑ 銀行 、東出御所の
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カ { ペッ ト、皆なさ うだ。

武周一あの時分の使ひ方は焼いですっかり 融いたものです、 1)、口か ら何か らすっかり 同

じ犬き さに切って焼いた ものです、だから非常に高くついた、と ても いけない と云ふので

止めた。

片岡一三井銀行、三井物産の建築をやった時に鈴木君が 、裏の方に それをど うして使っ

たかと云ふと 、やっぱ り花尚石で ないとどうもい L 建築のやうに見えたい 、三井では兎 に

角石7ごと云ふので裏の方まで石でやって伊都で焼かして相官やってゐるのを張付け?と甚だ

から気が附か友い 、随分僕等も使つ? と 、あれは毎月 何十高と随分深山作ら した ものだから 、

少 し作る より も非常に安く出来る 、一時は伊部K 僕等も数回行った事があるが、どっ さり

何十高 と積ん で・居った 、所がとんな ものは仕嫌が友い 、何とか本官の仕事は出来ぬか と云

ふので、段 々やって常滑で研究 し?と。

武問一常滑でやったのは僕が初めです 、藤間吉之助有が財産を投じて終った 、その後を

伊奈が引き受けた口

片岡一人浩石等も よく進歩したものだ、初め利1戸IC出来て随分有名だった 、行って見る

と、花尚石ではたい 、皆土i : 1t 尚石の民! 以で. 今で もありませうがI白井と云ふ左官がやった

のだと云ふのを聞いて . それで・呼ん で来てやらしてみるとどうして も二間離れたら 花 尚石

か設か判らぬ ものをやる 、亀井と云ふ者は技能が ある 、安くて立誠たものが出来 ると 云ふ

ので. 徐わ使ひ過 ぎた 、大E 七八年に は亀井が相賞腕を知られて段々職工を養成 したけれ

ｅ も 養成 し 切れぬのだ、官余り淀文が 一 週に 予 ｾるんで 、 滑稽だったのは 、 愈々工 期 が迫っ て

フヱ ーシングを急: いで呉れといふと宜 しろ御座います 、職工を何十人で も易々 出 して呉れ

た、考へて見ると 他の現場のを同してくる 、その方は大費迷惑するといふ様友事であった

それ程一時埴井の 人法腕き/ " 1 '， しと云ふものが、閥西方商では盛に伎はれ? と 、それから之は

間違った観察かも知らぬが . 東京でも花尚石の人迭を非常に立誠lてやってゐるが、亀井の

程う まくゆか友かった 、全 〈亀井に技能があったんで す、あの時分のだんだん弟子が相首

東京に 入ってゐる 、随分時がたつて十二 三年 も経てからそれを見て も立減友ものだった。

武周一侠が明治四十年にヨ ーロツ パ を廻る時 l亡ドイツ lと行くと 、殆ど皆人ii!t 石と石と同

じ物? で 、見本を惜へて貰って日本に持って腕って東京で・中僚君主主どに計って 、西洋ぢやと

う云ふ風にやって ゐる . といつを試みたらどうだらうか、全く石K 遼はんと云ふので色色

とやって見たものです、 さうして市1
1戸の粂松記念舘をやってゐる時K 、コーナー・ストンの

所を石屋が叩いて呉れたけれども、どうもうま く行かぬので叱りながらやったが共後二三

年経ってから誰だかそれをやり出し? と 、さう して特許を取って居りますね ェ

片岡一君は取って居 らんのか友。

武田ーとらえE
かった。外の石屋がやり出した所がそれを盤へて了った 、侠が初めの時に

特許 を出 して置 けば問題は友かったんだ . 今は繋守
j:になって居 りますが。

波江 一今度 の 震災の影響で軟石を使ふやうに主主ったのは花尚石が火 ｉ｣ｾｧｾ 、 事 が 富識 さ れ
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て1告に軟石を使ひ出し? と。

武田ーあれは j£野さ んが友〈友 って からです、生前はそんたE ものが使へるものかと頭か

らやられた 、僕等は長 〈・I ' n' l ' 航して居ったけれども。

波江一例へばが;i 路の先の龍山石など今 l亡11次石を使ふ時期が来るんだ* るんだと云ってρ

? とら、住友さんでお!j 石や龍山 を使ひ出してからあの種類のものが建築界を風腕i した。

武周一辰野さ んの亡 くなった杉響とライトの影響だ。

波江ーその後だんだん軟石を検べてみると . 金爆の育石 、徳，臼の; ml乙{ 吏ふ石、苦PI' Iの紫逗

石 、長崎の徳能石一 一

古塚一鳥取の復古石、後藤石ね長崎方面から来る一一ー

武周一震 災の影響を 受け てゐる、 安くやらねばならぬので . 色 々原因はあるけれど も。

波江一軟かく見えて割 IC 回ぃ 、立 山が一帯い L でせう 、それに 大きさも揃ふ . 叉大理石

のととですが矢橋さんの息子さんが非常 l亡頭がい L 人で何とかして大量の大理石を安 く日

本に輸入する方法は友いかと、アメリカ lζ 行って調べた結袋、ニ ューヨー クからパナマ蓮

Mを逝って蹄る宰給l亡、ベルマウントの大理石の荒石を底積みにすると非常に 2たくなる 、

印度洋を越へ? と舶は アン トワ{ フ.からt . ，fって米る 、底積み l亡イタリ ー援の大理石をも5むと

非常に安〈入ってホる、将来日本で大量 l亡大理石が使はれる場合には その用意 をしなけれ

ば友らぬと、そ の研究をして来た 、それからその後工場を大きくして、 今はイタリ ーの大

きなものを入れて ゆくやうになった 、その ;11J 時支那 l亡も行って、支那の大理石をすっかり

調ぺた、さうすると南京から北京、山 点省あたりのi ' M朝 、明1mの紀念物は皆大理石で・ある .

所がその生産地がどとか*IJ らね、非常に 苦心してゐますが. 今ではないさうですね. 像と

かな ん とか皆左大理石だが ちど とから取って来たのか調ぺて居るけれども 、ど とのを取っ

たか*IJらない 、満洲のが今日 、いくらか出て来るけれども、 日本の需要I ' C" 在ぜられさ うも

なさ L うだ、赤坂大理石工場が非常に脱肢が大きく友った時 l亡亡く なった 、そ の時やって

居 られたのは多量製庄で工賃を< j ，，_ _ ' く す るため lては IIJ 木とか額縁とか寸法を一定 して除! なと

きどんどんそれを泊ってたく方法をとりたい等いって宜際や って ゐた 、それに はどう して

も建築家の方もよく考へて貰ひたいといって ゐたω

片岡ーそれは量大理石のみたらんや. 何でも棋準化すべきだ。

古字国一面'1
1戸の商工舎議所ですよ、貧際その既成 i1111 を使崩した、下の毛ザイクまでもや

った、 tc・から非常に大理石 を安く 使はれた。

設 備 の 進 歩

波江一話は費りますが. 水道衛生の設備等 も最近十五年聞には随分進歩 しました 、故人

になった須賀; g ーは殆ん ど全力を 注いでやった ものです、時に は人 に云へ友い 苦心もしたも

のです、それでやっと日本 も世界並 lて一人前となった。

高橋一色々と有難 う御座い ました、之で出談合の速記は止め ますが . 後はどうぞ御自由

IL Jo-話願ひます、各方面より見て種々の御活 を奔縫いた しまして有難う御座いま した。
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協 曾 の 将 来 を 語 る 座 談 曾

池 田 賀氏 今林彦太郎氏 落 藤 j路吉氏 大倉 三郎氏

芹 岡 安氏 川村恒三郎氏 新 名 種夫氏 篠 ほ 太 郎 氏

武 田 五一氏 瀧 樫 異 弓 氏 竹腰 { 建造氏 高 橋 柴 治氏

中西 六郎氏 中津誠一郎氏 村 野 藤吾氏 安 井 武 雄 氏

( 出席者五 l 音 順1 鷹 取 腸

われわれ の先 輩 が一致閣総して本舎 を現在の有力な る大岡慢となし た ζ とは誠に 感搬 に聖書

へない 、 ζ の先輩 の努力 の跡を願るときわれわれは との {拡大な る業績を更に光輝あらしめ

ると共 1<: 一面に l才如何に現代並に将来にお隠すべきか、将来の協舎は 如 何に動 向すべ きか

等に就いて一層その責任の重大なるま鐙ゆるのであります 、九月 二十六日天1滞僑里子田屋に

於て 「協舎の将来を 括る座談合 J を催し上認 のど とき御出 Jf?; 者a : nまして各 そ々 の忌仰な

き感懐を伺ふととが出来ま したのは協舎の将来にとって よさ 矩火と ならう 、なほ 、富土問

1fi: 一 、藤 井 厚二、本間乙彦 三氏は所要のた め飲席であった。

高橋一段 k と座談合を催して参りまして 、本タの「建築防J 舎の将来を語る 」で打止めと 致

すと とに したいと思って居 ります、) 良裁なき御話を奔聴したいと存じます。

先づ首協合創立の動機と共後只今までの経過の大韓を片岡舎長か ら御設明l鼠ふととにい

たし ます。

先 輩 努 力 の 跡

片岡ー創立 の動機 、その聞の事情 と十五年間の経過を簡単l亡i I " 上げますが之は前の座談

舎で既に詳 しく話しがあったから速記にはと らす' K : d- きます… … ( とその説明がるった) …

その熱心 さは驚く べき もので ある、との寄合世帯であれ丈け の苦手を思ひ切ってやったのは

如何に その官時の合員が向ふみ歩であって熱があったかと ; ぷふ惑のま昔懐で 、そ の間協舎の

最 も 誇りと す る とと ろは 、 旬ＧＺ Ｉｾ 一 回例舎を や っ て、 そとで 合｛ｊが熱 心なる 意 見の報告をす

る、叉委員舎の仕事えにども考へてみると皆な長き生命を持った仕事であり 、直ぐ紘香花火

のやうに な く友らない仕事を i放ってゐるから 、華々しく行かぬのは嘗然でるりま す、 兎l亡

角直ぐ効果が見えぬととを長い間 、今日までも向やってゐる 、之は他では到底績か主主いと

とである 、他では首然倒れて了ふのが倒れない 、本吉; の熱は以上に加はらな くとも徐熱が

続いてゐるのは本舎の誇 りとす るととろだと思ひます 、叉と もすると 合 を自分の足場に利

用し?とれ 自分の便宜を 考へたり 、あっちを分捕り 、とっちを分伝取りするのが . 他の園

開の常であるが本舎はそれがない 、兎K 角、mt 舎に輩 さうと 云ふ大 きな目的丈けはす=っと

維 持 して居る 、然し時勢の鐙溢に充分過臆す るやうに或る 程度方針を費へ るとか、或 は委
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員合を改肢をするとか、もっと狙び所を壁へるとか. 種々の事が必要と思びますけれども 、

建築協合が枇合l亡封する責任を 、使命をどぢして識さうと云ふ全悼の空気は一定不鑓であ

った 、と .I. ! ' L 日佐時勢にどう 云ふ風 lと庭するかと云ふ問題が残ってゐるのみである J

協 曾 の 意 義

高橋一協舎の目的とか、m合の意義に就いて。

片岡ー建築界の向上稜展を| 函I T  . 枇舎1句使命を果さうといふ目的、之丈けは蟹へられ友

い、何とかして合員が附けゃうとか 、商官を しゃうといふのではたい。一間よく入舎を勧

誘するときによく云はれるととがある 、協合へ入ったらどんな利益がるる 、雑誌を貰ふ外

K どんな得があるかなど、しかし . とれは飴り目前のみの考へで、ある 、雑誌も配 {Ii する 、

見伊・もする 、だが大なる目的は 他にある ・即ち建築家が集まって此舎を教育する 、枇舎の

局めに量生すととは建築家の枇合 K 到する義務でありその使命である。

現 代 の 建 築 界

高橋一現代の建築界の機子 lモ話頭を特じて戴きませう。

片岡一大分前のととだが議院建築を懸賞にする可否と云ふ事で非常に議論をやった事が

ある 、その時日本の建築の将来の様式について随分激論が交されたの を記憶する。西洋建

築の模倣を全然不可たり 、 と云ふ議論と 、それから西洋建築を取入れる以上は西洋のスタ

イルは捨てるととは出来ぬが 、さればと 云って日本K 立i辰之Eスタイルがあるか ら、、と云ふ

折衷論が一方にあってとの折衷論と純園梓式が議論を闘はされた幼降な時代がある 、それ

相官K 建築界を唱さ鼓したかと云ふと 、どっちも 議論し疲れて何も得歩K 議論 し?とヨて仕J僚

が友い 、質際問題だと云ふので物別れに友った。

武回一長野さんの言ふのはどんな式だって日本人がやれば日本式だと云ふ、いくらギ リ

シア風のものを作ってみても日本人がやれば日本式だと 云ふんだ。

高橋一去年首り lq. び日本趣' l i ! 亡 、東洋趣味の問題が大分定義 され ました。

片岡一京都で美術舘の懸賞を決める時K 、規定に入れる東洋趣味を基調とせる様式、 と

云ふ事で種々議論が起とった J その時は伊東 、武田、佐藤の三博士に岡田君が居られた。

その j市で償問耕作博士は一組君等の云ふ東洋趣味を基調とせると云ふ事[ はどう云ふ事かと

の質問で随分子股しく反楼されたも のだ、相手が建築に主人でなくて而も審定著書者だから

ネ、仲々とちらのいふ説明では納得しない 、東洋趣味を基調とせると云ふ事はどう云ふ事

か、さう云ふものがあるなら見せて呉れ、さう云ふ君等は議論を言つで も設計者はどう 云

ふ風 l亡解離するか之は無理ぢや主主いか 、との意見だった。

武田 一笛問君 は 日本式が嫌ひ友んだらう 、イ Ｑ ＶＱ 人 的に西洋式が好きなんだ Ｎ で［ｾ ＮＱＮ 云ふ事

を云ったのか とも思ふが 、伊東博士の考へた東洋式を基調 と云ム言葉は仲 k うまい表現だ
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と思ふ、然しそ の! ¥1 J 賞の結果は色 k と出て予! <i lとがあれは所ii11東洋趣味を 基調と して 居る も

のとは思はれ主主い、 侠は東洋の気持ちのあるもので 、気分さえ 出て * ればい L と云ふ心算

だった。

竹 腰一云ふべくして仲 k 難しし、。天才の出現を待つぺき問題だらうと思ひます。

片岡一文・車- 同士の大塚安さんは昭世s主主審美事者で折 k 建築の批評をした 、今から二十年

程も前で、せう 、あの人の論文 lとは本首 l亡敬服 して 居ったが、と ういふ意味だった 、要する

に日本で阿洋を真似る のは岱然だ 、叉背任理 K 日本の風を織込でも却 k 物i ' C1i らえEい. 時を

要 する、本 Ｇ ｾＱ［ の今のよ ｬ￼ 宇趣味を基調とせる犠な様式、それは天才を待つより外仕方カ ｡ ない、

凡人ぢゃいくら やったって H¥列<i 1i い 、時のブj で、 或るものが出米上るかも) ; ¥1れない 、そ の

例 i亡東京の勧業銀行、 元のるれは糸ユ人 でも i捺程印象l亡成ったもので. 之は非常によR洋t也味

を表 してゐ る、然し木造である . f9i うぷふものが石i s : 1亡校倣l対米ると思へぬか ら石ii!; でや

るやうた天才の出現を吾々はFPむと云ふ事が者いてあった 1

竹 腰一建築界左上位舎なり の人が今建築界 1[. ＧｩＺｩｾむ で ゐる ととに非常医大き な 矛盾が あ

る、それ はスタイルにレボリユーシヨンが起ると云ふ期待をと持ってゐる 、之Ir.t 'i fi ど望み件

べからざる事で るる 、建築の スグイ J しは漸進的にゆか なければ友らぬ、 11ヌりにレボリユー

シ ヨ ンが 出 来る場合は非 Ｑｦ［ Ｑ￬ 天 ｊ が出た場合でＧｾうる 、 二千年 三 千年の ｈ 謡史を府 ｪ みてもよ く

理解出来 る、それは不聞して出来たのでは友い . 一館建築は非常i ' Ci主将二なもので' n' ri も種々

のものを綜合したものであるし、 又一方;1止舎の宜駄に: j f f i j 月j して行かえEければならね もので

あるから約帯、彫刻と 云ふものよ りも更に ー居ヱボリ ユーシヨンでゆかなければならぬも

のである。

片岡ーそれは普い議論で抗でも賛成するが、然ればそ の議論の分 lh長則 を一つ lド上け・皮い

此頃ドイツが肢も政! 享であるが、従米のスタイ J しを全然{ 成った 、新らしい型式の家を作っ

て、 之が現代の建築たりと云って堂々とやっ て居るのは之はレホリユ ーシヨンだ 、とんな

尚鹿祭たものと云はれるか. 或は 1読められるか 、そ とはどうですか，

竹腰ーああ云ふものは、建築がエポリユーシヨンで進んでゆく途中の一つの刺快物で 、

進化道程の一つK 過ぎない。
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片岡一唐辛子だね、う どんでなくて唐辛子だね、討の意見がそれ友ればそれで・l lJ る、さ

う云ふ見方も一つの見方だ。

村 野ーさうする と建築にレボ リユ{ シヨ ンは全然無b、ゃうた気が するo

武田ーあったかも知れない 、侠はさう云ふ議論で云って居るのではないので. エボリユ

ーシヨンで:'(1うるか、レボリユー シヨンであ るか、之は何でもない 、建築の縫化は何でも友

い、 自然K 出来て来るんで、人1誌を以て如何とも l北米ない。例へば今 日のドイツでも、 フ

ラ ンスのやり方でも 、 特へれば同じ兄弟であっても失 ｊ ｉ ｾ Ｑ￬ 奴が 山来ると 同じで 、中 Ｑ＼ＺＺ は あ

A 云ふものが出来る 、而しそれが認ではない、 普か思かと云ふ事は住む人の認識に よる、



本流であるか末流であるかはそれが過去に 怠って顧みて多数決であったものが本流とたる

んだらう 、尖端の試みと云ふ事がドイツでは本流になりつつあるやうに思ふ。本流のスタ

イルは今云った嫌に 多数決です、 多数決必十 しも 普いんぢやtx. い、けれども穂健たものだ.

だから本首の味ひのあるものは多数決で主主いものにるる。

片岡一けれ共智美製的K 普い惑いと云つでも建築の中心の様式、即ち本流で'aうるかどう

かキJ j らぬ、現代l乞居るから。

竹腰一美とか醜とか云ふものは 一つのイデオロギイで. 概念を養成されれば醜も美にた

り、美も醜にたるんぢやえにいか J

武田一美 、醜と 云ふのはtJL上の空論であっては ならない. 今日の美醜は所調合理的にゆ

か友ければ 、皆 fJ_ が ifcj .: 11 し友いと思ふ、その意味 l乞於いて此頃のが「しい様式は完全ぢや主主

いけれ共 、その方の芥が出かけてゐるんぢや友いか. それで・従来のクラシックのやつは今

日では椛かに過去のものである 、それを慣れてゐるのは 一種の符慣で、之をゆけば無事ー た

んであってそれ丈け の事なんだ。

片岡ーアメリカでも従来のスタイルを向上する事よりも矢 j長り新らしいものを取入れる

ｾ ｾＺ ｉ ＼Ｚ 非常 ＺＱ＼Ｚ 努力してＩ､Ｚ［る跡が見えるね 、 クライスラ ー、エン バイヤ ー・ス テ 戸ト、 ア 【ヴ

イングトラスト等と云ふ大建築は何とかして新しく行かう新しくゆかうと、ゴシックも取

り、セセ ッシヨンのごつごつしたのも取入れ、各長所を織込で新しくゆかうとする跡が見

えてゐる、それが可成館' ! ?・で全然醤スタ イ;l - は糞喰へでいってゐる様子だ。

武田ーアメリカはフランス流です. フランスで新しいのはあ L 云ふのが多い、所がフラ

ンスではそれを認めないので、雑誌なんかぢや当- か'1 ' J . いが、皆フランスの真似で、す。

片岡一 フランスはそれをやるけれ共 、目立たないやうにやってゐる、非常に遠慮 しなが

らやってゐる 、 ドイツ K 行くととてもそれがひどいんで・、丸で主義子が呉ふんだ。

今林一弘主主製生のときに時々新らしい、無論その首時の新らしい外国のスタイルのもの

が I:H来た時 lモとれからか う云ふスタ イルにたるのかえEあと思ひました. 然しどう友ったか

は之は 別問題でありますが少友くとも共後のクラシック風の ものに徐桂影響を興へてゐる

だけは動かすととの州来ぬ事質です。

武田一此頃出来るものは全然古いものは出来ないと思ふ ‘ 古いものであって もどとかに

新 しい部分が あり新ら しいひらめきがあ る、さ迄はドイツはフランスの真 fJ ; ，t ばかりして居

った、 ドイツは否l症なしに民似をして居った、 I引が段々樺力の均衡がとれて来て、本首の

ドイツ人の策が ｈｩ て 予 ｾたのは此頃友んです、あれがドイツ人の真市 ｩ 目だらう。

村野ーベルリンの町を歩いてゐる と. ごつ ごつ して質 l亡不愉快な心持ちになる 、以前の

ものもそう改造し切れたEいから仕方なしに新しいものが押されて近郊へ延る。そしてとれ

は民家の闇値付けがあるだらうと思ふ、所が日本ではさう云ふものは 一種の枇曾的の行鴻
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として表れてゐる 、日本で・は新らしいスタイルは流行ぢや友し、かと思ふ、ですから可成将

来根本哨 l亡不審が起って うk るやうたとと lてなりはせぬかと思ふ 、 ドイツで‘ は社合的の意義

を持て居るんぢあないで・すか。

武田ーさうです 、{ifii かに而1: 合的意義を村て出る、 111: しドイツ人の什] 買は民似ちゃ友いが

日本は他の閣の民似をしてゐるに過ぎない。との引の新 しいものはドイツのものか球部分

はフラ ンス のものなのだ、みんな園際的に考へてみるとオリヂンはあるんだ、今度は日本

のもので、 日本の民'円・頂を表したものが出来るんぢゃないかと思ふ。

瀧 濯一法隆寺の建築形式は111:泊 K 朝鮮のものだと 云ひますが 、死んだ長符川Jl ，の設によ

ればあ ｌ 云ふプランのものは白木 ＱｗｊＪ 与ださうでＮ法隆寺は断然型をＨｾｾって金堂と土佐とを ｫ

;{ i  f L . 並べ? とあれでパランスが取れてゐる、シンメトリーを破った所 I' C 盗徳太下か、或はそ

の町時の建築家が非常 K 伶かった事が中j る。

竹腰ーかう云ふ時代 l亡一帯沿困りになるのは教育r_;.; だらうと思ひます、害々のときには

時古をする目標が遣うりましたが、此頃はそれがない促i，nたる時代で・す。

瀧運ーそとを里浜ぶそとに微妙な精iji'll があると，IEふ》

片岡一六卜年聞はコツピーばかりやって居った 、控訴' さと云ふ l Jj.丈け捉へてみてもさう思

へるやうだが他も総てそうたのだ、着物でも f! yy下人のポてゐる 75. 物を71i. て卒筑で居るんだ

から 、コツピーを何とも思はす写 lとやって来た。

武周一員似をするのも普い. とれは ワン・ステッフ・7で。

協 曾 の 動 向 と 将 来 の 事 業

高橋 一協合とｾＺ伶大分建築論 ｉ Ｇｃ花が咲き ましたが ダ くに世［協合 ｉ Ｇｌ釘する Ｑ 論議 の方 ｬ 亡 ｊ 多って

戴きませう。

瀧 浬ー私は痛感して居ります、兎I ' L 11. ]世の 11
1
のととは古賀と名義とが全く矛応したもの

にたり易い。事舎とか協舎とかいふものが あって 内質問じ級友仕事をしてゐるのもその一

例で- す。

大倉一純皐芸術と云ふのと. 泣t合的方面 l亡爪臨するのと分ける必裂は友いと思ひますが。

新名一然しととに異った目的が二つ あれば同じ名ではいけ ないと思ひます。

村野ー形ちを 一つにして中で 自然 I' C分れると 云ふゃ う陀しでもいい。

武田 一創立首時の合 ｮ の考は建築Ｎｾ舎の閥四支部と 云ふ ｊ ｉ ヲち に仕様と云ふ［ｦｉ ｪ＿ ， ，，Ｚで 、 特別

のものを作らうとは思ってゐなかった 、所が東京の方がしきりに到j格してゐ? とために 、 と

ちらでは別の閤穂を作ってそれを京IJ 悦しゃうといふので支部と云ふ形式を執ら友かった .

だか ら今 日から云へば建築J型合に合イ} ! " してもいいと思ふんです 、th:白台と f，?- l合の師別が極端

に云へば分げ られるけれども 、中 には分けられんものもある 、 どっち K 就いて もいいやう

なものがある 。
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瀧 運一電気 i亡は 電気協舎と皐舎 と二つある やう で・す。

武田- i ! ; れも l援昧な もので、思舎の 中で協舎のやるや うな事もやってゐる、統一委員と

かそん 主主風友とと もやってゐ る、関 西はどっちかと 云ふと質業側の色彩が多いから協合と

放ったんぢや友いかと 思ふんです、建築取- 舎の方 も今では建築協合のやる様主主仕事をして

ゐる 、中K は命日を津山作らな ければ ならぬと言ふ必要ーがある 闘係もある コ

大倉一それ依ったき 友謬り だと思ふ、つまり協舎の方の仕事 IL近づいてゐるんち、やたいか

と思ふ。

武田 一それも矢張 り 資金 ｾｴ から来てゐる 、 一 鰻云へばうんと基本金を貰 って 堂々 と やる

人だね、背工象ー合と云ふのが唯、 一つあったけれども 、士土 ;，木4伏ミ

別れて、工事合は今でもあるにはあるけれ共、 ｾＡ抜けの殻で 仕 末 が惑い Ｎ 建築事舎の如き

ものも段々中で分献 して行くぺきものではないかと思ふ 、設備. 構造と云ふやうな風 t亡。

篠原一建築I f t l 合は象牙の犠 lと閉 ち? むってゐるんちゃな いですか . さう 云ふ意味から協合

と Ｎ ＡｾｊＺｲｲ とが並ん で 存在する必要があると 忠 ふ 、・ 型・舎は徐り泣 ｴ 合的 ｬ 亡 ｩ 動きかけると 云 ふのは

主主いやうに思ふのですc

村野 一東京特有のロ ーカル カラーがＯＺｉｾてゐるんぢゃないで・すか コ

瀧 運一首¥11、て匝別すれ ば、東京の枇合と大阪の枇合との相述と 云ふ丈けでせう 、東京で

は東京に在る所の製校が特種の援助を輿へると 云ふやう友精利1上のものがあります。

武田一協舎と皐合 と分れて. 建築身! : i : ヂ干の合員か、協舎の合員か‘ どっちかに入らなけれ

ば友らぬとするとどっちが多いだらうね。

竹腰一関西に 居 る者は二重の負婚ですね。

池田一協合と並べて見たら費用も考ヘ友ければならぬし . 範悶も考へなければならぬ、

さうして結果は之が合流するか或は片方が出れるかになるでせ う。

協 曾 の 難 誌

大倉一雑誌 を一般枇合的K して、事手? の方は製術的の方面ーに。

瀧 運一建築型合の雑誌を二種出 したらどうかと云ふ事ー もあった、結果パンフレツトと 云

ふ一つに なったが. とにかく舎には入ってゐるけれ ども、ちっ とも役に立たぬ と云ふ者が

大分多いゃう ですから 。

竹 腰一車，術的の ものを出すと 云ふととに友れば 、雑誌は宇;厳に一遍か、 一年に 一週仰の

もので充分でせう。

中西一建築雑誌の構造のE製設なんか阿千人 の倉員 の中、判るのは何人か口

瀧 運一兎 K 角 、或る公式を 11"，して来る迄の大鐙7象備行詩t亡、随分頁を食ふ、事設定工んか、

ヱツセン ス丈け載せればいい. もっと簡翠に すれば、あんな彪大た雑誌を出さ んでもいい

でせう、見?と丈けでも憂欝を感十る、不経済ですしね。
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安井一協合の雑誌を もっと平易に したらいいと思ひますがね。

中西一表題の「建築と枇舎」そのま L の内作にしたいと思ふ。

武田一侠がョーロツノとから師る昨K 、舶のサロン l[_ 1建築と枇合」が泣いてあった 、見て

ゐる人もあった。

安井 忠は 主主い方「樹氏 /+' ，て居りますね。

竹腰一早舎の雑誌は早合の雑誌らしいやうに建築協合の雑誌は封枇合的 l[_ i色み得るやう

に放る丈け{ 谷氏、俗にと云ふと語弊があるかも安11れませぬけれども、通俗的にすると 、自

然と分野が明らかに友る。

川村一素人が読むには ー・寸刻I しいし、 玄人が見 るのは : III らえEい、とぷふゃうえ工 、現在「建

築 と祉舎」は内容ぢゃないかと思ふ。

武田一素人水位ぢやt!? らんね. 主人が訳んで出るの l亡、例へば出訟を省いたりしたんち

あ。

高橋一 編l悶係のものが常に考へてゐるのはそとたんです 、訳者居をやiJ庇 fC Jくめるかとい

ふとと ですＮ 本年の始めでしたか割引恥 ｬｾ 談合で ｈＨｒ 例 ｊ［ 詮を伺ったととがあります 、 それ も

れ';-*は合員本1，' r. の訳物といふととでした 、合L l が問イri を交けてJiTむのには是非それでなけ

れば駄目でしゃう、日下その方針で及ば歩下ら勿力して民ります 、大目豊作員以外の) I {I1' 訳者

間 ｉＧｔあ ります、 大部分建築家だらうと思ひます 、 部Ａｾ論少 Ｑ 投下ら非常友建築 ｬ 亡趣味 を有する

人がありますc 先程も話がありま したが、題名「建築と枇合 Jf[_ 刷ふ様1' J . 卒易な ものに して

大裁に呼び、掛けるのも よいでしゃうが 、編料、経桝雨方; 共tて仲 困々刻iーがあらうと 忠ひ ます、

然 し協舎が枇舎的の仕事として必要なとと では ないかと考へます 、とれは将来 K 残とされ

た重大な問題です。

大倉一祉合一般に呼びかけるには雑誌もよいが 、計年以i g? とか展覧舎といふ級友事業の 方

がいいと思ひますが。

武田 一展覧合等もよくやりましたし叉何か ｾ ｮ イ ｌ � が起る皮ｦ｛｟ ｾｉｍ ｩ￭ 合もやったり して居りま

せう、と て も東京では出来やしません 、あれは大いに耐: 合を盆してゐると思ふ、特 l亡長災

の時なんか随分大いにやりました。

安井一 考へて見れば枇合的には随分所勤 して居 ります。

武田一尚之から先も大い l亡枇合的K 日勤する。

集

占』

'" 

住 宅

中西ー 協舎の仕事と して . 大正十一年頃に住宅問究戸? をやったと云ふJ Ji -は大事業で あっ

たでせう し叉位 宅改持といふ先胞 をなした有 立 ｾ ｬｴ ＱＧｊＮとと であっ た でし ゃう か 、 此 頃 は諸方

の電餓合K t t や土地合祉で切りにやってゐて 、結局ノj、さな住宅の事だと存じます 、もうとの

方はとのま L と して方向を iji 事じて大きな集合住宅の方向に千を附けらるる のは、協舎なご?

X 6 6  



大いに努力 すべき性質のものぢゃないかと，思ひます、個人的或は小さい外の園鶴で手を附

けられ友いやうな事を協舎は努力する必要があると思ふ。

池田一 住宅委員舎で頻りに研究して居ります、住宅委員舎の鷲表が出? とら雑誌にのせ ま

す し叉種々の方法で護表しませう 、そとで協舎としてのさう云ふ住宅に劃する或るーの根

本方針が決って来て、それから色々活動以態K 入るんぢや泣いかと思ひます。

村野一大阪市あた りがどうせ色 k t. 主集合住宅を作るんでせうから、それと協舎の方と聯

絡をとって頂くやうにゐ願ひ出来たら . いく らか意義あるものが出来は しな いか. さ う云

ふ事を協舎の仕事としてさして貰ふ 、或は協舎で世話をやらして貰ひ 、それを市民に見せ

るやうに . とっちが努力すると云ふゃうえ工事にして頂いたら経諦上の負婚をと負はたいで、

次の時代の意義あるものが出来 はせぬかと思ひますo

新名一協舎の事業概詑 l亡、前tて大阪市の蝿託を受けて職工住宅の案を作ってやったと云

ふ事が出て居ります 、初期の頃K は市の方 tとも人が少完工し機闘も無かったからです、然 し

私は今でもさう云ふ 外部からの陣戚ある助言が誌うったら私達その聞に哲るものは大盤やり

易いと思ひます。

武田一外部からの助言を求る時日が許されますか。

新名一計葺としては数年前K 金贈築が決ってゐる 、だからその審議をすると云ふ事も出

来るととは出来る、設計はその中の一剖: 分づ L 工事を進めて居ります、未だ半分位縫って

ゐるんで、後のものを質施するまでに何か . さう云ふ機舎がありましたら出来るととは出

来ます a

武田一閥係を付け る事はいいとと で、叉努力するととはいいが、時聞が問題で出て来な

い、 一 ヶ月 fJ - n f L 仕上げて了へと云ふやうな事が時々 あるからさう云ふ事だと出来友いです、

もう一つは大底決った不規則友サ イドに入れるんです 、貧民加ですから却 k 協合に相談し

でも聞に合はぬ。

新名ー' 度| 僚の話及んですけれども 、色々の閥係、がありまして 、必歩、しも理怨的なものを

作って央れ と云ふ事では友ぃ 、かうして作ればいい、か うすれば悪くする 事は判って 居る

が. みすみす作らなければ友らない事もあります、さう云ふ際K は協舎でいい案を作って

頂いても、質施案として質施出来ないものが多からうと思ひます。

武田一若し、大規模のアパ ート等が出来る時等には是非協舎の仕事としてやって貰? とい口

大倉一京都の市営住宅は二階建で 、二十坪内外のものを庭を 一寸明けて、並ぺて康い面

積を取り、マッチHiみたやうな普通の借家風の日本の家を、二、三十軒並べて市営住宅式

K 聞め る、さう云ふ方針らしい、あれ等はどうしても考へ友ほす必要がるりはしまいかと

思ふ ‘

篠原一徐り先き走りをし過ぎるんだらうと云ふ話もあったが 、要するに一般の人 は免l ら

たいんぢゃないから、さう云ふ風友人に呼びかけ数育してやる 事が必要だと思ふ、協曾主主

67 x  
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んか特にその貼 fr: ::J J を入れるぺきで 3うる。

武田一今乏': 1と百日; と云ふやうな仕宅が必要 K なって i市も古い仇fちでは JI女符し切れない .

と云ふのである云ふ j t 介住宅が生れ て米た 、そういふ) . 1ど‘ 要性が起れば 日本でもト11米るだら

う。

中西一事業の方から考へて首而の川閣から云って 、 号|主ij と云ふ ものがないんだ らうと

m ｾ＠
'l:.、，。、コ

武田 ードイツ だって同じゃう友 ｾ ｊｩＮ を云って居った Ｎ もう少しｼ本 Ａ ればいい。

安井一どうも不純掛ちゃないですかね、ぱらぱらとして民て百鬼夜行の如l く‘ そして共

同何等の連絡も何等の交沙も只 11I fは示、1;外 lζ7!lt121床l亡蹴がるのでは コ

武田一不経掛ですけれどもt J f ' 少くとも I"J が欲しい 、或は銘々* . の川が欲 しいとか. さ う

云ふ種々な . 官 l亡八ケましい県水が証うる 。

村野一 協F? としての立誌をなさんだらうと忠ふから、必裂の1 I 111"iJ l ' 亡拘はら歩 、も っとや

る必要が勿論あるだらうと思ふ、本官を云へば貨れでも ri れなくても作っていいものだら

うと思ふ。

瀧 運一協舎で率先して: 立・悼する友れ拍: 識を持及して一般民裁を向上さ した許りぢや駄

目で、それよりももっと具棺的 l亡は古川を :liJ JかさえEければならぬ 、 ドイツやソランスは都

市が主開となってゐる、 交通機闘も考へ、小早絞や幼m副 を ;泣ける ;_] i ' も考へなければなら

ぬ、大阪市K 経皆、さ せる機) l l i を作ればいい 、一般に咋びかけてもさうえふユ ートピ アが あ

るか友る位で過ぎて了ふ。

武田一方針も何も 1-1¥来るけれ共、本物を作らなければ駄目ぢゃないですか、それは ;IV り

資本家 を 寄せなければ 、 資本 家 が賛成してやると云ふ事 ｬ 亡友れば 川ｾ ｾる。

村野ーアパ ー ト友ども紋初 lていいものが11' ，米れば又段々と IU米て米る ω

瀧運一 也谷アパ ート でも ｪ 淀 川ｼ アノミ ｻト でも 川 ｾｾｨ ば兎 ｬ 亡角人が這入るんですから 、 質 ｉｾｾ

協合でやらせると云ふ了直さっきの . J; 問先生が銭築 i床例乞ゃったやうな勢ひで白川 l乙辿

るが一番よい方法ちゃないですか。

武田 一民家 ｬ け出るより古本 与 誌に航るブ ｊ が Ｍ ｱｌ ぃ、 ｉｕ 米さ えすれば ｉｉ｜ｾ ｾ る 、 ｩ 己Ｂￆ ｾがｾ Ｏｉイ ｉｉ ｊｦ ｴＺイ Ｑ ，

些 しでも資本家がそん友ものは ';1 き介はねと云へば駄 IJ です 、 どうしても古本の力で、すの

瀧 港ー京都のアパートははやってゐる . 満餓でも合宅をやって居りますね ，あわ云ふの

を日本; でや って肘りませんですか。

安井一満銭ぢや非常にいい成結を上げて居りますからやりさえすれば這入ると忠ふんで

すよ 、例l心配 l乞友る程民家は顧みないととは1 J . いと思ふ。

武田一協合の事業と して資本家の方に働きかけるがいい。

池田 一大阪に於ける佐宅の改善と 云ふ Ｍ［｟ Ｑｈ｣ｾ 討する考慮をするため ｬ 亡 、市 る＿とりから年制

十高四位づっの干11以VJ を主主ふ、さ う云ふ建議をする 、それから今度は金持のア パ { ト 的な も



の普通の犬舎祉の重役と云ふやうな ものを焚き付けて 、君。所の住宅は駄目だからかう云

ふ様にや り給へと焚き付けて、さう云ふ者から 金 を出させてとっちに任して貰って理想的

友ものを作ってi度すとか、イl可かさう 云ふ事で進ま主主けれは・な らぬ . それでなければ三 十年

賦の低利資金でも借りてそれはどうにか友るものとして日本的のものを也らへてみるか口

竹腰一建築協舎でさ う云ふ ものを研究 して 、技術的のみたらや経済的に考へでも必デ f.ii i

かると云ふものを 資本家に示 したら、きっと飛びついて 来る p

高橋一永々色々と御活を鉾聴いたしました術l雌を 巾し上げます D 向首協合の将来につい

て諭す べき ととが Ｑ ｾ 山 遣う らうと存じますが Ｑ 時間の閥 Ａ系上此過で ・ 今 ｬ 兇 はーと先づ止めて ｊ ｊＮＮｩ き

まして失の機舎に譲って頂きますO

寓 真 は 雷 日 の 出 席 者

( 向 って左 か ら 今林 ・瓶詰程 ・村野 ( 一人おいて) 片岡 ・竹腰 ・大倉 ・安井 ・武田 ・

1也悶 ・中 海 ・務 族 ・篠原( かくれてゐる ) 中西・i Wj橋 〈一人 おいて〉川村・ 新名の諸氏〉
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本 曾 の 既 往 を 顧 み て

一本曾創立嘗初の賓情三其事業の慨記-

本舎のa E 伎を膨iれば大正六年の 三 月三十日脚凶

建 築"!hf，合と名 づけて 創 立せられ 、次で大正八年 一

月に とれを 今の日本建築協合と 改 稿 し荒 々本舎の

目的達成 κ;白滋し建築に閲する事項は王理論に叉1宝

際に擦りてその賀呪と指導とに勉め 、 ＢＰＱＧ にｾ築界

の先駆 となりて tt 合公盆 の矯め に活高官しつ λ あっ

たが、大正十 五年十 月には組織を枇閣法人に改 め

愈々 その基 礎 を ｬｬｩ め 、 合員の如きｾ図 ｬ Ｇ こ瓦りその

数 今 や 千三 百名を越ゆる の大を致しずk闘に於ける

最も; 省力なる閲位 のー とし て成長した のである 、

とのr: 日月 刊雑誌 ( m築と辰l : 合J を五運行し、 或 は 又 各

経の建築関係闘舎を出版 し、又 一面には各都の委

員舎を常設して汎〈建築各般 の事項 に関し て不 断

の調査研究を録し、その紡泉は これ を公表して攻

究に供し、或 は建 築に闘する重要なる窓見 を要路

に建 l当し 、或は住宅改造博覧舎を催して大なる成

果を着陸げ 、或 は時に展覧合及び講演舎を開催 して

建築の知識普及を計り来ったる等建築界の主主歩手主

主量に貢献したる事紡 l主主主 し鮮 少 な らざる ものがあ

った。

ま主に今秋その 3i .周年の記念事業を催ずに' おっ

て本舎の既往の歴史を遁怨して見る のも 意義ある

と ζ ろで あら う。

先 づ 本合創立古? 初の 1Hi!f より初めて 、ヌド舎 の J首

ＱＨＧＺ の紙記とそ の ｺ ｲｾｾ の概記とを記 録から 抽出し て

見ょう。

x  7 0  

(  1  ) 本曾創立雷時の賓情と営初の経過

此 の とζ ろは大彼自IJ立訴時か ら約 二年 間

に豆り その Ri 時 の 雑誌 の合報よリ欽告書

きしたるもので、 とれによ っ てa・時の tt

情を努探せし める と ζ ろが あらう 、先づ

雑 誌創刊 続 の 合 殺 の 序 文 よ りま互に縛載す

れば

大 jEの御代数」、ればはや六歳、 fjl 寅の u 欧洲の

大戦貸し勃鼓し て より阪に 三年 、今 や IU: g干の凶 て」、

図を穆げ て此 の大政側 :0 il五l rt に谷き込まれつ弘前

主主苦 々# 淡 。々何人か果して此大惨劇の大問闘を

預言し得るものぞ。翠代愈隆昌一皮 山来の 一角に

砲 火 飛 ぴ 、南洋の泌 j毎 こ砲煙怒りたる も口11. ・艇 の

節目る慮亦敵影な〈太平洋の波打 寄する採に卒平日乃

浦風静かなる、 1買にや武威八紘に似 ひ 日米苛f 凶 の

前主主 ＨＺｴｩＧ￬Ｑ 々 たる恭の海に似たり。文武 ｬ 土 Ｎ ｾ� Ｍ ぴ ｩｦＮＡｪま

さ. るべからず。武 1劫赫 々たる帝国の反而 l土如 何一

等図の内容果し て如 何大八洲を獅らす文化の光は

雨洋の! : f : llllll を驚かし符るや否や。外交に内治に科

祭に文書事に敬1守に宗教に哲理 に音楽 に、はた亦 前j

業界の商in会ゃ工業界の m! l kや忠ひLHゴに過ぐ るも

の多 々概ね然日 。

吾 m築 界 の 趨 勢 # - 暦の努力を 3E す、一言 以て

之 れを 掩 へ11' ｲ 浪 治 たり ｊｾｾ 明治現代の ｭ 築界 ｬ よｊｩｦ ｲ

言11過渡期とし て活動したる もの汲 々乎として泰西

建築術の総入ＧＡ札幌 に努 力 したるの時機 也 、 今ＧｦＧｾ ｾ

選 は一時しつ L ある也Iu!特しつ L ある 也否，';;.': 抑 し

つ L あ る也、さ はれ大苦手の蹄向に渚 IJ R しつ L ある

の識者を除いて は多 ( l: t 無我無巾也只 作過 去 の l

スケ ーノし 」を 以て現( r : を訓I j らん とす{ 月H2明前後期!

の順潮に苅を放て る也而 して舟中 の，[':i 乎、多( 11: .2-;  

を岱い て太平を設〈 。

関西の建築家は多 くは駄眠問 jUの7)-えたと J'Qなる

な かり しゃも 知 れず ｬ 止 に 「打 てばｾ (  J の" 庁に民r'll

あり とせ ば腕磁の建築家は 1!r に太平の恭25 を驚か

されて限めたる也来の岸 をおL>、法 lユ聞 の岸 を も 打

つ 一波起り て高波 ('1'''; 、とかや 、況 んや苅中 の7)( 失

をや。

円 ｬｪ｜ めた る ものはｾら ざるべ からず 、 大 ｉｅ の建築

界 の 前主主之 を如何にすべ き乎 、知ら ず匙築家は自

己のために建築を建てつ λ 満 足すべ きか否乎 、主主



築家はあまりに目前の事著書に吸々として自我的小

天 地 に 腕 跨 し つ L あるにあ らざるなき乎、今 須 ら

く限界を大にして童話融合的に活路を求むる要なき

ゃ否や主主んで は閣民を 指導して図書民的建築の建設

に努力すべきに非ざるか、斯 〈 し て建築家は 自1聞

を縦れ て 祉舎 と 接 繍 し 図 民 と 同 化 し て 以て大正の

建築を建設するの念、務を認めずや 、果 し て 然 ら11'

C 小 林 悉 天 沼 俊 一 ・2 佐 藤 彰 美

O佐藤 四 郎 O 北 村 彩 ! 鐙 O木 子 七 郎

仁光安梶之助 。設 禦 貞雄( 常日鉄席〉

本 野 将 吾 ・瀬 戸 文 吾

前11立委員五名は三三 月十 七 日 夜 合 合 の 結 果 有 力 な

る閥強を組織して親践を計り併せて建築界の興隆

に就き各自の意見を交換し前途の方針を確立せん

向志の 糾 合を謀り意思を疏ｾ し て各自の小我を捨 ため次の舎J ! II 案を作製し之れを諸氏に配布し更に

て 一 致 問 紡 採って 以て彪舎を指導すべき 園 般 の 組 合 合 し て一 同の同意を符んとす

織 は 紫 従 事 な ら ん や。 議 案

機 運は白 から来る。吉正 L 天 窓 な る な か らんや 闘 舎1' . 本合を翻西建築倶築部と務す

西の建築家は東風吹く丁巴の 二 月以来型車に感ずる 目的 令 員 相 互 の親跨を 昔1' 1) 併せ て 建 築界 の 興医長

琴線の如 〈今夏らに過去を顧みて前 途 の 強 度 を 期 に就き常に各自の意見を 交換する を以て目 的 と

するに一致せり 、斯界是より多事な らざ る を 得 ず、

斯 く し て吾 闘 西 建 築 協 舎 は 模 花笑ま んとする三月

下旬 l瓜奇 の擦を者まぐ るに 至る。

本 舎 の 創 立 ( 前 記 )

側四位築家の有志 は 大正六年の二月以来春ｾ悶

眠漸〈問! め て各々期する民主ありしが談ずればj折界

の前途を語ら ぎるなし 、 さればにや片岡、波 江 南

J : i : : の名に よ り一 片 の 機 女 飛 ぶ こと五十二枚期せず

して北区魚去棲に合する建築母性合正員の関西在 住

者 1t に三十有九名要は閥囚の建築家の間給を謀り

相 互 の 意 思 を疏遁 して建築界の 向上後民を 期する

に 在 り 。 依 っ て 五 名 の 委 員 を 穆 げ て 創 立 案 を 委嚇

するに歪れり。

常日令合の案内を霊堂せし氏名左の如し

0 は 出 席 者 。 は創立委員 ・は 死 亡者

( イ ロノ、順〉

ーすt - 丸卒 。池 田 貸 O石 田 信 夫

0 今 林 彦 太 郎 伊 都 貞 吉 O原 岡 俊 雄

C 綴!ll J. 三 良1¥ 0 橋 本 勉 C 長 谷 部鈴 吉

C 徳 永 府 0 大 林 資 郎 O小 笠 原 鈎

0 置 腕 章 O波 滋 節 。片 岡 安

河 合 Wi .厳 O 河 合 幾 次 O加 護 谷 祐 太 郎

ou野 壮一 良1¥・0 余 剰j 森 太 郎 . MM阿 末 吉

. 0 問中 問 O 回 中 大 作 O 田 中 盤 輔

。武 回 五 一 O宗 兵 歳 。波 江 悌 夫

0 中 西 甚 作 O永 瀬 民 三 O 内 藤 太 郎

O村 井 三吾 ・0 牛 村 喜 男 O野 村 一 郎

久 保 問 小三 郎 - 山本 鐙 之 遜 ・0 山国 静

. 0 吉 本 久 吉 ・O松 田 亥 作 仁松 本 高 象

藤 岡 旭 之 助 舟 橋 7喜一 藤 井 厚 二

す

合 員 食 分 建 築号室合正員 の閥 西 京住者 を 以 て 組 級

す 但し合合の場合には主主築製舎一般合員をも

招 待する司王あ るべ し

f守 合 毎 月 ( 十三 日) - 1l ! 1例 舎 と し て茶話舎を閉さ

華字秋二 季 に大舎を開催す( 講演合J J . 晩餐曾〉

役 員 到事五e f ; を選豊島し庶務合計を司 らしむ理 事

の互選に よ り理事長た選定す、役員の任期 は 一

年と し内三名を牛期毎に改選す

本 舎 の 創 立 ( 後 記 〕

大 i E六年三月 三十日剣玉主要員の機交に よ り創立

総合を大阪ホテノι に開く出席者左 の如 し

井 尻 良 雄 ( 三 月 来阪〉 itll 図 tt 

石 間 信 夫 今 林 彦 太 郎 伊 部 員 吉

原 因 俊 雄 滋 野 三 良s 長 谷 部 鈴 吉

徳 永 E監 大 休 資 四 郊 小 笠原 鈎

置E型 章
片 岡 安 ｾ野枇一良 Ｑ｜

ｾ 利 森太郎 問中 fuJ  問 中 大 作

田 中 型 輔 武 田 五 一
刀信念之， 

兵 戴

波 江 悌 夫 永 瀬 dt 三 村 井 三 吾

牛 村 喜 勇 山本鑑之進 古 木 久 吉

松 本 高 象 藤 田 旭 之 助 苅 橋 喜一

藤 井 厚 二 小 林 悉 佐 藤 彰 美

佐 藤 四 郎 木 子 七 郎 光安保之助

設 幾 貞 雄 本 野 精 苔 瀬 戸 文 苓

日高 俳( 来阪中にて出席〉

片岡安氏推されて座長となり議案をし て左の 合

則を議了し引績き役員の選患を行ひ左の五名首選

ナ

合 員11
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合 名 関西経E築協舎と籾す 10 建 築 l'ζ 闘 す る 報 酬問 題

目的 我 園 建 築 界 の '*1'( なる後民を期するに在り 11 建 築 士 法 案

令 員 ｾｾ［［ｩ 分建 築事令 ｅ 貝の闘西在住者に限る 12 都 市 住 宅

1El し合合の; 場合に は一般有志にも及ぼすことあ 大 I E六 年 五 月 十 二 日第二 lul例舎に於て各部主委員決

るべ し 定

令 合 毎 月寸三日例合を聞きす手秋二季大舎を他す

fi"夜 毎月合五拾銭とす

委 員 名

ｾ一部委員合Ｈ叩組 ｈ 現行関西に於ける建築取締

役 負 担F事長一名 、興事四名を選穆す 、役 員 の 任 規 則 改 正 の 研 究J

期 は 一年 と す 、 盟事の改選は牛期毎に 中 数 と し 委 員 長 野 村 一 郎

引き綴き再選するを nず 委 員 吉 木 夕、吉 古ij l I l 1 l ! 1之助瀬戸 支 吾

役 員 設 当 里 貞 雄 光 安 梶 之 助 佐 藤 彩 美

fll '事 長 片 岡 安 ( 35)

f1P. 事 武 田 沢 一 ( 32) 池田 氏 ( 25)

ｾ野 ｉｉ ｉＺ Ｍ￙ｉｉ ( 23)  祭 兵磁 ( 17)

次鮎

設 楽 貞 利je ( 17)  波 江 悌 ヲ ミ ( 17)

1: ，- 日武田沢一氏の溌設により I台年前より総括1し

来 れ る 関西正.I! ;築家の令什な習し「オキナ」合を WII技

小 林 悉 内 藤 太 郎

第一部委員合( 乙組) r都 市 建 築 法 規J

委 員 長 野 村 一郎

委 員 片 岡 安 武 田 沢 一 j也岡 究

古 木 久 古 置 腕
ョ ｊｾＮ ヤー -

木 子 七 郎

橋 本 勉 itli :J 1一 厚 二

第二郎委員合 「仕様普及 契 約 書 案」

し本協舎に合併せん J )'; を附議 し併 合 員 一 同 の 賛 成 委 只 長 武 口1 五 一

にて直ちにWI 散 しその所有財産たリ し命阿扮参加l 委 員 大 林 氏 問 郎 防、日! 俊雄 長 谷 部 鋭 吉

Oti 曇銭を本合に寄附する こ とに決議せり 中 商 法 作 山本治兵術 ノ|二村喜，9J

向 ｾｉｄｈｉｉ 一郎氏の後議により先月二十 ｌ 日合合 ｾＢ［ｩ Ｎ］ ご ＧＮＩＧＺＱＱ 委員舎 「細民住宅問題J

の折塁手合 i¥ieび に招待を受けたるものは定官民を恕合 委 員 長 片 岡 5た

し片岡、滋江雨氏の4 c ， によりて本合に寄附する事 委 員 尉 部 文 鍬 本 野 精 吾 小笠原産月

を附議 し直ちに一同の賛成を得て者辞令はお野氏に 山 本 鑑 之主主 牛 村 将 勇 伊 藤 J E文

委托せられたり

大疋六年五月三日 特 別 委 員 合

大阪公舎堂r u : 殺事務J j J j - 機上

委 員舎 の 研 究大綱を左の泊り定め

l  建 築 行 政 に 仰 す る 郊

2  建築怒併に闘する部

3  孟l : 合問 題 に日却する部

4  ｾｦ，部

次 に 細 部 の 羽 目 は

1  現 行 大 阪 府 建 築 取 締 規 J!IJ の改E

2  都 市 建 築 法 規

3  経 済 上 よ り 見 た る 建 築 材 料

4  建 築 施 工 上 の 改 良

5  仕 様 普 及 契 約 呑 の 案

6  下 級 民 住 宅 問 題

7  建 築 に 関 係 す る 時 事 問 題

B  建築従事者及職工に関する 問題

9  建 築に闘する迷信及俸 設 の調査，

第四部委員合「建築に闘する災代;1立時事問題の調

査 研 究j

委 員 長 池 間 'l'l: 

委 員 木 子 七郎 石 間 信 夫 徳 永 h! r  

被里子 三 郎 波 江 悌 夫 今 林 彦 太 郎

英 野111:一良1I 長 瀬 狂 三 本 野 桁 至 子

カ日護谷祐太郎池田 誠 次 犬 沼 俊一

第五了儀委員合 「建築に闘する迷信偲設の研究 l

餐 員 長 高 野)11: 一 郎

多 員 置 捜 主主 永 瀬 Zモ三 波 江 悌一夫

1也悶 1'l 問 中 大 作 大林 !ft 四良11

佐 藤 四 郎

第六部委員舎 「建築協合大合準備J

委 員 長 宗 兵語長

委 員 回 中 効 松 田 亥 作 松 本 高 g{

ftl 橋 喜一 井 尻 良 雄 波 江 悌 央

建築材料債絡調節ｾ員合

石 田 信 夫 木 子 七 郎 河 合 幾 次



部t然 貞 古:11，村井 デ.干 ， 小 林 悉 制 抑 瀬 戸 文 干 千

光安梶之助 瀬 戸 文 吾 松 本 高 裁 大i E七 年 四 月 十 七 日 第 十 一 [il J19tli 空 中 央 句会u

問 中 劾 ラプ

議院建築問題委 員合

1JJ1談谷 iji (i 太 郎 本 野 精子干 野 村 一 良J¥

橋 本 勉 KI 河 't:・ ｴｾｔｽｦ 仕 一 郎

i也m 氏 名ミ 兵 磁 波 江 悌x

武回五: ー

講演合

l 劇と ill 築

l 都 市 とη 光

1  ］Ｚ 越央版 ｬ 円 の 災 ｾ Ｇ ｩ ・ に 就いて

l  向 上 所 感

法/ 1: -，悌公

'1" 村将i J }

石m i，¥失

:f;S'll Hl l - 'UI¥ 

大正六年ブL 月十 戸ー口 第 六 li'J 例舎
ｬ 東北市 ｉｍｾ 改正 に 就いて 野 村 一 郎

ｲｬＧ 火 ＿Ｑｾ Ｇ Ｎ｜Ｙ ラプ 合議後の座淡合

l  議院建築問題

大正七年表 )1 十七日 第十 二111] 例合

合議後の談話' 0

1  建築材例例格調 ｾ￭￭ に 就い て

プミ疋六年九月十五日

l 日本の椛市 口市 JYド

ｬ 位築｛ｽｾｩＧ干大合 に 就いて 波 江 悌 夫

側pqiJl j j ' : 士協合雑誌第一統 rlJ行 ｬ 問所 ｾ :t:¥ill I- JII :ー m¥

大 l E六 年十月十 二 日 第 七 1"1例合 大i F一七年じ 刀 十 仁 日 第十阿川例合

rlJ 火一泊主主クラ プ 合議後。談話 f:i '1' 火1立以 クラプ 臨時 ｾｊ 是 ［ 認合

l 都 市 と洪水 議 題

l  郊外住宅 l  明治 市 ｼド内外苑氾念 ｩｬｬｾ 物懸 Ｚｴ Ｑ ［Ｚ 宣言 「 に 就いて

大疋六年十 一 月十 二:n 秋季大舎 心 姉 崎 It リ牛 1  ［ 都市計抗羽交 ｾ ｛ｾ民名 ｅ 章夫 に 就 ν 、て

fU 席者抗十 ::-: ，r， 大i E 七年八 n二十 六 n 納涼親時令

大TIて六 "F -I- 二 JJ -1-六 n ｾ￬ へ ＱＢ Ｑ 例令中央官 ＲＱａ ク 明 大 泊 ー力 機 川 町 二十 pq名

ラ ブ

誠意R令

l  設校 の生徒謎成 に就い て

1  : ( r: 米所感

大 疋七年l L J 1十 仁口 i1:;- 1五川例令

rl' 央 f日以 ク ラプ

藤 本 好}jl 研 究可JPi1

森 山 伊ｾ 1  :ljU i"大 阪 ill 築取締創見IJ 改正案

l  東京闘技倣の火災 に就いて お野) 11: - 立1¥ 大 正七年十) ] ベn iH九!l lリm，j・軒

l 同ト:jfr感 木 子 -(:-良1¥ 日目、光'ム: ｉ ， ｉｾ＠ J.¥;Z主})I J合

l  前l' 戸重¥1使日の火災に就いて 主主江悌三人: 大正じ年十 二 月一lr:日 第一1"1大合 jffi 俗部被 合

大i E ヒ年二月十九口 ｾ￬ Ｍ ｉ Ｍ ｉ り ｼ例合 rj' ; ! . l と位以クテ 中央公合堂

ブ

談 話i

1  ＩＧｉｴ 脅のキ ｧｾ l与野)11:一郎

1 建築 敷 地 に就いて 設 勲 氏 拘1

1 行

l  施行法 の改斡に就いて 主主江 N')夫

大疋七年三 月二十 三 円 本 季 大 合 総 則 前 限 槌

出席者内十ゴL 名 席 上役日選話器

役目名

興 事 長 片 岡 安 主 言| 池 悶 1't 

主 犯 波 江 悌 夫 編 ij ii F 武 岡 沢 一

制 肺 野 村 一郎 紛 糾 日前 ｊｙｾ＠

松 本 高g{ 制料品I i 依藤阿見11

編輯布日伊藤 正 文 本悶 ;世J、， 

1  閲合の僻

l  布ｾｾ市住定問題

l  家 相諭

l  デモクラシ ー とill 築

l  大阪市 区改TEに就 いて

l  大阪地の )f守，来

1  fJJJ 合 の 僻

Ｗｦｾ兵ＮＮｾ絞

闘

l与野)II : -UII

Will :r' 別 総

片jl{，j 安

直木倫太 郎

野 村 一 郎

同日第一 i日l大合 晩餐 f:i rl' ; ! . l と公合金 大食堂

大i E 七年十二刀 六 日 北淡つ る家 有志歓迎合

歓迎来チ! t黄河民 l附、 後藤l安二、 回溢主主古

藤 村 即l、 安井武利1，

Ｈｗ 野別様、 ￹ ｾ Ｉ ｪＨ 英夫 前 夜』帝京〕

大i E 八年一 月十 阿日 到来合 大阪保書哲郎

日本建築協' s t と改稿
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日ピル に移車事ナ雑誌表紙悶案常選

特 選

入 選

大正六年四 月調査研究事項 を左の部門 lこ分ち夫 々

委員を設けて調査研究を1 I f i む

l  建築行政 に仰する部

2  建築総併 に関する部

3  量土舎問 題 に闘する市1

4 雑古11

同 六 月 大阪市都市改良調査委員合 よ リ 「都市

建築依例の調査 j を委任せ られ調査完了報告せ

(  3  ) 日本建築協曾事業概記
R

v

p

a

、

内

u

m

a

'

i

八

諮

博

井 新

藤 大

空1 郷

本 儀

藤 1詰

Jll 

浅

内

古

松

伊

瀬

同

同

選外 佳 作

同

第二十一回例合大正八年三月十七日

中央f白書式クラ プ

理事改選

り

同 九月 本合雑誌名を「開閉建築協合 雑誌J と名

つけ大正六 年九月十反 日初盟主刊行

同 九月 左の 問題に 付特別委 員舎 を設け翻査研

究窓見 を五章表す

l  建築材料償絡調節 に付て

議院建築問題 に付 て

同 十二 月 都市r u : 築物に闘する法: f lt1hi J i Eの緊急;

なるととを時の内閣に建議し 、建築挙 合 、 日本

建 築 協舎 と幣同して共1 't ! QをJ91したり 、 その紡

泉大正七年三 月都市苫!' m: 調査舎 の設立を 丸 、右

調査舎 に於て都市言問t &市 l1j 地建築物法の二大

法典は玉' 1 . 案され次いて雨法案は大正八年第四十

二議舎 に提 出され岡三月爾! 史を 通 過するにヨミり

たり此n日本舎は右調査合設置. の前後官 怒と 力 を

併せてそのでt現 に多大の努力 をなし 建築 界 1-数

年来の 懸案の解決 をなせり

議

伯

郡

敏

夫

兵

市

内

良

悌

本

融

市

江

宗

松

設

滋

記

事時

純綿布官

役 員

ｬＧＡｬ｜ ｚ ｲｾ 長片 岡 安

紛 糾 野村 一 郎

紛 糾 日高 俳

主 計 苅 橋 喜 一

割 ［￰ｾｩｦｦ 納佐藤四郎

大E 八年三 月二十六日

名 ｾｦｴ 助 員 辰野合五氏長逝

主

相

制

大正七年六月 大阪市の依iVl! j に依り職工住宅設計

闘案 を作成 す

同 七月 大阪市改良針盤案 に闘し河川 の整理、

築 港 の完備，1E交油系統 の統 ーは大阪市の 三重 要

問題な F として 品究 、正;j f' I J した り

同 十二 月 本合第一 !H! 大舎を大阪中央公合金に

開き直木博士 外 五氏 のilli 俗講演合 を他 せり

大 正八年 「都市計量E法 案」及「市街地建築物法案」

の二大法案の党衆雨! 徒主E過に大に努力 し現行法

案を見るに歪れ り

市街地建築物法令に闘する講演舎 を

大正九年三 月 大阪住宅怒tF株式合批の 委明記j に係

る改良住宅設計懸賞募集 をな し務査す

同 三 月 建築材料統ーに仰す る聯合舎が建築祭

同 十 二 月

開催す

大E 六 年三 月三十日 創立総合 を大阪 ホテル に開

き本m舎の成立を見たり。合< < を 「関西建築協

合」 と稀し事務所 を東区今橋一丁目 一一呑地片

岡建築事務 所 IC 置く

九月 十五日 機開雑誌「倒西建築協合雑誌」 を創

刊す

同八年一月 令名 を「日本建築協令 j と改め従って

合 誌名も 「日本建築協合 雑誌」と俊更せり

九 年一 月 合 誌を [ 建築と枇合」と改題し且つ毎

月一日後行 のことに 改め現 今 に及ぶ

十年五月一日 事務所を西区京町郷土 illi 一丁 目

王寺住地不動R12金銀行ピルに移仰す

九月 一 日 事務所を北匹絹笠"If 九存地大江ピノレ

に移仰す

間十二年十 月一日 事務 所 を北匿堂 島沼通一丁目

堂 島ピ ノレに移車事す

同十五ι F九月十五 日 事務所在北区中ノ 均二丁目

二十 :ri. 番地江商ピル l亡移車事す

十月 二十日 内務大臣よ1 ) r枇 l司法人 日本建築

協合 」設立許可を得たり

昭和二年九 月十五日 事務 所 在西阻土佐ダiliili 一丁

目一番地大同ピ ノレに移轄す

昭和七年五 月 窃務所を北区中ノ均三丁目 三 、朝

( 2 ) 日本建築協禽泊革概記
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合タトヌ舎 より成立したる に付之に参加す 同 京都市に於て京都博覧合協合主催第二回家

同 九月 大 阪商品問lヂJj所 に於て槌楓舎大阪支部 庭博覧合開催に付改良住宅設計図案及模型を出

主催生活改必博覧合r ; lHI I!. にイす き改良住宅設計滋 品せり

選 図案 を出跡、す 同 建築に闘する第三恒l講習舎を大阪市立工業

同 七月 援房機関及越前針の {'I に付大阪府首局

へ 罰11願せ り

何 十一 月 建築 に闘す る第一 l!l l講習舎を本合事

務 所 にIJl J催

同 十二月 市街地建築物淡令に 闘す る講演合を

--; .;. ヨ=.-4j-=公舎堂 にIJiJき 池田正J ! ; 築. r u: 管官外三 名の議

前 あ り

大正-[- "[l 一月 市11)"地主主築物法施行細川中の建築

物0 . fl _ l 高度の:m定 を設 くる{'I に付大阪府 知事へ

建議 す

間 七月 lli 築材料規絡統一講演合 を大 阪中央公

令 堂に ｉｾｪ き佐藤 功 一 博士外三 ｴ Ｂ ￧ＮＺ Ｍ ｛Ｚ の締 演 あり 合

初 にはill 築材料規絡統ーの見 本 を陳列して:立体

に y7む

同 市街地建築道路の施工に 計 り- ml に仮設物

音Il:泣計"i i fの件 にイナ首局へm議せ り

同 * 合事務所内 に建築材料見本隙列 棚 を設ii' .:

し材料業者 の見本陳列 に使 に したるも九月一日

事務所診縛の錦之れを駿止す

同年九月 住宅改必博覧合 UlJイIt のj主第一 luJ 改良住

宅( 市内・戸 二階 ill ) 設計岡案 を懸賞募集せり

準 佼 に於 て開催

同 六月 大阪市中央公舎堂に於て iffi 俗建築大都

演舎 を聞 き武田博士外七氏の講演あ り

同 九月 胸東地方大震火災に際 し癒災者収容の

五且立王I : ff ! ' 1 建物の考案をなし大阪府市、京都I i } r! i  

兵庫鯨市 の ｾｩ｜・局 へ 建議書を提出し且つ合民 よ り

義摘 ＴￌＧｬ ｾ 一 千闘 を 得 て 災 ｾ ｴｪＺ 地 へ 寄附したり、 叉

桜首5に於け る，m; 災者救護病院は本合の設計にし

て大阪府之 を建設したり 、震災直後調査委員合

を設けm・災地 に委員を待 i氏( 東京地方八 名、湖

南地方七 名〕し て質地調査を な し専門的見地 よ

りの調査事演 を講演 、幻段 、印 刷物等 によ りて

安表し た り、該 講演舎 は大 阪、名古屋 、京都、

が1
1
戸、|瑚111、J，J'I の各市 に於 て開催せ P

同 十二 月 号予 約復興に閲す る件 に付' i i ij 路各大臣

及帝都復興!詑綿裁 に到 し建議し党衆雨院議只 へ

配布 を(t<瓜・i したり

大正十三年三 月 lli 築 に闘する第四 II!J 講習合 を大

阪 市立工業事校 に於て 開催す

同 四月 日本建築士合外十四 問位に依り帝都 i主

興聯合協議合 を組 級 され たる に付之 に加入せり

大 IE .[- - -年二 月 大阪府主 ＱＱ 巨 大阪 計 ｦｅ 博覧合主ｾ木 同 誌 俗建築大 講演合を開催す

付Zえ煉 Jd 却材H ，I.本 を出品 せ り 同 六 月 堺 市主イ位協市計3lf. 炎料展覧舎 に改良住

l，oJ 第 三l!l l改良住宅( 郊外二階 一戸 ill ) 設計脳l案 宅設計回l案 l 土問模型 を民 M!す

を懸賞募集 す 同 十 月 前11
戸市神戸高等女事校講堂 に於て 建 築

!i o] 三月 lli 築に 闘す る第 二出講習舎 を大阪市立 事合 と聯合 し沼俗建築大5格競合 を開催 しイ'!，)f，事1W

工業事校 にIJl J 1位す 士外 三氏 の都品il あ り

!i oJ .-h月 従来かつて兄ざ る仙沼改良の1' ( 際 の 日 向 「側来炭火災税然記 J を出版す

i' j(J を促進するため 大阪市郊外機ケ丘に於て大規 同 ｭ 築時 ｩｴ 工教化の ｩｾｩｬｬ 築協合腕西支部と聯合

撲 の住宅のh 物1¥9: 党合 を1J 1Hmし ( 後 藤子傍 を総 して餓筋 IU. 凝 ニ1-.工務管舎を開催す

裁と し合 長は本合長 j 十問博 士〉多大の灯・果 を穆 大正十四年三月 大阪毎日新聞批主催大大阪記念

げたリ( IJl J ! 切約六十日 1l¥J) 博覧合開催 に付各種の建築模型及勾良類等参考

大五十二年二 月 前11戸市に於ける兵庫l孫都市吉|登 品 を出航せり

lJlk'f包含 へ改良 住宅設計闘案及模砲 を出品す 同 大阪m、lli 築業協合側西支部及本協合三者

同 三 月 前 市天王寺公閣 に於て防火宣: 体展覧舎 聯合を以 て 建築脇工 ｚ 文化のｾ左官講習舎を東区

開催 に 際 し 合第 に 於て防 火 に 闘する講演のｾ斡 久焚小梨 佼 に於 て開 催

部i J H長講演、防火1 L 停ヂーには市内 に於ける耐 同 日本ｾ築費 ｾｷ ｊ ｊ 協 舎 の依 頼 により波江悌乎号 、

火耐震建築 物の標示 、防火泣{制球の後干I j 等に努 吉井長七爾氏同舎 へ出張講演をなす

力 したり 同 四 月 建 築士法案 調査委員舎を設置し調査研
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究す 同 十 月 建 築 職 工数イヒの然大阪市、建築業協合

同 五月 但丹地方 大震火災 に際し 腕事長員三名を JU. 11!!i 支部及本協合聯合 にて 「壁 の構造と Jt 仕 上 J

減 益2す Jt fl 左官講習舎 を市内大1望小事佼に於てDi H出せリ

同 六 月 震災! i I i f谷講演合開催但丹地方被符i伏況 同 建築製合主11位本協令後IlI J の下 に十日間大 阪

並に耐火耐震【I t 築の必要 を正i: 仰[ -1' 市立都ぬ工業事校 に於 て建築 に闘する都窃合 l対

同 八 月 前 Ｑ Ｑ 戸 新 ￟ｲｊｨｬ 主催納涼文化ｪｊ，�Ｚｾ合 に 住宅 催5昨日而佐野1W-! て外八名

模型及図案共他参考品を 出陳す 同 十 一 月 府ill 築深長Jt 他に本協舎の窓見 を聞

大正十四年 十月 建築職工芸文化 の 目的 を以て大阪 陳し建築法規の，* i E促進を なし たり

市 、建 築 業協合側西支音1 m本協舎 の三者聯合を 同 十 二 月 「将来の 日本の住居 j な る課題の下に

以て塗 師 工講習舎 を市内渥美小挙佼に於て開催 懸賞論文 を募集す

す 同十二月第四 師 倒 防ｾ 演習奉行 に 付 模 擬都市

同 十 月 余 凶 工 業号室佼 の内建築科を 有す る三十 建設 をな して若干附 した り

五校へ数j受参考炎料 として 腕束炭火 災税苦笑認 を 間三年七 月 大阪鍛m辛式合枇の依蝿 によ り住宅

各一部宛 寄贈 したリ 設計i凶案の 懸賞募集をな す

間 十月 大阪府 へ耐図法人役立 rj :l lfr' i: .:性を提出し 同 九月 f k.ll: 築智識普及展覧舎」を開催 して大衆

大五十五年十月 二十日設立言午可 を符 た り
に建築 tf識経2えを図る

同 十二月 建築物構造狽度計算の模小 風区 のf'I' 同 十月 脇 工敦化の rt 大阪市、建築業協合関西

"こ付大阪府 、京事1¥I 1f.1' 、兵庫 l孫各知事 には議 す 支部及本協合三者聯合 を以て地下室基礎工事次

大正十五年十月 大 阪 市 に 於 で 帝 凶 ｪ ｬｾ 行 協 合 主 催 防水施行 法に 闘す る ｬｩｪ ｾ 工講習舎 を 開催す

「ヱーァ ・デ ィス プレ ーJ 密 行 に付 大阪市 と共 に 間四年二月 日本火防協合 主催( 火の用 心〕展覧合

是を 援助せリ 、同議官買舎 には片岡合 liJ '[許可l'J i す に到し防火 に関す る建築材料其{也を 出陳 して防

同 十一 月 建築職工数化 のnに大阪 市、ill 築業 火E主体 に努 む

協合関西支部 L!z本合 の聯合を以 で百tあ[ 二l二施工法 同 大津市 に於 ける 滋賀勝、主催生活改善良覧合

講習舎 を市内久 l'X11、事校 に於て閃1mす へ本 合 より参考品 を出品す

昭和l二年二 月 委員舎 を'IO' 波及除;R与の二審! とし左 同 三 月 政府 健案の努働者災寄扶助法案 に闘

の 五 部 を Ｇ ｨｾＧ 設す し 蛍路 Ｒ え Ｉ ｾｊＺ衆 雨院 議員 に 隙情書提出 の 姿あるを

l  第一部Cill 築法制j に附する 事 :>i l) 認め ＿万時衆 議院は ￦ｅ に ｩｦｦｩ ［ｴＦ し た るに 付念遁 ｉｾ［｜Ｇ ・路

2  第二言1i C建築教 礼に腕する 事項〉 並立族院議員 に陳情守 を送付し て配慮を tJ i した

3  第 三 割 ［ ｃ 往 築 ｴ ｾ 料 に 附 す る 事項〕 り

4  ｴ ｦ ｾ 四 ｭ￭ｃ 往 築災計 総泣 混 ｬ 交 に 闘する 司王 ［瓜Ｉ IIB平日四年四月 市街地位築物法施行規)¥11 一部改正

5  第五部〈住宅 改善に| 訓 ずる事項) ; 意見建議舎 を大阪府知事に提出したり

同 三 月 北 丹地方震火災勃淡にイ，j " iJ芝源地 へ訓告集 同 四月 建築士法案特別委員舎を設 置し たり

員をi J . 正員12土京阪市1，L!z堺 のJJ，i -' jJ ょ調査をな す、1M f  間 五月 脅11 ' 技術者の矯 に第五恒l怨築講習合在

地震と ill 築 imf谷税E百合 j を開11t し北丹の被告i伏 大同 生 命ピ Ｑ Ｂ 八 階 に 於 て 六日間開催 、 議 ｾ ｬｬ￮ ｾ 喜藤

況次耐震耐火ill 築 の普 及を立体す ｾ主 士 外 三 氏 、 務管課目鍬筋 コ ユ ＯＡ，ｉ V ート勝造法

問 四 月 大 阪市:都市協合主催 を以て大 阪市 に於 其他

て第一凶金 凹都市問題合議 開催 に付本 協合代表 同 E .月 サ Y マー ・ハウス設計闘案の懸賞募集

として宗兵談、横 波勉、池 凶谷久吉三氏 出席し をなす

ft. J多考品 として左認を出 i171 した り 同 七 月 日 山 市 工 業 率 校 に於 て開校記念住宅 に

1  安政元年 地 震 被 害 によ り今村怖土の 変定せ 闘する展覧合開他 にH f住宅良否見分け十 ケ 依J

られ た る ｾ皮比較 区 成 及「サ :y 7 ー ・ρ ウス」懸賞・闘案等出陳したり

l  昭和 二 平 奥 丹 後 地 震 に よる大 阪市内被何百IJ 同 七 月 大 阪朝日新聞批主催靭日合官官 l亡於け る

査闘 建築研究展覧合 へ改良住宅! 懸賞嘗選図案ム模型
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木造耐震長l ' ; 築住宅模型其他を参考品として出品 5  建築巡回講演舎の開催

せ り 6  主要建築物及工場の見撃波行

同 八月 「貸家主主築 !こ閲する展覧令」を倒他して 7  r建築 と枇舎」記念特輯披 の強行

貸家建築の改等をお唱す 8  図書の出版

同 八月 ← 1' .三日 よ リ 1- ヘ日迄六日I l 日大阪大九 に 9  建築舎館建設の企笠

於て l 貸家主位築 に闘 する展覧合」を開催す 10 記念机賀大舎の開催

同五年三月 市立大阪市民館主催 の「椛市と音響」 大美野間関都市住宅設計図案懸1 1 : ・募集( 相手査員柄

展覧合 へ! め骨材 fl 、貨物模型 . 与術的資料を出 井氏外ヘ名建主| ユ延十五主| ミ以上三十主| 、以内往築資

lmす :l<p1苛り八十損|内外〉

同六年六 月 小住宅設計怖l家Y&Ht・募集( 務査員片 1主際 lて建つる佐宅設計凶案懸賞募集( 辞査員清水

阿氏外五r . i主主1; 延 三十主F以 内 建 築 費 四 千 関 以 氏外八名 、建主1; 延十五主1; 以上三十主1;以内主I l : 築費 一

内〉 坪依り八十闘内外〕

改善住宅設 計岡家 ｬ 懸賞募集ＨＱￍＧｾ査員片 Ａ司氏外四 総ケ五'.fネ世t 住宅設計鼠案懸穴募集〔森査員小川氏

名 ill 主F延二 1- 上ド以内主主築 '{R三千五百回1) 外ぺ名建上l' 延十五坪以上三十主F以内建築設ー坪訪

問 プL 月 本合後援に ｦ 鈴悶ｾ 生 活改義健康住宅 り八十閲内外〉

展 覧 合 ( 前l' 戸鈴関誌合JVl 自九月十日 一三巨十月十

一 日〕香里闘改善住宅展覧合〈京阪線寄塁間合

後 ie 

期自十月一日 ー歪十一 月十日〉 斯して本舎のl i 1 往の十五年間の歴史を刷るとき

昭和七年三 月 日本建築 協合紋' 1; 1脳l案懸賞募集 ( は、寄生すの先瀦の人々は 1fr に一致閥結 して我凶建

寺I l ' 査員池田氏外六名〕 築界の殻炭隆昌を 442ひっ L 又 絶へ ず枇舎 との接 絢

「メー トノレ」法による質問安 問小住宅設計悶案! 墜 を計リその主ｾとするところも着 々 と Ｑ ｴ 行賞微さ

まi募集 れつ L あり 、現在の如き有力なる大関位となった

( 務査員池田氏外六名往主ドー百平方メ ート ル以 ことは誠に 慶祝 に土佐へない次第である 、 そしてこ

内主主築費二 r-_' h 百回l以内 〕 の 先輩詩七の努力の跡を顧る時に吾々はその体大

問 七 月 Ｎ￭￬ ｩｬ ＺｶＺ ￬ｭ 卜五年 Ｎ［ ｾ念卒業計 ｩ ｦ ｲＮ ｾを表 なる禁制を iJ l ると共に益 々それが光輝あらしめん

l 住 宅1事阻舎の rJ f1fl 色 が録的に更に将来の飛躍に逝越すベ〈存々合員は

2  Ｎｩｬｬ 築 ｬ 良 ｲｸＨｾ の ｲ ｊｬ ｊｦｬｴｬ 誌に_ . ，奇その1 ' d壬の1 [U L つ大な るを俊ゆ るもので

3 住宅設計 的l奈 の懸賞募集 ある。 C f )

4  建築辺 Ｈｴｾ ;)( ｾ ￮ｾ＠ iYi i守の UlJ r位
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悠 l 料
第 2 ｾｩ 年 tl1 3  iji 年

雑 誌 の 愛 遷

此の機舎に我が協合の雑誌の修り 鑓 りを温ねて見るのも亦意義あ ると

とであらう。雑誌は舎の事業の大き主主部門でるる 、それだけに舎の顔が

反映する 、 他 の事業は 事の大 ノ ｪ 、 ｩｬｴｾ 重 を敢て 論やるので はな いが皆消え去

り忘れられでも 、 とｾｉＧｃ脊丈 ｴ 亡及ぶ十五年間の雑 誌が合の 過去を雄 帰 に

物語る。

雑誌が狐々の!i準を皐げたのは大正六年九月で闘西建築協合雑誌 と銘打

って菊*1) 約百四五十頁卒均のもの . 表紙は小鳥に花をあしらって dうる .

その昔時の建築稼誌のそれ lて暗示 を得たも のらしいコ

波江氏が主となり! 主藤凶郎 、須藤良金氏等が野: J J された内容 も仲々充

第 8 i牌 第_ 8 車買



白τ 4 中if -- ｾ ＧｪＧ Ｉ＠ 6  il:rf 

a・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・・・・・"......• • 
・ ' 2• ..  
2  一一ー一- - ｾ ｾ＠
.  一一一一一一一一一ー一一一一二ご ニ3・
・ E・圃・圃圃圃・E・・・・・・E ・2・
:  I 園面直直面語習唖圃E ;42  .  ・・10__ 直 直 . i坦1

:  .iII1J 宮 署 冒 彊 :2 4  

E  置. 1"l ' TIT' U 子 f l "QIt 唖Lζ 掴 ・ J掴 k

- ー・l也い' .1 I J :  11，.IIl ". I;;. 掴・ -;  Ｎｌ 晶 ，ｉＮＮ［Ｎ［ｉｉ ｾ 一 品臨品 』圃 . !  i  

:  -・・関白-堕-・. .;  I  

2  量陸軍置董E 摺 躍 - ・3

.  - 邑 画a・・・・-・・・・・a圃m • 
・ a昭・開111匝胴E明 圃 - 田E 司. . . . .  開園. . .  

a・ -
a ・.  

.'  • • 
: ;  

• 
・1• 
:. • 

-S"も事級七' #

••••••••••
•• • • • • • 

-

B

M

 

骨

m

b

u

A

思

計

…

9

4

H

 

M

判

」

T

.

u

i

o

n

M

・

飴

隠

凶

-

a

・

g

 

-

• • • • 
-

e

 

-

a

 .

.

.

.

.

.

.

.

.
 

，
‘
 

..

 

:ぉ 7 ・I. ii

貸 したも ので 、合の:f1U誌の方針は官に 11 tの11制作江された ので・ある。大子

八年 ｬ 亡日本山討をｼあ合 ＺｦＱ ｩ 誌と合の改ｩＧ ￭ ｦ ｽ と共 ｬ 亡 事芝っ て 、 表最 ｬｾ も懸Ｑ｜弘法 ｬ ζ ょ

ったものを川ひてゐるが 、 それは今から見ｾ 1ば可成小1J 1 ; らしいものであ

る、 表車和紙l氏tの|川j，占品ω州lyh川刈u品川;;1築は j共L後江却3七 !j i3可!J;J以、後は殆と、iわ判l川l 例となつて七υ止d年lド1行はれてゐる

その岡主笑笑の逃歩のあと lはまd引'1↑仰l'

みてで、も 一端が説はオれ[る ι

2J7八料〔大正十PI . J 年度) から同八イI¥nli になった内零もそれ l亡従って殺ーん

だ. 第十-)jlii は中I，d'j (i l方針が大分縫化 した 、存しくジャ ーナリスチック lと

なったが、第十三判lと旬: 披特lj i呼と なる l亡至って ー一大飛躍したこ第十 1!I.l'/ iij:

の本年 までその方針で進んでゐる 、本年 lて入ってからは新築建物のm究

書ｾ 9  ＡＯｩｾ＠

第 7 ｾｬｩｆ＠

第 11 中

第 10 斡 第 Iq !l F
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建蕪e紅雷

白τ 1 2 ｾＡￍ ｦ＠ W 12  !jlit 

披の編輯と Ｑ ＱＧｦＮ政組 と なった事とは特筆 ｾｃ Ｑｦｾｉ すると思ふ 。

内容に就て見ると最初数年はや L 接 交的の記事が月 K つく!J: . ' J o，ζ 者11ili討

委等には随分努力してゐる D 共後新住宅の普及 l亡力を来してゐるがそれ

だけ大家向きとなり 、一方合員の趣味的のものになり俳句小設の獄まで

￬ｬ 失 せ るに至ったが 、 その後に 予 ｦｾ るものは弛 みでるり援であった 各披特

輯に至る に及んで合員本1，' [ の研究に断然方針が一定した。

十五年の間編特f L 1f t : はれた役員並書記のy，. -j J は不朽である 。一 石は -一一

矛石; 陀霊たつてやがて E陣詳天の壁ををど i逝主るでで司あらう 。永 レいe歳 F円i の間多少の! 注夜幸表誕

は有つて も詰常;tc亡新らしい策を塁感寄つて進んで

( 高橋楽i治合)

第 13 i同
1Jfl; 14 輯

x  80  
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緑 ケ 丘 保 健 住 宅 博 覧 合 開 含 式

連日 め時間安. 4ンI残 1 J . < 附れて、此庇北端の勝 地 . イ)1丹郊外線丘 l亡、我tbb合主催の保健

{Iニ宅陣見合のl羽合式を行ょ. "

/  ¥印、 能勢の辿山は . 紫のパ ックを 成 しiむ余l'L 宜る存 i同は、此級ーI壬を同方より包みて速

く Ｑ 宝塚 ｬ て ｩｬｬＧＺＱｊＮる ｯ 出品ＱＱＺＧをは 或 は 紘 ｊＱ Ｒ き森の Ｑ 岳 、又は ［Ｇ ［ｾｫｴ ｣ る松 樹 の 下、 Ｑ Ｑ｜ ては碧五を湛へ

たる糊UI'ドrc. 丹瓦、白壁、悲! を繰り、 意 を擬らして、 ー跡! の住宅内、今 iErc 成らんとす。

上 、下雨r也氏狭まれたる 遊園地の クラヴ前l乞三111.1の k. 天幕は式壌 をつ くり、 清iJl tj のカン

パスバ ンガロ ーは所々 に出1;殺して、休憩所又は事務 所の月j を便 じ，ｾ 存 薬ｫＮ <  ｾｲｦＡ［ ｪｔｉの土龍は

イ)1丹の芳醇をI臨む 。

パフ l亡、自動車 t亡、儲ては徒歩 lζ て刻 々に集る参舎者、綬 k と来る翻問者 、!)、司祭の2さは

長閑なり c

式は村井 支 配 人の司 合 ｬ ｣ｾｦ ￬ まり、 先 づ合 長 武川内 七 ｼ ゴエ ，Ｚって Ｎ 我協 舎 の 創立 より共使命の

要馳を述べ更に今同の十五年記念事業の一昔1¥として此| 専覧合開催の主旨を説明し、後援者

各1i r. のDJ] プJ を謝し. 出品者 諸氏の努力を 賞 し、地 元各方面の協力 を感謝 し、 更に今後開期

中lて於ける援助を参舎者各fれ亡 者j 墜 したり 。

三 づくに徳政 ｉｍ 与 Ｚ［Ｚ ｈ Ｍ は本年四月初旬 ｴ 亡 此 ｾ ｊ ＧＭ 業 計 設の決定 より ｉ Ｉｬｩ 合 ｬ 乙 訓る聞 の耕鞍の 経過を報告

し，且出品者各位が此交通過信の不{ 更なる建築伝次地lて、斯の如き 短時 日K 本日 の間合式迄

に工を進めたる苦心の多大な ると とを報告す。

ダ¥l とむ出i" lii lJ合長は懸賞闘奈の成、私11を報告 し鮪いて合長 と共 lて首選者 l亡賞品を 授興すO

ヨ たいて後援者大阪時 事 新報枇 長の ｭ ｾ ￭ｾｲ 代 前あ ＱＩ 、 阪急 Ｚ 、 総 丘閑 ｉ 止を代 表 して 総 正土地合

社長深川氏の土地の選定 より今日 l亡到る迄の経過説明及地元の好意 を謝す る自i iO りて後ち

博覧合開催の祝帥 を述べ らる 。

来 賓 中よりは伊丹 ｬ 町 長 の耐初代 訳 、問中野Ｚ合 ｦｲ ｊ ｾ 員 の熱烈 ｊ ＱＮ主る蹴 賀 的演説 ､ うりて式 を了 り

直に宴舎に移る。魚、興挫の折訪 lて肱5)( を打てば 、芳昨 、大 手柄はグツと五臓 l亡しむ 伊 丹

の美妓 、 耳打Ａ￺ ｋｉ 楠々すれば、酒 ｩｊ，ｾ敦 ｬ 亡 古 ｦｩ 況を呈す 。 式場脇 ｬ 亡急ＺｩＺ￭｜￬の 紫 焼 Ｗｅ は来 賓 Ｚκ 興を 剛

へて宴11: 大成功 lて了る 。

今同の ｴｾ ｾｾￏ 舎に於いて ｬ トＡ＿に 記 す べき 貼は、地元 ｻ Ｉ ｉ 丹ｉｬ ｬｲ 協賛合の好 立 で あ る ‘ 即ち沿道各戸

には軒提燈とノj 、旗とを提げ、要所にはアーチを 設 け其他jffij 路の修理、清掃等間然する所なき

鈷である 。 ｪ 析の如き 主 告はＮ 吾 ｫ の 公共的 主 旨を理解したる今後に 於 ける住き校ｾ￭ｪ￬｛ｪでるる。

此機合 l亡於いて誌上を以て 謝意を表する次第である 。

首日設定Eる予t<i 舎者は う収察側には古字削柄小高工校長 、伊丹1I 1r長代理、伊丹件察署長、問中

l際合議員 、11I J 有力者、地元有志、阪急: よりは上[EI専務、安部地所謀長、共他の諸氏 、時 事

よ りは江 口、小堀雨氏及E署員班) j ! _:氏、総丘側は深川枇長を始め村井支配人共他の祉員大 K

斡旋 l亡勉めらる。本合よりは武日 l合長 . 高野別曾長. 幹事古坂. 小)II ( 安 )、 徳政、委員 f'lo

野、カH肱( 普) 、常務側より 鳥井 、森本、 小J II U; お等の諸氏及大和、 鷹取の前書記であった

筆者此Pi4舎を歌ふ一首左 l亡

，. に 【へ ，.α ・ 2 ・ iきる もり 九ら む ち さ さ か へ はじめ

昔 は 猪 名 の 佐 φ 宮、森の浦に 村里、復活す 、い ま和議てむ( 古竣及iff 入〕

( 昭和七年ー十月十日徳政記〕
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大美野田園都市住宅博覧合開場式に参列して

坪 弁誠

我日本建築協合倉11立満十五年記念事業の内ーー大記念事業たる性宅博覧舎 f H象ねて本舎の

抱ける現代日本住宅の改善を主 ｈｊｾ とした現今世 ｼ 古 ｬ 亡鑑み Ｎ中 産階級に越する主主術的 ｬ 亡能率

高き小規棋の 11ミ宅 を建築公開し 、以て我協舎が議ねて tl: 宅1Ct - . J - し抱ける理惣、を世K 護表 し

公平なる批判を仰ぎ 、併而新興日本住宅の一指針たらしめんとしてゐる次第であります。

近年人口都市集中は近代文化者Ilrli のー特殊現象にして殊K 我大阪市l亡於ける人口増加l奈

は近年著しく高容にして 、共結果衛生)1た態不良 、道徳上悲しむべき事態の費生、経済活動

の萎縮等の如き結果を来す 、此好ましからざる j伏態の緩和策として清楚閑維なる交通至便

の郊外地l亡田園都市を設くる事は都人士の等しく認むる事でありまして 、共意味に於きま

して大阪近郊Miに見る理，tF . 的の悶岡高11市としての大美野出園都ili を卜し恒三宅博覧舎を開催.

せられたる事は尤も時宜 ｉ ｃ 泊し＿ とる 、 叉 一 ＱＱ Ｑ Ｚ 人 の等 しく希 墜したる ｾ ｬｻＮ と作じま して期 待して

居るもので あ ります。

此記念すべき博覧舎はH¥，fi ，tl ミ宅 もほピ完成し 、諸準備も整ひまして、斯に九月十 日吉日

を 卜し開場式を犠行せらる k 事となりまして誠に盛賀の至りであります。

大美肝FH閑者11市は南海錨迫高野線北野田幌市Jf息地域四 卜蔦坪を抱掛tせる丘陵地K して難

波騨より乗車堺東を過ぎたる頃より北河内の卒肘を 4だみつ L 二十五分間 lとして北肝附騨l亡

到着する) j ) grCありま して、博覧合は騨前の丘陵に あります 、騨Hi i 防箆合正門ア ーチを過ぎ、

車道と綾号1F とペ ーフ・メントされた脈快友る歩道を通り 、噴水のある中央積場K 到り ます。

前場 ｬ 乞商し参考鮪を建設して居ります、此墨考ｾｦ￭ｒ・は住宅参考資料及材料を陳列公開 し、 叉

講演場t 市つるため建設中でるりましたが来る二十日竣工開館をなす珠定むありま す、 隣

接より布折し首日の開場式壌に到る 此式場 I' I 合期中無料休憩所に するので叉簡単なる食

堂と して高島屋が 出張し桁様へサ ービスするrl: lで、 あります口

博覧合場は ｍ 内和 ｊｪｾ の境界 ｬ て展開せる高燥友る自然の丘陵 地 でゐりま して、但し樹木が

少ないのが扶貼で‘ すが間合式首日は天気清WJでるりま して梨に金剛 、葛城、二上山の連峰

を眺め西は遁K 六甲の連峰あり南は狭山池の谷を隔て遠く紀泉の連山近く天野山あり北は

河内平野' を隔てて大阪市を望む、質 K 自然のパノラマをるらは し爽快の感るりました。

式場は紅白の幕を廻し 、白羽fiを懸けたるテ{ プル 、整然 として式場に ふさわし、間合正

午 、日 本建築協舎副合長池 ｌｈ 質氏関舎の市 ｲｲｃｾ くぎ幹事ー増 山 新平氏の博覧舎経過報告あり‘ヨた

に大美野tI&質合住宅設計懸賞審有員と して私の審在報告:j，くに懸賞首選者賞品授輿式を拳行

せられ 、r也EFI耐合長より首選者へ協舎賞及日IJ 賞の授興があり、絶て後援者関西土地合祉横

江祉長の耐詞朗読がるりまして式を閉じまして祝賀手? を聞き 、間査を傘げ1歓談時を過しま

した ，

来賓の主友る人は閥西土地株式含枇横 J 枇長及建石常務取締役 、夕刊大i波新聞記者、高島

屋大谷支配人 、南海銭道合枇山田波客係長、出品者側竹中組員、清水組員 、大林組員 、今

問末吉、大野勝之助、鹿島組員等の諸氏四十名友り 。式後参舎者は出品住宅の鑑賞をた し

蹄路に就かれたり J

今同 I.H品住宅は関西一流建築業者が夫 k 幾多の機牲と多大の苦心l亡依り奉仕的に且短日

月K 施工せら れたる事に就而は満11本の謝意を意する者にして且問園都市K 調和 し清fきなる

優秀の住宅にして阿国都市特有の生担を廻したる黙等甚だ快感をあたふる 作品にして/J 、住

宅と して 一指主十をなすものと作じましてよろとばしく感じました。

総り l亡後援者南海鎖道合祉がH i j 例l亡なき後援を主主されたる結果. 此博寛舎を して開催す

る事得た株主主次第であります。此鮎は同合肩土へ感謝と敬意を表する者であり、感じました

ままを記しまして此博覧合の感舎 lてしてE 有意義に梓らん事 牢希望する者であります9
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南 洋 放 l j  漫

二三二d 企

画火

工皐博士 武
田五

武 田 博 士 ''''八 月の交休日援 を利用 されて ユート ピアの凶南洋に 旅 行 されま した、 その

興味あ る御 商務す去を九 月二十 一 日の例舎 の 席 上でお伊j ひ主主 しま した、本 記 は そ の 速

記 で 文 支 は一 切 記 者 にありま す。

私は毎年暑中休H自には彼方此方少 k 長途の族行をする鮮が あり まして、可なり長い間続

けて居りますので、内地ではもう殆ど行って見ゃうと思ふ所が無く友りました 、今年は満

洲や象古へ行 く人が多いので、ありますが 、私は糊i ' J +11' Lも既 l亡三度も行って、もう此の上行

って見ても、混雑した宿屋に泊るのでは仕方がありま せぬから 、それ等群集の後に随いて

行 〈ととも止 めまして傍て何庭へ行ったら面白いかと色々考へ? と揚旬 、南洋へ，( ， も行って

見たら面白からうかとボンヤリ考へて見ました口所が私は南洋と云ふものに封しては甚だ

認識不足で るりまして、昨年調逸へ行きました時t亡、調逸話で所謂ヅ ー ド・ゼーの面白い

ととを頻に聞きましたし、叉猫逸人がヅード・ゼ- i'Lj¥J j して非常に興味を有ってゐる話も

聞き、. 臥: i'JI i 所々 の人種・製| 専物館で、集めた数多の南洋土人の作った ものも見ま したが、共の

南洋とはどんなも のか一向分らない。恐 らく 皆鎌一ーと 言つては失雌 C i i ; りますが、皆様

の中の多くの方も同桜だ らうと思ひますo nffi 南洋南洋と言って居りますが 、共の南洋とは

どん主主ものか‘ 叉どう云ふ所が南洋 l乞在るのかと聴かれて、明瞭に答へ得る人は徐り多く

たいのではないか、私も 置はさう云ふ風友意味で南洋をｾ， ＱＱ ら 友かったものですから ‘ 一度

南洋へ行っ て 見たいと思ふたのであります 。 然るに Ｇ ｉｾ 干度暑中休暇の ｫｦｉ まる前 ｬ 亡 、 或新聞枇

の方が来られて、雑談 をしてゐる中 に、今年は一つ南洋へ行って見ゃうかな 、と言った月rr

が、それを新聞のゴシツ プIC書カ通れた 、それが可たり反響があって 、南洋へは何時行くの

か、南洋へ行って何時師って主I<dとか 、南洋へ行ったのならば 、何か話があるだらうから 、

一つ話して 只れぬかと云ふやろ友ととを 、ま だ第一行 くととも ハツキ リしな い中か ら. 彼

方此方より聴かれました。共の内にそれを新聞に書 いた人が叉やって来て. お前は何時南

i宇へ行くのだと聴かれたり、韮し いのは 、外国へ行った人からゐ ilij はf11}時南洋へ行って何

時蹄って来たのかと云ふや うな「はがき J を寄越 して 来る と云ふやうな謹で、私の砕i洋行の

話が可友り舗がって しまった痛に 、到頭どうしても行かざる を得なくなったむ であります。

併し行くととに友りましでも、南洋と云ふものに針して多少疑慎の念も るりま した。マア

行つでも可いが、巣して園白いかど うか、叉海上も 相首荒れると聞いて居りま すので、来

して安全に行ける かど うか、無論連も無 く、 一人で行く のでありますか ら、多少さう 云ふ

貼ｾも心配であのました 。 そとでツーリスト・ピウロー ｋ も行って、南洋行の情報を調ぺて
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見? とのであり ますが 、ツーリスト・ピウローの 人も南洋のと とは能〈知 りませぬが . 蕊に

郵船合祉から出して居る南r学l亡闘する印刷物がるるから、之を御斑になれば分りませうと

一位刷りのリ ーフレツトを出して呉れると云ふゃう友 とと で . 是も甚だ不得要領で、ありま

した. 南洋のと とを詳し く知って ゐる 人は、南洋臆闘係の人は兎も角 、其の他tては甚だ少

いゃうでありますから 、自分が行って見て 、さろ云ふ貼を紹介するのも可いと主であらう

と云ふ考で、思ひ切って南洋行の切符を買って しまひました。又私は珠て迎苦遊楽と云ふ

とと が修養の一つであると考へ. 組、て他康鰭の者は成ぺ くさう云ふ風に した方が可いと信

じて、 夏 は 塁塁い方に行 き冬 は暑い方に行くと云ふ ｩ ｾｈ ［ｌど ｌ は反劃 ｴ 亡 、 夏 は暑い所に、冬は

皇室い所 l定行って身鰭を 鍛錬すると云ふとと を多年宣行して居り ますので、暑い時に南洋へ

行って、ど ん主主も のか見て来るのも可いし、叉果 してー市洋土人はど ん注生活をしてゐるの

かもるの熱い所にゐて、ど うして健康を保持してゐるか、共の保健法と云ったや うなもの

を見るのも 可か らう。 j釘うした色 k 1i 考や事情が一緒にな って 、此度の南洋行を賀行する

とと にた ったのであります。

所がーー鰭どん友結が南洋へ行くのかと云ふととさへ分ら 友かったのでありますが. 調ぺ

ます と、南洋鹿の命令航路と して郵船合祉の舶が一月に二回 、略 k 二週間沿き位に出ます。

共の舶は何れも小さ 友もので 、大抵二千四百峨位か ら、 大きいので三千五六百F師、 後 り大

きい舶は行きませぬ。而j も皆古枯ばかりで、私が乗ったのは進水後三十二年 も経った、人

間で云へば、マ ア六 十五六の沿婆さんと云ったやうな舶で. 錆だ らけの可たりひどいポロ
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舶でありましたが 、

共の他の船も 皆 そん

なもの だ さうであり

ますコ即ち南洋航路

と云ふ ものは垂l的合併

祉の方でも 鈴 り重き

を世いてゐ友いらし

く、防長以下の乗組

員も極めて老朽の人

か或は若手の是から

修業 をしゃうと云ふ

南 洋 サ イ バ y 烏 カ ナ カ ゴ二 人 の 蹄 り

ゃう友人許りで、働き凝りの船員は南洋航路には乗せないと云ったやうなM況でありま す。

そとで南洋とは一関どう云ふ所であるかと 云ふととを申上げま すが、所謂猫逸話でヅー

ド・ゼーと云ってゐるのは 、極めてボンヤ リしたもので、共の後色々調ぺて見ま したが、

私が最初から考へてゐたやうに、誰もハツキリしたととは知らない 、恰度支那とは何ぞや

と云ふ問題が起ると同じやうに 、般に南洋とは如何んと 云ふ問題を出 し?となら ば‘ 殆んど

誰 も明| 僚に答へ得る人は無いと云ふととが分りました。的ち私の調ペ? と所に依り ますと.

ヅード・ゼーと 云ふととは、十六位紀頃から 言 ひ出されたのでありま す。十六世紀と云へば

日本では足利の末期であ りま すが . 首時和l l ( ; j、西班均三葡萄牙の人 k のfinrc航海熱が勃興

し、 主華民世界中の1与を乗 り廻して、i J i j 入米惜の大陸 や島を褒見したのでるりますD コロン

ブスが豆米利加を鷲見したのも其の一つの現れでありますが . 其の首時前荷牙人が初て南

洋 と云ふととを言ひ11¥したと 云はれて居 ります。是は一寸面白いととでありますが. 十五

世紀の末lて葡萄牙人が初 めてよu印度に制す る航路 を殻見し 、頻に印度の1' 1 物を舶で運んで .

j 去の閣を 宮 ましてゐました。 而して 西班r と術萄 1 は苦;時世界の二大強園として、雨園民

は線、ての史Mc 於て競争をして ゐ?とつであ りまして、 回班ザ人は葡萄71二人の印度航路の鷲見

(c 笠I して何か他 lと新しい天地を 夜見し 主主ければ共 の競争相 手lと負けてしまふ と云ふやうな

閥係になった講でる りますo Mが記銘Kl 火りますと 、千五百十三年の九月 二十五日と云ふ

のであ りますが. 中央illi 米利加パナマの地方Id JJ めてゐたP.0JYf..!1二の官吏が土人の酋長から

1m" 、?とととは パナ マの南の方 ダ リエンと云ふと とろにカンパス と云ふ小 さな山がる りま し

て 、共の 山K 登って西の方を 見 ると、向ふ lと非常に大きた海が見 えると云ふ ととでありま

し た 其 官 吏が一日共 の 山 に登 って 見た ｍ ヵｾ ＮＮ ぶ し て西の方 に処しも無く棋 が って ゐ る 大 き

な海が見 えたの で Ｎ 非常 に 欣 んだ。 即 ち市 ｱ ｾ￣ 51: 人は 取の方へ行って宮 を得たが . 回の方へ

行 けば斯う 云ふ大 き友海がある 、共庭へ行ったら . 葡萄:.!1:人の非を明かせるだらう と云ふ

ので、それを名づけて 太平洋と云 ひ 、 ｾ西奇から商の方 ｋ 向 っ て航路を開 い て行ったと 云
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ふ の であ り ます 、 Ｑｾ ｩ うして西班 芳人 と葡萄九二 人が千 五百年から千Ｏ ｜ 百年に掛 けて互に 競ＤＧ

して 、illi 米利加 を中 心と し、東西 l亡航をやって 、俸に諸方の? 与を探1余したのであ りますが.

官時有名主主 マゼランと云ふ航海者が凶NI 牙のセヴ イラの継を 11¥奮 し、 西へ凶へ と行って .

illf 仲利加lの市端喜望裟を通り 、更にpqへ江tんで、太平洋の所lri 市洋の溢 りIZ: ?!<i て、非常に

津山在日があるのを見て滋き、叉印度nを通って 、島l: つて米たと云ふ百I : J 与が11' ，ま したので

ｬ 山ｪｊ ｾ ｅ 析 、 了Ｏｩ ｩ 荷Ｚ ＱＧ の航海者は Ｑ ，を々争って此の溢を探険した 、 共の ｬ 時分は赤道の ｉ 打の方から Ｍ ｉ ｴ

へ上ったらしいのでありますが 、此の溢lとは樽ー山 i白I白い烏が誌うって . 共彪 fZ : は鑓った 人/1:1

が ｴｬ ＺＺ み 、 叉鎧った動随 物 が ｴｾ 山 あって 、 金銀 も 豊富に在ると云ふやうなととが云はれ 、 此

のj溢をポンヤ リ「サウス ・シ- J と糾したのであります。此底には二千以上の山がる ります

が 、それを 十五六世紀以後数百の航海者が漸次護見して、 斯う云ふ多くの対応の在る とと

を); 11ったのであります。 即 ち日本の真南 l'亡首 り、 1合度富士火 山帯が海 lと延びて居る紘をズ

ツと南 IZ: 下りて来た所の赤道ーか ら北の方二十度附近 に在る群島をマ リアナ群島 と云ひ、 共

の西l車HZ: 在 るのを カ ロリン群島 、東に在るのを マーシヤル群島と揺し 、共のrHI 亡在るのが

ギ)J.，.パ ート 溌島で、 カロリン群島の南に在るのがアドミラルチ { 群島・むあ りますが . 今で

は是等五つの群島を総陪 して南洋と云ふのでありま す。併 し人lと依りますと 、共の外にボ

ルネオ、ジヤバ . ニュ ーギニア等:l 付近-713i の諸島を南洋の中に入れて居 りまして、イ"1れに

しても飴 り匝割のハツキ リした名併ではあ りませぬが 、一般の? ; ? 識に従ひま すと、先づツミ

陸 tて近 いジヤバ、キュ ーパ 、フヰ リツピン1洋島などの部分を名づけて表市洋と恥 し、それ

よ り東の群島を裏南洋と云ふゃうでありますO 尤 も装と云っても裏らしくありませぬ し、

ど う云ふ謹で裏か表か 、和、共から申せば、ib; ろ之を逆 l亡云った方が宜いやうにも 思ひま す

が 、或は西洋人を傘敬した一つの現れかも知れませぬコ 即ち大間西洋人の有ってゐる方 を

表 と云ひ 、日 本の有ってゐる方を長と云ふのでありませう。それは兎も角其の以南洋 中lと

於るマ ーシヤル 、カ ロリン 、マ リアナの三群島をは洲戦争の結果. 大正六年から 日本が国

際聯 盟 から委 任 を受けて統治して居るのでありまして 、 共の会任統治なるものは角Ａｾ論御永

ｾＮｉ ｉ のとと ｌ 思ひますが 、 間際脱 出 のｊＡ ｬ 合せ ｬζ 依って 、 日 本が 此 の 地 方にゐる土 人 の ｬｊ ｩ ｊ 設に

好 め、之を敬導 し、 ゴ止が局ICタ卜f放を il) j ぐと云ったやうなととで 、之を保l註すると云ふ立場

lて在るだけ であります。百! ?はピ闘際l脈血から洩ってゐるのでdうって . 是は 日本の ものでは

友ぃ。従って若し岡 ｉｾｊ｛ 細 目 と日本 と が絶縁するやう な とと ｋ なれば 、日 本は話 Ｍ 然之を閤ｼ僚

ｊ｛ 鈴 盟 ｉＧｃｾ し て Ｎ 図際｝険加のブ ｊ で改めて又他の問の受 任 杭 ｩｴ ￬ i'C [."1¥せしむべき性抗のものであ

りますo Ｉ羽が近米 ｙｾｉｾ 袋問題で、 日 本と凶 ｩ 際聯 ｊ 担との帥 ｪ 係が少 ｫ 而白からね風向にな っ て米

まして、日 本の間際l開即日Ji::退;詑 もち ょいちよい問 えるのであ ります。 さうなれば . 1止は岱

然還 してしまはな ければならぬととになる か ら、之を i遣す前l乙見て世いた方が可か らうと

と ｌ ｾ ふ ととも Ｎ 私 が今度 ￞ ｈ ｬ 下行 を 決 心し た理 ｉ ｪ ， のーつであ り ます。コ くそ れ に刷 輸 して 、 似に

園|際l官官盟 と日本と が絶縁 したとして 、 日本が処 して之 を沿と な しく 還すかどうか 、どうも
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今の様子では日本がそれでは E 弓かーー と云

って還しさうにありませぬコ然らばどう主主る

かと云ふと 、結局武力 l亡訴へでも日本が之を

保持すると云ふととに友るより外泣いのでる

りますが、さう 云ふ場合に 日本としてど う云

ふ風左軍事上の防備が出来てゐるか 、無論園

際聯盟の規約中には、委任統治匝域内には一

切兵備をするととは禁十ると云ふ明らかな僚

項がありますし 、 叉質際共の ｾＱ Ｍ ｬｦ ｌ は要塞を造

るととも IH来なければ、軍港を設けるととも

出来ないのであり ますが、 一朝有事の際 . [ !

K 之に要塞 を造り、直ぐ築港をするだけ のm

意が出来てゐるかど うか、それも見? といと云

ふ一つの興味 もあったのであります。

T古J ほ今日の日本人種なるも のは 、南洋の方

F  

掴薗磁調.

からやって来た民膝と、北方の大陸から入つ rl Htミサ イ バ y ぬ カナカ土人の郷子賞採集

て*1t 民族とが混血して出来たものであると 云ふ型- 設が有力になって居りますし 、叉純粋

の 日本建築と 云ふ ものは南洋の建築に共の源を設してゐると云ふやうなとと もちよ いちょ

い耳iとも致し、 読んで も居 りますが 、賓際南洋tてはどん主主家があるのか 、共の質物を見な

い以上は果して其の設が正しいのかどうかも分りませぬので、宜際11:南i芋の土人や;!-t の米

を自の嘗りに見たいと云ふ希笠 もありました コ彼是さうした色々の理 fl-Iか ら、到頭主テみ輿

を上げたゃうた次第であ ります。

是等の群島 は、十六世紀頃にはマ リアナ群島とか何 とか云ふゃう友名は ついてゐ 友い で

fi1. I ' Lポリネ シヤと云ってゐ? とさうであ ります。「ポ リ」とは「多く」、 「ネシヤ」は「海島」と云

ふ意味で、即ち 多J鳥海と 呼んでゐた帯でありますが 、共の中東の方のものを名づけ て ミク

ロネシヤと 云ひ 、西の方のものを名づけてメラネシヤと云って居 ります‘ 即ち「ミクロ」と

云ふの は|刀、さ い」と云ふ意味で 、此の溢 は直何二三111f か ら五六 111f{立の小さな島が無敢に集

ってゐるから、ミクロネシヤ、「メラ」とは「黒い」と 云ふ意味で 、黒い人聞がゐる島で ある

か ら、メラネシヤと呼んだ詳でるります。今円でも政治上の分類としては色 k の名がつい

て居りま すが 、墜問上の名と しては佐々ミクロネシ ヤ、メ ラネシ ヤと呼んでゐるやうでる

ります。而して誌に南洋と云ふのは 、書長りボンヤリしたものを指さ歩、偲lと今日本が:委任

統治をしてゐる範囲士指すものと定めて置きますD

そと で共の商家はどう かと 云ひますと 、医域は東概百 三十j支から百八十度に逮し、南I'I

7ffi、道直下か ら北は約二十- 度の聞の所謂立仮な熱帯の中 K 在るのでありま して、 東西二千
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五百凹南北千二百 l哩と 云ふ可な 1) 大きた同域であります。第一 日本と比ぺれば能〈分りま

すが、日本 の 何十 ｦＷＵ と云ふ院さでありまして 、 共の中 ｬ 亡布る ｉ Ｈｾ のＱＩＦも千六 百ば かりに 主主 し

て居ります。

叉其の産物は買に型; 市なものでありま して、行って見ると 、如何K 熱佑; 地方の天然が恵

まれてゐるか驚く べきものがるりま す。それは後にお話するととにしますが、更に叉共の

特徴とすぺg - ととは. 此の委任統治区域内に在る島 K は噴火山が非常;1亡多いと云ふとと で

あります。殊 lと日本のf J ' ¥}J ド品から大島 、八丈島 、小笠原 J誌を停って南下してういるとウラ

カス、ア グリヵーン、サリ ガン 、アナグハン、サイパンと云つ? とやう友応 k は殆ど皆元米は

円' r火山 でありまして、共内で、現布' ; . ，} t VL担I をmいてゐるのが三つばか りあります。船でi l l } る

と、左舷に於てそれ等の火山が見られますが、此の火山の多いと云ふのも由i干の一つの特

徴でありまして、今でも時，1 < X3rしい nJ'e火山がif : i の中 K/I
'
，* るさうであります。全くやすも主任

い泌而K 突然大保護を起して、出の rl 1から火を nnく火山が現れ 、二日三 日経っと叉何の形

も ＱＡＡｾ くな ると云ふやうなととが ｴ Ｎ｜ｴ らもあると云ふととでありまして Ｎ 天然の鴬異 と 云ひま

すが、 'alと而J白い現象が此の訟には能く起るのであります。而 してポリネシヤと云ふ税滞

ｌｬｩ ある品が特尖がった山でありまして 、 共 Ｑｒ 栴が ｾ ｉ ， ＺｾＺ［ｋ 深い。一哩 も Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ へ出ると Ｎ 五十等

から百号もある所は珍ら しくありませぬ。一 n1 J か二日1]" J . l ' : らす、の所でも十三手 も二十零もあっ

て、辿も ｓｩｖｬ が平 ｉｊ かない。ノ ｬ 、ｾｴｲＮ ｄｪｴ ぬが己にさう云ふ Ｉｗ， ｾ でありますが 、 定［も市洋諸島の特徴の

一つでありまして、何れも 特 以 ｬ ［￭ ｩｬｴ 惜 Ｉｉｽｾ のＱｉｊＧｴ火 山 の恰好をし てゐます 。古 い島は頭が ｾ･ｾ げて、

がさがさ l乞友 つてゐますが、新しい品は皆尖って居ります。そ んたものを見るた・けでも、

日本に居って不景策定Eととばか り』よて ジメジメ して 舟るより 此の訟の天然を見て歩くとと

は後科二商向いととと思ひます。

是等の群島の名の起似i lb .  . 寸面白いととでありま す、マリアナ鮮品と云ふのは千六百六

十八年 ｬ 亡官時のｾｊＡ ｊｅ 牙正フイリツフ・四 世 Ｑ Ｚ の ｅｆＭ 后マ リヤ・ アンナ ・ アウスト リャ が土 人 の詩 ｋ

ゐ金を下賜されたのを記念する意味で、マリヤ ・アンナと云ふ虫后の名を取ってマ リアナ群

島と栴し?とと云ふのであります ι マ ーシヤル群島 と云ふのは 、彼のマ ゼ ランと同時代の大航

海者で、千 七百八十一(，rl z : 此の昨 j誌を探検して成く ilJ: l:nI亡初介 した英国の舶長マ ーシヤル

のヂ1を取ったのであります。 カロリン1r f . 品と云ふのは、千六行八十六年えーが区青IE . ! 3のも の

にな ってか ら、有名主主時の岡王カロロ二世の名を取ったのであ ります。

前述のやうな誌で、市作の出の放は最も小さなものをも入れ L ば二千に市: んとするもの

でありま すが . 大 きい人間の fl : へる jるだけでも相官; 部山 あり ます。Hfl ち人山が i1: んで 、却刺l  

作も や りL ‘ 相官常{のF産筆業を特娘宅けげ. て居る ，1:

は二十幾つあるさ うでで:'ilあう りま す。 d点との方のマ{ シヤル1昨作刑‘ j山l;Uは附ど符I捌加瑚似雌( 、てで'ilあう勺て ‘ i徐り

よ守: 業の起るやうな品はありませぬ。J誌の散は非常に多いけれども 、引に名高いのは少なく 、

二十五六しかないのであります。
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私は今度カロ リン及マ{ シ ヤJ t-群島 まで行

きたかったのであ りますが、繍簡 を出て、此

の島までズツと廻ると 、往復阿十五六 日要か

ります。四十五六 日も 要かれば、倫敦まで行

けますから、此の謹を廻るのは止めて、サイ

パン 、テニアン. ロ タと云ふやう友マリアナ

群島だけを見て来ま した。マ ー シヤル . カ口

リンの方は叉吏めて行って見? といと思うて尉

ります。

走Ｚ等の品は悉く現ｾ刷礁でありますが Ｎ ダ ー

ヰン著作の有名古主「オクヂン ・オフ ・スペシー

ス」や其の他色々 の: 0. 物摩の本などに書いで

ある初日局) ] 礁の有らゆるM憾のものが皆備へて

ゐて 非常K 而白い。私の行ったサイパンやテ

ニアン訟はまだまだ完全及初日瑚品は1+¥来て居

パラ オ島村務のアタオ( 苅着場〉

りませぬが . カ ロリン. nf i烏のポ ナペl誌や トラ とアデヤ Y カノι ( ;i fJ -倉〉

ツク島、マーシヤル前烏の ヤル{ ト 島 と云ふやうな所に行きますと 、震に商白い烏がある

らしい 、織はかきや、色々の岡商を見ると ‘ 皆川て居 りますが、 最 も面白いのは環礁島 と

栴する環欣の島で、環は線、て珊瑚礁で、あって其内が海て，1うって、 環の所- k 紙げてゐる所か

ら舶が出入するのでありますが、主主i乞天然の良港になってゐて 、外は非常K 荒い波があっ

・ても 、中 は極めて静で、太洋の真中 tて自 然の防波堤が出来て ゐる詩 で‘ 唯水深の浅いのだけ

が遺憾でありますo 叉溺 (t e: 云って、 島の周段' l IC ! } J J ) 瑚が繁殖 し、 烏を取り悶み自然の防波

坑ーを 形成してゐるものがるりますe 是はサイ パン 島やテ エア ン島たどに行くと 、能く見 ら

れま す 。現 ｬ 亡 サイパン島の如きも大きな裾 ｍｾ で岡国を廻らされ 、 民中 ｬ 亡島がある詳であ り

ます ｄ 共の他隆起明日市 ｾｍ ｾ と云 ふのが到る庭 Ｇ ｃ 在 ります 。是 は何等かの地費 ｋ 依って、珊瑚礁

がズツと隆起 して山l ' L / j : つてゐるのでありまして、サイ バ ン島なども矢張り共の一つであ

りますが、サイ パン島の殆 ど字分は瑚} 聞でるって 、妹'C真中 K 在る千五百尺の 山は悉く瑚

玲) j であります。元来瑚瑚は7 ] ( 温が城氏二十度以上で 、三十宣言E以下の深さの ある所でなけれ

ば育たぬものださうでありま すが . 此の溢はJ 1i j速の通り海の非常に深い所であって、海水

温度は二十 一 度から二十五度位で 、切 ｬｾ の護 育 ｬ 亡は長も埴話 した所ーであります 。 さう云ふ

風な j誌の)1)、態を 見るのも亦商白いと とであったのであります。

南詳諸島の こ Ｑｾ 人は食肉人種と云ひますが Ｎ 野間人の ｲ ｬ Ｚ ｬ でも人聞を 見ると食ひたく なる、

株 l亡少し肥った I主j の軟さうた人間を見れば . 食ったら甘からうなと思ふやうな食人種であ

るやうに今でも誤解されてゐるやうであ ります。叉事質昔は漂着 しfr 舵頭共の他を可なり
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虐 殺 したもの らしいのであ りますが . 決して人間の肉を食って悦ぶやろな人事lt ではあ りま

せぬ。 何放さう云ふ誤解が生じたかと云ひますと 、T如、f諸島の人川は何しろ斯う云ふ風な

大海の荷Ir 応であって . 滅多 l亡他庇 l乙行くととは/ 1 ' ，来危いし、一向売業が起ら友いので、彼

等は余皮 lと到する執治が非常に引い、余のものは悦でも民備でもやiJ"て・も特欲しがる 、釘一

本貰つで も、非常に欣んで. それをた L いて色々友自1I りにするコさう云ふ風 lζ 金l泌氏射す

る欲求が非常ｾ 1亡弧いものでありますから、舶が 漂/rf したやろな場介は . 先づ以てさう云ふ

余 腐 を奪らうとして、それを邪! 浴する人1mは殺してでも斉「ると去ふやうなととがありまし

た。現 11: : 明治 十じ年ーで あ りましたか、- ? - シヤ )!- ｊｬＺ￬Ｇ［ ， ｾ，Ｉに ｩｾＯｮ 1/ 1.ζ 円本の舶y j ' Jが十七人炉殺

されたと云ふ J l1'l討が あ ります。jCは 円本人は 5:11らなかったのであ りますが . 英古利のあ州州|日j知似鯨;江(  

自舶{古5ヱ- クグ、訪批J主tの1如舵H抗t長がマ- シヤル1群t詳託約下1引'山l

況他主 し7たと「際探，品1ロZ山!;引:;11昨r!手?の7引:.2芯2芯芯二に7余如知:1市11 らして只tれt : f ( た己のでで' i ! ②うります。 11此|比tのエ - グ3披1虎充 と云よふ‘ のは二百噸ほど

の木i浩j韮主l帆?肌凡自如{Tでで.あつて、今カか〉ら 2考J汚ヲへると、 /J 、さ主主的で 4うりますが、 それで以て此の溢で鯨を

蛇ってゐ? とのであります。それを聴くと . 円小; では大騒ぎをして、後藤1宣太郎と云ふ人が

使節として/ 1 ¥掛け 、主1) 到 f泣き討をして米たと云ふととでありますが. 共の他同f) f 牙人や市

石ifl 人が慌に此の溢を航海してゐ tc 11 ，'f分 l亡数千 D 峨料水が現はれたととは記銭lて存 してJ t

ります ｏ イｊｦＧしそれは元々人の肉を食ふ ｄｾ に 殺 した のではな く 、 拘 ｉｾ ｉ 亡在る金属性の も の 、 殊

ｉ ｌＱ 皮ｾが此も欲しがってゐる餓砲や ｾ｜ｬｬｴＡ 繋を ｦ うたいＱＺＦであります。叉葡萄牙 人 や西班牙 人 が

此 の溢を持ってゐ ｴ｣ 時は ｬｚ 分 Ｍ ＱＺ 人に ｬ ｵＧ ｾ ｡ ｊｬ ｊ を ［ｊｉｉ へたので・あります 。 今で も さう であ り ます が

元来欧雑巴人は自分等以外の人組は折 Ｑ ザ賢人のやうにｾＭへ 、 とと ｉ ｚＺ色の黒い人聞は猿か 何

か動物のやうに思うて 、非 常 1Z: r. Sf : ' J をするものでありますが . 此の溢の人極は虐待さ れ る

ととを 好 ま ない 、 Ｑｉｔｾ 論 ｊ Ｑｦｾで・も「長引を好む者はありませぬが 、 行通以 上 に策Ａ抵のある土 人で

あ わまして 、彼等は元と日本から来たのだと云って居りますが、多少似た所があ ります。

なかな か利 かぬ気の こ と人で 、 ありま す から 、 ｦＡｦｊ班牙人や補者 ｾ ￯ 2: 人が色々な駆制 をするのに反

抗 して、 二r:人全部が一人残らすτ併殺されたやうなとともあります。兎 lとf (J 此の溢lとは可な

り血眼い記録も深 山 残ってｽｾ Ｚ Ｎりまして 、 さう 云ふ ととから此底の土人が食人組であるやう

に云はれたものと思は れます。

rrf 洋諸島と日本の従来の閥i系はどうかと考へて見ますと 、 日本人は悔の了・と云はれるイ，'r.

で 、古から 11吋干に 1I1て、加をしたり貿易をするととは 、相官{ やって j心りましたが 、主とし

て琉球志子きをれて{ " ，米から選ぶjl ーと云ふゃう l亡、大陀得の方 11 : . 行きまして ‘ 此の方町民は飴

り関係はなかったのであります。今 Ij l した明治十七年比佐藤値太郎氏が行った時のととな

どは最 も閲係のi突のものであって、共の昨は九月 lと1-1'，て ，＿ｾｉ， ｉ 三のＮ )-J  rC Ａｾ Ｇ ｬｾ って来たので Ｎ

阿何 月 も要かつて居ります o A ; も三百噸の加でるりますから、そんなものでありませうが

今では 千七復三組問 も遣うれば可いのであります。叉軍艦が述i刊 iLif jーをする時は必歩此の訟を

過ちます。 殊 l乙此の訟は何か航海術を修得す るの l亡者1¥合の女T い所と見えて 、若 い連 中が最
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初軍艦の操縦を稽古

する篤K 度 k 此の滋

vL/- l¥掛けますが、一

帯初IL 行った箪慨は

￬ｩ Ｇ ｾＱ まであります。明

治二十三年比東京 i!}

の土族の授産卒業と

して市i字通商合枇と

云ふものをi ; 1 T  . 有

名な田口卯吉氏が枇

長となって、サイパ

rli f芋 バ ラ オ ぬ ア テ パ ケ ツ l亡 て 島 民 風 俗

ン島 i乞於て何か事業をや らう と云ふので ‘ ta- 時と しては相官大金である 回高四千民! と云ふ

資本を有ち 、二十人近い士族を 作れて ほったので‘ あ りますが、是は失敗に了って、蹄って

来ました 。先 づそん友とと位で絵り大した閥係はるりませぬ 。 尤も南洋の ｾＹ 班牙人や土人

fL物貨を供給する局 l亡日本人が此の溢 lとや って来たととは 、明治十七年頃から幾らもあっ

たとと が記録 ｬ 亡見えて居ります。現在 ｬ ね洋貿易をやっ て 居る主 友ものは南洋貿易株式合ｾ辻

で、彼方では同j貿々 々と云って居りますが 、是は明治二十四年から やって居 ります。そ ん

なととで段々我閣との閥係が出来て来て居 りました時 l亡、肱洲大戦が始りま して、 青島か

ら逃げて来た硝巡の舶が此の溢にうろついてゐ たのを 日本の軍 l監がやツつけてしまって 、

パ ラ ォから ポナベ溢 ｄ 島を占領 しＮ引 佐き戦 三 五 Ｑ 中日本の軍艦が守ってゐて 、 戟 ｾ Ｉ￮ Ｇ が 摘 むと、

日本の委任統治医 lとなったのであります。それが大正三年で 、可なり 新しいととであ りま

す。

大目豊斯う 云ふJEi.ltJ: 雌史があったので dうりますが 、子。くに FトJ洋の島の特徴をゐ話しますと 、

ｪ ｹｈ 宇の島 ｉ Ｇￌ徐桂内地と ｪ 主ふｾ .)'1設があ りまして 、先づ}_i l i ¥土的が極めて少い 、流行耐と云ふ も

のは殆ど b りませぬ。11ft フラ ンベジヤと云ふ時i i下特千1・の的ー気が一つb ります。是は X 非常

IC妙な J内気で・4うって、n ' ri も甚だ教が多い . 併し 土人 lζ 映って起るゃうで. 土人は 一年 l亡二

千五円ベ十人も初日病してゐるのに 、日本人は II[占八人しか曜かつて居りませぬ。 其の症状は

f借家と同じ徴候を呈し、成時に腫物が11'，米、それが段々出場をして . 儲って脱れて氷るの

であ りますが 、全身病になると死んでしまふので あ ります。えーは花柳病と泣って 、性的関

係から* る病気では友く . ---TAの{弘染がj であって、人から人 lこ体染して行くのでる ります

が . 式止が従来土人の人 11 の繁殖力を非常 lζ ド1ｌ 昨して ，，ｾ Ｚ Ｇ りました 。 所が日本 の歪 任統治以来

赴が特殊の治山法を鷲見して、即ち徴心: と同様 I"' ￎｾ＠ Ｏ Ｇ｜Ｑ ｊｊｾ を注 射してや ると 、 が ｉ 置に泊りま

すので 、Jl t の頃は共の3 & が非常 fL iI !えって米たと云ふととでありますD 赴がI如宇の特殊友病

気でわって 、共の他 lとは始ど病気らしい的=気はるりませぬ : 叉J l t の品 、妹 I L M吉田南洋の中
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でも我が委任統治を やってゐ る島 のI-II I ' Lは蛇が 一匹もゐt .u 、。私の 行ってゐる IB11とも蛇lて

合ったととはありませぬし 、聞 いて見ると、宜際一向見た者が ＱＱＡｾ いそうであります ｯ x_猛

猷 一一ーと云ふより ｾｃＺｏ ｜ は ｆｦｦ どゐない Ｉ ，Ｑ る が 小さ いから 、 居ｾＡば 、 皆獲られてしまふからで

ありませうが、現t E J l I : の IC，) ｉ こゐるのは野間のＱｖ ｾ だ け でるります 。 それがね ｪ は ｊ ｊ 平坦の ｬ 原であっ

たのーε ありませうが. 虫I ' Iこ放主乞 す るに従って 、元の聞のMI こ段々還って米て 、x- が生へ

て Ｉｉ ｾｾ Ｍ ります。それが野獣と云へば野献で、共の他には ｍ も居りませぬ 、 ｌ ｉＺ｣ は ｊＮＡ ｩＭりますが 、

阿ってゐるわでＮ無 論 ｾｪＮ 献と云ふべきものでありませね。さう云ふ風 ＱＺＺＺＺ 脱獄訪 ー 蛇は全〈ゐ

友いのでありますが Ｎ 共の代り非常に猛烈な峠がＩｾ［Ｎりまして 、 之 ｬ 亡到しては土人は極度 ｬ 亡

恐れてゐます。私も一度やられましたが . 二l : : 人は裸でありますから . 虫干lて取ってはやj 虎で

も刺すととが出来るので 、極めて都介が好い詩であります 非常に明、い蜂で. 何か之を怒

らせるやう友ととをす ると 、必 す‘ ￰ｮｦＺ ｲＮ Ａｬｬ と襲って う ｫ て刺すの であ りますが 、 それが ｾｉ て熱を

出して死んでしまふととがあるさうでありますO 殊に土人の小1J bなどには蜂に刺設さ れた

例が幾らもあると 云ふ ととであります J

策、 ｪ 鼠は非常に低く、測候所が例設されて以 オｾ， 共の記録 ｬ 乙依りますと 、 ｩ 泣尚治 ｬ 度が撤ｾ｜［

の三十一度であります。赤道直下でaうりながら 、僅か三十一度より気温が上らないと云ふ

ととは 一寸想像が出来ないととでありますが、私が八月の初から八月の絡まで居りました

間に気温が三十度( 華氏八十六度位 ) K達 したのは H佐一回だけであります。平均温度は二十

九度で ありまして、殆ど主夜の温度の去らが ありませぬ。従って日本の如く春夏秋冬と云ふゃ

う主主季節の鐙 化 が［ｦ｛Ａｾい Ｎ 向ふの人 ｬ 亡言はせると 、 春夏秋がるって ＱＡＡｾ 各の図だ 、 言 ひＡ災へれ

ば、常夏の固だと糾して居りますが . 卒. J L)ご.十}Ll 変位ならば 、年中夏だと 言つでも宜い詳

でありますC 而して滋度はどうかと云ふと、 j 抗う云ふ/J、さ友山であって、深い? 削亡取持 h

れて ゐるのでありますから、さどかしi弘気は多いだらうと忠はれますが 、損気は制合 l亡少

く、平均六十パーセントであります。即ち日4 c で云へば、 老'f の終頃の濃度でありまして、

日本の夏は } L十パーセン ト位に友るととはさう珍しくないのでありますから 、そ んI t I'L気

持の恐い i且度では あ りませねo J!]¥¥. は一年を通じて卒均o、iili 五米でるります。五米の胤と云

ふと 、世! 突の臨が.f:i' j f々tfj く位のものであります。偶々民) ! ] ¥¥. の吹くとともありますが . 組め

て ｍ［ て・あります 。而 ｝ して十 一 月頃から同月頃までに掛けでは米 ｾｴＮ の ＩＡｬ｜ ｜， がのべつに吹い て ｍ

ります。所前貿易風でありまして 、Rfl ち五米i;r. のiili さであります。共の他の時期は共の反

針で 、 ｖＡ ｪ ｪ 行の ｊＡ｝｜ ｜Ｎ が吹いて ｍ りまして 、 此の西市のｽＱｉｩ｜，が吹く時期 ｬ 亡於て ｬ 時 Ｎｬｾ ｾｊｾｊ 臥 ｬＺ ｩｊがありま

す ｡ 私が行きました時は雨季でありまして 、 叉性 Ｑｲｂ の ｊＡ｝｜｜Ｎ が践に吹いて居りましたが 、 さ ｊ ｾ 周

i:f: jの局K 航海の1- 1 '， 米ないとともある相官符戒し友ければならぬ時期で、 513は ピ一番悪い時

に行った諜であります。此時期を南洋の日:j 期と申して居りま す。m量は非1j ! ; 1 ' L 多いのであ

りまして、平均三千ミリから凶千ミ リと云はれて居 ります。 日本では一芥mの多いmで千

五百ミリしかありませぬコＮｅＡ Ｑｬ ち共の ＱＱｾＧ ｪ［ｊ Ｎ 上のＩ、 ｉｾ が降っ てゐる 詳 で ｢ ります が 、貨は此 の Ｑ ・ ｉ Ｚ ｪ
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が多く降る矯陀此のj査の人間が生きてゐるので

ありますD と云ふのは 、問が降るととに依って、

然消が非常に低くなるのであります。詰り百: の

/llJ lとズツと 無視が上って米て、揃氏の三十度位

まで 上り ますと 、 急 Ｚ ｉ ｃＡＮｾ がｾｾって‘勝正 ｉＺｪ ('1:えl: T  • 

jF1151が二三度下ります 、i:I :jが上ると、叉段々高

く友 って、 三十度位 になると、叉f : I :j が降って、

気温が 下ると 云ふ詳で、三十度以上K は滅多忙

気温が上らない 即 ち附が市洋をして愉快な 気

候ならしめてゐる一つの原凶であります。もう

つの雨の効用は、南洋諸島は何れも商引がノj 、

さく全部表石居であるｾｉＧｌ 、 井戸を掘乙ととも

出来ませぬが、掘った所で、7Kは出ま せぬ。そ

れで・島民は皆F:Il lk をタンクなどに溜めて世いて

飲んで居りますので. 雨が降らなかったら、生

きて居られ友いのであります。共の同が日本の パ ラ オ 砧 ア パ イ ( 局民議官腕j タト百11

内地よりはfR以 t も多量 K 降るのでありまして 、結局時一l 洋諸島の人1mはそれに依って息 をご

ついてゐるのだと云へば、 云へるので あ ります。

共 Ｏｪ う云ふＩ｝ｩ ｕ と風が ＱＡＡｾ (、 気温は低くて非常に気持の好い所でるりますが . 時叫ん風雨が

起りまして 、それが叉非常友強風が吹くのであります。従来の肢も弘1ｾ、記録として は同 十

米と云ふととであ りまして、それに近い暴風が時々 1火くのでありますが 、内地ではそん友

狙いＩ｝ｩｾは吹いたととがありませぬ 。 ｆ ｦｊＮ が此 の滋の烏は皆 羽 ｦ ｎｬ 慌で Ｎ 海岸ーより 中が低いもの

ですから、さう 云ふ暴風が吹くと、島全開を? 良で覆ふてしまって 、榔子の林が全滅 したと

か或は山民が悉く海lζ 流されてしまった 、或は悔の魚が死んで打ーち上げられたとか云ふ記

践がb りま す。従って此の泣の島 K 住んで- ゐる者は i捻り安心は出来友い . L! 三常は i将かだと

思 うて 、安心してゐると 、時々さう云ふととがあります。大正三年のも士風はサイパン島の

榔 子 林を全 滅 さしたと 云 はれて 居 ります 。 市 Ｑ ｾ ｦＮ腐の役人なども ｍ 時さ う云ふ暴 風雨が来る

か分 ら友い ので 、可友り心配して居りますが、貰際そん友日 l亡合ったら. 大盤、でるります。

而して暴風が起きるのは何時も此の逃が 中心で あ りまして、日本でも二百十 目前後に能〈

恭風が来ますが、あれは皆此のと豊から起って . グルグ ; L- 創って 比律賓を通り、台潤から石

J f i烏をお( て、日 本へ上って来るのでるります。ねり 此のと設はあの二百 十日 rtii 伎の日本へ- *

る腿風の卵が出来る所でb ります。だから油断は/ +'，来ませぬが 、。! し此溢では腿風は初期

で:'ib りますから 、多くの場介さうひどくはありませねが、此の溢で起った腿風が石l]i 烏に

来る頃には非常に強くなって* る諜でるります。
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:1  : 人は本島人と云って出りま して、 うっかり土人友どと言ふと 、叱 られますが . 本島人

とエミふのは 、即 ち背の野間人で西洋人のサウスシ ー・ バーバ リアンと云ふてゐる極取であ

りますo ｄｬ の本 ｨｾ 人は籾逸簡で ､ うった Ｑ Ｑ］Ａｪーは段 ｫ 減って行 った Ｓ う て ・ ゐりま すがＮ日本 が統

治をするやうに怠 ってからは年々人口か刑 λ て泊ります o ｪｾ の人 口 が揃えるととは可いか

悪いか可友り車大な 問題でありまして、さう云ふ意味1[. ｪｴｾ て ｾ［ｻ ｬ ［ 必人は本 ｲＮ［ 人 を 減すやうに

して 居りま したのが、現在は一寸方針が縫って来て r，! j る諜であります。或はさう云ふ人聞

が殖えるととは日本の痛に友 らぬと言ふて 1，1;る人も ありますが . 年々植 えて行ってゐるの

は司王室 ｦ であります。此烏人の人口哨減などは常 ｬξ 園 ｉ ｬ＿ｩＭ ｾｊ 酢｜ｐＮ ｩＮｉｃ 惚告して拡 ｭ 見されて ｨｬｊ ります

本応人にはこ荷額あって 、ーはカナカ族ーはチヤモロ族とムーって日ります。 カナカは純伴

な士清人で 、民視であって、如何にも肝日人らしい様子をして回ります D チヤモロは カナ

カに能く似た人臨でありますが、打j k 開けて 、家も家らしい泌氏1-1-: み、 一寸四月二人のやう

えど| 合灯をして} ' * ります。私共が見て而白いのはカナカ人で、チヤモロは些とも面白くあり

ませねo r.fi i下人のm 以ばかりして }lr りまして、共のれ税も 一寸凶作人 1[. 似た}iJi があります

が 、 カナカ人はさ うぢゃあり ませね 。友か友か ＱＧ ｉｊ か ね主ｾｴｊＮ !，h然1t J . 顔をして} ，' : ' ります。現{ f :

チヤモロは二千九百五寸 三 人で、カナカは四 ｬｩＮￇ 五千八百 四十五人 ｊ［ｾ り ますが 、 カナカは本

Ｎ ｾＺ［・のＩ原 ｦｊ ｦ ￬ ＧＺ ド析をしてＧＧＪりまして、どうしても不衛生て・ありますから、共の数は段々減少す

るよふな形勢でありまして、ソ ランベジ アのt ! ( ; 梢数も カナカの方が多い部でありま す。起:

等 1[. 釘 して日本人は 三高九千徐行って j計ります 一

カナカと云ふのはl'ri ( f . 訴で・人と 云ふ意味ださうでありますが. 赴は [!!iNJ 芳二人が彼 J以は猿

ちゃ完工い人間だと云ふやうなととから名づけたのであります c チヤモロと云ふの は頭髪を

均〈切った人( : 云ふ己 l床ださ うで dうりまして、カナカは市，j(1れた髪を少し長くして居りま す

が、チヤモロの方はＡｴｾ髪するととｻり ＺＱＱ って出る頭髪の ｅ 吸い人 Ｑ Ｑ｜ Ｑ とぷふ識でありま す 。 λ 」 も

目 1: 人民聴きますと、チヤモロと云ふのは 、 日本fth・7どと云 ひま す、 M故だとム' ふと「さむら

ひ」と云ふ言J . WiJ {鋭化してチヤモロとなったのだと云ふのであ りますが、少々首てになり

ませぬ D 貨は十六1 l I : 紀以後陥維巴人が市洋 lζ 米て 、土人と 3どって 11'，米たおがチヤ モ 口であ

って、彼等lては V，f，J;!i: il: 巳人の血がiHって j舌ります。だから 、チヤモロの名前には徐T;Jl， i古i子Iい

ものがあります。私はサイベン 1品斗の公E按笑校( i 皐望

校では日本人児2笠E、公E判えではや; 島人の兇むを数へる〉を児 l亡行きま したが . 生徒の名前

を見ると 、共の約四割がフエルヂナンドとか 、ホセとか、カロリ ナとかぶったや ， tJ. lig均IE

な: 系の名を有って泊り、約 ー: 切が米閥系、同じく ー制が比伸抗系で、地りの川割が dbL11; の

土人の得鰭の分らない名i J i j を有ってゐると云ふ持であります . さう云ふl臥1[. 西班万ー系の包

前がD.Y害IJ もあると云ふととはHP ち彼等にもそれだけ多〈四月1: 正人の 1(11 が入って居る ζ とを

示 すも のでありますが Ｎ 良県な ｉ ｊ 、 ｛［ＧＱ ，校の ｾｾＮｉｩＺｴ がフヱ ［ ｴＮヂナンドとかカルロスと云ふやうな

ｾ｟ｬｩ班す人の名で呼ばれてゐるので 、 一寸典主主感じをしました。
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パ テ オ j占 コ ロ ー ノι J 斗 民 集 合 Ffr

すが. 是が美いのであ ります。1ても同棟頭から閣からスツカ リ榔子の油を: 塗ってテ カテカ

光一らし 、 外 ｬ て ＱＱ｜ る時 ｬ 亡は ｾｴｴ 色の粉を塗って行く 、即 ち白粉の代り ｩ 亡「たきろい」を塗る詩で

す j dは何庭へ行くのにも皆疏足であります。だから 、彼等の i止は我々の穿いて居る靴よ

りは逝 l亡硬い足をして居ります。そして宴合と か、何か寄合をするとか、踊をする時には

叉相首の飾をするのでるります。即 ち: ! t3は頭K 革の蔓ををーき 、共底に木の花を挿して 、叉

棚子の若 ｊ 停を持て 、 チの肘や ｪ 肉 ｬ の膝の上下 Ｑ＼ＺＺ 榔子のｾをクルクル捲いて 、 外側に結び ヨミ を

排え 、南京京の j延掛みたゃう主主ものを顕 1<:: 掛けて . ｊｊ 廷には矢 Ｑ ＱＧ そ り ｩ 十 ｬ 京 ｾ ｉ ｾ の微 をすると 云ふ

ゃう友詩で . おか友か京Ml l U主ものであります。」ども大鴨川と問機で、H佐野間人も女は. ; l t i - 畔

が大きいのでありますが、 )J 嬰をを締めて居ります。斯うして皆得意に友つで居る詩でるり

ます。是は私の行きましたマリアナ群島のリイパンやテニ ア ンのととであり!ますが 、マー

シヤル i詳烏の方へ行きますと 、女は )J裂ををせすて，，fJIJI 子の: j ¥g で逝ったl煤蓑をして居りまして、

それが歩く止 パ シヤパシヤ背がするさうであ りま す。私は 見なかったので:'a> りますが 、府

民を見ると . マア日本の泊、( : i ] i のやう友恰好をして居 るやうであります。カナカは是以 t 何

等の月日装も致しませぬが . チヤモロの方は日dj. いギrj で材Fえた簡取主主洋服を活て居 りま す。恰

度此頃日本で流行るアッパツパのやうなもので 、あれは何れ南洋から来たものでるのませ

うが、訪り土人の民似をしてゐる譜で あ ります。 そして彼等 は非常K 鮮明な色を好みまし

て、柿でも脱谷でもアッ パ ツパで・も色は線、て非常に附 I切なものであります。即ち赤と賞と

白を用ひまして、 717や級のやう友色は一切月 j ひませぬ口赤黒い IJJl の色とf f J ; や JI{色が能く制

和しまして、それが天然の側子の幹の次色の問 lとうろついてゐる所は宜に一艇の色彩の調

和があって熱得趣味が係長れて見 えます。

さう云ふ風f ' L 有l! であって 、飴り飾りの付けやうがあ りませねから、皆文身をやって居り

ますが‘ 是がなか友か特徴のるるものでありまして 、 トラツ夕、ポナペ、ヤル ー ト島建り
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の土 人は後程商白い文身をして居ります。即ち頭の所から さを身 l亡筋肉の紘に沼ふて文身を

し. 前 IC 述べた飾の所には皆飾の文身が 11-¥来て周一りまして、和、も 一寸見ましたが 、野田人

K 似合はす=、非常に何? 存れた文身 をしてゐると思ひました。近オ4は+ . 人もパイカ ラになっ

て、 ちよいちよい諮磁の花や 、ハート型の文身をしたりして居りますが、実1L命jよは市ff _:: f:

人本来のものではありませぬ。1r

1

1J ほIv，j作土人特有の ものl亡命IJ 痕文身と iムーふのがあります。

織で京IJ して府 IZ : 納具を入れ . 引を付けると 、共の削 1藍が隆起 して「ひツつり」が11¥ボたり 、「

ぽつぽつ」が出来ますが. 共の「ひツつり J や「ほ・つぽつ」を津山払えて紋傑を費11 くのでdうり

交して 、例へば乳のf同友どに乳のMi C泊ふて此の文身をしてh
l
;. ります t 除り克しいものでは

ありませぬが、それを引の 誇りとしてＩｾｪＭります。訪 り ｗ￮ う云ふ 州 い 忠 びをしても、 ｆ 抱し て

ゐる勇者であ ると云ふ一つのシンボノレにたってゐて、た臓が i'r 山米るのださうであります。

共の他f l { 1. の佐官I l としては. - 9 . - は裂耳とぶふととを致します。 即 ち耳来 lζ 孔を ZRけ. 却 な

どで石か何かＱｴｩＺいも のをブラ下げて 、ｾｾ の孔が段々大きくなった川で Ｎ ｾｬ［ 庇 ＱＱ ζｬ￭ｬ ｬ い不 ｩ など

を絞めるのでるりま す。日り {州政の斗決のやうに長くなって 、* しいのださうであります

が . えはマーシヤル群島の方 l亡多く行はれて' ，1:' ります。

.:: f: :入の中 lては大内長( アイパク) 、内長( ルパク) 、別内長( ウル イルルパク) と 云ふ ものが

あって 、j : 人を) ! (・配し 、共の外 l亡ムー内長( ア イデイ; t . ) があって. 女の枇併を統折して厄:; り

ま す が、妹 ｬ ζ 大内長は こ ＱＺ人の生殺興続を向 ＱＱＱ にして殆ど絶到の楳 ＭｽｊＺ を持ってＩ， Ｑ ［ Ｇ り ます 。 ｾ

等 ｬ 己主 ｉ して今日本 の ｭｩ 下 統治はｾｊＱ ｍｉ 亡取倣ってゐるかと 云ふ と 、 之を利片 ｬ して土 人 の Ｇￋｩ［Ｑ 明

石と し て居ります。而し て彼等 ｋ は各々日本の役名 を ｾｉｩｾ へＮ大内長を計 ｉｾ 長 、内 ｬ 乏 を村長とし

て応りますが . 日本の村長がどんなものか) ，/ 1 らない彼等は、村長と 呼ばれて満足し 、首の

主; 隊が 村長 IC 成下って、非常に欣んで日木の f誌に働いて )11 ります。又大内長と云って も大

し て偉い人間 で もなく、体統 的の内長の現 Ｑ ｴ ｾ ｊ ｾ 露の 悲哀が共庭にある 詳であり ます。リイ

パン島の酋長の虫/ 1き も、サ イパン j誌の本烏 人の戸絡を引って切 りますが 、貰 l亡人の好い沿

爺さんで 、我 k の一寸 J柱、像するやうな内長ら しい恐いた 爺さ んではありませぬ 所μi'] y1i長

(TAJ uc も合って来ましたが . ｦ �Ｉ ｊ の Ｑｾ ぷにある 「 丹 ｩ ミ ｄ 娘」のやうなものではありませぬ。色

は 拘 ｬ て白くないので あ りますがＮ側めて 愛 情があって 、 日本訴も相 ｉ ， ｾＺ ［ｬ 乙使ひます し、 些と

もたかしいものではありませぬ。

彼等の枇合は純粋な共声量主 :. 1をでありまして、 11!.1人の所有機は殆ど認めて出りま せぬ。そ

して何 事でも合議i ! i I J でやってゐるのはなか友か両白いと思ひます。従って集合所が傑山あ

りますが . 之をアバイと; えってん〈ります 、コく71ff下闘があ って .之をヵ・ルデベルゲルと恥し、

まだ結併し友い連中は此のカソL デベルゲ J L- f[ 泌するのであります 、結婚した辿中はアバ イ

ｉ ｃｾ たり 、 白 金 慌の政治をやる詩で あ ります 。アパ イと云ふのは ＺＱ Ｑｪ り日本の公舎ＱＮＧＭＺ Ｑ 乙首るも

のであ りますが 、此の公舎堂やカールデペルゲノしの建築は宜K 立祇主主 ものであ りま して、山

買のやうな形をして居りま す。此の梁や合';;;:， 束などには皆給が浮彫 l亡しで ありま すが 、そ
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ア パ イ の 給 この 給 Ｑ 土ハオ ラ ｊ 占 の 係 ｬｴ を物 Ｎ［ｮ るもの で あります ｃ ， ［ ｾ τ ｨ Ｄ ＡＡｉ ｬＩ

れは向にあった色々の1 - 1
1

1 来事を記長年したものでるります。 1J 'J ちアパイの縮は其の jるの従ボ

の同史を物 『 ｴｩ ｬＭ るものであってＮ共の ｲ ｬ ｾ fては色々敬':111的 1'J. 互もあり 、又色々な事賀談 もあ り

ますo Ｚｩ ｬ Ｚｃ ｴ ｾ Ｇ ｩＴ 正 Ｒ Ｉ はノ ミラ ォの ｪ 川 乙プ ー ルとヱミふ 小 さ友 ｉｉＺ ， ｾ の 人間が漂 Ｑ Ｑ 守して来たのを パラオ

の角長オ カラパラ オと云ふ-xが 111: 訴をしたが之れを jえりをして魚の '1'] ばかり食はして、協

に食物を興へ友かった 。 ｾｕ ｩ うして普く厄介になってゐた漂流者は使舶を得て自分の山花腕

るとと lとえEったとき オコラパラオ内長K 、私は島 l乙% りますが、今後何か御用がありまし

た友らば、イ1可で、も致し ますから、 i l ふて米て下さいと挨拶して烏へ郎りましたが . 共'/) 後

申々はI長作されたととがi徐控成立: であったと見えて、木で' ，( (1，の)1予を巡り 、共内長が釣 りに 11
1

1

た とき 共 魚で Ｇ ｾｊ［ 内 長 を共の島に叶 ｪ［ｬｾ って行きて大いにそれを ＱＱ 女侍し共削るときーつの符 ｬ を

ｂｩ ｾ へて「とれは注 Ｑ Ｚ Ｑ Ｍ Ｑ r: :1けては いけ友いlMJ誌の後一家作族が1 s って D:J けて下さい」と云ふたの

でふ1'" ，: ，) の後之れをI ) ; Jけて見たら先きにプール人民興へた /(1，の'1' ]' が111て米たの で大いに先非

を附いたとムーふ物dl i: を現したものであって、だから 、!1F. v、王をするなと云ふ意味で ありま

す。とちら ( ｦ ｾｾ Ｇｾ 小［ 3  ) はパラォの j誌に k，き主主竹の向が漂泊したので、 害IJ って見た所が 、中氏

同 人 の 人が 居った。どうしたのかと聴くと 、 ｩ 決 ・ 等は ｲｲｾ の Ｍ ＱＱＱＺ 界を ｊ 相会 ｬζ 行った師途だと 邑 っ

たと云ふととで、 ｩｊ ｊ Ａ＿ り大きな竹が漂 着 したと とのある Ａ ｊｩｾ " 仕を物iil tって ゐる諜であ ります。

期 うえふ風土工 如何lとも土人らしい無 邪気な沿伽話のやうな物rflt の納がア パ イの梁や純 、介

手: のJ i J f など - Ｍ間 ｪｬ 亡 ｩＧｬ ｭｾ がして あっ てＮア バイと云ふのはなかなか立派なもので あります 。

克: が各応に必十ーーつや二つは あ りますが 、大樹海岸にあ ります ので時 々のさん風の震に氏・は

されてしま ふ と とが るります 。 共の 他 共同の舟世場が矢張りアパイのやうえ ｅ 工合に Ｏ Ｚ ｈ ぅ ｾて
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居り ます。舟と云つでも 、普通K カ5 ーと云ふ丸木舟で 、之をジアング J L - と云って居 りま

すの マア斯う 云ふ もの を各烏 l亡於て共同の努力と同苛と で蜂 えてゐる のであ ります。

土人の住居はど うかと云ふと. 是は

後でF f動潟毘で御貨に 入れますが 、;主

開 斯う ｾｾｾ Ｇｉ 合好 Ｈ 事 ｦ ｩ 議参 Ａｉ Ｈ ｾ ) でるりま

してやすれも入口は悌子で上 るとと にな

って肘ります。: ) { : て・聯想するのは伊勢

の太見Jj でありまして、 あの様式は全く

是と同じであります 、岸線 l亡千木勝91

木のあるのが珪ふだけで 、下方の: fWt 迅4 は {)1勢太刷や /1'，主: 大枇の原始Mでありますが 、イ"J 故

かく の如く l末を高〈 上げたかと云ふととが一つの問題であ りまして 、従来丙洋のJ事者f J . ど

は、訪り Ｗ｝Ｈ の 中￬ｌ建て る家であるが 故 ｬ 亡 、 Ｗ ｫｩＱ Ｑ ｾ が高 くなったり、イ ｬ ＱＺく友ったりするのを調

節する ｾＷ でと云 って府り ます 。 所が宜際南洋へ行って見ると 、 Ｗｊ｜Ｎもイ Ｂ ｊ も無い陪の 上 ｉ ｌ ｾ 明う

した家を建て k 居ります。何故さ う云ふととをやるのか、えは叉行って見る と、能く 分 り

ます 。 即 ち 非常に光 線の直身、Ａの強い所でありま すから、 共の反射光ｾｾｾを挫ける協に 、 床 下

を高 くして、近4風を良くした もの L やうに思はれます o 7kの 中K 建てる家だから! ぷを高く

したのだと 云へば 、さう云ふ7 k の中 K 建てる家を伊勢の 山Ef iのやうな所 IC建てると云ふの

は可怪 しいのでありますが、反射光線を挫ける需だとすれば、何等不思議は無い諜 であり

ます。是は私の今度得て来? とこI:置をの 一つであります。兎に f( lこ[- . 人の住宅はさう云ふ風でる

りまし て 、 尾 根はスツカリ 象牙 相ｉｬ ｉｔ の｝ 廷で Ｓ Ｇｾ Ｍ Ｚ き 、下 の 佳はタマナ即タマハボクと云ふオえを

問ひて腐り ます。是は向蛾K 削lまれ友いと云ふ特長があって 、非常 IC 生長の速い直ぐ 直何

七八寸イ立に大き くなる木であ ります。

食物は近頃イ小、E皐担

虫好干子 Ｍきでで Ｇ， Ｑあ う りますカか Ｓ ら Ｎ 美味しいＺｬｬｾ物を食べたいと云ふ ｦｲｪｾ 芝もあったのであり ます が 、 食物

としては先づパンの樹と 云ふのが通う りますo 二t_ 人はメーヌ{ とrl - l します皆様も御承知であ

りませうが 、御承知ない方の筋 lて- -寸 113上け' ますと、是: は jF，iさ二三十} 引，Hc f J . るものであ

りますが 、葉は燃の業に似て} ，' ¥' ります 。在はフ ート・ ;j-: - J l . の球枕ありまして 、'111ζ 芯が

ありますが、共の絡にを食べるのであ りま す。之を焼きま すと、， 1・藷と裂の宜の「あいの と」

のやうな味がして、置に :1' ぃ、えーがパンの代111として常食K 友って居りますが、 一つ宜が

ありますと 、 大祇大のリ ｪ がｦｊ 司 人科て・食っても徐る刊で あ ります。又 ｾ ｉ ＺＮ 中熟してゐるバナナ

や胤梨と云ふゃうたものが常食でるりまして、共の他ヤムと云ふ芋は日本で;11ふ山の芋或

は自然苦のやうなも のであ りますが、非常 に大き友もので Ｎ之を ー Ｍつ ｾｩｬＱ って来れば、家内

rl' は勿論近所合Et: 五六車1: 寄っても十分食ひ切れないやう訟ものであります 又タロ芋は 日

本で謂ふ ｗ ，ｾＧ， でありますが‘ ｊ ＧｩＺＺＺ 亦大きいも の でありまして、多 ｩ ミに共のｾは最もノ ｬ 、さいので
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も三尺位 、大きいのに

友ると . 五尺からるつ

て、共の下に人間がIf吉

れられるや うた もので

あ りますo ＳＨＭｴＺｾ の原料

になるタピオカと云ふ

やうなものが常食民主主

る時H:" ありますD 此の

外 lと少し賞探なものと

してマン ゴ、ドリヤン 、

7  ン ふ 占 T i ( 南 洋 テ ア ン ぬ J

マンゴスチン、 レ モ ン

と云ふゃう友ものが主IJ る雌にあります。妹lとドリヤンは世界中で 一帯 甘い! + ! : 物々 と云はれ

て Ｑ ， Ｑ ［ Ｇ ります 。 ニ ｉ ｾ 人が共 の作を ｬ 民ぐと 、 ムーＡ万を質 ｬ 亡世いても Ｑ ミはなければならぬと忠ふ程の

ものださう でありますが、1 I ! t 非常 l亡史ーい もので 、(ylJ へば人繋のやうな央が しま して、我々

はｾｻＺの臭が除り砿ＱＮ ， ＧＱ なので 、 ー 寸・手を Ｑ ｛Ｑ， し Ｑ たねます ι ＱｊｪＺ しそれを主べると、イｉＱ ｊ とも言へな

ぃ甘い ｬ 沫が あると云 ふｾ ｾｾ であります ｯ ' 7 ンゴもマンゴスチンも甘いものでありますが、 ド

リヤンｾ ［｟ Ｇ￪は甘く主主いさうであります 。イ ｉｉｦｨｬ ζ し でも ｗ￭ う云ったやうな も のが 肥料も何もや

ら友いでも 、天然の{ 占企l三q.111 "* てゐるのでありますから、ゴ: 人はパンの拙が一本あって .

パナナが七八本楠えて遣うれば、イ Ｂｊ ｾ 年食ふ ｬ 亡凶ら友いのであります。 ［ｊ ｉＱ 之 何しろ烏のととで

あ りますから、1 . (1，は豊富で あ ります コ而もあ の迭の，{ (I，は l!; 鹿なやつが多い ので 、手J凶みに

位れます。土人は漁は甚だ下手でありますが. それでも 大 きな ｦＨ ｬ ，を佐って来て、食 ｊｊ［ｾｴ 乙供

へるととが山米ますO

ｾｴ ｬ ￭ う云ふ風 ｬ 亡活物は安らすっＺ 、 食物は主 ｉ ｊ る彪 ｬ 亡津 山 あって、イ ｉｉ ｊ 等生活 ￯ｋ 不安が Ｑ ｊＡｦ ｩ いので 、

土人 l亡は一 向勉似心がありませぬ 叉勉似する! l ど‘ 要もない 、金をイ.ifi けてもイlif の役 tL : も立た

ぬ J 従って土 人の持力 l亡霊J してイI.J 等期待するととが 11'，米ない ーえt 等の I(j l亡は nJ 1t り日本の

資本が入ってM りま して 、 サイ パン 品だ け Ｎ ｣ も七百出 品 ｾ ｉ からの大きな ｬ 沙 ｴ 官舎 ａ 止がありま す

が. 其庭 lこ働いてゐる者l士内地の人間ばかりであります。多少は土人を雇ったら可ささ う

友 ものだと思ひますが . 土人はそん友! りII亡行って、 苦しい忠ひをして働〈必J裂がえ主いと云

ふので 、j度てばかり肘ります E パ ンの白を食って出れば可いので あ りま すか ら、 土人lζ し

て見れば . 世然のととでありませう。私も パ ンの白It I ' i 告に食ひ まし たが . 仰に甘いもので.

内地 人でも 向ふ fC行って 、さう云ふものを食べてゐさへすれば 、非常 lて紫だなと思ひま し

たが 、日本人はさうG : ふものは食はない ，こ1:人の食ふやうなものを食ふのは 日本人の J[J[:だ、

日本人は米の飢を食ふのがエライ のだ として j成長って肘 ります。それでとそ働けるので も

あり ませうが 、土 人の生活はそれ程うえ易友ものであります C そ して tllItfNJは深山ぼれるとき
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ｬ 亡は 係れますし、 ｾＺや鮪と云ふゃうｴｊＮもの も 躍らうと思へば 、 幾らで も獲れると 云ふ諜 で

ありますから、 彼等は不景気などと云ふとと は些とも 考へて居ませぬロ マア不景気で困る

人は此の港に抜行で・もされた な らば ・気分が縛換して可か らうと思ひ ます。

斯 う云 ふ所でありま すが 、従来貨術制 度 もあったらしく 、ャ ツフ・ j誌に不i貨と云ふも のが

あります。即ち員 ｬ Ｚｴｾ ｦ ｃ 孔の穿い ｦｴ ｛ ｾｾ ｬ ｶ 、石であ りまして 、 大きいのはｬ￙ ｊ Ａ ｾｾ 八尺 からあります

が、小さいので・も ー尺か二 尺位る ります 何れも石次岩でありまして、貨鴻と云って も・

是で果物を買ったりするのでは友く 、大き 友百貨をするの Ic:: m'j ¥. るので b ります。即 ち酋

長が島を一つ買は うと云ふや うな 11守IC::石11:を 以てするので あ りまして . 此の石貨を津山千す

ってゐる 酋長が一 応富んでゐると 云 ふ諜であります 此のお貨がH故 そん友l亡貴重なので

あるか、闘い石塊を遺るのはイIIJ で・も友い やうに思はれますが 、南洋 i亡は石が非常に少い 、

パラオの近 所t亡少し出る のであり ますが. それを運ぶのに は、カ メーがノj、さいから、それ

とそ命懸けで友ければ運べ ませぬ。其の運送の労ブ) 1 [ . 制して 1)'( (i(I が言うりますので 、大きい

程良いと 云ふとともそれに依って了f 肖される のであります。

ｊ ｾｾ ｾ 民の敬育 Ｑ ｛Ｎ 付ては、日本 として現在は 小早 校脱皮の も のしか詰 っ て居りませぬが 、 共

の外 l亡宗教[ f J ，校は津山あります。宗教は今の所ロ ーマン ・カトリツクが一般 11: 行は れて居

りまして、他の宗教は殆ど b りませぬ 叉ロ ーマ ン ・カトリツクに劃して 土 人は非常な掌

敬を 有っ て 居ります 。 共 の坊さんは西凶牙 人で あり ますが、 之に針 し て ｉｉ ｊｾ 民は絶笠 ｊ￟ｬ ｾ 従で

あ りまして、 世界の荒れよりも凶班牙の幼さんの方を逝 l乙鯵い者と考へて居るやうであり

ます。是は日本の [十 ii-" (，一統治上の一 つの将it で・ありまして 、何 とかしなければならぬと云はれ

て居りますが 、友か友か 一寸cj ( まりさうにもありませぬ。私は之 fc Hして日本の天理教と

大か本教と云ったゃう友新興宗教を入れるやうにしたら可いのでは友いかと新 lと考へて居

ります 3 付1; 教と か前'11道とか云ふ古い宗教を持って行ったのでは i)として受付けませぬo 迷信

の多いフレ ツシ ユtJ . ff; 数主主らばま1J て能く受入れさせると とが出来るのでな いかと考へるの

であ りますo ローマン ・カトリツクが:必十しも ;ι いと 云ふのではありませぬが、えーあるが

矯 IC 西洋 人の努力 を掘逐するととが出外えないとすれば 、 日本が本首 l亡南げを手 l乙入れやう

と云ふのに は、ど うしても うii孝士的に之 を脳 逐する やうにやって行かなければならぬと 忠 ひ

ます。

土 人 は踊 ｬ て劃 して 非常な執 ＷＵ を有って居りまして 、 小 ｩ ｊ かと云ふと，ｬￜく ｾｉￍｊ り ｉｊｊ します 、

而 もあの狩猛なる削をした大の男が二十人 な り三十人た り揃って無邪気に歌を唄ひながら

手を打たき 、i止を 踏んで踊 るの でdうりますが 、決して見女一新には削らない 、クj l'I 列、ム'

はK で必十日IJ k l乙踊ります O 踊るのは大祇月 夜でありまして、月カ，11¥る と・ 榔干の葉i(0や

海岸で1広中二組や三組は削って居りますが、どう云ふ識か市川艇の方 では :! f f t を渋じて居 り

まして、役人が陥 っ てゐる のを見ると 、解散を命じま す 若 し土 人l亡削 って呉れと頼むと 、

株 K 南洋鹿の 役人の方からでも帆むと、 欣ん で、w: ぐ 二十人でも 三十人でも例のfJsi 子の業
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を頭 l亡縛ってやって来て、

大 き友践で歌を i!f1ひ、手を

たたき、 ｉｊ ｾ をふ らふらさし

て附り ます O 近来は 日本の

歌を尭 えて. 土人の歌の 中

l乞日本の小 l唄を混ぜて歌ふ

のも あ ります。出 lζ 無邪気

で面白いの であ りま すが .

私の踊って立ったのは暴風

雨のあった後で . まだf : Fj も 羽目 湾j ｲｾｭ＠

十分上らえEかったので b りますが 、時間が無かったので、己むを得なかったの であります。

所が面白いととには、私の宿屋の庭 iと* て二十人後の者が踊って央れたので・ありますから

何か た鵡を し なければ友らぬと 思って、聴いて見ま すと 、パ ットをＭｾＺｴ ｪ づっ ＳＴ れと云ふの

です。煙車が非常 に好きで . 和、がElT平をやりますと、大盤j伏んで削って行きました。それ

程無邪 気友者 であります 。そし て土人 の家 ｬ こは絞りが ｢ りませねから 、 夜はｊ］ｊの ｬ ぬだけｾￍＱ

るのでありまして 、/I f ¥' 夜には絶割 l亡踊りま せぬ、踊h t J . いのであります。従って彼等の月

に封する憤れは非常に強いので・ありまして、 月lに亡主釘Jする; 歌放や停J説詑も相: 詰士品f;多く、 F南均汀

月との的闘j係は可なり 1深先朱号いものがあると，巴はれます。

叉月に闘Ａ系があるｾであるかどうか、多少闘 ｩ 系もありませう 、 お かしな 話 で あり ますが、

土人は1j ll' i 人の月 経と云ふものを極度 Kilil fl 型ii ; Qして居りますc 仇ちヤル ート やクサ イ溢の島

では月経ハウス( 土人;千15で・ 何と 云ふか聴き出しましたが) と云ひふ して、共の時期IC::達 した

M人は必チ・ 一軒の家 l亡1たって 、共庭 lに乙は 一切リ川J 子を近づけねとヱ云之ふやう z友d習:3??e凶|

ります。共の他i漆椋異様な 風俗千平慣が津 山あるやうでありますが . 虫" 何lても 日が短 かくて.

すっかり見て 廻るととの出来なかったのは遺憾であります。

最後に南洋の産物l乙付て申しますと、今一番多いのは 1沙描で・あります。サイパン品には

七百r1J， Il llの資本を以てやってゐる砂舷南洋興設株式合枇と云ふ合祉がありま すし. テニア

ンl亡もn 本合五百m;lnH立の大きな砂防st m止がる ります D 更に米年はログにもう一つ新 しい

ｬｩ 少将 ｬ ｩ ｦＺ 引ｩｉＺ が 川 来るととになって ｊｾ ります 。 ｬｩ 少 Ｑ 型＿の外に ｬ ｴ￬Ｎコプラがあります。記［は事 ｉＱ げ ｡ の 中

lとある 向い乳のf o' ll ったやうなものでるりますが 、年 々八千噸、 f目制 I.':I 七十山間似のものが

ｊ 多 ＱＱ Ｚ ｜ されて Ｑ ， Ｑ げます。長 ｩｬ ち大ｼ波溢に ポて、 ｾ ｩ ｬ 総の原 料 などになるので ②ります。叉近米段

々有望に なって* たのはコーヒーでるりまして、 サイパン J，; て、も m古;11¥米立派な土産物に

も左 ってかJ りま す 叉アンガウノ ｌ 白から は ｾｴ 蹴石年々 三百 出噸から ＱＱＱ る さうで あ りまして

年額百点凶で _ 1J : 亦将オト七段 k 大きくな る勢を示 して居ります。又次産物と して は先づ高 制

貝とか蝶貝と云ったや うな貝類が津山ありま して、 内i也IC::佐 lζ 送られます 、共のタ卜民珠、
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蹴璃( 臨甲の原料) 、雄 、協などと云ったゃう友ものがあります。是等が主友重要物産でまう

って 、純米盆 k '.ili=lc なる色のと思ひま す。

向ほ古来の遺l i ! f ] i として 、テ ニアン l亡不思議な叫が巡って居 ります。それは立振な トラパ

チ ーンと云 ふ石材でありまして 、直径が約五尺 、高さが約十二尺で、上は闘い椀の やうな

恰好をして 、下は角の犠であ ります。さう云ふものが十二本あって、今立ってゐるのは五

本だけで 、七本は倒れてゐます 、口 同ではタカ族の刊と云って居りまして 、タカ族は即ち

テニアンにゐた先住民肱だと云ってゐますが 、是が filJ で dうるかと云ふととは殆ど想像が出

来ない。或人は昔在った家の柱が遣ってゐる のだら うと 云ひ ますが. 柱 lてしては徐り *JU長

すぎるのであ ります。或人 は叉之を生殖総栄手手の遺物だら うとヱミって 居 りますが. 或 はさ

うかも夕、11れませぬ 先 住此放には幾らも生補給 Ｚ 主将の例は あ ります 。 併しそれにしても Ｉ ｉ ｾ

が少 し鑓だ と思 ひ ます 。 先づタカ Ｑｪ Ｕｾ の や ｉ か の記念 ｻｬ Ｇｾ ｬ Ｎｴ ｴＮ と見 るの が正しいの でー ないかと思ひ

ます。

四 府 燃 建 築 監 督 官 歓 迎 合

大 阪 ｬＨｦ の主催で、 京都 、 愛 知Ｎ兵 日 ｩ 各 ＱＱ 干 ｾ孫 の 建 築監 Ｇ Ｑ 予官 が 合合 建築取 締 事務についての打

合舎が 10 月 6 日から 2 日間大阪府阪で開催された、とれは今後の建築行政上 l亡大いたる成

績を恕げるととであらう、と の機合を利 11J して本合及主主築士合閥』支部の有志等: 1f l 謀って

との人建を Ｖ 日午後大阪ホテルへ招付して ｾ ｬ ｩｘ 迎合を催した 、 持ピＡ豆大 ｬ ｾ 反 ｮ 刊主君主荷 Ｑ Ｚ 長 、 各 ｬｻｦｊ 際

建築Ａ庄 ｩ 子宮、菱出内務 院 ｲＺ ｮｩ 等 Ｒ Ｘ 名のＫＭｦＺｬ ｬ 亡 主 催 ｾｦｈ￙ 2- l 名を ;J J 1 へたる盛大な盛合でaうった。

( お買は片岡氏の挨拶)

.  、"一一一、-
ー・. 一一-.. ... 
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第 1 章 現 在 の 木 這 建 築

考 察

純

大正 十 二年の闘ＪＭ Ａ ぐぶ 災の［［Ｐｾ 砕を受 け て 、 我が岡 の ｬ￳ ｩＭＡ､ｊＮ家 屋 川 ｩｴ は Ｎ 持 Ａ 著友る護法ーを途 ι

げ た 。 特 ｉ ｃ 、 ｾ ｾ ｍ ｪ コンク リ ー ト 柿述、 Ｑｾ Ｚｸ Ｇ Ｚ Ｇ Ｑ ・ Ｎｦ［Ｏ守 ｩｪＡｩ 、 』 えぴ 鋭 筋餓 Ｇ ｉＧ ｊ Ｍ コンク リート 構 ｩｬｩ なる も の

け肘民的干の 筑 に於ては . 官 lと同さまし きdz迭 を途 げたので②る。

然る l亡、我が闘に 於ける 建築物 の大半を， 'i む る:+: i1! i ! J ;染 IC於ては 、多少の改良進歩は行

は れてゐるが 、 ｩＺＺ［ｾ ￍＩｽＧ ｪ コ ンクリート構 ｩｩ Ａｪ 一餓 Ｇ ｛Ｇ ｊ 防法 の 夜 ｩｬｬ の 虫ｦｉ < 者しか らざるは 、我々の等し

く認むる所であ るσ

木地建築の耐山下Jチ法 IC 闘しては 、H: /-< なる 占 物が改行 され てゐる。 然 るに共の各務 JF

ｬ 亡 於 け る 耐 底 的 千 法 を 見 る ｬ 亡 、 特大同小 ＩＧ ｾＭ ｉ こ し て 、 ｬ 主 ｬ て ＱＧｦ ￭￭ Ｇｬ ￭ｬ なる 布 ｬ￬ 強 金 物を在米 の 建築物

l亡使mし?とるに JI 二まるものであ って 、我が問 に於ける木造 家尾村民! ーの1:良本 l亡は、イ! 司等 鑓化

はない の である 。 即ち、了 ､ｾ の手 ＱｉＩ Ｑｬｬ｜主ｾ 築 ｎ ｾ ｊＱ法 の 欠 虫 ｜ Ｇｩ を抗 て ｌ 西洋風建築構 ｩ ｬｩ の 手法を Ｑ｛ ｊＨ｟

入れ た の であ る。 との 方 法 ｬ 亡 於て も 、 ［Ｈ ， ｾ 米 の 不 Ｑ Ｎ Ｑ 式建 築 よりは 、 遁に耐民的である事は Ｎ 一

般の認むる所で ある が 、大疋 十二年の闘 c巨大 兵 災後 l亡於ける、 又JJkil:' f . イE 馬及び豆相の地

主 に於て . との式の+! M};- Ic {{'{ った建築物の被 符の irI Ｇ ，ｾＺ ［ 大 な るは 見 逃す事が Ｑ Ｍ Ｑ Ｇ ， 米泣い事貨で ﾭ

Sうるo ｪく 各 Ｑ Ｔ ｪ 災 地 ｬ 亡於け る復興辿築をよよ る に 、 何 等 ｴ Ｑｉ ｲ ， Ｈ に到する 拡 大な る 被ｾ Ｚ 訓 示 ￭Ａ ｩｊ 戒する

が ｾｲ れき収ＢＪ 的 改良を行は歩 、 ｊｙｉ ｉ ｛ 材料を 新し くして 、 ｦｦ［ 来の手法を 株 ｩｬｩ し行ってゐるの 頻

を各所 l亡見受 けるのである 。かくの女f I き 方 法を繰返 してゐるのみでは 、帰米の地説i'L it し

て何等の安心 を も得る 'Hが I:I H:: 十 . ひいては 地誌にl ' ドふ火災によ り. 英大友る拐容を霊長る

のである。或る論者は、木ii !J建築は iffit 止がj である 。地'ょによる被害は僅少でdうるが 、地長

11[  ＱＧＱＧふ火 災 ｬ 亡 より 、Ｉｾ の ぐ 存 を 受けるので ､う ると論じ て、木造建 築 を ｼ耐 正 的で ある か の 女 ｦｉく
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主張 す る人もまうるが、地 Ｇｾ誌 によ る火災の護生が 、 主として木 ｩｩｬＭ 建築ーからである事は 上述の

理 111 を立讃するも のでは 友ぃ。勿論火災の原因として共の他の原悶 lモ起因する場合もある

が、共の大半は地震に より木治家庭が倒壊し、Jt の品J; 洪火を穫 し、 大火 K 至るのであって

木世家屋を耐民家屋にする友らば、との火災の殻生. を蒋しく減少する事が出来 る。か k る

貼より考へでも 、 我が問 の 木 ｩｦｬ 家屋をよりｾｪＮｊ民的 ｬ こなすべ〈初筑を ｩｩｬｩ める事が、目下の急Ｎ

務である。

現有Zの木造家屋の地長11: 似・さる ;u、態を見るに

] . 杭 11 : 柄火のある部分、即ち梁 、lJl司義、会鴨居等を取りつけたる 111. 1所、特に二方芸、ニ

方茶 、隅柱等複 'Fft1t る仕口の1 f I I 分からず任折して反れるのである。

2 柄がゆるんで抜け/ - 1 11 し、 或ひは 仕口 がゆるんで梁や胴禿がはづれて、 A の昂に倒i返す

るのでるるコ

ＳＮ 軸部と小屋組とが緊結されて ｊｾｔ らたい矯‘ 屋 根がそのま ｌ 地上に孫 下す るのでるる ，

ＴＮ 筋遣を使 ｭ してゐ友ぃｾＮ上主れるのでるる 。

巧. 筋泣が如何 l乞深山川ひてあっても、 j 与の使mの11' ，1所を;eJt T  ，叉共の筋i主の断吊[ を iおけ

?とり 、甚 しく 共の断商がIJ 、なるものは 、筋遣としての効果を有しない か L る家屋は

倒 壊するのである ニ

6. 建築物杢惜のJI予が非耐民的なる篤倒接する。

Ｗ Ｎ 屋 根が 重過ぎたり 、 位佑 Ｇ が過耳 ｦ である魚 、 ［ｨｉ ａ Ｇ ｾ 等と ｩｬ￯ｬｨ 部の民劫が呉り 、 震に倒壊 する 。

等 以上の項 目がｾの原因をなすもので ､ う る。 故 ｉ Ｇｌ ｊ 二百 ｅ の ｪ 原因を除去し 、建 築物全館・が Ｎ Ｎｾ｜ｕｽ＠

として働く虫nく、排出を仕組むならば 、必十理想刊の| 耐長木ii!i 家屋を建築する事が ;11来る 。

建築物を耐長的 ｬ と する ｾｉ 亡、屋根を ＱＫ Ｑ Ｑ 来 得る映り ｉ ｲＮ Ｇ ［ ｾ くし 、 外壁ｦＧｌ J fi :き石 、煉瓦等のl ! ti 付

けを! とめ る等の方法は 、其の車Ih車nｴｾｩｩｬｬ の如 何 ｬ 亡か ｌ わらや 、 必要なるものに して、 木造 ｉ ｩ｜ ｈ

ｌ 三家犀を論やるには 、 省略する司 ｩ の ｲ ｬ ｾ 来友いものであるが Ｎ 本論 ｦ 亡於ては主として其の車 ｉｨ

* " 併迭の耐 点的手法を諭す= るのでるるから 、共の出lil 亡は[ 溺れない事にする。

第 2 章 将 来 の 木 這 建 築

著者の提案する木浩耐民家屋榊itt の制説

前述せる木世家屋構出の欠陥を完全に 除去す る事の一方法として‘ 著者は本治家犀 より

柄及柄穴を完全に 描主 主Ｚし 、 木材 の ｾ ｩￌￌￏￎ の全 Ｑ ｦｴ［ を、外力に抵抗せしむる虫 ＱＱ く考楽したので ｢

る。共の各部の詳細 l亡闘しては、後白j f'L 於ける窮民 lとより 説明を矯すも、共の蹴lij 告を説明

する1t らば次の主nし。
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] 柱、 梁 ‘ 其の他 の材料 l亡は柁到に柄及び納火を使川せや。

2  i ] ) の依件を i，抗足せしむると共 l亡、 各材・の 強度を冷大する潟 ft: 大なる - ( 1Mの材を ffl ひ1 "

小 なる故伊!の材「をキ" 令せて柱 梁等を布 ｻｉｾ［ r
J，えしたる マFo



3. ノj 、なる村を和l合せて建築する誌の必要よ t ｾ＠ ｦｾＧｾｩｾｻｩ 寸法を定めたる事 Ｓ 共の標準寸法は

工費の帥減 、運搬のi! 叶!1l . 良材を得易くする潟、及び市場♂， VL 近き寸法となす事、等

の 意 ｉ Ａ 未より ｝ｏｏ ｭｭ と ＸＵｭ ｭ となせりｾ｛ｊち柱は Ｑ ＰＰ m m  x  85 m m， 100m m  x  l ( JOm m  

の断聞を有するものとする事。1 J &f1I，J の材を *11 合せて 一つの材となす時、; J { の間隔を必

ヂ 100 m mか 8:. m mとなし、共問 I:tilc 他 の材を j市入す る事が/] Ｂ 来る様 ｉ ｃｾ したる 事。

かくする 司王tてより、 村通の工事現場 1[. 於て 、数多 く/-1' ，*る残材を !i fiんど無くする事 が

Ｑ Ｋ ｜ 来＿ とのである。とれは工事貨の 上に大 主主る路神を ｾｬｩｬ へる もので ある。 何と な らば Ｎ

長き 材 の雨端の切れつは し材は材 止材との間隙 IC使用する「セパレ ーグ- J rスプ ライ

スJ 及び『 ラチスf材となるので b るご

4. 納及; f j A] 穴友き魚、各材を結合する lては「ボールト j及び: : f ili 闘用金物を使用せり J

Ｕ 問中 ｴ 及筋 立のド ｗｴｦｬ＼ＺＺ イ ｉｉｽ 等の ＡＭ ｲＺ ｦ ｾｽ を ｾｬｩｬ へやして 、 剛なるｾ， ｴＺｮ 豊を構成 す る事が出来る ｣

Ｖ 建築物空間が記の ｾｮ き Ｉｊ 予と友り Ｎ 組めて搾性Ａと ｩ［Ｑ み 、 叉ー鰐とし て外力に抵抗す る か

ら 、 部分的 に大 ＱＧｊＮ る｛底 力を 受 け るが虫 Ｏ Ｑ き事力 ｊｾ き ｾ ｬｪ 。

以上の六rJ l悶 が 、木怖造法の lnHddl ' 0なる 理山 であるが、とのず t去を行ふ結果 として 、主主く

の虫 ｮ き矛ｉｪ里出を ｬＣＱ げる司 Ｔ カ ｾｉｉ｜ 来る 。

｝Ｎ 施工悦 ｪ￭Ｇｊ ￯ なるが爵 Ｎ 工 Ｑｾ 月を矩 ｦｦＮ ￭ｩｩ し ｦ う る ｾ ｮｾ ， 

2. 在来の立nき複雑なる仕口 、 繊下等 Ｑ ｦ｜ｾき Ｑ 号 、 大工手間を平干し く，ｽ ，えすて Ｚる Ｒ ｪｻ カ ＧＱ Ｇ Ｑ Ｇ ， 来る。

3. 現場外 l亡於て其の大 '1、の )J /にr を舟す 'Ji ーが 11¥Ｑｾ る Ｓ

4.  ｦＧ，ｾ館内に ｚ 主気の 居をイ Ｑ ・する故 ｬ 亡、 ｾＩｪ ｔＧｦ Ｎ防点、防持、防 ＺｮＮｾ Ｎ 及びイネ ｩｬＺｩｬ 等 ｬ 乙劃して Ａｊｾ だ

有効放る ::' H。

円壁関内の配線配管自 1I1内在なる事。

ＶＮ 工費の節 減をｾし得る事。

以上1111草なが ら北ー者の提案する 、耐ぷ 木造家毘 榊i;! :の大/ 11告を説明したから 、チ( 1て共の;j: Ni 誌!t

手法の宜 際を沼尻IC就いて説明しゃう

本建築物は ｉ ＱｉＱｉ Ｑ 戸高等工業 ｾｉ 校内 ｬ 亡設 置 されたる 、工 業 ｦｉ Ｎ ｾｾ ｴ ｾ ｜｜ 物航 Ｑ＼ＺＺ して、共 の 内 特 は建

築 、 電気 、機械 及び土木の各科並ひ Ｑ 亡一般物理 ｴ［ｾ Ｑ 亡 闘する、松本機峨持兵を配位し、 ＨＱ｜ 来

得る映り自 動的に J淀川の 川ボ る級友装置を 目下整へ 中でる る。 而して本工業科墜博物館の

内 容完成の ｾｾ ｉ ては 、 ｩｬｩｩｬ ｬ 戸市民 ｬ て工業利型Ｍの常識を特放せしむべく 、 Ｑ｟Ｚｪ月日を 定 めて 一般に

公D日展覧せしむる議定であるー とのIJ; 味 l乙於て建築物雫開 も棋本とな すべ〈 、同一材料 K

して我が岡に! 坂賀さ れてゐ る総ての材料を網神宮し使川したのである J

今共 の建築の;概要を II，立IlJ jせ ば次の !mしコ

建 坪 188 坪

延 坪 33日 坪

基 礎 割栗「 コン クリ ー ト」基礎

IO!;> >< 



野 木 円・柿詰 lとして、外部白色『モルタル』塗、! 廃人iit 石塗仕上げ、内部テツ ク

スlhlj 付・け 、-r. i l f ドロマ イド』塗仕上げ、木古i¥f ペン キ』塗 仕上げ 、一部『オ

イルステイン』塗仕上げ

屋 根 木' 丹ノ!、屋中IIf スレ ート J :t' j: 、一部補子及び鋼板克、内 部『ペン キJ 塗仕上げ

!ぷ 一 階 寄木張「オイルステ イン』君主仕 1:げ . 二階「リ ノリ ユーム」張、下地板張

天 ヨ1: 一部漆喰ー犬 )j

第 3 章 耐震木造建築の各種構這方法

著者提案の耐長木浩建築構出を使用して建築したる質例lと就き 、共の詳細に亙り窮民 を

基礎と して説明せんc

ｴｦｾ＠ 2 闘

e布
団， ｾ，ｾ＠

第 一 節 基 礎 及 び 土 牽

ＡＺｦｾ ｝＠ !泊lは外壁の土15 とコンクリ ー ト基礎とを辿結す

るｾのアンカ ー ボール ト ｬ 亡し て 直筏 ｈｬ ｭｭ 長 さ 約 ｬ

米 の 丸鋼なり。恨枠より 一 定の距潟 ｬｈ 亡配置する ｾ ｉ 制の

虫f I き装置を行へり

A 部はキt : 下の基礎

l亡して ｂ 音 ｦ はｾ［ＩＮ

慌の下部でるる杭

下基 i設の底泊j は凱;

設建築物の基礎底

商と一致せしめた

り。

外壁: 基礎上白i にしてとの上 にニダ IJl z : : 土芸: を配置す 、

士. 事用 コンクリ ー トは 1. 3. 6. の調合l亡して 水 セメン

ト 比は ＶｾＥ である。 tfi 2  1川

v  106 
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3  

i間

ｴｦ ｾ＠ 3  I品|

ｾ ｾ＠ ＲＱￎ ｩ ｾＱ 碁機コンクリートの表耐に Ｘｾ m mx l OO 

m mの米松材土宗を据 え、ニヨミナットのアンカ ー

ボールトにて. 基礎コンクリートと土誌とを約 1

米間隔 lζ 緊結す。キ1，脚はお真の如く土手::1こ納火を

IXJけ、共の rl l氏本 1，の杯j を入れる 。( との部分のみ柄

及び柄火を設く) . HWI Jを出給する偏に けJ 80  m m 

l早さ 6 m m の鍛 l疫を L 字形となし、位と土事と

を完全に ｼ 古 ｼ 定せしめた り ｄ 共の完成幻良 は 第 Ｔｉ ｩ ， ｾ Ｑ

の如l し。



ｕｾ＠ -ll iill l  

ιＱＱ 問Ａと土星 Ｔ ・ ［ 必 ｬ 乙ＩＦｾ起とを京 ｦＺｬｩ する ｾ ｫ の可否に就いて

は Ｎ 立相 ａｊ 災の結果 、 木造家 庄の 被害［ｩｊ ｾｩ ｘ よ り考 へ て

ー寸前行先"w1)  !i¥J 1こ論議されて ゐる、と の製i設に針して

は、 :伴者も興 11，¥、を有す る一 人で あるが ，:;1吋持i1l lc 於てか

く よし較的完 全 な る ｲ ， ｬ ｩｊＩと と 倣しれｽ る 柿辿 ｬ ζ Ｑｾ した るの は

別j の考へ ) j から出鼓した る ものに して 、イl日与 t 百日間先

プIl i ｾ の 『 キＱＧ Ｚ Ｑ 仰はす べ か ら く緊結 すべからす 、 ､ と の ｴ 泣 に反

するものでも何でも ないn ｾ， ｩ命位 ｊ ｪＡ， ｐｉ ， Ｇ＼ｪ山、ゴ ＱＺ 川定の論

議さ るるの は 、 主 と して地山 に よる ノk 平 ) J の作川 IC 附

してであって 、A uJ:f，:Ji JJ: 1ζ別しては 左利川屈にすべき

第 4  1過 ではないと思ふコ今 必 lけ u仰を 1.' わ.l:: IC 近き柿J 1 t と、本

構造物を局したる理由主? 設l閃せんコ

Ui 5 1副会本構造のmUI 部のPI 骨固にして、耐iii 桂 、l貯ti Qトラス、 fi!J Jt(: 、二附梁、及び:"/J 、屋加

より 成る 3

地 ￍｩＮｾ ＱＧｌ到す る抗力 ｬ 亡抵 抗するものはＮ本 柿ｩￏｬ ｬ と於ては ｬ 制民柱と ｩ ｩ｜ ｩｴ 以トラスと よ り成る ｼ 川 ｉ ｊ

飾品 ｍｉｾ［ｉ 亡し て 、 ヱ ド ねはは ［ 住ｉｊｬＺ ｉｊｩＧｆｽ 節として、各材ｴｌ ｾｉ 三歩る ｉ ｦｾ Ｇ ゴ ｪ を Ｔ くめた の で あ る。然るに共

の主1: 似1I は一比同定。虫! 日き} i J ;態とな っ てゐる。( 第 6011，品l自民参!! H) との却 5 I; ;，il lて於ける :(li ，W

粧の脚部 ( C ) Ｑ Ｇｩ ｬ ￭ ｬ 立 、 純理論的 ｬζｩｦｽ ￭Ｒ ￭￭ の柿詰ｾと ＱＳ しかったので ある が。紐々 の 理由よりかく

請し得友かった事を泣憾と思ってゐる。しかし本椛誌に 於ても， 1，'il J. ととは認め難く i&I乙治

= f腎 来

イfl '!

柱

耐
所
長

T

U

J

7

 

，ニ 甫 来

1 1. rn 

震
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むmと考へでも 大主主る訣りとは考へられ社いだらう。 木逝建築に して共の柱脚を 完全友る 滑

車:，:i と主主 す とと は甚だ困難友る司王であるが 、至難 l'として不可能の事 では ない。即ち共の一例

として第 9!;{P 闘の 如 くすれば 、其の目的を達する事が 出米る。

上 記の 主ｦｉ く 、 地 援に ｾ ｈ する 水平力

にまうI しては 、耐震柱及び耐援 トラス

が抵抗するのでるって . 世話柾は何等

との水平力 ｉ ｛Ｎｾｦ し て 抵 抗せぬも のと

して、 軸組の各部の際力 を算定した

のでaうる 、故 lと窮民及び第 5 1品11亡於

て見 らる L 虫fI < 、か くの如き構造物

に於て は λ 部 に必l ' 用ふ る方杖を

使用せ歩 、有'l tz: 小屋根の一部を側中主

第 6 岡 f.t1  7 闘 の上に支へたと云ふお院主lて話 したの

でるる。 との方杖を使用せ主主い理 IJ 1の? っとしては 、本建築物が隣接建物と接近 してゐる

閥係上. 側; 住民大友る肱力を負指せ しめる事が出来友いのである。 即 ち耐長桂の断閣の二

次容 を大と友 し、側桂の断面の二次卒 を小とた し‘ 其の梁材及ノj、屋組材の結合のj伏態をも

耐 髭桂の方 11: : 於て剛l亡、側桂 fJil JI と於て柔にするならば、充分との目的を達成する惑が出来

る。垂直 荷 重 ｩ 亡於ても 、 水平ｦ｜ｬ ｦｦｦ ｛ Ｑ 亡 於 て も 、然 りてＮｾうるがＮ ｾ 守 ＱＰ ＱＧ＼Ｎ 卒荷重 ｬ 亡於ては 、か く

す る事に より 側位の断面を徐程減少する事が li "来るのである。今垂直荷撃に 例をとれば 、

第 8 凶の主nく一端回定、他端支持の梁lζ 於て 、共の jメフ j の大さを比較するに 、等升i荷重の

作用する場合 1[. 於て 、支持端l亡於ける反力 R A は国定端lと於ける反力 R s の約 1.67 1去で

るる。 RjJ

よ 11l HI l l ! ? HI l lHIl l1l唯

R.
A  

下巴

if:; 8 悩l

Rイ wl

RH=; ω  

5  • 
R 内 すW t 5  

Ｍ ｾι ］ ー でア一一一 ］τ］ ＱＮ Ｖ Ｗ
1'¥. .4. 0  _ _. 1 υ  

昌 一 ，

霊4 術重にしてかくの如くであるから 、水平荷重にまう} しで も同様の事を数式的 lと求める

事がI U*る。 ( ｊｩ＿ｾ式ヂ ｦｕｉ 昔Ｉ

第 51沿11亡於ける A 部をかくの釘| き構造と友したる矯 、 共相: )内部、即ち B 部を 同定lと

近 き村liili となしで も、地長の凶l7Jによる被害を蒙る事が少ないと考へる事が出来る o 叉共

の 回 定の ｊ 伏態を 、 ｴｲ ｾ 4 1品]1乙於て見れば l間協なる 虫fI < 、キrli 強金物は車11削 階iiE と直角の方向 l亡

附して aうるか ら、軸組の方向の民主}J I[. a-: t しては 、比較的滑舗の構造 lと近 い構造 とな ってゐ

v  l oe 



守

1; 

一【

格

安

作

用

9  W:，l  

ｾＱ＠ 1  () 悩l

る。 故 ｬ 亡 、 本構造物が ｕｾ 5 闘の軸組の聞と同 ーの面の

方 向 ｉ ｏ ｋ 卒動を受 け た時 、 ｻｎ ｬｪ 柱が ｾ ｮ イ ｉ 引 と鑓形す るかを

考へる友らは・ ｕｾ 9  blli lの通 りである。

f!ll j主主の断tniの二次率がIJ、である と云ふ事は 、側住を

可挽性 l亡詰・ ましむる詩 lとは極めて便利で あって 、本構

造法がとの極の建築物を設計するには非常に使利なる

所以である。 J 二百Eの理由によ り. 側桂 とノj 、屋組を単に

支持の構造と友し、方 伎を 用ひざる事は 、本緋逝K 於け

る荘脚の比較的基礎コンクリ ー トl乙堅固に締結 したる

理由てるる口即ちとの可捺|企l乙富む柱と ，i' 丹節構土宣と

友し? とる 小屋組の支承貼 、即 ち佐頭の構造によ り、地震

よ り来る水平 j J をノj 、lてして梨構l乙停へる ものである。

:J'S 10  I泊lはキ 1: ，. 梁、及びノj 、屋組材等の主要友 る位置

に設け

?とる Mi

強 パ ン

ドl亡し

て 、木

村 iと於

けるー ・

大欠虫 ｾｩ

である

白τ I :2 IMl  

第 11 随l

害 ｉｪ ｾ Ｇｌ 、即 ち木の性質 上， 或 ひ は共の 他の理

IJ  11亡より 、木 目le:t官ひて割れを生す、 とれ

を防ぐｾめ， 3( jrilj れを生じた後11: 於て も、

ポール ト等の効よ誌をヲピ分譲灼[ し得る 釘l く、

ポール ト料イJ け音f I の上下 lと設けたる もので

ある 。かくする 司王 l亡よ り、 木材のー欠製liを

充分1' 111ひボールト の効. ! l ミを大な らしむる事

が 出来る J

U} 11 悩I ｾ ｈ 反 主主の 基 礎 『 アンカ ー が ｻ ル

ト』の配置 を示したるものにして 、同時に共の施工法をも示すも のな り。『ボール トJ の直

径は 1
9

m m 1として 、隅tl :は 12 本、其の他I DtI:は 8 本より なる。

第 12 凶 Isi H三位の基礎コ ンクリートを打ち終へ共の蝦枠を除去したる ものなり。 ζ の基

109 ｾ＠



礎コンク リｻト 上 ｬ 亡 、 総鍛製桂仰を函 ｼ 示のアンカ ーボー ｊ レ ト ｬ ζ て締結す 。銭蹴製 中 ｅ ＡｊＱＺ ｖ の ｾｾ

Ｊｉｕ は ｕｾ 14 !盈I自民を参照せら れた し。

第 ] 3 脳l

本幻民は耐 ｪｴ ｾ､ｴ の法礎 コ ンク リート と

fi !l J:f1: との閥係を示すものである。 ftl lj:j: l:は

ｦ ｬＡｩ ￬ ｾｴ の一部 としてＮ JI足倣ったから 、f!1l JtE

の代世を本潟異に於ては 、 明 Ａ 肢に会ＡＱる ｾｩ

が 出来ないが耐$ AI: と相到する部分に ft!IJ

主主が存住するものと考へられたい。

第 1 3  I四l

第 2 節 柱、間柱、及び筋蓮

［［，￭ｾ＠ J 4  !品|

第 1 4  I品l

ｕｾ＠ 15  1剖

:fiH広主主は j象め地上に於て JX，¥! '!i'，fj の如1< 似中11立てを馬

し、とれを ｴ Ｎ ｾｦｦｴ に見る如ｼ く Ｎ ｩＮｾ 礎コンク リートより少

しく後退せ しめて起 立せしめ 、 ｟ ＭＺｾ昔 ｕｾ をｩＡ Ａｬ ｩｦ I とII¥Uぷ佐

とに ｒ 時 にＡ 決め込 み友がら 、骨 ｊ ｾ ロ キ ｼ をＩ， ｱ 克コンク リー

ｌ ｉ 二のｽｲ［Ｎｾ鋭 利 ＺＱ 日 ＮＱＱ の上 ｬ こＧ ［ 1き寄せ 、村 脚 lζ キ|材を il 決め込

むのである o t5JTt:は J左礎コンクリート 、杭似1I及び杭 下

部の排出を示すもので るるつ との杭jJl; 11が情活HJ : 手に於

て滑自iJ と倣したる部分である 。

ff!l J柾を地上に於て似 IC 和l立てたるもの

にして 、近くに見ゆる部分が . こi: 己記 j 二l乙

ボるものにして、れの r! 1央部 l亡ポルー ト

穴を多数見る部分は 、二階梁の押入さる

ｾ＠ r:nである 。 本側祉は 100 m mx 85 m m  

の筋商を有するもの 同本より成 り. 共の

li iJは 100 m m x  J U() m m断耐の『七パレ

ータ ー-J を以て辿惜 し. 四本を 一間とし 第 1 5  Iιl 

＿ とるもの でるる 。 との 「 セ パ レータｾ ｾ の間隔は 、 餓 Ｇ ｆ ｊＭ ［ｪ ｱ ｩｦ， ｩｩｬ ｬ 乙於 け る ｔ セ パ レ ー ク Ｍ ｊ と同じ

役目を矯すものである c 即 ち桂全館としての L/ R と、四本の内の一本の柱材の l l r を同

ーにする 虫"く、 『セパ レークー 』のrUl 隔を決定したものである 。 と L 陀、L は住金憾の長

さ、R は四本の且材 を一つ i乞考へた場合の断面の二次本字訟で、あ り、 f は 『セパレ ーターJ

x  110 



と「セパレーター J の間隔、 r はH材二ー本の二次* 4三揮 を示すものである 。 とのノI、さき断商

の柱を四箇合 して一本の杭としたる理由は後述7ず。

第 16 闘

本間は耐長佐を地上 l亡て保*，[ 1立を終へ . 基礎コンク

リー トの附 近l亡、 樹立 ゼしめた るものに して. 十本は

其の作業中のもの友り。

ｦ ｾｉｊ 柱の椛浩は、 Ｑ Ｉ 、主 主る前材 を組 合せて 、大友る際カ

lて抵抗する 事が出来る犠fZ: 10 した る の み 友 ら す 梁 と

れ 工 、 ＱＩ 、 犀紺と 柱、間桂と ｪ 筋違及び胴 芳Ｚ と主 Ｑ Ｚ の辿結を ｾ ｔ

都合ならしむる虫fI¥ｾしたる も のであ る 。 向共のｾｦ， ｲ

n豊内部に、空気居を作る事がHI 来るから、防昔、防揖.

防 寒、防暑等K 射して i! 主だ有効である。先づ共の第一

の僚干l' より設明せん。

小 なる材 l亡て大主主 る陛力 l亡抵抗す るJ 1fが出* る

if'; 1  6  li '.i1 

今誌に第 l l t冶| の如き 200 m m  x  1  i O m mの土問予断面の佐ありとす。との箇I商の A 車n!lと

関する断面の二三犬家は

+般

ω
十

図

面

一

i

l

l

l

h

 

z

一

J.， =  ｾｾＳ＠ 200 ｾ ｟ＱＷ Ｐ Ｓ＠
( = 寸τ = 一一寸E 一一 = 81  900 000 c m‘  である

然るにとの A 断而を 同等分し B 断閣の虫nくなすときに は、と の選Ir 商の B 軸に閲す る

断面の二次第は次の虫n<主主るの

- 100 x  85
3  

• • • . .  _  i  

/ n= 4 一一一一一一+ 1 00 X 8 5 X 9 2.5' 1= 31l 200000cm ‘12 '  _ v v "  ｾｾ＠ Ｂ ＢＧ ＭＮ ｾ＠ J  

故t亡、 B 島rr 而は A 断商の監rr 商の二失互容の約 3.81: ' ，1 て相官す。故 iと A 臨[ 商より B 断

固ーの方が、大なる ｉ 出能率に抵抗する ゴ Ｑｾ が ｈｩ 取る 。今 ＱＱ Ｑ＼にとの材料を米沿と考へ 、共の 許平 ｆ

Ifis曲力度 を 65 k gj c m' とする 主主らば 、何慢の 曲能事に抵抗し得るかを求めん。

A 断 面の抵抗し得る!日1能 率

L  I  I  X  



l A =  81  900000 cm ‘  

ｓａ ］ ｾ］＠ 81900 000 
d= - L =一一ーで 一一一 = !1t34 000 c m'  

y ω  

人 M
A
ｾ＠ f. s = 65 x  964. 000 =  ｇｾ＠ 80:)  000 k g  c m 

B 断面の抵抗し得る曲能率

ん = 311200000 c m‘  

S n  fn 3 11 200000 

n =- i L = 一一一一一一一 ァ2 440000 c mョ

μ y  127. 1) 

M
JI 
=f. s = G月x 2440000 =  1!i 9  000 000 k g.  cm.  

即ち A 断面の抵抗能率は 62 800 000 kg.  c m I亡して、 B 断面のそれは 159000000 kg.  c m 

である c 故 I'C B Wr 聞は A lI'ir聞の子J 2.:'>3 1需のt! . i : 抗能系を有する事になる。

上言Eの結果より見たるのみにても 、主宰しき路rr 耐杭の材料K て 、A 断聞と B 筒f商 l亡於け

る如峰、大たる抵抗能不のフ去 を生十るのである 〉との B 臨rr 市iが、車 l亡大友る抵抗能率ーを

有するばか りでた〈、以下/ 1 阪を迫ふて説明する如く、それ以外 I U) 、なる材料l亡て. 間に合

ふと云ふ事より、材料の f，'lff lを安打'{ t ; r _ らしめ、共の判決総工詑 l亡於て多大の節約となるの

である 。

第 1 8 闘

仁: : o: : 図二二図

，Ｈ ｾｾｉ＠ 1旬

ポ主 汗主

ｴ￭ｾ＠ 18  1琵|

第 1 9 阿l

由

本主

IniJ 民キt . ｦ ｬ Ａｬ ｩ キＱＺ及び問主ｊＺ ｾＱ 干掠礎及び Ｑ て ｚ ［ ｚ の ｊ て ｬ 亡樹立

したるもの Ｑ ｛Ｎ して、習知の外呪ＱＧ Ｑ ｌＱ ｦｾ ひて、立てかけら

れてゐるもの L うち 、「セパレーターJ の見ゆるも のが

f!!IJ 位にして、然らされるものがrmuである o i! !l H  1:1[. ｾｍ し

ては岐に詳細に，ijViJ J をなしたる故 l亡、フド項 l乙於ては問

主1:1亡就き説明をカ11へん 一本防法 lて於ては 、側位を凶4 > :

を以てー悼と友し友したる故l亡、r: 日左t もとれ I[.{;故ひ、

二本 を以て ー悼と友したのである。との二本は fl !l J Uと同じ土芸上l亡建つる必要上、とれを

第 19 闘の虫nく配置せれかくする 事 K より容易 l亡考へ得る如1< 、胴差及び筋違 をとの
10
1'

聞にt決め込み、胴差並 K 筋違と 柱を「ボ ールト 1I とて締結し、野躍を完全に剛となす事が/ - 1:¥

来る。との場合間柱の見付は任意に決定する事が出来るが. 其の見込はf Hl)柱の見込と同ー

にする必要がるる。 叉かくの如く 1m桂を二つに分離したる 引により 、と れ叉[111能率l亡針す

る抵抗を増大すると同時l亡、一階及び二階を通じて同ーの材K て構造し得る便利がある の

宅れは工期の短縮と云ふ事 ｴ 亡 、 相常の好結果をもたらすものであ ｾ ｯ

x  112 



胴差友ぴ筋違の施工されたる沼民は第 20 岡第 2] 闘の如きである。

第 20 闘第 21 闘は壁悼の構造を示すも

のにして、ｴＮｲｾ 20 闘は階上、 Ui 21 聞は階

下であ る。順序 として階下の第 21 1品iよ

り説明す。

第 2 0  I凶

本柿温法は、柄や柄穴を使用せ歩、各

村を車f I 介せて建築するので4うるから 、材

の断商の大さを 、統一せ友 ければな らな

いa 叉統一する事が、高事 lと就きて便f : 1 j

である。か L る理由より. 本建築物 K 於

ては . 100 ｭｭ を以て ｾＨｻｬ 位としたのであ

る。との 100 m mたるものは 、版製品と

しては、所謂 4 吋材 lと相官; す るものにし

て、米材等を使用する時1<: は、 非常に便

利である。即ちキEは申すまでも友〈、梁

小屋相材、方杖、共の他種々なる材を、

共のー溢、若くは雨濯を 100 m mとした

ので 之る。此 100m mでは甚だしく不能

糖友る箇所には、第二の基本断而である ￭Ｑｾ＠ 2  1  I胡

85 m mを使用せり。かく断町を 1 0 0 mm及び 8'i m mと決定す るときには 、次の犠な質問

を受けるであらう。即ち構iiE計算より求め? とる )rw力l亡針して 、必要なる島rr 百i を定める場合

共の断面lて極 〈近き. 少しノj 、友 る肱力の場合はま了者11合主主る も、 甚だ しく 大なる 、叉は蓋し

くノj、な る、lWi商が必要友る場合 、使用医rr 聞が定まってゐるたらば、不経桝主主る材料の使刑

法を、敢て馬さ ねば友らぬでは友し、かと 2 しかしとれは単なる杷斐 l亡して、何等心配する

必要は友い。何とえE らば 、ノj 、友る材を数本組合せて. 一悼となし、外力 l亡抵抗する隊1<: 設

計する のであるから 、共のノj 、主主る部材を車11合 す場合 iと於て、共の間隔を大小に なす念らば

必要l亡して且つ充分友る、抵抗力を有する 断聞を決定するの l亡、干IJ 等難たから すっ: である。

との却j が叉本陣誌の特徴の一つで dうる。

ｾｾ＠ 21 闘 l亡於て見る如 く、 梁は 100 m m厚の木板三枚より成札 とれがfJ!l J Uの中央 、前

側 tて絞め込まれ、1m担金物と共 l亡、ボールト lてて締結されてゐるのである。

閉校は士. 韮の-' -.1て納に て連結す。( との部分のみに柄を用ふ) との士事と fJli J杭の結合も 、

柄を使用せすＮ Ｇに行ひ得る口共の一例を示さは・ Ｒｦｾ 22 陥lの虫I日きである。筋違と削肢とは 、第

201制自民 l亡於て見る虫11 < 、各 k 共の交叉する所は、 13 m m戸の「ボ { ルト .] 1乙て締め付けて

昔うるから、筋i主の効果は 1 0 0 %でるる 。何と友らば共の筋主主 l亡、パ ックリングの生ぜぎる

1  13 >< 



事は fl3すまでもなく 、叉在来の筋違の釘I ( 、

其の筋違の作用担tIのみにブj が働くのではなく

各間粧を通じて、フ] が俸は るから水平カより

来 る弘11J ｉ 乙 ｾ ｦ す る 抵抗力は甚 大 である 。叉 前

述 せ る如I ( 筋 泣及び粧材 の島rr 聞を些少も傷け

てゐな いか ら、全底lin'tj を有効に {{?J かす司1ーが /1¥

ぅkるo fti ._22  ｲｩｾ ｬ＠

三 階 梁 の上 ｬ と 胴 売の ー音 ｉ ｾ を 見る コ ｽｦ Ｎ ［ｍｈ Ｇ， 来るがＮとれも筋違と同 』 ・聞に挿入 せ ら るべき 部

材 である。 本 胴売 もfNtl 粧 及び問杭と各々 1 3 mm併の「ポールト 』にて締結されて ゐる。 l阿

Ｇ Ｕ ｾ Ｎ の 断厄 ｬ は 共のＡ 陥 が ＱＰＰ m m  I ' Lして、 其の丈けは 182 mm であ るの との J 82 mm 友 る寸 法

は線太 の高さと同 一 ー に て、 Ｇｾ､ｻＨ を張り 付け るとき ｭ 太との協Ａ係を良 好 なら し むる ｾ ｉｉ ぐなし

たる もので あるコ

第 20 岡 は問慌の階上 の部分で あ る 。 筋jjl の]政鍛ひヌケ Ic 閲 しては! l ?r下 と同 じである 0

ii !l J杵 の最上部 に 於け る小 厚相との結令部 、 ;肢に軒桁と iM院し 及び問杭 の 結 合 Ica. :む され

たい D

第2: : ; 1拍|

ｊ￬， ｊ Ａｩｬ， ｉｊＷ ，ｾｩＺｊｴと窓枠の 閥係 、 を 示 すも のに して、 十ｊ ｬｾ 材 Ｈ 水

平 材) は桁( i ! l ] キ-t. ｲ， ｾＧｴ ｬ Ｚ の ｉｕｊ IZ:: it '7( め込与 、ボー ル ト争点 と

たす っ/1'，入 口1'1; もを: ィィーと同じ柿W) J 法によって地 T す

と唱が出来る。

本 f' l 慌の利弘llは 、電気工事 . ]:l UJ i  1・車 、俊民工事 .

Ｗｅ 話工事等の配昔 、 間協を監館内問 ｬ 亡 、 ｦ 首 ｩ ｬＧＨｬに ｲｾｊ 蔽す

る事が出来る事で

ある。

第三 ιＱＺ ｲＧ ｾ ｊ

(Hlj 柱 上部小屋*11

)1":: 2  3  li:司 との結合部の詳制11

ｫ し て 、 共 の 粧 の頂 上 ｬ てお良の ｾｮ き祁 ｪＧ Ｉ ｩｬＧ｜金物を 附し、

共の問 l亡小屋車" の介芋: 及陸梁を i由: め込み 、( 節 目 出l参

ｊＡ ｾ ｾＩ後『 ボ ー Ｉ ＱＭト ｉ ｉ こ て締イ Ｎｊ Ｎ くるものである。 との ｴｾ￟Ｎ ＱｊＱ

金物 の)字さは 6 mml として . 共 の) 事みだけ 、キ1: の方 lと

金物をか き込むのである。との金物は主 として霊4 反

力 l乞抵抗す る ものである が. 1古iltt 頂部 l亡於ける 『ボ ー

ルト 』穴 l討作ひて生十、る木の訓 を防ぐも のである 。キ¥:

x  114 
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の中央部に於ける「ボールト J より、 桂 の雨端にける『 ボールト 」の方が ‘ との害IJれを生じ易

きに よ り、特にかくの古nき部分 IC は注意を施せり 。耐長粧の汀{ 出1: 1亡於ても 、同様の方法を

行へ り。

小 屋組材の Ｗｋ 卒の方 向 の分力 ｉ ｃ 劃しては 、 との『ホ ｾ ノ ｌ 卜 』 が抵抗す るのでま〉る ｯ 1古J合掌:

と陸梁を結ぶ夜来の小屋剥 ｬ の ＡＧｦ｛ｦＺｾＺ rボール ト』を以て合掌と |佳梁 を締結すれば、7K卒の分力

Ic Nする十五1]'( は充分で る る。

島ｾ 2  5  /，'，1  

tぷ 2 7  li ，，1  

Ｒ ￯ ｬ 剖の ｾｮ くすれば ｉ Ｇｽ 1J. らん。

小屋釈! の下 l亡見

る小屋中日と也角の

方向の材は、 n 頂

官官の史料ーにして、

ili .[" 桁 i亡相官; するも

のは第 26 Iはiの女n

く小屋中1I . の上IC ｾＨ＠

る。キ |の/i¥J 1亡小屋

キ11 をJ市入する n.

小出組の符iruiは全

部共耐を基本断町

の l O(l m m とせり 調'} 2  6  1凶

?H 23  I直l

側杖]万部の完成したる ものである。

本建築I' I 既設建物IC近緩しj心る鴬 . 採

光、通 風の閥係より、 !I i [ をIHす事が出来

なかったのでι:』真の主nき構造と なしたの

であるが . 一般建築i亡於ける古n<、f j . 司を

一米程突出せしむる建築物 l亡於ては、第

ｪ ， ｩ ＢＢＮｾ ｉｴ Ｎｾ＠ ':札よ " ，‘ I l  

μ 弓 竺 Ｍ ｾ ｓ 議 ｔｲｴ

第3 節 梁 及 び 其 の 他 材 と の 結 合

第 28 I品l

本自 l買は、 トラス梁の組立作業 中のも

の に し て、肱｛ｬＡｾ材及Ａ住張材は 、 各々 三 ケ 持ｾ 2  8 凶

1f 5 試



よりた り、共の巾は各々基本寸法の 100mm にして、其の丈は 242 m mで遣うる J 本 闘 に

於ては 、 腔張餓筋は未だ ｩ 以付いてゐたい。とのＡｦ｛ｦｦ［張餓 ｩｩ､ｉ は、とのトラス梁がお真のまｾｉＧｌ

て、 [!)I 定の位置l OI X付いで・後、締めつけるもので あって各三本よ りなる。 |剖中に見る垂直

の材はＡｬＡｐＺｉｪｊ ｉ￟ 材 ｬ と してＮとれは ｴ￭ｾ 30 脳! の虫nき)1手の ものを 、上下肱眠 、肱張材の聞に邦人し.

111宅カl亡抵抗せしむるものである 第 29 圃は組立作業の胤係上、上下反封に世いてるる 。

トラス梁の 中央部は三校介せの特泊の梁の押入せら

るる所で:' i!うる ι とのトラス梁を第 291酋! の如く釣り上げ

ｦｪ ＡｬｪｪＺ ｊＺ 及 耐 長 杭 ｬ 亡 ＱＦｾ め込むので る る ｯ ｴ￭ｾ＠ 29 凶左方K 見

白t} 2  9 悩l

ゆる梁は 、背広の 三枚

介せ一刻I のも のにして

共! 手さは各々 J 00 m m  

l亡 し て 、 正:j さは各主! ;

600 m mで ある 。

ｕｾ＠ 31  1泊|

ｾＱ＠ ::0 悶

= 枚イ? せの梁を官! I j fE

及び Ｑ ｍＮ｝ 出 キ ｕｏｉｾ り付け たる ｊ￭ｪｦ ｬ Ｇｌ して、同

村 j りさの i州 jjlJ より 6 111m ) l j . の餓絞にて干111

ｾｨｴ した るも のである 。

ｾ￁ｾ＠ 32 I位|

トラス梁の( j Hj 杭 及 びIl¥f tJ.._!.jょにJ! l. り十j き

たる [!)YIとして . ンド聞に於て、 l官'Jl i 餓bjl を

} よると とが出来る 。叉ド1 m:への有Is1rl金物

も共の大 ;11持を9: 11る事が 1-1'，*る 。 トラス梁

中央部 lと見ゆる三簡の木口は、三枚イトせ

梁の木口にして 、との取付き具合の詳細

x  t  t  6  

自ｾ 3  1  I尚|

i:i i  3  2  I伍l

第 3 3 園



は、第 ＳＳ 闘の古 ｮ く中央部の ａ なる材は、 三枚合せ梁受 けと ｦＡＱ Ｙ￟￬ｾ 材の雨 ｪ 司 ｴ と粂ねたるも

のである。

第 34 園 、第 35 凶

耐震隅柾にト ラス梁と三枚合せ梁とが締結されたる部分にして、 ?!1 34 固は其のー固に

して ｕｾ 35 ｬｩＮ ， ｩｬ は 共の背吊 ｪ である。共 ｬ 乙 補強金物 ｬ とて完全 ｬ 亡締め付けてある。との ＱｾＱ｜ 分の構

iit 法が本工事ι11

披難の所であるが 、質際! 庖工時l乙於て 、法窓して 、共の施工法を観察し? と

・・・両国圃・・・・・・・・・・・園・・・・・匹・・圃・・・・

るに 、設 計官時に於て考へた程、困難な らす九割 合に

簡単に組合す事が 11¥来たのである。本結合部は幻真に

於ては明瞭iと知る事が出来友いが . 耐震柱、トラス梁、

三 位介せ梁をと少しも傷ける事なく組合した ものにして

との来"合せられたる内部lとは 、一厘の間隙もないので

ある。 即 ち、 一踏と友って働いてゐるのである a

かくの如き複稚なる 、叉大友る材が四方より集会し

来る箇所を. 各材t亡何等の損傷を 興へる事なく地工し

得る事は . 一つに本料院主方法の特徴にして、充分誇 る

l亡足るものと信十o ＺＨ ｉ ｾ 来の建築方法ならば 、 ｊ 肢に納穴

叉柄穴 l亡して 、有効臨I商:Wの如何ばかり減ぜらる L か

第 3 4 白l 夕、11るを得ざる所にして 、地震時の被害の最大原因を生

ぜしむる箇月T i でLある。

木造建築l亡於て 、かくの虫nき駄を改良する K あらざれば、如何l亡筋i主方伎を使 ! 付しでも

木iiE建築に耐震a性を充分lと持た す事は出来友い。

ｕｾ＠ Ｓ Ｑ Ｉ 岡より ￜｾ 39 1ぷ|ま では前記箇所の施工時 fC於ける応買にして共の施工の如何に簡単

ｾＱ＠ 3  5 悩l

でL あるカ、を会11る司[

が /J¥来る 。

第 36 脳|

トラス梁令耐民

主t l cj 炭め込む第一

作業でるる 。

第 37 I酋|

第 一作業が進行

して 、 トラス梁が

対んど耐民佐K 挿

入された丹rr で主る

以上雨凶 l亡於て ｾ＠ 3  6 幽

I  r 7 x 、



ｾ＠ 4  I 凶

)( " 8  

杭のJ長冗を見れ

はや会¥1り得る lj fl <  

ｾ ￺＠ 36 I@I では故

干;;J トラス梁がu

!t: .frTi 入さる L だ

けれーを後退して

ili てたるを示し

トラス梁が杭 It:

挿入さるるに従

って、杭の似' l ;

をＩ，ｾ礎コンクリ

ート の上l乙'J 1き

寄 せるのである

ｾｽＳＷｉｩｩｱｬ を見れば

共のJ伏りょが l列で

ある。

ｾｽ＠ 38 1並|

柱! 仰を基礎コ

ンクリ ート の上

I'C 'J 1き寄せる作

業の j止初である

他のUl t: 於ても

t J r との方法K よ

り、lI¥i t民佐と主役

を結合せり 0

ｾＵ＠ 39 1盆|

第 3 8 邸

ｦｦｾ＠ 4  0 凶

組合せの賄んど光成したる ものであって 、締付け川

ポールトを挿入すれば完成である。

!:!'S 40 1，冶l

三校組合せ梁と耐出柱とのキli 合部の詳*1111誼| である 。

とれを下方より見れば ｕｾ 41 1@1の如l し。とのが; 合l亡於

て 、現万に主Jする抵抗は梁より下方 l亡見ゆる ] 5 本の

『ポ ー ル ト ｊ ｬ ｴＺてなし 、 決 ｜ Ｂ Ｑｦ ｴＺ 凡 ゆる 『 ボ ー ルト ｾ 15 本

は¥111能不l亡抵抗するものである 。金物は 111仙i川なり。



梁伏聞の スケツチは第 42 聞の如し。

第 4 筒 屋 根 構 造 材

第 43 闘

ｾ安

宮古 4  2  岡

側柱及び 耐 Ｕｾ 柱の聞の Ｎ小 屋 約 ｬ の ー 自立

l詞である 。未だ完成 し! ;づらないが. 共の

大 ｭ 告の椛ｩｉｔ方法を ｾＺｉｉ り得る那と思ふ。 ｉ ｊ 、

屋キ ｮ もｪ［ｉｾの 大 ＱＱ Ｑ 告を地上 ｩ と於て 刺立て 、そ

れを起軍機にて吊り上げ、共の雨対;i を「

ボー ル トJ Iてて締結すればよ いの である 。

梁1"[ 比 し小屋*" は簡単であるから 、何の 貿'i 4  3 闘

1'19 x  



背もなく

施工する

事が tl 1うf<i

る。

小屋組

と耐五Q柱 ｾ＠

との結令

す る 向 所

ｉ ｃ は、ｾｾ
4  

ＴＱ 測の ｾｮ

き補強金

.._ 

物を使川

せり 。

tf; 4  4 悶

!;j; 4  5 凶 i;ĵ; 4  6  ｾ［， ｮ＠

穿ｾ 45  1酋|、 U5 4  Gli' .. ｾ Ｍｊ＠ 小 胃キ ＱＱｾ ｉｊ｜ｴ｜ Ｚ ￟ｦｩＧＱ ｪ，￟の ー 自主である。

先ｾ 4  7 悩1

x  120 



第 47 岡は耐震トラス品目立中でるる。小屋納は地上に於て偲納立てを矯し、吊り上げて

取り付けたのであるが、耐震トラスはトラスの枕置に於て、組立てたのである。との耐震ト

第 4 8  1iC1]  

i:j' i  4  9  li: ，i1 

￭ｦｾ＠ ;， 1  lii n  

1  ラスの架せらるる部分は、耐震柱にて取り閤まれたる

10.9 米角の吹被上部にして、 方形産根とたる閥係上、

チ| 桁に来日んだので・ある。各結合集t . Iは布11明、金物K て充分

lて有IHffl を施せ り。或る材には i.' !J¥張力及びl在IH's力が共に

生十る事が 基うるから箱金物を佼mして . 何れのl底力が

起つでも 義支へた き様 、設計せり。本潟県は別箇のも

'  のを 二枚綾子ヤしたの であるか ら、少し明l僚を欠くも、

ＲｪＧ ｽＶＴ 岡、 ｴｲｾ 65  !品'dを参J ! (i さる¥，ならば、共の構造を lリ1

瞭 ｋ 知る ｾ ｈＮ が問来る。

‘ 第 48 園

小屋. 紺隅;¥，1、ini't 長伎との取っけ部の詳車w亡して. 合

掌用柿%n金物を取つけたる所友り。

第 49 悩l

小屋キ11隅郎、 loil

E，!.i 柱との1 fx付げ fil l

J吋1111亡して、 陪梁

fIJ布|山i金物、 及び

位の' t i IJ れ止 め 『バ

ンド J を』よる事が

/1'. 取る c

Ａￃ ｾ＠ [) O  I品|

小 尾車 ｮ と ｾｈ ￍ［ｩ巳 柱

とを締結す る行 :it

"IJ の自民なり コ

Ｒｦｾ＠ 5 ] 岡

Dl"'i 5  0  li: :'1 

loi -l"k トラスと耐長柱の辿粘 ;¥'s附近、ヰJI

lξ 同右の問の狭み方伎を示したるもので

ある ー

l 2'1  x  



第 5 4 闘

x  122 

第 52 間

耐震トラス、井桁の部分を示したるものにして、共

の詳細は第 53 闘 . 第 54 闘及び第 55 闘の主nし。

第日3 闘

第丹2 聞に於て井者丁部と矢印を附 したる部分の詳細

闘である。共の上部を屋根上より見? とる ものが第 54 闘

にして、共の下部の詳細が ＿ｊｾ 55 固であ る。

とｾｉＧｌ注意すべきはＮ各 ｴ､ ｩ 張餓筋が有Ａ悶 ｬ 九 ｪ 金物を貝 ﾭ

i回して施工しある事K して、かくする事により柿弧月1

金物の効果を大友ら しむる 事が出来る。

本建築物中に於いてかくの虫nき構iiE箇所は 、全部と

の方法を以て施工せり。

自ii 5  5  I凶
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"j -; 57 1凶

i耐民ト ラス、小屋高u;及びIOU出柱 との結合部補強用金

物の詳細岡である 。

以上各l副の中にて見られたる loiJ _bQ柱に於て 、三本の

内二本が相緩近して辿てら れてゐ るのに反し‘ 一本の

み少し離れて配世されてゐるのは 、構造計算上必要生

る、断凶jの二次容の闘係から でる るが. 其 の二本が相

綾 してゐるのは、耐民 トラスや小屋組の国l と直角の方

向の材と、耐民柱 との結合 を者11合 ょくする震である。

耐震柱に於ける「ラチス材』は、到力に封 して抵抗す

る様に設計したものである。

第 5 7 岡

第 58 闘

小屋組上の勾: 屋の配世を示す と同時に

Il¥i t長柱と loH長柱の聞を辿給する『 トラス』

を示すものである。本建築は二つの止L角

友る商 i Cl ¥: ' tして同ーの4両主法に より施工

されてゐるから、地震によ る水平力 が何

れの方向 より作用するとも、 共の抵抗力

は甚大でるって 、主と して共の水平力に

抗するものは、f J ¥H長住及びl耐長「 トラス J

で ある 。 又 ｾ Ｑｦｬ 豊 が 同舟｝を通じて強聞なる

筋違により 支持 されてゐ る故、建物全悼

の綬れに封しでも、大なる抵抗力を有す

るものと信歩。

第 5H 凶

:tJR木の取 り十J-け作業である 。

以上の部分的友る応良 l亡依 る:詑l切によ

りて、共の昨iit 方法の大111持を摂会11 された

Ｔ ｦ ｦ と忠ふ 。 結 論を た ｫ ｲ ｾｾ る ｬ 亡 さ きだ ち共 の

先成応員を掲げて . 共 の手;長i守的構造法を

示さん。

f 句 駒

第 5 8 附

￭Ｚ￮ｾ＠ 5  9  1ド.;1
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第

60 

凶

知 60 I凶 一階の一部分にして トラス梁 .三役組合せ梁、耐震位、及別警の開係が明瞭で・ある 。

tfi 6  1  ¥i ;. 1¥ 

1:J'} 61 阿 第丹O岡と 同じ ( ・階の ー部分lとして 、前l剖とは直角。方向を見たる ものでるる 。

! 末の構造法は 、と の トラス梁及び三役組合梁の 中間 lu j、梁を使用せ歩、直ちに根太に よ

り構造 し. 共の上に床;阪を張 り4 糎厚 リノリ ユームを敷きたる ものな り。

根太の寸法も l OOmmを共の幅 となし、 高 さは 1 8 2 mmで遣うる 。

災 J 24



第 6 2  1川l

主主 6  3  佐¥1

W 62 /;いl

二階の一寸/¥1亡して

/1、庄中nとInr-l足、柱の閥

係を示すものなり。

Ｒ，￭ｾ＠ 63 /前l

は rl-l央音/1吹依; きの

ＱｾＧ Ｉ 分 ｬ として 、 ｉｍ Ｍ￭よ以 Ｑ Ｚ 、

1M] ぷ トラスを正凶j よ

り凡たるものなり 。

木町民 K より IMJ i2J 住

とInHi.. !J:工の、 :t(J( J; 向

の辿結方法を j，11る事

が山氷る。本/ i 1!1亡於

て県く見ゆるものは

純装飾川材 l亡して 、

何 主 糾 Ｑｾ ｩＱ Ｑ ては閥係な

きものである 。

1 2 5i  x  



tfi 6  4  li，司

ｴｦｾ＠ 64 1鼠! 吹政上部耐震 トラスを見上げたる lii;d友り 0:11:桁の構造を 1!J11i1，t!' [ j ，: ¥¥る事が出来る 口

角Ii 6  5  li ，，1  

第 65 1剖は前1，品! と同じく 、吹抜上部ii¥i LdJ トラスを共の 中央民下より見上げてお したる もの

である。耐震 トラ ス、隅木. 母屋及び極の位世を知るに{ 更なり。

x  126 



第 4 章 結 一一-
=・

ヌt:構逃方法に類似した る構造方法は 、[ 7 - くより狽逸l亡於て、 F rei tragende H olzbauten  

として 僚に使用さ れてゐる。我が園 lと於ては 、先輩諸兄の二三の方がとの 陸の榊iiE方法に

よ れ 住宅建築を建てられたかの女f I く 聞くのみにして、米だ其の利 JJi の充分ならざるを遺

憾 とし、悲 lてヰ存者のI i j J係せる建築物の制介を粂ね簡単なる説明 を;JJI へたまでむある。

著者は う ｻ 三だ と の在ｾ建築物の各部榊造問所の質験 的別 抗を完 了し居らざる放に 、 共の 結果

を蛮表する事の 1+¥米ない I)f を遺憾に思ってゐる次第であるつ との' 貸験的研究の完成と共に

其の設計計算方法をも介せて、杭を改めて筆 をJ以る考へでる る。

との椛i;! ; 方法に よる辿築物を設計 lri el干したる fl 豊強 L 共の施工 );[1白i より見たる 、本構造

方法f L M討する感想の二三 を記すれば次の虫/ 1 し。

本州ー造方法は j 毛つ設計一首時に考へたる料、施工しにくき柿iii 方法でなしり抗、梁 .ノj 、屋

高日材・及び ｾｪ［ の 他 の柿迅材は全作 ｬ￭ 先づ段イ［Ｗ ｊｉ｛ 仕 上 寸法 ｬ 亡告 ｲＩ ｪｊ ｬｪ りを友し 、 ｬ ｩ［Ｎｩｬ Ｑｬ Ｗ ｩｬ 亡ならって 、現

寸ni討をEli- き、共の現寸li; ，
il より「ボ ーJl.卜 『lの火の位むを明記し、電気「ドリル JI とより 'J¥明け

専門の大工が . ＯＱ回 芸 大穴を材 ｊ 二 ｬ 亡記した る ね ＿ｩＱ ｽ ｾＱ と従つでもみあけるのである 。 とれにて下 小

尾花於ける仕事は完全に禎んだのであって 、以後は現場 lて其の材を持ち運び . チ仰と大工

ｬ とより中日立つれば 、 ｩｬ￮ｲｨ 音 ｛Ｑ は完成するので②る。上記のｾｦｉくで ､ うるから 、 在米の如き復雑 な

る仕口 や池子を 、極々なる大工司具 tとより 、長時間を dそして 作る必要は少しもな〈、単に

j
ミ度 、塁 、i1i;及び電気「ド リル』さへあるならば、 何 人↓亡も簡単 lて施工 し得るのである 。

著者の閥係、した建築物 Ｑ｛Ｎ 於ては 、 現場 ｩ と於ける ［ｩＱＱ 負者制 Ｑ Ｉ の Ａｊ ｧｾ Ｎ ｻ ｴ ｦ は云ふ ｬ 乙及ば 守、大工の

棟梁から千ｻ耳 ｉ ｰ｛Ｎ 王るまで 、 押木構造方法による施工に閲して Ｑｮｾ 経験者でるったから 、其 の

協同より -
ｾ＠ /..( 

I
泣II J j を岱し、各I主結介叩 l亡至つては共の現寸l並II L . 就き詐

*111
なる指示をな しな

がら工事を進めたるl枚、共の最初lて於て は、相官; なる昨日を要したるも . 工事関係者一同

が共の構浩方法を了解した る後は非常1[. 能率1よし 工事の進捗を見たのである 。放にとの

杭の構iiE方法により、二三の建築物を施工した る職人を月j ひて 、工事を行ふならば、;f-l: の

最初 ｬ 亡於ては 、 相 Ｇｉｾ Ｚ ［ な る労ブ ｪ を捜して建築された餓筋コンクリート桃Ｚｩｔｉが、現在では建築

工事 中最も簡単なる工事となってゐる 4:Hi宜ー以七に 、1日iYs なる工事とたるであらう。

材料1[. 於て も、との種の建築物が、成んに建築さる， 1[. 至れば，共の棋ilE寸法を定め、

既製品を製作 し て、市 場品 と 友すならば 、 共の Ｚ 仁 ｾ Ｍ ＧｩＺ も ｋ しく ｾｦｲ れとなるであらう。

叉ネ ｉｮｾ ｟ ｭ 川金物、木村締結 ｬｬｊｲ ポ ー ル ｬ Ｇｊ 事 ｬ 亡於ても 、 木材の桜［準寸法が ￆ まれば、とれに

従って間々考案され、 餓材と 銑材を締結す る「ボ - ) 1. - ト」ではなく 、木材と木材と を付給す

る需の特殊の「ボール トJJ ( 後民共の一例を設明す) の川現を見るで・4うらう J

かく の如くに して本的iti 方法の夜連を見る ならば 、共の利用叩回は聞大なる ものである

例へば本椛治法の取りはす= し、組立自 rJ 1なる 、{多動|士に 1;? む型Jli よ り考へて、博覧舎建築‘

l 2 7  
>< 



海岸に於ける或る時期を限って使用する建築物、共の他震災時 l亡於ける『パラック建築』及

び特殊の工場建築等iとは最も好都合で、ある。民災時 fL : 於ける「バラック 』建築に射しては或

る一定の場所にとの種建築材料の保管 をえE し、い宮地主f と友れば種々なる救援材料と共に

本構iiE方法による建築材料を一掘となし 、現場K 法る虫nく友すならば、如何K 速やか に 曜

災民を雨館より救ふ事が出来るであらうか。叉との麗パラックは地震時に於いて必要で・あ

るのみ主主 らや一旦. 緩急: あれば軍需品の倉庫と して必- p必、要なる ものでるる口

木材専用の『ボール トJ として考へらるるもの K は、次の女nきものを奉げる事が 出来る。

即 ち 、 木材は 鎖材 ｋ 比して共 の 耐 ｩＧ ｬ ｾ 力 が極めて低き故 、 大主 主 る市 ｪ 積 ｬ 亡て 、 底力 ｬ 乞抵抗する

如く 設計せ友 ければ 主主らない Ｓ との目的の震には￮ｊＧｾ G  6  !i ii ; ! の如き 「ボール ト」を使用すれば

可えにら んコ

x  1.2 8  

!t 6  6 岡

向性宅建築K 本構造方法を月弘、るたらば極めて簡単 l亡耐民家屋を建築す る事が出来る。

とれ等の詳細に閲しては叉筆 を改める事にす る。 ( 附固I' I 共断面闘及卒商闘た り)

最後にとの極建築 ｋ 閲 ｔ る 諸先輩 諸氏の向 ｩ 鞭娃と御指導をｾ願ひ し て 筆 を捌く 。

( 昭和 7. 6. 17)  

断 商 困
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銘 接 を: 電 気 銭 接 (下)

佐高 田 明

(3 ) 電 8瓜 鐸 接

1  . 概説並に沼草

融按の一種である事は 前 述の通 り であるが之は鉛接に用ふる熱源と し て電事｛ｾ を 用ひる方

法である。電弧の琵生は、二つの茨素電脳棒聞に Ｗ ｩｾ ばす方法もあり 、 叉は茨素電極棒と被

鉛接金属f 以下母材なる字をmふる) との間 . 或は金属電磁枠と母材との聞に起す もの もあ

る口 ｦ 古 Ｑ ｾ 集中に電弧を時 ｈｊ せ し めては鈴接部ｴｌｭＮｾぃ結」誌を及ぼすために瓦斯で包 む 方法 Ｎ

1電弧を 塗布剤を以て保護する方法等 、種々に考案せられてゐる。何れにしても 、電弧を以

て舟材を鈴融し此の部分に何等かの方法で鈴融金属を供給 して鈴援を完成ぜしむる t ので

ある。

之を分類せんとするには租 k 友る方商から考へ主主ければ主主らないο

電 流・ … … 「直流電弧鈴接

」交流電弧鈴接

「茨素電極電弧鉛接

電極棒. ...・ H ・.1 _  __  __ 1- 楳電極

」金属電極電弧鈴接一|

」被覆電極

「手鈴接

作業上・・ ・・・・・・・|

」機械鎗接

之等のものが叉共行ふ方法によって種々分類せられるが . 中には過去に於ける歴史とし

て知られ現在用ひられてゐ友いものもあり、或ひは新しい形で現れて来た ものもある。古

ぃ着想、から新しいものを生み出す場合も多々あるので沿革を知ると云ふ事も亦必十しも無

駄であるとも考へられ友い故、強明より現在K 至る褒建の階梯を略越 してみる。

電 ｊｊ 瓜の現象に就ては古くから認められてゐ＿とと思ふが、之を鯨援に用ひる端緒を Ｑ ｽｦｉｾ、＿と

のは一八二O年頃英人 Dav y 氏が電弧が磁力によって屈折する現象を護見したのが始まり

であると 言はれてゐる。共用様々友賓験研究が行はれてゐ? と様であるが始めて質問的な方

法を考策したのが 、露西斑人 Benardos 氏であって一八八七年偶然にも米人 T homson氏

の抵抗鯨接機の賞用化と年を同じく して、電極の一つを茨素棒とし一方を被鋒接金属 とし

此の間に電弧を費生せ しめ鉛接を行ふ事K 成功 した。続いて伯林の Zerener 氏は一八八

x  130 



九年 二 本の 茨素電 極棒 ｲ￟ ｾ I' L電弧を 生ぜ しめ磁ん の作月1で被舘接金属 K 吹付ける方法を考案

し、一八 九二年には Benardos 氏の方法を 改良 して電極と して金凪を mひ同時l亡共金凪

が鉢融 して館カ11材となる方法を 露匹fill i 人 Sl avi anoff 氏が後出して始めて現在 IIj ひられる

方法としての形を 整へた諜である。 然 るに未だ以上の方法では鈴接部の性質が不十分であ

っ た所が 、 二十世紀初 頭 ｩ と 於て 金 属 電極怖の 上 ｬ 亡鈴剤を竿 和 す る 事が考築せられ 、止 ｉ ｾ の ｪ 務

＿ヰ ｾｦ ｚＺＺよ っ て 電弧の保護 、 鈴接部 の 改良等 が 行 は れる様 ｬ と工夫せられた。之が ｓ ｴｲ ｯ ｭ･ｮｧ･ ｲﾭ

St aughter 法と呼ばれてゐる 。一方炭素電位 をmひた Benardos 氏法はHi f L電 j瓜切断3く

は非金属の鈴接に用ひ られて ゐたのみでるった所最近米閣の リンカー ン電気合枇によって

‘El ect roni c T ornado  Process" として全 く!面白 を一新 して現れて来た 。以上の諸方法に

就て以下順を追って述べる事にす るD

2. 電弧吹管錯接法

ｚ ･ ｲ ･ ｮ･ｲ 氏 の考案 し た方法である司 ｩ は 前 主 ｒ の加 く であるが 、 二本の炭素 Ｇ､ｊＺ Ｍｨ ｾｉＺ ｬＱ ｬ モ琵生 せ

し電弧を磁力 lとよって吹イ'J け、恰も瓦! Ui鈴岐に於いて I火包; より焔を i火付ける械な工介 IZ:: な

るので ト' :J ectri c Blo w Pi pe Met hod と呼ばれてゐる パi核j J は宙 j瓜を起す電流を共催利川

第 13脳l

ツレ ーナ ー民 法 (Zerencr ]¥lct h 、d)

して電磁石とするのでるって、鉛接熱の j'J 減は電 j瓜の

長さで制 的 する椋 ｬ となってゐる コ 大 ｗｾＲ の機 州はｾ ｾ ｬ ｾ 三

I;，.，il lと示す椋友ものであるが . 此方法では屯 j瓜の 一部分

の熟し か利川 ｉ ｌ ｉ ぅ ｬ ＼ｩＭｴ Ｕ くは Ｒ 作品ｾ 11: 1¥ ｉ と多去の炭素を Ｙｩ ｾ へる

ま誌に陀性 を増大する事、或は機械が大きくなる ミF.作1; ミ

に熟練を要する等の欠目li があった n lと首H寺住YC:;:IL雑えに

仕 'JfIと 川ひられたのみで設迷し友かつ t CL' 1J! し着泡! と

して は面白いので或は叉M等か改良せられて吾人の市i f L現ti て来る時があるかも土11れ ない

3 . 茨素電弧錯接

此の方法は Benardos 氏 によって考案せられたブj 法でJ武近 l乙同じ }J ;T理で “ El ect /・oni c

T ornado Process" として疋生してゐる

( イ) Benardos 民法

電極のーっと して茨素材さ或は g raphite を使川し他悩は被線接材としてゐる 。Jl n i .てつ

の ＧｩＧｾ 極 聞に 直 流 を ｩｬｬｩ じて電弧 を 殻生せしめ 、此 の［Ａ［ｾｾを利 ｉｉ ｊ してド ｪ 村を ｪ 芥融 し 、 一 方公 ｊｾ 引 い

を月 Ｑ 意 して 接合音ｻＺの材料の 不 足を共 ｬ と飴融しつ ｌ 充 ｊｾ してゆ く 。電 Ｔ 瓜の 熱は ｴｩ ｎｬＨ 三 五 ＰＰ

度位あって、 最初には炭素を疋、lサ材 を負の極と した ものであるが之では熱のう坊決が' 少い

のみ左 らす=鈴接部に多量の京一素が混入するので普通は茨素材rの方を負 、イユ Mを/Eの艇と し

てゐる 。電 弧の 電Ｑｍ は 二 Ｐ Ｍ 五 ｏ ボル ト、 Ｇｾ主流の強さは二 ＰＰ Ｍ 五 Ｐ Ｐ ア ム ペア ー で ｈ 寺 ｩ 亡
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は- . 0 0 0アムペアー位迄mふる時 もあ

る。被鈴 接材 の大ノj 、に よって茨ぷ判長の太

さも 異 り五--- pqO粍位月j ふる o 1上'Hは i二

向及び段姿勢の 作業 が出会いない のでdbら

下向姿勢のみで 仕事 をしなけ れ はならな

い 不便があ る 。鈴接剖ｉｦ ｬｬｪｪｾ ＱＴＯ の金 ｊＱ ｾ ｲ ｬｴ え は

勿論被鈴接材 lとよって呉 り、銑令Js I乙は

餓 を 、 員論や Ｑ 白金等 ｬ モは ￭ ｬ ， ｾを主 ｻｙ ｾ ｪｾ と し た

ものを ffJひ 、夫 々池宮; 友: 鈴創 を必要 とし

てゐ る。

ｪ［ｦ ｩ Ｑ ＴＱ 凶炭 素ｩＭ ｕ 狐 ｾＮｩ ｦ 接法 Ｈ senardos iI1et h"d) 

此 の工法は仕 事が ｈｬ ｉ ｊ ｾｬｻ せら れ る事 Ｎ 軍ブ ｝ を徐分 ｬ 乙要する ＭＺ ｝ｩ Ｎ . 館J主rrl¥: il.¥化のj皆、あ る事等で

金属這弧法が%. 系せられて以日は除り使川せ られす=現 在ではむ しろ切断 l乞利 )IJせられてぬ

る場合が 多い様であ る。

( 口) El ectroni c T  ornado Process 

米閣の リンカーン電気合此 ( Li ncoln E lectri c  Company ， Cl evelari d， Ohio・) が捌く

妓近考案した方法であって 、茨者千正弧 を利 )Ij し自 f!VJ的 |亡作業を行ふ機械t溶接で あるo 1ぷ鋭

板 の鈴 様、鋼昔' の鈴接等 le 主と して川ひら れてゐる もので非常に よい成杭を摩げてゐ る様

である 。ヰえ閣 に於ては米だ一 、この合nU: で佼 HJ してゐるに過ぎ ない。

機械の ｪ はも Ａ ｮ ｾ なる 川は ｔｯ ｲｮ ｡ ､ ｯ と 僻 する

民主ｾ ［ 枠 を Ｈｾ ＱＡ ｊ する部分である ｯｴ ｊｌ 十五 ｬ 品 ｼ の ｅ Ｓ 民

lζ 示した ものがそれで②る。自民 "' .1の ( 1) が炭

素電伝 ｾｗ で 、 此の族三 ｩ 毛利 Ｔ の 作 業 ｲ ｬ Ｎ Ｑ の過 熱 を防ぐ

ために ( 2) の 首Il il U Kが桁段 して冷却す る棋に

主主つてゐる。之丈では従 ［ｪ ｾの炭素電弧法と大 Ｗ Ｑ 之

は友いのであるが 、(3) Iと示す aut ogeni zer と

恥する ものが炭素' 屯極端に交叉する棋になって

ゐる。之は特妹な紙 lと或梨品が染み込ま せてる

る もので' Eo:

'

l瓜の張生と共K 焼け て水素瓦j仰と 1以

?と一種の l i. 均i慨を生じ鈴接部を保護するtまにな

負ｾ 151剖 El ect ronI c  '1' 0 1' 11出 lυ J Jcad

って ゐる。之の瓦斯i Yflで保護すると云ふ引が鈴

按告 Ｑ ｜ の 仕上り ｬ て非常 に 布効な ｾ ｈ ・で・ あっ て Ｎ 理 論と し て は 古くより Ｑ Ｑ 口へ ら れ て ゐ＿と事であっ

たが之 を宜 用化 したのは木 工法が始 めての様である。 此の外の 機械の設備としては ー陸の

磁場 を 作っ て 炭素電弧のう ｾＺ 定を計ってゐるのも新しい考後の一つであ ら ふ と思ふ 。 此 の方

法は 茨家電極である故勿ti h何等かの方法で鯨力n材 を干11i !まねばなら ないコ そとで普通f必ず子一締
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接を行ふ ｋ は ｴｲｾ 十 六脂 ｬ の械に して ゐる。 ｾ ｰ ち接合せんと する 飯の聞に部叙を挑み之を片岡

ん 山 V 向

日。仁止空会ｾ

より鋒接し次で・他商よ り鋒接 して 完成す る様になって

ゐる。之等の作業は無論奴j享によって単に 一面でよい

場合と雨I凶行はねば友らね場合とある。 鈴接男子l の制

的は電弧の長さで行ひ 、 電弧の長さは定版 ε 可減す

ぜ£土ユ /.J ， _

主‘ I l  

第 16踏1 L incoln  E lectr oni c T or-

ｮ ｡､ ｯ 法に依る ｾ ｾ板鈴接順序

る。

( 電弧長 ) ( V ult )  

ｾ ｉｉ＠ 42 

ｾ Ｂ＠

I11  

+  

38 

34  

オ ート ゲナイザーの消失速度は一分聞に十八吋 、 鈴接の速度は被鋒接材の以 ｪ 享が ｾ Ｂ ) う至

-&" で一分間九吋宇と友って居る。電極梓の僅は仕事の大ノj、11::よ り盤へるので ib るが之 に

は、 T ornado の部分を差換へる様K 主主ってゐる。

此の鈴媛法 lてよ って出来た ものの強度試験成績を紹介したいと思ったが生憎我閣に於て

行はれた官験報告が手許K 友いので'11-. むを得歩米閣に於て行はれたものでリンカーン耐の

型録に あるものをおi介する。此の官級はリンカ ーン枇の研究所の報告である。

質験は鉛佐官11のみのものと筒合接手と二つの報告がして b る。

Ｈ｡Ｉ 鈴岐部のみ の ものの質験は普通の［ｦＷ Ｑｾｬｬｩｽ Ｇｆ ｊ 11司をmひ. 215十七l盆11亡示す様な質粉、材を八

←骸 磁 咽→

貿; '7闘

第 19岡 試総片 H

原 叙

鈴 接 部

( 8 ::;¥I Lf- 均〉

ｾ ｾ Ｑ 性 限 度 最 大 抗。張 強 皮 ｦｬｾ＠ 11E  

が! .3つ，COO ［［ Ｏ ｩｮ ｾ＠ 55，008  Ni n2 2 2 % 

( 2 1  ｫ ｧ Ｏ ｬｬｬｭｾＩ＠ ( 39 kg/m mり ( 2γgage)  

58，275 著/ ill 78，287  ｾ Ｏ ｩｮ ヨ
2 1. 2 5 % 

( 4 1  kg/ ml l l り ( 57 ｫ ｧ Ｏ ｮ ｜ｬ ｬｬｾＩ＠

ｾ，，Ａ［ Ｕ 表平 均 強度

{日1作ってゐ る。 共試験成誌は却五表の

如くである

ヤす1→

<b) 前と同 じ鋼 l裂を川ひて行J村 長子

を作製し共鈴接官1¥を感 J-，った依 JJX は

原 l長と同じ厚さに j'jlj り、叉は鈴接古{ I 乙

プ〈を明けたりして百殺 して ゐる o Ｇｴｦ ｧ ［ｦｾ＠

の結果は第六表K 示す如くイ"1れも原鋼

板の部分で切断して ゐると云ふ灯 成績

を示 して ゐるD

ｾＢｬ，＠ 18[，'，;1 
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披 | 試 験 片 直 531 罰FF |笠21鈴tf 尽力 |

:|円4 l f I41 Jl

H o  1 同 上 孔 5 ｦｾＱ＠ 1.065  0.786 

54，750 

( 38.5)  

m6表 〈括弧 中の数字 II ｫｧ Ｏ ｮｬｬｮｾ を 示 す〕

以上の如1<現在普通にflJ ひられる手伝馬電似

K よるものより謡l亡良好な 成績 を示してゐる

が最近までは鯨カJI 材として都鋼を月j ひたため

鋼板床及び鋼管等の以られた組問の則詮を有

す るのみでるったが極く最近新しい型を考楽

して鉢力JI 材 として普通の鋼りょをmふる様な機

械が出来た故、車愉の肉盛り等多少利用する

範凶が聞くなった 。機峨は 第 ご Ｎ 十 Ｑ［ ［ ｾｉ ｲＮ示す棋

に以前のものに別 l亡鋼fJii を附け て自倒的l亡繰

1:1 '， す棋にたってゐる。此の機械は米だ我閣 に

は会kてゐ泣いらしい 口

74，1∞ 

( 52. 5)  

同

4 金層電弧錯接 !:i' ; 20闘 がf型 Li nc (l ]n E lect roni c 1' (J rnadυ 

自助銘{ 毒機

前に述 ぺ?と虫rI < 路阿l r J 人スラピアノフ ( Sl a vidl1of f )J 疋が ベナルドス氏法を改良 して その

炭素篭極の代 りに 金凪屯fi) i . を使用したものであって 、始めは金j必製電極枠と して視 線を使

用して ゐたものが住民被箆州を詮イ ｬｩ する ｾ ｪｦ が考案せら れ ｪｾ ＺｦＺ ｉｊＩ Ｑｊ 'j必凶が非常に附くな り、 電

iJtcも場合l亡よって交ui Vfcイ"Jh でも立派友成杭をFJLげf' J . らるる慌になって 、J t 後の研究改良

等と相{ 突って誌に糾かしい前途を持つT ;業として別立し1'J る般に なった ものである 。

此の工法は第二十一lii; ; I の枝 Ir . 被館接材と同種の金同械を ーも!x とし、之と被 i?M五一材 とのIUJ

l乙道J瓜を殻生せ しめ此の熱を以て被Wi 去材ーを鈴融すると l，jJII寺l乙'，U 具体たる金泌総自身 も;l--t

先端から順次総融してi 9U削芸部 Ir . 館活 し、毛皮接合物と一悼とな って鉛接 を完成する。

作業方法と しては 、先づ道弧を張先せしめんとするのでわるが所要の竜弧長を得る !j)( 態

x  ＱｾＴ＠



第 2 1 困

で殻生せしめんとすれば高電墜を要して鯨接作業者 i乙危険を

及ぼす恐があるので 、最初に電極を接燭せ しめ瞬時 lとして之

を引敵すと電弧が費生するので漸次其間隔を離して所要の電

弧長とする。電弧が稜生すると 電極俸 より錯融金属球が電弧

r. ll を通過して勾材に 鈴着するので基うるが此の時温度の上昇が

充分完工場合は一部金属は気化するに至 り、 ー且気化した金属

は母材 l亡燭れて再び液)1犬となり 鉛着すると 云はれて ゐるが 、此の現象は紙めて短時間の中

ｬ 亡行はれるので・金属の幾何が気 化 し幾イ ｩｴ ｊ が液 ＩＱ 犬の僚で Ｚ Ｎ ｾう るか明瞭で・たい 。 斯く し て適首 ｬ 乙

作業せられたもの を切断してみると第二十二聞に

示 しアたζ 虫如如f J パく鉛着金j腐覇は母4 材κ 鈴 込み (  Penet ra-

ti on) を起じて 接合 して ゐる o ｾ潟寄員の 中ででＮ 鋒 込み

が明防、( l に乙分るのはピグリン 酸で‘腐剖蝕l し7たとものでで.、

普過切陸臨断z新f し7たとど訂l'依 !

j通邑常でで、証うる 。

然るに此の方、法K 於て裸棋を用ふると 、電弧が

空気中 tて露出して居るために鈴融鋼が此の中を通

過する 際に丞集 中の酸素及び窒素に 欄れて酸化物

或は室長化物を 成生し之が鯵接音1¥1( : 混入す る恐れが
第 22 闘

a， T. 或は交流電源を用ふる場合は電弧を保持する事が岡刻iーで ある 、又は軟鋼以外の金属

の媛合に は徐り結果が思はしく ない ・等の欠駄があった。

そとで金属電極俸の表面 lて諮首な薬品をと 塗布して鉢綾部の性質を改良す る事が考案せら

れた 3 之が一般に Strome噌 er-S凶 ψt e r 法と呼ばれてゐる 事は前述の通 りである 。誌

に於て銘盛法は全く商目を一新し 、交直何れ の電流 lてでも 差支へ友〈 作業が行はれ、或は

鍬泉の真に適首友 る被覆?寄りを 削i して砲金の跨接 t亡成功し、鍛農の被覆電極棒を用ひて不

錯鋼の鯨接が可能に友 る等の進歩をなして 、ス ラピヤノフ氏の殻明以来僅l亡悶十年を経た

に過ぎ主主い今日 l亡於て( ' I ，殆ん ど総て の金属が、草ー金属或は合金属を問はす; . 電弧鈴 接

によって接 合 し得るに至 っ た 。 只熱虞 理 或 は機 械 ｬ Ｇ ｾ 操作によ って強大な る強 度其 他を輿 へ

られた金属は鈴接熟児よる焼鈍のため其特殊 性を 亡ふので之等のものの接合に は未だ適用

せらるるに至って居ら友 いのは遺憾完工事で・ わる 。

( a )  課電極棒使用の場合

アメ リカ lと於る 錯接は 数年以前-までは殆ん ど全部此の裸棒を使用して沿っ? と。此の方法

の特長 としては電極俸 を加工する必要がない ので、比較的安慣て・ある事でるるが、次の如lき

欠組がある 。

(  i  )  使用 電流 が直流 ｩ 亡 限る事で 交 流を使用 す ると 電 弧の保持が困難であ ｾ ｯ
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鈴挺作業中益集 ＾ ｉ ｾ の般素 Ｎ ｚ 実素等と 化 合 す る機合多〈 、 錦接部を悪 化 し易い( ii )  

電弧中l乙於て以素共他が泊失するため2ilZ7余屈の性質がHj/<: 限定せられ、収制
、
ノ・l

・

t・
-

(

 

以外の鉢接には不適首。

初! 電瓶俸の! ヒ弓1的成分としては米岡鈴接協併のj晃定を示せばダ〈の 如 くである 。

機械J剣山村1% )手鉛J長一J Ij '，、 % )

0.10 ι ι 下ＰＮＱ 丹 、 ｾ Ｐ Ｎ ｊＸ; # 
企・1

品凡

0.2fi - 0.4fi 0. 40- 0.60 マ ン ガ ン

0. 04月 以 下0.0-15 以 下燐

0，045 以 下0.015 以 下賞五j託

ￎｬ ｾｗｬ ｩ＠0. 06 以 下素桂

被覆電極棒使用の場合
( b】

険ff. j(; 巴方簡で主として使川せられて居り 、我岡 lと於ても最初j の輸入 ( 大疋 凶作頃三菱ii!;

式被援棒であった闘係上か 、現在は被後一棒が主 としてKj elI berg 船所 l亡於て ) が瑞典の

アメリカでも最近は被 鞄 梓を用じ ｉ ｜Ｎｾｦ￬ めた様に ｉｬｦｊ いてゐる。此の方法 の ｬ 持

長は、電流としてうど直流の何れで、も ;y:: 支へたい事 、被器内jによって館活金mの性質を或程度

まで任意に費じ得る ｾ ｬｦＮ 、 鈴 接作業 ｲｬ Ｎ Ｑ 鈴 融せる金属 の酸 化及び 主 主化等を防いで保 乱 す る事 等

であって欠測としては被寵持 ｉｊ の 材料及び加工手聞を要するため多少高間 ｬ 亡 士 ｅ る ｾ ｽｩぜまうる口

月j ひられてゐる に

被覆は比較的日，ij. いも のと! ♀いも の とある 。 そして共等の種類に依って作業技術が多少異

るため、或種の電極ゃいに熟練し?と者で も呉った梓を川ふる時は相訪紙付を要する。

被覆剤! の成分は各製造所で公表して居ないため4・IJ 然とし友いし . 叉之 lζ 闘する規怖の様

完 工 も の の ｉｉ ｬｉｊ 定 も困難で あるた め か 世界各岡に於ても未 だ 共 ｾ ｾ絡を 定 めた所はない。向被出

す る材料が不燃性の もの例へば石年!il の桟なも ので巻 いで あるものも ある が ‘ 此の目的は単

に電弧と杢策のJ英樹を防ぐと云ふのでる らふが官会り川ひられてゐない様である J

宣涜電流使用の場合
( c )  

ui 流鉛媛1"1路の大憾の閥係は第二十使 用 する電極搾は棟 、 被訟 の 何 れでも つ ｾ ｉ［ＺＺ ニ支へない

電

動

全

電

機

三闘に示す様に交流電源を受けて電動

機 l亡よって直流を強電し之を 鉛J妾機 lと

導 〈践に友 って居るもので出流鈴接機

は電動殻電機の部分と 鈴援機の部分と

直 irlE fi i 筏 1111 路賀': 23悶一つの機械の中 K あるので 、大さが大

きく霊長 も重く友る。従って工場作業の椋 l亡問定し?と場合 l亡は弁支へ友いが 、建築現場の

株 fZ : 足場の上の作業陀は商白く友い ー仕事の難易よりすればU主流の方が電弧が安定で少し

イ Ｑ ・ ｦ 長く友つ＿と時でも電弧が切れる様完工事が少い故容易 で 昔 う るが、長電弧が悪いと云ふ史ｾか
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ら、兎 もすれば長くな り易い直流より交流の方を托( : 1 t する設 もるる。 併し仕事が容易主主れ

ばよく 仕上げ易い故、差支へ友い限りは直流の方が間違ひが主主いであらふ。電弧を切る事

ｬ ｲ￬ 鯨接官 ｾ ｉ 亡 Ｎ ｾｾぃ影響を

輿へ易い。直Nc鑓接機

の一例 は ｕｾ 二十 四ｼ 副 ｬ と

示す。

直流鈴接機は交流電

源で電動費電機を運開

するものが背過で ある

が共他 IC カ。 ソリンエン

ヂンで・行ふものもあり

叉は工場内で ベル トに

よって運持するものな

どある。ガ ソ リンエン

ヂン l亡よるものは電力

合s24岡 直 流 鈴 接 機

の供給不可能な土地で・行ふ場合 lと使用する もので、建築の仕事 l亡は徐り mひられ友い もの

であらふと思ふ。向直流機は相 11・高債である事が欠組で現在の厳に未だ仕事が少い時とか

小規模友工場では一寸手が !-l l し難い欠収iがある。此のu' i 流鈴接の場合には傑糾を }付ひて干年

通の針金の綴 i亡長くして置けるので 、之を自{ 動的に機械力 IC よって繰出し、其他総て機同

的i乞鎗接を仕上 げる機械が出来てゐる 。之を機械鈴接と呼んでゐる D

機械錯接 ( 或は自仰J総接)

此の機械隣接は玩 l亡十数年以前より種々の方法が考築せられたが何れ も賞用の域に達 し

たかった所盆に 一九二二年米閣 General E lectri c  l  G.  E .) 舎枇K よって完成せら るるに

至った もので其後各合枇K よって夫々特長がある方法が案出せられ、現在では G.E . 式の

外I' C Wes t inghouse 式或は樹滋のA . E . G. 式等があ る。

( 前述の Li ncoln 枇の E lect roni c T ornado 法も此の機被舘接の一種であるが茨素電

極法でるる 故此鹿 lて述べるものとは趣を異にしてゐる)

次 i乙 G. E 式に例を取って大慢の説明をしてみる。機械総接機はその機構が大約、錯接

頭、制御装置 、鈴接機の三つの部分から成立ってゐる。鋒接頭は電極棒を保持して 制御装

置の助けにより . ( ー) 電極俸をカ11工場 lと接蝿せしめ、 ( 二) 直 lモ少 し少く引離して電弧を護

生せ しめ、( 三〕電極枠の消耗する割合 1'(: f ! I ! : じて繰出 し、電弧の長さを常 i亡j曲賞 l亡保持し友

が ら電極棒を前後に動かす働きをする。鈴接機は一般に鈴接機と干i i } せられるものとは呉っ

て 、此の場合には加工物を保持し 、叉は鯨fk頭をのせ或は之 を動かすもので加l工物の形に

よって埴首に製作する様になってゐる，
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第25国l 直 線 機 械 鈴 接 機

機械線接機は Ca) 直線的に 鈴接する

もの 、( b) 以lの}i1i] IC 沿って館後寸るち

の 、( c ) 機械が i多!JVJす もの . 等る る。

Ca) はタンク 、パ イフ。等の慌の権問を

白ff)(11:] I乙f制定するに利用せられ、( b)

はタ ンク . パイ プ等の lfil [，i ;II C:: 沿って鈴

接す るもので加工物が阿脚する椋に な

ってゐる。 ( c ) の移動機械飴・接 機は床

或は之 l亡類する般の甲板等に利用せら

れ るもので 、車のついた韮の上に乗っ

てj詰り事の進行、鈴接等が純‘ て機械的

l亡行はれる

機械鈴接の判長ーは

、鈴接速度の大怒 る事 で・手鈴接ー

の三fJ1乃至六411の速度である。

二 、製品が良好且つ一定 して ゐる

三 、鈴t芸者によ って生十 る1'，1(-，<な

る問題が可及的除 き得られる。

首':;261i司 移 動 機 俄 J7i ，t毒 機

等であるが一方欠黙 としては製品 の

範 問が限定せら れ一般的で友い口特 lζ 建築用としては タンク等の類以外l亡は 徐り 利! 日し得
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られたい。

牟機械錯接

之は手鈴接と 機械鈴誌の 中r: nの もので、 電極棒の供給、電弧の保持2与を機械的に行ひ .

第2i 闘 牛 機械鈴接 機

接合間 l亡沿って電極i俸を運行する事は手で行ふも ので

共銭世の大要は第二十七|尚11と示しである様たものであ

る 。 之は機械力と人力とを宇 ＭＧ＼ Ｑ と 利ｦｉｪする虫ｦｉく共矛ｉｪ ｾｊｩ

とｻ｜ｦＩｾ貼と もに相 Ｔ ょ する様である。

( d)  交流電流走使用する場合

一般に供給せ

られる 一一C ボ

ル ト内外の交流

電源を受けて[ i

K 鈴接機 lと導く

ものである 、そ 安i 2o間 交流鈴接位l路



の電流回路の大韓は第二十八固に示しである D 鈴接機中の主 t;r: る部分は種目足装置であって

次の主nき部分から成立ってゐる。

一. 電弧舘接m費鹿装置

三、冷却装置

二 、亀弧安定装置

問、 計器

斯く共機構が簡単であ るため 、形も 少さし軍主も杓{ いので手軽であって建築の現場等

Iz:: J-Ij ひて便利であるが 、電力の効家が思く 、叉電弧が不安定なので仕事は相官熟練を要す

る等の欠黒ｾがある 債絡は直流機の三分の ーj う至凶分の一位である故此結も小規絞た場合

等 tては好都合で、あらふ。只交流を月1ふる場合 lて最も注意を要するのは電極体で、被覆剤が

簡単に判断Iせ歩、且つ電弧を充分保護 し、 鉛着金属の性質 を良質のものとする様なものを

撲揮すべきである。

交流錯接機にも可搬式と回定式とあるが只草愉の有

無似のものである 。第二十九闘には可搬式の交流電rJJ!¥

鉛接機の一例を示しである。

鈴接機tて附屈してゐる計器とは一次官! l J或は二次側の

ホ、ルト及びアムペア ーを示すメ { ター であって古い式

の鈴接機 l亡は飴りついてゐ友かった様であるが最近の

ものには大抵取付け である。計務は二次側( 鈴接電力)

を測定する犠 l亡して沿 くと便利で、仕事を しな い時に

は

( ボ 山 タ 4 一一0 ボ;L- 1 内外

アムメタ ーは零

を指してゐる。ずくに鋒接を開始する と指針は

fボルタメターはこO 乃至三O ボルト

1アムメタ ーは一五O アム ペア { 内外

第29闘 交 流 総 接 機

を指し、 ( 数字は調節によって異る ) 之の針が安定 してゐる時に は鋒 Ｑｾ が順調 ｬζ 行はれてゐ

る事を示し、 左右に振れてゐるのは電弧の長さが・定し友い事を示してゐる故 、メグ ーを

読んで仕事の; 伏態を監仔し得られる使利があ る。

( e)  電涜の強さと仕事との関原

鈴接i亡使用する 電流の弧4昼、泊否は鉛接怖の仕上りに重大主主結洪を輿へる。而して電力

は加工物の質量 、電極粋の太さと相釘的の閲係、を有してゐる。之を具棉i的1z:: M!; べる と、iW

い銀:I).z を鈴接する場合l亡太い電桜枠で. . ｾｬｉ ｬ￭ ｾ ｾＱＢｃ を月 ｪ ひると鈴融が早〈過熱或は焼き切る恐れ

がある。反撃f l ' Z : : 厚い棋の時1Z : : * 1 a い千五極枠で弱い電流を j吋ひれば、 6;)i の方の踏融が不完全で、

踏込みが不充分となり 、丁度油紙の上 lo k滴を終した慌に 殆んど浸込ま友い。然らは・或仕

事l亡針 して 最 も適首友電力は如何と 云ふ問題が起ってく る。

ＱｾＹ 父



電vkの強 さが一定の如1

工物 IC到して故も 泊以・し

22 

?と場合は熟練した持拡34・
/eJ 

1'J. れば仕すi の上か ら判断 / 4 

するが一般にど の程度で 哩

あるか とおーへば、之は使

向場子/，J

6  

期す る電樹林 |てよっても

多少の差異は あり 、叉或

んク

範l却を44』つ ものである。
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第七表は fi 過の被従件。の 91"1; '1表 叙 lh fι 流、fS他 陣符の 腕f系

大惜 の 際 準で あっ て Ｎ 以Ｉ 以 と 屯Ｈ点 の 却 さ 、 Ｗ 丘悩ｽ村 Ｈ ｾ ｾと電流 の 強さ、 等の相 互 の 閥係を現し

たl副表であ る。勿論総ての屯悩昨が 之lて掠らねば主主らぬ と云ふ様な 事ではな く之は i{i なる

棋準を現したものでdうる 。

アメ リカ l亡於て制折、ーをmひてゐる十; ;叫!j は215八表の 怯なJ/) ，態で あって 、一般に我園より多

少強い様で dうるc

i包勉 f付笠
fPJt L  ， 

i，It :t)x 111-

( 日ナ〕 〈アム ベ ア ー〉 (II J )  

.Ju 5 0 - 75  ソ11; ま で

;hz 75- 100 Jイ まで

うも 108- 1 50  メ 以 上

::'/3'2 150- 200  ;{  W. 仁

175- 225  % 以上

JZ/  4  200- 250 % 以 上

川
市

一
州

川

一

元

J

ぃ

F

T

U

(

一

す

厚

一
λ

一

~

銀

一

ボ

一

日

間

一
ア

ァ

一

万

凶

-
7

5

4

ヤ

|

|

ハ

|

米

一
間

一
〉

一

法

一
樹

川

一

泊

u
w

k

解

一
官

一

ｾ Ｙ 表 米 凶 に 於 ける￭ｬｩＺｾの 航中

Cf) 歪に就て

歪のr:rjJ 起はYi Ll亡宙弧鈴J去のみな

らすて:総て 鈴拡 ICはっきものであっ

て 、従来底 々此の川起による失敗

も ､ う った様 で ､ う る ｄ 否今 日 と ｾ ｩｪｊ も

随分1泌まされてゐる蔀 ' &があ るD

共紋舘接の宜施に 際 しては此の結
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屯 出 Ｈ ボル トＩは ｮｵ ｾ ＭＧ ｻＱＭＱ と云 へば 電 ［ｊｩ ｜ の長 さを我々に示

すも ので、ホ、ル トが主1. ; t Lば電弧が長 くなる。 でdうるか

ら Ｗ ドル トの悦準も女 ＱＱ つてゐ 〈 必要が あ る 。 Ｈｕ ｾ 九 表は 米

園の棋準 j

'屯j瓜長が総岐部の性質 lζ 及ほ.す影響 lζ 就て米国 l亡於

て世験せ られ た ものが ある故:i'- t 犬訓告を示 して みたいと

思って第 十表 l乙帰げてお、いた。( 川A Metall oε raphi c  

St udy  of  S ome  Met alli c  A rc  ¥¥"e!ds"  By  H .M.  

B oy lston)  

此の屯邸も? ;)諭j と々 電極枠の特性によって異る もの

でるり 、叉或純固なれば差支へないのでるる故第九表

は只培 lて参考迄 K 掲げた ものである D

試験 ; :

ｴ 也 ｾＱ 丘 公
'"ノι ト

アム ベ 抗 張 ijl l1皮

ｾｩｩｬ＠ 丑d各

(11-1") ア ー ( #/ in")  

イ上
20 160 51，217  下 Ｚｪ ｴｾ ｴｱ Ｍｬ 匁 ｩ

2  
-1

3

6  
24 130 48，467 同 長

3  す 20 230 50，150 'i;t tKA. rlJ 煩

4  1- - 会
28 190  44，933  同 長

第 10表 百五狐 長 と強 度 の 12験 成 制

( 夫 奇数多の卒均 値 を示 す)



深〈研究 し、 或は経験を経る事が大切で‘ あって百の空論 よりも 一つの経験陀若〈はないの

で. 此E占大K 富際家諸賢の研究を熱望してゐ る。

次 K 従来行はれてゐる歪防止法を制介するが筆者。櫨殺ではないので遺憾乍ら単に制介

するに止める 口

(  1  ) 劃稽的に行ふ方法 鈴綾￭Ｇ ｾｪＪ の中央より左右封階的に僅宛 ｦ つ鯨接 佐行ふ方法で一回の

長さが十五糎位迄を限度とし出来れば二人で左右同時に行ふ方法である。

( 2 ) 充分緊結する方法 鋒接せられる銀を他の堅国友銀に充分緊結 して行ふ方法で 一般

によく用ひられてゐる 。

( 3 ) 反劃に曲げて置く方法 之もよくみる方法で j象め IU1 る方を務浪IJ してたいて、始めに

共反撃Jの方 I q出げてゐ〈のであって、百ー験的に数多くの笠みを以IJA : し之によって j象ゐ 曲げ

る設を見首つければ桐首有効なものであるらしい。

( 4 ) 他に熱を導 〈 方 法 歪 は 熱の作J-IJvc よって起るも のである 故 . 加工品に比して Jてな

る熱の良導韓、例へば銅の如 き ものと 充分辿結 して世 いて熱を之 i乙導かん とする ものであ

って小形の銅製容桜中 VC71<を流して錦接部の傍K 載せておいても有効であると 云はれてゐ

る。

( 5 ) 電極榛径の細いものを用ひ難置に錯接する方法 之は電極棒を ｪ ｊｉｉ 工 ｉｴｾ IL謝して細 過

ぎる位のものを用ひて数府民総接せんとするものであるがその体 Ｑ ｾｾ ｾＱｭ 何によ っ ては強度の

上に多大の疑問がるる放浪して良方法かどうかと思はれる 。理論上よりすれば熱が少い故

査 も僅で済む事は想、像せられる。

( 6 ) 水によって冷却する方法 造船方市j で刷ひられてゐる犠で鋒接部の反封側から僅o

71 < 怖を掛けて冷却せ人とするもので 、急: 冷による金属組織の必化と云ふ事が: 色、像せられる

が、それは程度問題で僅な水滴主主れは・特fC ￑ｬＮｾぃ影響もｴｲＮいと云はれて ゐる コ

以上の外vc 鈴接 して組立てる順序に注意する事が大切であって、熱 l亡よって無理D 起ら

ぬ儀氏組立の11前序を定めれば或程度まで歪が防止せられると云はれてゐる。叉過熱及び齢

楼速度が遮すぎる事は査を防止する上l亡非常に有害で・あって、従って必要以上の飴fE金属

を附ける事も不経伊iばかりでなく反って歪を増すために有害無益であらう。

以. 1-，の諸方法は未だ全〈完全 K 歪を除去し得ると云ふ詩で友〈何れも寧 lて最小限Y亡止め

ると云ふ ものでる るが 、尚之等の諸方法を利用し得ない場合も屡々遣うる様である。歪に封

する防止方法に就て経験者諸賢よ り有益な稜表あ るを心から 5すんでゐる

( g )  監督及び検査

鈴接を信韻し得t r . V' 重大た理 DJ としての一つに監'1千及び除夜方法の不備が懇げ られてゐ

る。併し鋲構匙に於る鋲の焼過ぎ或は初 j長力、又は j見撹土の工事に於る其廻り方の完全か

否か 、泉して所期の強度あ りや芥や等lと就て現花のi会祈方法が禿分完全であらふか。疑問

を持てば種々の問題が起って来る。併し大過友く使用し得てゐるのは全く経験からであら
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ふ。鈴接の監管や検疫 /j 法は混挺土等 l亡比して勝るとも劣ら友い陸々友方法がるり . 従っ

て共信樹度もそれ丈け高い講であるのにも不J旬、検 fE方法の不備で・あると云ふ聾を聞く; j f

は ー に新しい方法に到する不馴れから米 るのではなからうか。従合 ｾ 全く鈴接を信服しなか

った我海軍首局 l亡於ても軍* 上の見地から一度之を保則して以米; 並々なる問題 を解決して

新造艦艇には総て之を利用して好成wを皐げてゐる事官、或は餓道省 l亡於ては先づ|官山川

鎖措の干， ＱＱ 強工事 ｬ 亡使Ａ日 し て、工事の簡易 、費用の 白・ゎ約 ｬ と成功して以 ｾ＼ｩｾ キ良債を認め 、 今や

会図餓; 草橋のMi 強工事は総て鈴接を以て行ふ百十おjであると式ふ '11. も聞いてゐる。之等の事

笈 ｬ と鑑みても検任方法が一般 ｋ ＺＮＡｓＧへられてゐる程不雌なものでなく相官信 ＱｾＮＨ し得られるも

ので遣うる事が判ると思ふ。要は. ! HJI ¥れると云ふ事でj 寺第には自ら錦接する経験を得又は研究

を行ふ事が大切で［ｾうらふ。

鈴接の検在は先づ、鈴接前、鈴接中 、仕上り後の検有と三F止に分ち得る。

4長 件 強度作/ i n) 順 位

新しいペ y キ 9，033 (  1) 

れ!?浮<(Il!腐 8，837 ( 2)  

新しい泊 8，789  ( 3)  

語辞鈎付 8，573 ( 4)  

車i{: tlMIU H，515 ( 5)  

車ｬＺＺｬｬ￭ｾ ペ ンキ 8，402 ( 6)  

1ぜ除は夫 々 l 人で 6 f閥、3 人の Zji J三J

試 験 片 は 添iJX緩ぎ ;{ " 附防l

第 ｉｉ 表不純物附汚 の ￎｴ ｾ 主成総

除く干-Rの! ; j . { も友ぃ。

鈴接前Iの検作と しては、材料の品質徐 在 、j作技

者の技f刷協定 、鈴.I J t 用機械片足兵の徐1 1 : 等あるが 、

それ等はむしろ準備作業に凪し、現場としては被

鈴綾部分が設計通り仕上ってゐるかと、うか . 又は

錆 、ペンキの類のm治せるもの2与を充分清M しで

あるかと、うか等 Ir. I沈て制べる。鈴拡ーする面l之島!j や

ペン ー干の知がtf・l泊し- - c ゐ る場合に就て質験したも

のがるる 。( G. F. Rog ers  1-¥; 強表j 第十一- 表が共

結果で宜験者の結論としては

( ー) 腔 ;N似 l主の鑓 化と ヱ之ふ思11 よりはjh号、油等は

( ご ) fjf: し質検の給処より見て 、不純物は鈴ノ音金五" ，の気孔及び鈴jネを 11)) 長し、表商を持! ?

.Mしたものが最も t凶 i が行 ひ易い。 ペ ンキは燃 えて仕事が非常に 休明tである。

( 三) ペンキ と油は主よりも時IUJ が大 切で乾いたものはf 1 4 首必; ; 診響を輿へる。

! ! I l ち此の賞験よ り考へるに鈴J妾ri'li lr.附 /iTI してゐる油や協Uf はnJ:&的行!f. J:;uし. ｩ ， ｾｉζ ｪ 比ては必

やしも餓の地肌 を完全にi J " す科でなくてもよいがi f . 却j は充分111; ひ、窯l支( .Mill scale) は組

打ちして鍛税制毛で清掃した程度以上としたい d

x  1 4 2  

被鈴接箇所が設計困泊り Ir. 11 ' ，来てゐるかどうかと云ふ事を拾するに際して普通の検作法

と少し異る虫ｾは悩介鈴接的の問ｼ探の ｪ 庖否及び問先の ｦＱ｝Ｆ が ｊｅ ＨｊＧｊￍｩて・あるかどうかを特 ｬ 亡制べ

る必要がある。乏には泊;11; 危: 型d止を iゐ餓 i反で作ると便利で 、米間あたりでは師l亡使1' 11して

居り我闘では場内丈で製作使川してゐる工場がある犠でるる ，

鈴 ｊ 安 中 の監傍としては、先づ電流 、 Ｇｦ｢Ｚ ｬｬ ｬ 々が過官 ［で ある かどうか Ｎ Ｗ 丘級悼のｾ行 Ａｕ ， 態 、 Ｇむ

弧の長 さ、 若し也流の場介には' f L . 極の検在等に就て行ふ。之の監仔を行ふ tζ は使J - i j する屯



極体の特性を充分知悉すると同時に! 詑腎者自身が相官其方法を合得して居札是非の判断

が疋しく 1+1来友 ければな らなし、。ダくに若 し多唐錦接の場合は一唐毎に充分鎚打ちして、 表

耐を覆ってゐる鈴j宰を l徐かねは・ tr らたい。若し之を 怠 ると次の唐との間に不純物が混入し

易い。叉鈴接後充分鎚打ちする惑は鈴着金属の質を織穏に して強度並 に仲度 を増す様な良

い結果を興へる故 、此)1J}i も考へて鎚打ちは充分行ふ様に心掛ける可きである。

鉢接仕上 り後の検保 、問題と友るのは此の除手f l<:: 就てでるる。 1ft 擬ゴ二は 出来上った後で

検在する方法は只外槻より判断 する丈けであ って ‘ ? ととへ切取って試験しで も其結J長が騒

い場合施工を土世り直す事は殆んど不可能であると考へでも よい であらふ。館 ｊ 主は外観の ｾ Ａ ｉ ｊ

ｾの外ｩＧｌ : ; j ( i ' <: : 述ぺる様な検有二I: i 法があ り、たと へ現在 1<:: 於ては質恵会主的友も のである かも

知れないが何時かは賞 111イじする時があると思ふ。コく忠ければ直に持1) り取って 1
1
1び施工を行

ふ事も 問来る。それ丈信組し得られるのではないであらふかο

鈴按t l:上り後の検79Z 止しては I見作次の 如きものがある 。

(  i  ) 外相地1 t ( ii ) 鎚打ち除>j'!i:

(  iii ) 石油浸11' ，検 特

(  v  ) 私111主 ヂ ー ジ 検 保

( vii ) 磁力利月j 検 在

( i x )  11j1度計検脊

( i v ) 安気又は液関検作

( vi) X  ｾヲ＿ による十余有

( viii ) 電気抵抗iJU) 定による検任

( i) 外滋検査 は肉RHで表面より見て良存在三判断する方法で-不均l胤友人が考へると質に

組り友い方法であるが経験者ーの言 l亡よれば最 も手料で比較的正献に判断出来るとの事でb

る。表商から検在する方法は漣Mの波の卒均せるや否やも見るが . 主として鯨着金属と

ィ探時比r 111. 

日) 4会 捧 i丞 度 維

寸勾ker

Pockets a nJ  Blol V HoJ es 

Spat j e山k - - .

:， _  Ｓ ｰ ｱｦｾ｟＠ of  

， No  F u雪， o n

(bJ 償 問 扶 桑 晶 大

主主・パ ｩ 章旗ｾ j 邑、

t G h.  
1怠 ne-r r百 non

(dJ 受全ナナ， し金箔 Ｍｾ

者'1; 30間 各 科 ピ ー ト 断 面

事者の言lとよれば充分であると玉三はれてゐる 、

同材との境乞見るもので、

此部分に重なり ( Over l ap)

が問来てゐるのは館篠の不

良を示してゐる。第三十闘

は原因と結果との一例を示

したものでＮ経験を来 ｬｾ Ｎｴ ｬ ぽ

終易に判断し得る 。海軍及

び、蹴道は何れも此の方法で

行ってゐる様でるって . ;l Jt

(  i i) 錠打ち検査 錦接部を幾分挫けて!I尽く鎚打ちを行ひ 、それによって鉛接部 K 破損を

予j < : すや否やを訓ベ、玖は特殊の聴診総を用ひて青に よって判断する方法で、外観検査 同検ー

に音を聞き分ける程度の熟練を要する。特殊の聴診器 七は普通のものと問機で只普通のも

の L 肌へ首てる部分にゴムを附して密着を完全たらしめたものである と云はれてゐ る
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Cii i ) 石 油 浸 出 洛 鈴 接ffli を清掃し石油を塗って之 を 拭 ひ 放 置す る と 祭 泡. 裂 証 等 か ら

石 油 の 残 りが 浸 み 1-1
1

，して来る共Jjk態で判断する。海軍首局ではt ! i l L 大切な部分 lとは 「グラ

インダ ー」 で桔IJ り均らした後、此 の 方 法 を 従 施 してゐる1 : 11である。叉之を反撃11と表面ICは

白色の 粉 末 を 塗 h 装 商 よ り 石 油 を 塗 れ ば 不 安 全 友 部 分 よ り 浸/111 して米る故一 見直に 判 断

し得る 3 漏れ止めの検脊. と しては問事且つE 併 で ある と云はれて ゐ る。

( i v) 空 気 叉 は;凌 韓 検 査 グ ン ク等で白際 fo k を入 れ て み る 或 は 空 気 叉 は 煙 の 類 を 入 れ

て駆力を掛けてみる 等 する 。 出 米 れ ば 他な 検有 法 lと述ひたいが利川する純| 符がJ ，; ' J以せ ら れ

る。

4--) 一 寸 l ー 十 一1 オ

。
2  

?  阿 川

( v ) 標 準 ゲ ー ジ 検 査 法 外

(2)  

制 検 作 IClif ・j随してゐる。主と

して鈴援郊の JI去の泊否 引 会 有

す る も の で 米 岡 lζ 於 て 使 用 せ

られてゐる。此の今一つの 11

的は経例的見地からも来てゐ

るので・1寄り過ぎを| りH 卜. して冠

制梓の浪費を防がんとしたも

J

 

1

 

(

 

のである 。 第 三 十 一 闘 は 共 形

の一部 を 示 す も の で ( 1; は l f f

及び ｾ ｉｉ :iiJ i の件J介 鈴 控 ( 刷 中

V 1 J . る詑蹴を附す〉及び 4 11 と

第31 随l ゲ ー ジ の 寸 法 Ｓ Ｂ の ｾｉ 司肉 ｦｩ ヤ ｴ ＺｴＺＡ 用で Ｍ ある 。 ＨＲＩ

は同じく ?_II 飲用である 。 之 を 鈴 接 部 fC '，: t ; てて形 を検存 す る方法である。

( vi )  X 棋 に よ る 検査 X  紘を鈴岐部 ｬ 亡首てて湾民を由って、その内部にある紙孔、鈴 ｈｾ

等 を 瑳 見 せ ん と し た も ので 厚さ十秒1[ 1 ，' [ 迄の銀を透過し得ると云ふ。 o例併j' し鈴込み CPenet ra-

ti on)  が 4宇中判、1司lリj鴎箇断声i しf得尋zなE しレ、3耶1と設f備杓2貨f が 高 i付的f口'{- εi bうり且複今軒雑計雅H友主 7たとめ現場 l陀ては i油歯さえ危主いと云はれて

ゐる D 例し米園では ボ イ ラ - 共 他 lに亡既 lに亡 利用しし、現顎 j川川|日l と して fltiバ山ti如w仙j口げ川jy乃'i判l

て 盛 l民亡月刑1ひられてゐ る羽椋; でで'a②うるカか、ら ‘ l火は泣き純米 lと於て 各 所 IC利 用せられる犠に な る の

で はないかと考へられる ) Ｈｊ ｦ し ｘ 線はＡ 亨さ 十阿 佐迄て 日ーつ ー 卜出Ｏ う 至 ご， 十寓ホ・ ｊ｝ＮＮＮ ト の高 Ｇ ｬｬｾ

を要する欠叫があるため、 G. E. ｄｯ｡ ｮ 氏はガムマ棋を利月 ｪ す る ｾ ｋ を費表してゐる ， 之に

よると 三 十事順位まで透過しE つ迅- 具 も簡単で、現場 lと)IJ ふ る に 便 利 で あ る と 述 べ ら れ て ゐ る

( v H) 磁 力 利 用 の 検査 鉛 ｊ 安部の装 ｮｾ ｩｦ ｣ 弧ブ ｪ 友電磁石を取 付け 、 表而よ り銀粉を振り掛

け ると鉛舵内部の構ぜi如 何 に よ っ て 磁 力 の 扇↑ 奇が異な り餓 粉は 夫 々 奥つ?と模様を茜く。 f象

めその ｩ 伏 態と内 音 ｉ ｾ の 良否とを剖へて世け ば その枝掠 よ り判断し作られる 。 此 の方法は ｔＮ ｒ

v¥'  a  tts 氏 の 稜 表 に な る も の で 、 最 近 我 園 IC於 て も 造 船 方 商 で は 富士也l亡就て研筑中 で 証うる
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が 、費用も少 〈好成績との事である。

(  viii ) 電気抵抗測定による検査 鈴接部の左右に倒く世: の電流を通 じ鈴 接部を流れる

時の祇抗の相違K よって判断せーんと試みたもので、簡単な測定 総 も考案せられてゐる様で

ある。

( i x) 伸度計法 此の方法は R osent h;d 氏が理論的研究を行った もので 、検脊せんと

する構iiE物 fl: - -定の故荷を主主し、之によって生やる材 J¥の抑性的閥係壁1I r.を dllJ 定し . 若 し

鈴J安部l亡欠氾jj あれば之 l亡異常を阜ーするために殻見し得ら れる 此の淵IJ 5t f亡用ふる接世も甚

だ簡取であると云はれ 、之の方法は! f ! i f L 榊ii!I 物の検不正I ' L j也;11・であると稿せられてゐる。

以上の如く検査法も fff( あ々り 、或は質! 験主的の ものに過きない ものもあるが 、追 k 賞用

化 されて行くらしいのイi( し最も簡単なものは外槻検符ーで経t験者1亡依って行はれれば大iめな

いのであるから 、 鋲の ｦｩ￼ 打ｻ念ＱＱ］が ｾｨ 主総せる ｩｉ 主 Ｇ Ｑ 王者 ｦ ｬＺ ｻ Ｇｻｻって行はれた場合大過ない事 と 針 ｭｾ

して. 質地 t亡は最も之がi監i' ft;であると巧ーへ られてゐる 。

( h ) 見積謙算に就て

我問 Il : 於ては建築構也 l亡は 今迄伎に宇rlsh¥の程度 iζ 使f I J せられてゐたために充分なる資料

を得られ友か った。見詰りやi象算は百際の統計より *'J 断するのが肢も正附ーなものであらふ

が右の様な事情で雌たる調ぺが，'-/'， *主主い o i ft 船方面では相訴えE統計a も出来た犠であるが構

造方法が呉るので徐 り参考 l乞友らなし、。其JI 様t ; r ;U，h岳であるが最近施工せられた東京の住友

ピルヂングは従来のもの ｋ 比し相官多哉 の鈴接を 使 ｦｬ ｩ した事と Ｎ 同所の主任技 ｦ ｗ ｩｬＡＡＮ仔 ｉ Ｇ ｉ ｾ ｾ ・ 彦

氏のう予ブJ とによって、此の工事 lてJi. t てのi [ 帥t ; r 記銘が殻表せられた放同氏の誹il1rのー一部を

参考のためt . t l介すれば

鈴接工ー・人一 日( 約八時間 ) の仕事の量

I 場鈴接. ...・ H ・. .……・… ・……・・電 脳梓 145本 ( 42.65 立 方H寸)

現場鈴按… …・…・…… ・・・… ・…… 同 114半: ( 33. 51 J';: 方叶 )

所要電力

電極棒一本( 正1¥朱十二H寸費消 ) fl : 就き… … 約 0. 25 キロワット時

米岡 lと於て は全館接の建物が津山あって之等の統計を Jr5 Z ったものが設表せられてゐる。

米 閣の館接は楳枠 . 直流で電流も我国K 比 して強いものであって 、鋼 ij ;i; jの飛散が多少多く

とも速度の早いのを以て目的と してゐる椋でる るから 、我閣のものとは少し異つてゐるが

参考のため l亡共表を第十二表K 掲け'てみた。之は全鈴援の建物三つ . 工場では鋲で現場で

は紙、て鈴媛と し たもの三つであって 、 同じ様主主建物の ｐｉ 告 Ｗ 象ＮＺｲ［＿Ｚを作る ｦ ｬＺ ｦｾ 利 である ､ 第十 二

表の利 fl j 方法の一例を梨げると 、 Boston E di son  0 伍ce Bui l di ng と同じ犠友構造のて

場鋲現場鈴緩建物で 、総建物航材噸敢三0 0 0噸のとき は第十三表の隊に して算11' ，す る

。i し之等のものは夫々の建物の構造概要を紺介しなければ仕方が友いが紙数の闘係上省阿佐

して、只工事概要の紙せであった議物丈を御知 らせする。
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γ 1' 0 寄 卜

Boston  Ci ty Boston 
Dall as 

Dal l as Gas  
Du-

dence 

Court 
P .  &  L .  Pont  

H O¥l se 

H ospital  F: d  ison  
Company  

Company  
Co.  

( 現場〉 ( 工場) ( 現場〉( 現場〉( 工場) 1 ( 現場〉 ( 工場) !( 現場〉 ( 現場〉

一 一

一
ー

一
lー 消 費電荷4旅( # ) 1，800 .. ・.. . 1，120  2，60口 7，100  4，650  6，∞o  5，∞o  3，22C 

2 - 使 用 電 力 ( K. i Y.H .) 3，810  -・・ ・・. 4，150 6，120 ーー ・ー・ 9，460 12，2CO 9，990 8，395 

3ー建 物銑材綿1i l : ( t)  811 492  492 1，314  1，215 1，170 7CO 1，00 )  1，576 

4ー鈴接工手間〔時r : : D 831  ...... 
557 1，206 3，140 1，768 2，∞o  

l，.6640001  1  l，41  1  

5一% 旬間肉全長引の
ー..... 51，921 97，5∞ 56，415 13，2∞ 51 .6001  65.40C 

6ー 他 の悶肉会長( 1 I .j ) -ー・ . 8，5<: 3  25，400  17，842 49，800 ＲＸ ， ＲＰｾ＠ ..... 

7ー純 て の隅肉 合計( 1I . j ) 54，864 37，138 25，509 60，514  122，9∞ 74，257 63，000 7<; ，800 65，4Cに

Ｘ ー 建物噸 Ｇ ｉ ｾ［ Ｂ り隅炉 ｊ (11.j) 67.6  75.5  51. 9  46 101. 2  63.5  90 79.8 415 

Ｙ ー建物噸 ｾＧｩ｜ Ｇり 会主 接 工手川Ｈ時〕 1. 0< .. ."  1.13  .917  2.58  1. 51  2.86 1. 64 0.895  

Ｑ ＰＭＭ建物噸 ＱＺ ｾＧ り危 力 Ｈ ｋＮ｜｜Ｇ Ｎ ｈ ＮＩ 4.7  ..... 8.43  4.66 ... ..  
8.09  17.4 9.99  5.33  

II ー往 物 噸 'IWV 消費 ftよ似体←〉 2.22  2.27 1.98  5.84  3.98 8.57 5.0  204 

12ー 鈴接機( 月 〕 4.7  3  7.5 -ー・ ・4・ 9. 1  -・・. 9.3 8.0  

13ー 鈴 接 機 1 ;祭i:! ，'・ り鋼 材 (1 ) 1725 -・.. ー 164 175  ー.. . . 1/. 8.6  107.5 197 

l ι 鈴 接i幾重量 2  -ー.. . 3  4  -ーーー ・ 5  ー・・ .. 5  4  

15ー建物階数( 地下共 〉
B後 ..... 

9  14  -・6 ・ 19 ー・・・・ ， 13  14  

第 12表 米 関 鈴 接ill 築披fE のiis紘 ( 1'.1'. McKi hbcn 氏調べ〉 帯 印 ・田・17併の i件の巾

i一 所 要 電 似 体 ・・・・・ ・・・… .. ..... .. . . .. . . 3∞Ox  1.98... .... ・・ ・・・・ = 5，Q40 存

Ｒ ー 鈴接工手 ｉｩ ｾ ・ ・・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・ ・3Coox O.917  ・・ ・・ .• =  2，751 時

3一隅肉令長 ι ・・・ ・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・ ・ 3∞Ox 46 ・・・ ・・・・ 目・・ =  138，C∞ 11，] 

4一所要危力 ・ ・ ・・・ ・・ ・・ 30∞ X4. 66 ・・・・・-・・ … = 13，98:) K. ¥¥' . n 

5ー鈴接機 .. . .，・・・ H ・・ ・・・・・・ ・ ・ 300:) ・175 ・・ 6 ・・ H ・・・・ ・= 17.2 姦

6ー工 期 5 ヶ月とし て鈴 接 機 茶 数 It . 一 17.2+ 5 … . .. … ー・ = 4  l長

7ー 又 は 同 じ < 3 ヶ月とし て・・・・ ・・・・・・ ・・17.2-:-3 ・・・・ ・・・・・・ ・ =  6 議

第 13表 鈴 接 数 jit 器 見 統

D u  P o nt  Co.  Bui l di ng- ' …. F. P.  M c Ki bben: - “ C ont r act  a nd ¥t¥' or k  Procedur e 

o n  a  14 st or y P ield- ¥ ¥'elded TIl l i l di ng" Engi neeri ng News - Recor d V ol.  10[> 

;0. 24.  De c .  1l. 1930.  

B ost on C i ty H os pit al .. .. .. A. S .  C oo mbs :- " A l l-¥¥'cl dc d  H ospi t al  Dl l i l di ng 

El ect ed i n B ost on"  Wel di ng V ol .  3  No.  :l M arc h.  l!13:2 

E c1i son C om pan y  of  Bost on. . . …J . T.  ¥ r hi t ney: - “ ¥¥'elc1 i ng Fi el c1 J oi nt s  011 a  

J.t St ory  Of f i ce B uil di ng "  J ournal  of Amer i can Wel di ng Soc' ety.  ] ) ec.  1930 

Dal l as  Powe r  &  Li g ht i ng Co. . . .... " Hi g hest  A l l -¥¥' el ded Of f i ce Bui l ding "  

Engi neer i ng N  ews- Recor d V  01. 10[> N  o.  12 ｾ＠ e p.  18.  H130 



他の二軒 lζ 就ては自分の手許では米 tf 見詰らな い。

( 4 ) 特 蘇 電 気 館 接 法

抵抗 館長ーと電如、 錦 拡ご と問機を利 ｈｊ してゐる方法 、 Ａｊえは Ｉｊｩｻ 子 Ｗｋ Ｊ ・ ＿ ｍ 長 ｾｦ ｪｾ のヰ ， Ｇｩ � ｊＮｬ ミ 友方法 ｬ 乙就

て. f ; s . く大要を主! l ; ぺてみたいと 思ふ。

1  . パーカソンヨン錯接法 ( Percussi on ¥ ¥'el di ng)  

之は- j LO 五年lて米岡 ¥¥'est i nghouse 合祉の . J 川 '. Chubb 1¥:に よって考案せられ

た も の でＮ 電気抵 抗 鈴 ｩｾ 法の 中の抵抗簡 合鈴般の特殊なものである。 即 ち普 通の方法によ

っては熱侮導の大友 る金属 、g¥( は電気抵抗 の少いも のは ff iんど不可能で・ある司4・を前[ 氏支!主ぺ

た が、 それ等のものを接令する al.:l c成功したものである 。

概念的に説明すると 、普通の抵抗間合鈴接の様 l亡して、 一寸離すと ( 0 ・0 一秒乃至0 ・

ＰＰ 五秒 Ｉ 瞬間的 ｋ 電仇が設生 して ｊ 副作 泊 ｩ の一部を鈴融 Ｚ Ｑ 火態に する 〉此の時 Ｇ ｌ ｬ 必燐的 ｉ ｌＩｬ ｉ ｉｾ

ブJ を)JI1へて鈴JE- せしめるものでR[l ち一 剖; 分K 電叫飴mの理 を幸IjJi J した識で ある o 此の方法

l亡よれば鉛. アルミニ ューム 、銅等の' 11; i l l 1 の方法では杢く 不可能であった ものが /1¥来る様

になった D 此の方法K は静電的方法と電磁的方法とるって 、始めに静電的方法が考楽 され

たので あ ったが 、 とれではｬￜ ｈｉ 三粍位までの針金 ｋ 日 ｬｾ られてゐたが、後 ｬ て Ａｊ ｦ 考案者 によっ

てＧｲｻＱ磁 Ｈ Ｑ ＱＧ ｪ 方法による機峨が［ｽＩ Ｎ 楽せられて 、 ｩ 直何十 三ｾＧｅ ｪ 江迄鈴接 Ｏｊ｜ｾ ＼ｩる械になった。 此の 方

法の利川範| 封 と して は、そ の装世が非常( L 正:j悦であるために特殊完工場合K 限られてゐるが

貴金l:l j 等の政介K 比較的問l 翠主主静' t [ 的方法が川ひ件られるであらふ ー

2 ，サイクアーク錯接法 ( Cyc-Ar c vVeldi ng )  

前述のパ { カツシ ヨン法と ?i fiんど同様な考へブ' 7 1とよる ものでaうって 、之は英閣に於て護

達したものである。宮内めには主として也市 ＱＵ 方 ｬ 白 ｬ で員織の管を断慌の ｾＡｾ￟ｴ ｬ 亡簡単 Ｑ ＱＺ ?(i 接する

ｾ ｬｩ ｾ ｉ と 利用せられた 。 此の方法も 鈴 ｊ 主せんとする附余 ｉｴ￬ｬ ｬ ｩｊ ｉ と短時 ｉ ｉｊｬの ｮｊｊ Ｇｾ 封瓜 を費生せしめ Ｎ

之を2 激 f'[. !'1号FFt せ しめる もので 、此の作業は総て白倒的に行はれる械にたってゐるので仕

掛が Cycl i c f' [ .進むため Cyc- Ar c なる名前が附せられたものである 。此の方法による と

ｬￜ何三十五紅程度のものまで ｉ Ｚ ｉｾＪ る が 、 鉛 ｊ 主時川は ￯ｩ￭ｪ 主Ａｬ［の も のより，ｦＭ ｩＧｪｫ 長 く Ｐ ・ 一 秒Ｉ ＧＱ 五

一 ・ 五秒 位の町 Ａ であ る 。電流は六 ｾ 十 二来 日 ι の 金 ＱＱ ｾ 紘を接ぐのに 二 Ｐ Ｐ 乃至五 ＰＰ アムペ

ア ー枕で・時間は一秒 Î l外科UUである 。

総て之等の鈴弘法は、前のパ ーカ ツシ ヨン法で も同様に 、自倒的 l乙行はれるものである

か ら鈴接 す べき材料のＧｦＺｩｬｬＺ矧や太さに肱じて 、 電流の ｾｨｬ さ 、 屯弧殻生の時間等を ｪ 泣初 ｬ と ｬ 正し

く訓終して世けば後i主計Eがやっても平均した製till が川米上る践に友つてゐる n

3 原子水素錯} 妾 ( Atomi c Hydr ogen W elding)  

ｾｴ の ｴ 制定方法は ｾｴｴ Ｏ［ ，瓜を 利用 した 一 部 の Ｑ ｛Ｎ 均 ｩ 鉢 ｊ 安 でる ると云ひ作る 。 Ｍ Ｉｌ 一一 年 ｬ 亡 米間の

General  E lectri c  ｾｉｉ 止の Ｑ Ｎ Ll ngmui r 氏が次系五兆li
'
l- l で金泌総を熱するとその熱のた
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めに水素瓦 ｪ 析が熱解離して ｈ ｴｊＮる ＡｊＱ 子 ［ｉｊｾ ノ Ｇ ｊ Ｇ｜Ｎ 家と主主り 、 之が路間 ｬ 亡主 Ｇｊ る と共底て［ｦｉｽＮ結合し

て元の分子; 伏水素 H ， Ｑ Ｑ｛て帥り其ｼ際 ｩ際京［総持型壁 ＺＱ はま Ｓ若著ｾ守 し〈熱せられ る司事 ｉ を苦殻妻見 した 。其後 同氏は一

三 の人 が ｹ水 Ｇｫ ｾみ素仏伝 ［ ｉ ｃζｈ 防閥告制 ｪ して行つ Ｗたと白

し 、 此 の熱 ｬに 亡よつて ｈ 立［欣 ｉｊ伏 ｪ火ＺＺｾ態 ｬ岳 ｅ の ものを Ｑ解 ｾ ｲＨ ｩｬｊ離唯し て H  の』必Lj斯U折i とし、此のj原原子/ 次k 素 を 相，官日出;の

『距恒離離- の金属1'-て吹き付什. けその場 dでむ f円'I び F日I 立 l'亡l刊行合せしめて共の I'I 結合熱に よって持接乞

行ふ! と云ふ事K 考へ付いて純々布1貨の結以遂に 一 九二六年此の原子水素了rH棄なる特例えな

方法を考案ーした。 即 ち此の方法の原理は以」て説明した様 l亡、電弧はI ，' i fL H ，を H ;伏態に

す るために 111ひられるもので . luJ菱総接l亡} J j ひられる熱は原子水素瓦J析の Pi 結台熱である

故、一種の瓦斯鈴接とも% へられるのでるる c J4故此の方法では必要 IC ｊＮｦｑｾじて干 ｉ ｉｩ給金 ｽｾｗ

を用ひる事も あるがNi 叙の場介は使用し友い;場合も ある。飴岐部の '1世間は引い泣元性 を 有

してゐる原子水素IC 依って包まれてゐるため酸ぷ或は宗主等の以入を防いで. 延 Irl l性 IC '，;r

む非常K 良いものでるると同1f.'f IC J . 京了ー次系JFi は非常に高制度で・あるので 、今迄国雄硯され

てゐた ｬｾｩｪ 金届桜 或は特殊合金の鉛 ｦｴ が谷易 ｬ モ可能となった。

.--1ンウ示すン萄泌

此 の 方 法 l OIJ ひられ

る電流は交流で電弧電

監 は六O乃 至 九O ボ ル

ト、 電 流の強さは 一五

乃 至七O アムペアー 、

第32凶 b百 子 水 素 鈴 t寄 宿 M! 保 持 終

Ｏｫ 素 ｊ ｩＮ斯 の ＱＱＱ Ａｾ ゾ ｊ は Ｐ ・

七fu: . /初j ' イi(. でJ主量はー一

時間連 Ｊ ｾ ｎ 使 ｽ ｉｊ で Ｐ ・じ

乃 至 一 ・二七立方米位

必 要 で ある。電極俸と してはタングステン電 極 を 使用し 、保持:(.j持は第三十二回! の械な *"11乙

考案せられた ものを mひてゐる 。 そして之は電弧の殻生と瓦斯の供給とが同時に行 はれる

様になってゐる。鈴十妥 ｩｩｬｩ 度は金ｽＺｊｾの極頒Ｎ )事さ等によって呉るが 、餓 l長のヨ1ねJ安き' の場合

銀 厚 千邑 iiIC 主s /.広

( n.j" )  ( アムベア ー〉(II . J /分〉

x， 15- 20  3.0 

}i6 20- 25 5.0 

ys ＳＰｾＳ Ｕ＠ 3，5  

35- 40 3.0  

Jイ ＴＰ ｾ Ｔ Ｕ＠ 2. 2 

子4 4 5 - 50  2. 0 

yz 50 、55 1. 5  

第 14表 原子水素鈴接

の級厚 j E流 辿iit 等に就て制ぺたものが第十 D4表 であ るの

鉛 接部の性質 ｬ 亡就ては佐々友在験の結ＡＮｉｾ

( イ) 鈴 接 部 の 延イ11
1
'1世が大なる事

( ロ) ! 民延 lてデピ分J ! ，t : へる事

( ハ) ｔＺ ￟ｉ ｬＺｬｊが白 山 て・ Ｔ う る ｪ［ ｝ｉｾ

( ニ) ft 上 り 耐 ががI!ill-C:- i1'} かなる事

等の利払があると云はれてゐる。試備、 ｩ ｪ ｾ ￬ 耗品等が ｉＧ［ Ｚｪ ｾｲ ｬ＠

であり 、 ＯｫＣｬ ｩＮＡ 析の取彼ひ ｬ 亡 制 ｬ 卜心 の注意をｾする等の多少

の欠! 1}i もあるが . 特 殊 1，: Jiil の持拡叉は諸説鈴 j五等ft一通電ej瓜



鈴接で・不可能な方面への利用に商い将来を有してゐる 事 と思ふ。

結

鈴後一般に就て、特に買: 策鈴接 IC E比ては 多少委 しく各方商1' C d. って述ぺ? と積りで読者諸

民の研究の一助とも たれば常外の幸ひでるる c 1jl' し鈴fti は可成 り既 く各専門K 関係がある

ため筆朽の夜皐 lてより討IIJ らぢる誤謬があるか も知れたい。諸民の御叱正を楽にしてゐ る J

本文は既 l乞述ペた様l乞成る可く簡事 K 説明 する積り であった ものが 、多少*' fHい駄に まで立

入った常めか 、自分の考へとしては建築界 l亡於ける鈴接利J1Jの現i伏、或I' I . 研究者への一助

として参考書等 に 就ても述 べ たいと 思 ってゐたのが 、 Ｊｊｾ 而の古 ＱＱ 介で刑愛す る ｚ｝ＺｦＮに した 。 向

新 しい術語 を何等の説明主主し IC使用してゐる民f C 挺問を起さしめる貼もあった事と考へら

れる つ若それ等に就て御問介せがるオL ぱ能ふ限 りの針力は惜しまなレ積り である。末畿で

はあるが本文起市陀首つての多; . } 号高知は相由航い lli:l 1視であるため列製する のが困難hであっ

たので本文 rll 随所 l亡f告げて世いたが 、夫々の原著者1亡ムL ! : めて謝意を表 し摘31J す る。

( 昭和七年八月詑)
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曾

役 員 曾

常 > > .  

時 昭 和7年9月5 日午後6時一 同8時30分

所 建築倶集部

出 席 者 理 事 片 岡 池 図 監 事 津 図

主記伊 東小川 ｴ Ｍ ｾ 土岡鳥井

主 計 岡 部 縞 斡 高 街 中 山 森本

議 事 1  9月例舎に闘する伴

1 都宮買曾準備委員 靖氏要求の件

l 悶i関曾 より送付 に係 る職工向分譲住宅

設計間案懸賞募集規事主紹介 の件 ( 百枚

送付〉

l 紋章次賞牌 の1牛

1  15年事業へ命 1 I成田l也一時銀替の件

l 合 員詮衡其他

報 告 1 合IJ :u: i滞 15"ド記念事業各市備委員合経過

報告

1 第 3 閉会関税市問題合議終了 に闘する

件

1  ｪ 朝鮮貯蓄銀行主催懸賞 Ｑ［ｾＮ 選問案報告

1  151，F 事業合計放告

l 朝日クラブ給仕心付賂奥の件延期報告

1 雑誌 10月続編斡計官t報告

常 務 曾

時 昭和7年9月19日午後5時30分 - 8時30分

所 建築倶楽部

出 席 者 理 事 片 岡 主 記 小 川 M士 岡 鳥 井

鯛 斡 高 橋 森 本

議 事 l 定款改正委員舎報告の 定款改E 案 の件

1 紋章決定 に付舎告の{ 牛

1 協舎員目白章決定に付合告のイ牛

l 曾oJ[ 新調及務; 印刷物 に紋主主入印刷の件

l 賞欣案の件

1 昭和 8 年度用合員名簿作成の f牛

l 請負契約書及規程に 闘 し代表要員 3 名

選出方 の{牛

l 博覧合総裁其他職名 に闘する件

報

1 紋 ケ 行..fJ 宅博開舎延期 に闘する件

1 協曾出 品住宅請負契約の件

1 旭 ケ民住宅博覧舎 に闘する作

Ｑ 職工 ｩｩｉｉ ｩ 脅舎 に 闘 ｌ ｾ 文化委員舎 よ り意見

報告

I 材料委員 曾委員 1 名噌員 の件

1 祝賀舎 ;1' ¥催委員 7 名初貝の件

Ｑ 見製刊 ｬ ｾ 側 ｩ 委 員曾捻震 常務の件

1  { : 主宅委員舎報告に係る香川県系明義高女

校皇ffrl 長Efa舎 に闘表 ff 奥 に闘す る件

Ｑ 災 ｾｩ Ｚｾ ｬｬｬＮ 皮 委 員合 よ り要求 に 係 る 雑 誌 交

換 の件

1  J肱入依扮柿± 誌の 件

1 合員詮衡

報 告 l 見製 ;Vl何i要員合より成案報告

l 材料委員合委員 へ木盛二 民主島民僻 j!，!申

出の n報告

1  9月例合準備報告

1  8 月分合計報告

l 満 15 "ド記念事業各準備委 員合判告

常 務 曾

時 昭和7年 10月3 日午後5時30分一 向9時

所 建築倶楽部

出席者 理事 池間 監 事 小 笠 原 主犯 伊 東

小川 7:ーとし問 主 計 松 井 車 両l降 高 橋

森 本

議 事 1 1 0月例舎 に隙! する件

1 展覧命受員舎 より柿砂j 費要求 に闘する

f ド

l 定款改革委良合 より報告 の定款改正案

に闘する件

l 満昔Hm築協合 より照合 に係る件

1 協令出 品住宅資{賀決定 の件

1 建築1具製部報告 に係 る同IJl 楽部規則一

帰郷更 に附するf ' f .

l 博覧合趣旨香配布先等の件

l 合員訟衡



報 告 1  u' J立 満 15年 記 念 事 業各準 備 委 員舎経 過 i 所 建 築 倶 集 部

報告

例 舎

時 9月2 1日午後6時30分一 同9時 30分

所 建築倶楽部

記 事 ｬ 策合者は受付 にて 合￐Ｈ と 食券 と を ｾｉ 換

へ各自 随意地階本みや け食 堂 にて 夕 食

をな し午後 6 時今には続 々 合 場 に参 集

し殆 んど 満員 の皇室況 を墨す

第 l 四

定刻広士 問主 記 は 理 事代理と して倒舎

の挨拶 を述べ武 田博士の今夏 南 洋1m行

をせ られ しこと を紹介 し

同博士 より南 洋 旅行 漫談 の題 下 l亡 3 時

r:日に豆 り南洋の 風土 、 J!，d，_ fti 其 他 ( 講 演

は 別 ｾ ｮ 掲 載Ｉ i'C 付詳細!なる 波 殺あ りた

る後同博士の続 演 出 帆 よ り南 洋 に於 け

る旋行先々の活動窮 度 を映篤 し興味を

添 へ午 後9時間合せり

倉IJ 立制卜五年記念

事 業 各 種 委員曾

責際に建つる住宅扱計懸賞圏案審査曾

時 昭 和17年9 月1日午後2時一5時

所 建築倶楽部

出席者 殺 査員 清水 築二 位谷五良1) 湘湾民 弓

波 江悌うた 長谷部銃吉 古 塚 正 治 松 井

清之助 本野粉 吉ー

理 事 池 田1't 常 務 高橋栄治

第2 凶

時 昭和7年9 月2 日午後2時一 午後8時

所 建 築倶架部

出 席 者 務 査 員 百Ｑ｛ Ｗ ＮＱ＼ 栄 二 ｾｾ谷 Ｎ ｮ 一良 Ｑ Ｉ 武悶五 一

満海反 弓 波 江悌 夫 長 谷部錠吉 古 家

正 治 松 井 清 之 助 本 野 精脊

理 事 片 附安 池田氏 常務 高 橋 栄 治

住 宅 博 覧 曾 部

幹 事 曾

時 9 月3 日午後5時30分 一同9時

出 席 者 幹 事 今 林 小 川 主Ji 井 格 山 村 野

見 事 池 田捻訴・7者 務 小川 鳥井

記 事 I 入選 懸賞凶案集 のパゾ フレツ ト作成の

イ'ド

1 博覧合幹事合併 に闘す る{午

I 各出品者( 絵ケ五' . ) にf包燈電熱 の配 置 岡

提 出方 のイ牛

1 緑ケ丘凶案炭 ilt 出版物 に闘す る件

l 各出品者( 大美野〉に霊t し生垣其 の他 に

側 し注意事項沼 知のf ' J:

1 熔 ii 舎日 誌侃i付 の i牛

l 其他

幹 事 曾

II J' 9月19 日午後6時 一同B時

所 朝 日 ピ ル 倶集 部

出席者 刷委員長 安 井 幹 事 今林 小川

芝回苅' : t i- 徳 政 1曾山

微 営 常 務 小川 鳥 井 森 本

記 事 l 紋 ケ 丘 住 宅待問j 期 に闘する件

l 住 宅 翻案展覧舎 の件

l 其他

委 員 曾

時 9 月14 臼午後5時30分一 同9時

所 建 築 倶 楽 部

出 席 者 副 委 員 長 安井 幹 事 小 川 芝 田

苅i 井 徳 i ! i I C 増山村野委員久保田

〈際 〉 伴 野 加ifi( 善〉 小 西

捻 ;日-常 務 小 川 鳥 井 森本

記 事 l 懸 賞闘案首選 者及審 査概 評 等新 聞紙 に

て後表に 関する f'i'

1 紋 ケIi: f:主博J t 斯雄官不能の f'I:

ｬ 博覧合 々 長顧 問 其 他 ｝Ｇｦｾ￯ＩＺｉ ｊ の ｩ 牛

l 大美野 住宅博趣意書lJt.. 大美 野 田 凶 都 市

に関す る起草の i牛

1 其他

南住宅待覧曾懸賞品ｾｾ霊園案

出品住宅圃葉展覧曾

時 9月26 日 よ り同 29 日迄4 口Il ij 開催す

所 長 期 高 島 尾6階

爾 住 宅 博 l制舎 に先 だ ち各出品住宅 の 闘 案、並懸

賞 入選 悩l案を一般 に公 開 したり

151， X  



観 賞者 日々中目賞多 〈激恕 以 上の 好 成t誌を l扶め た

り

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

青 柳 和 j : J : 男君 住 吉 広阪南町i ! ! j 4ノ25 ( 之イジ ン

グ サ y 石油合最上技術課)

角 悶 政 ー 君 豊 能 郡E豊中町i ¥;j砂 jiIl 1 ( 自聖子〉

illl 十俊君 此花 ｬ 返上岡 山北 Ｒ 丁目 繭 ｾｈＪ 舎背

年 ホ ーム 〈陸軍法兵廠大阪工廠技

術 課〉

同( 地方在住〉

野村 f中君 山 口 l係厚狭郡小野図町寺町

特別賛助員

中原 元 lJ) J 君 東 区南本町4 ノ59

回 中 邑 言]君 西区江 戸J.¥Ii 南遜4/ 19

回溢駒治君 東 成区 北 長 Ａｦ Ｊ ｾ ｬ ｲＳＳ ノ Ｒ

高橋忠 二郎 君 北直中 i削 IJ 4

ｾ 島 宗治君東成区赤 川 町 Ｙ ノ Ｕ ＲＸ

矢野 禰ー君 西 区 南 射 江 l ノ24

普通貨助員

泉 量 一君 此 花区下積 烏 Ｑ ノ ＶＰ 重ｾ尚舎内

木村正太郎君 東成匿赤川町519 ( 八 島正l l : 築事務

JjJj )  

旅田 透君府下泉北君 ＱＱ 高石田 ｊｾ 衣 ＸＰＲ

一民 勝 喜君主主北市千歳PIJ 2ノ 4上 原 宅 ( 選北州

内務部土木 ，t:R管絡課〉

苅郷 1主 君 港 区東 問中間J 4 ノ94ノ1 ( 大林組{ 主

宅 部〕

矢野正三郎沼 泌区ｩｌｾ華北油 Ｓ ノ Ｕ ＰＸ ノ Ｑ (都品工

業拳校正ll: 築 科〉

伊 東 和 維 君 市外吹 悶千.! I¥山 141

退 曾 者

曾 員

三 木 柴 逸 君 最111足繁雄沼・ 高 井 久 治君

小 川 久 市若 三宅 建 二 郎君 説的治三吉君

本 /HJ 嘉 卒 君 横 山 合 三君 高 田 昌 平 君

rl ' 山伊勢市 岩 仁 木 敏治君 戸*L: 茂君

藤 井 令三者 鳥 野 民 男 君

同 〈地方在住 〉 舟 僑 喜 一 君

x  152 

音苦遜賛助員

小野 陸治若

杉 正巳 者

改

木谷 喜 太郎君

旋 武 章子君

名

山岡 昭岩

吉原奥-UII 君・

倉 員 安 iJ: IE召 ( 終 名 安 立 札 )

韓 勤 轄 居

曾 員

菊 谷 筒 ー 沼 此 ./EI語大関町 l ノ73 浅野八十松方

松 村 俊 司1，君 京都市上京区等持! 淀来UI )"47

襖 井 謙 二 郎 君 奈 良 市 対i 留木 0lr28

岡野 合作君 此 J正直秀野町28 ノ4

清水築ニ良1¥沼 市111
戸市灘区術後 Plr4 ノ33

山 口 正被君 イ主 吉匹{主吉 町 1311 長谷川方

津 田 敏均l沼 津 田 建 築 事 務 所 東 区 北 滋4 ノ 14

矢 崎 ifi j儀君・ l灯下三 島 郡高槻 町新京 町

山 本 延 次 官 位 吉区住吉町244ノ7

大西 ｾｩｾ ト ｈＱ イ主吉区間溢駒川田r5 ノ5

吉田 健・治 ￭ｾ 奈良市法王]! ODi .20Bノ 10

村 上 徽 一割 前11戸市灘 区 六 甲釘山町 1ノ 12

靖 国 直 - ; ( ¥ 兵mq日系加古郡加古 川町332c;'I'一家 183

毛 利 泰 三 :{¥ 前1
1
戸市灘区六 甲八幡町4 ノ2

白川 雄 - ' 1 3 ・大阪市 外l火 関町 1431( 高畑〉

山崎 英二君 兵庫l際武庫君1I 御影 OIJ 双 lリl 字 4番 12

ノ I

大阪 芳 知 <(1' ｦｬ 舟 ｆ 霊長 官 ｾｭ 箕 面 村字西小路 ＱＴＱ

小 川 FP' 吉有 天王寺区 勝 山;iII 2 / 5 8

地方曾員

五 木 英 ｾｈ Ｑ Ｇ Ｉｬ ｮ ［ ｾ ｦｉ ［守 下矢口 ＰＱ｝ 小林 ＲＷＳ

中村 松一郎官 問 問 l係戸畑市明 治問f 1  ￬ｾ ｏ￬ 也 悲ｩｬＮ出ｾ

所

小 津 和l ー沼 東京l拘荏原郡世間ヶ谷 111]' 代田中 原

7ヲ6

特別賛助員

服 部 吉 崎r . 君浪速 l亘元町2/ 34

卒 木 談 君 姫 路市前1
I屋 町77

能勢 丑・三'1¥ 京都市 上京 区 大宮竹殿町40

1青野猪1三郎 君 京都市銀閣寺m'l! 石 橋65

普通貨助員

高橋 1正規 制l戸市灘 凶 深田町5 ノ6

石井出吉 ｝ 君京都府絞 古 ｾｉ ｏ ｬｲ 装 ＱＱ Ｑ ｝ＧＳ Ｐ

千 本 成 一君・ 府下北河 内郡 三郷村 高 淑226 ノl



川 久 保 梅 次 郎 君 会 津 市川 端 町77

桃 井 正 之 君 困 'E¥' 市 務Rrf39

稲 本 米 治 君 西 ｩ 淀 川 ｬ ｾ 力Ｑｉ Ａ［Ｚ［ｒｬｦ 10;; 8  

ｾｊＺｩ ｾｾｃ 篠原 ＩＱ 汀 Ｇｊ ・ 高知rlH官匠両f

近 厳 正 夫 君 ・ 朝 鮮Jn 占'，1T. 木Rl f22

1持政小三 郎 君 東 区 本Rlf 4ノ46ノ l 伊藤国主. l l ; 築 工

ｾ ＺｪＱ ｊ ｩＵ大林組本町出 張 所

校古 {J!!.是主君 京都市左京凶/ i fJ IU.'JJl!: 稲之 川 mf l 0

f)t証E方

rlJ 付 忠 百m 語i f J 戸市 m防1M; 松野 主主3 ノ53 ノ10

伊豆1 . J 茂氏 方

公話〈 正切l ' fi 来I凶統制6 ノ7

プミ武 美徳1 f ｉＮｬ ｉ 梨 際 立 ｋｮ ｻｉ ＯＮ ＺＺｪ ｾ ＱＺ Ｚｦ，ｴ，苧校

後 藤 キ ヲJ 君 此 花区 J:t械 Rl f42/(ji 也組 .f l:tffi 鑓包ffr

作 業 場

建 築 倶 楽 部 室

J J<ru築 倶 楽部 11 去る五月 多 数 要望 の按に熔 じ て

生 れ ま した が 日 向 浅 さ l こも不拘 、官f 来 各 方 面 よ り

。謝 意 を 表 す る次第で御座いま す。

御寄 附芳 名 録 ( 順 序 不刃 〉

金 五 百個也 合名合枇竹中車f l } 投

金 五百 閣也 株 式 合肩上大林 ｴ ｦｬｾ 段

金善幸百 阻 也 株 式合 Ill :1ヨム屋製F W!li"b役

金 参 百 園 也 ).I [i 1' 陶j ¥1 f 妹式合最上段

金著書百園也 株式合n i : ! : 銭高組殴

金主主百圃也 株式 合 従il1jl 也組員2

金 書式百 圏 也 合 r. 舎 枇む! I 7Jく組 絞

金 試 百 園也 大 fT上木株式合量t段

金置t百 回 也 東 洋リノ リユーム株式合最上限

金 戚 百園 也 以 陶 株 式 合』上限

金 武 百 園 也 大 阪;J¥:; と株式合制限

金 武百 園 也 大自問 ｊ ｾ 株式合 刷』 投

金百t百 園 也 伊 j75製1;旬株 式合 点JJ 段

金 誌 百 圏 也 旭 誠 子 株 式 合 f止殿

金 武 百 園 也 久 保 田鍛 工別 段

金萱 百 五 拾圃也 日本ペイン ト株式合駐 股

金 葦 百 五 拾 国 也 凶滞 liX熱f. 1f 1中式令長上RZ

金 萱 百 園 也 凶D;[i '行生工業所以

ま

お

す

め

4

打

ま
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枇
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口
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此
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造
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期
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加

て

千
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て

に

を
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お

で

多

除
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築
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開

凶

手

な

へ

が

山

中

に

合

な

設

中

の

之

町

迎

口

た

柴

入

取

諸

内

川

p

内

俊

て

な

っ

以
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柏

町
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や
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め

た

き

は

命

u

て

汗

以

旨

る

め
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刊

し

如
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り

し

川

町

々

主

な

府

的

配

ま

の

的

よ

ま

な

口

の

し

ん

云

し

料

済

頃

り

常

へ

立

包

は

と

た

由

来

制

れ

の

あ

非

加

設

希

附

い

借

住

可

き

が

多少基金を持 つ ｾ あ らん Ｗ 千年 は 隠分の制 ｬ 土 自 Ｕ 主的

に谷川Jν 、たすべ しとの御 ql 出がありま したの で 七

月牛斡事合開催右 に つき 協 議いた し ま し た結果 Ｉ ｾ

御 以 怠 を 狩 受 す る に決 議 い た し併せ て他 に も 同 様

の篤 志 家 あ ら ん 事 を 汲 忽 い た しま して 幹 事共 他 。

関係勿J に其 rl lWを募りま した民主常に も各方面より

多 大 のjifli fii J t ，守の下に共 主 旨に御主H"JをTJ [ きま して

時 節 柄 にも 不 拘 多 額 のjWiMHを悶りま した 事{二 私

共の尤 も光 栄 と す る 加 で 誠 に有i MH 厚〈御胞を可!

述 べ ます。 i，'，r目下京 銀 rf' の もの十放イHf世目、 ν、ます

がI反敢ず- ME中nu御、) j { 告を続ね今 日現在 の 御 芳 名

を別記 い た しま した 此民主 に合 員 一 向 に代 り 深 甚 の

品目ｽ 口下 ｊ ｉ ［Ｈ 綬 ｲ ｬＧ のも の 、 ｾｴ 他乃ｊ￭ｾ志家 の 御川 ｬ 込 み ｾｾ ｟ｃ［

を考慮いた し ま してＧ ｾ［ｾ分 ｦ 切を延期いたし ｾｊ 年以

後 の 新行待 ＮＱｊ ｾｊ 製 ｄ 際 庁名悠を共 に印 刷 ｬ いたず激定

で あ りま す 何司王ー府本倶楽郊 を御利 j 日下 さい ま し

て 此上共何か と 御後 ，別 措度先 ｬ 土 御惣 芳 御 倹拶迄 ｲ ｾＱ

上 げ ま す

ｬ 昭和 ＷＱＱｾ 10 月 l 口

ill 築 fJ l 栄吉1; 代 表 者 阿 部 顛 J ! I J

幹 事 代 表 設 費 型 点制l

。クラプ禽員章 9 月22 日 よ り 御，度 し て お り ま すま

だ御受取えよき方lま金萱 圃 に て 現 品 御 引替 い た し

ま す。

153 x  



( 昭和七年〉
貝及 委日 本 建 築 協 曾 役 員

量t 図

法 人

【住 宅 委 員 曾 】

お野』上 一 見11

草ヰ

浅 野 合 議

小 川 公 一 郎

赤 松 修

佐 々 木 道

篠 崎 俊 二

米 海 舟j 次

中 村 義 雄

本 日 i J 乙 彦

森 元 政 調 主

波 止 皇 義 三

渡 溢 命 議

分

t骨 山 幸fr Zp. 

南 信

岩 尾 保 術

岩 崎 勇

河昼主主皇太郎

小 林 三主主

丹 滋 良 雄

〔定款改正委員曾】

η

一

勉

安

釘

信

助

治

吉

二

郎

重

次

杏

雄

夫

郎

光

八

助

符

王

国

誠

之

策

藤

一

太

知

閃

A

相

談

悌

太

箆

儀

之

藤

圭

u

'百

司

以

↑

r
出

削

剛

山

円

以

惚

-

弁

自

P

笠

，

ヲ

弁

橋

藤

口

1

4

悶

・湾

政

村

江

本

策

本

公

野

部

池

将

積

片

小

白

崎

松

官

同

一

治

川

見

芝

末

徳

中

波

放

松

松

光

村

波

長

一

品

R

H

 

餐

斡

問

委

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

同

同

同

同

同

問

問

同

第

事

査

員

幹

主

委

問

問

問

問

民

幹

主

餐

問

問

問

問

問

問

問

問

車よ↓

小 西 - J込

山 田 初 次

高 岡 奥 三 吉

松 尾 末 吉

分

奈 良 長

革4

郎

男

信

雄

大

喜

勇

半

世

{

』

松

石

国

高

白

羽

稲

斜

分

背

中

査

員

第

手ヰ

須 川 廉 太 郎

阪 弁 米 吉

!'i:i 1E ー

卒野百羽J j }J

山 中 茂 一

桐 回 主主

妓口ｾ吉

須 賀 藤 五 虫11

{宇 秀 雄

否

士

ロ

茂

雄

平

郎

官

竹

史

雄

脅 柳 貞 1f t

矢 印 総 長 安

井 手 正 雄

大 野 区 zf玉

川 勝 淑 兵 衛

川 口 一 二

柄 本 楠 雅

佐 野 後 三

谷 隆 夫

拘i 回 猷 次 郎

分第

査

員

分第

本

査

員

第

事

査

員

【災害強度委員曾】

料

臨

時

茂

キ

太

智

杓

川

芳

藤

日

野

深

原

口何

浦

田

本↓

主

委

同

悶

士

口

二

一

や

正

吾

藤

雄

亙

圭

本

木

悶

子

部

森

八

山

呼

波

問

問

問

同

開

幹

主

委

同

幹

主

委

問

問

問

同

同

同

圭

3子

部

分

今 林 彦 太 郎

一 分 斜

加 藤 幹 吉

北 垣 熊 之 介

伊 藤 和 夫

作 rm日 出 生

新 名 組 夫

干11 原 兵 市

古 事長 正 治

村 聖 子 藤 菅

山悶ｾ zji 

吉 岡 1d 武

主主

務

m

m
小

大

篠

中

三

山

ｾ＠ ｾ＠

【［ｾ制委員曾〕

委員長

第

王将

査

員

本

査

員

委 貝長

第

第

事

査

員

幹

主

委

問

問

問

問

問

問

問

幹

生

奏

問

問

問

問

問

幹

主

委

問

問

同

問

問

同

問

科

: } 玉 置 笠 次 郎

Ｔ Ｑｾ 坪井 誠一

員 石 川 11 三

工 藤 祭 治 虫11

楠 瀬 激

前 井 藤 一 良11

ii¥;; 01 紹 ー

内 藤 2.L 一

松 久 保 敬 三

委員長

安 井 武 tjli

清 井 勇 三 自11

芝 m 知1 京

小 ぬ i"!J. 吉

鈴 木 忠 五 良11

徳 政 令 吾

1' 1¥ 野 貞 三

松 本 俄 八

山 本 格 7 ) (

横 山 ｾ三

光

【 教 化 委 員 曾 】

委 員 曾 〕

重

分

室ヰ公

〔材料

第

委員長

幹 事

同

委

問

問

同

問

問

問

員

幹

主

幹

委

同

問

問

問

問

向

安

行

一

鈎

雄

郎

士

口

知

信

一

則

助

正

治

郎

清

士

口

貸

郎

術

士

口

郎

知

則

吉

郎

郎

安

二

一

良

郎

男

車

夫

二

次

一

治

主

同

信

雄

郎

三

一

郎

郎

忠

助

八

約

三

五

回

五

敏

太

陽

t

D

F制

一

日

祭

太

藤

太

保

陽

一

芳

一

矧

藤

一

太

誠

禰

一

一一
一

審

知

一

樹

祭

m

t

Z

義

太

貞

京

太

次

之

儀

号

線

開

田

原

宗

F

e
m

e

n
v
子

柴

田

岡

宗

安

貞

金

問

努

投

十

品

市

川

氏

倣

子

治

l

図

笠

岡

市

A

川

原

士

部

井

伊

山

本

来

尼

川

川

原

部

族

合

盛

時

雌

寺

西

井

石

田

名

水

調

印

問

和

政

ヲ

村

山

野

士

本

m

E

井

本

n
木

野

片

池

武

小

津

伊

小

大

ね

ん

け

川

問

松

呼

府

中

増

森

池

伊

岩

小

小

大

間

務

河

河

片

加

小

小

沼

白

芝

新

山

川

末

武

高

徳

山位向

小

中

作

仏

政

出

刑

牧

松

松

崎

叩

三

村

員4量

154 

長

長

長

事

務

記

訊

組

組

組

計

計

計

糾

腕

斡

斡

貝

品

目

合

議

舎

悶

悶

段

叫

民

主

主

主

主

主

主

主

主

編

編

一編一

編

評

同

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

問

問

問

問

問

問

同

問

同

問

向

同

間

同

同

同

問

問

同

x  



(開府l七%)
十 月 現{I. }
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編 輯 後 記

o秋に友りま した。以; 陛の秋が来ま した、

十五年の牧磁の秋で あ ります。博覧合l亡、

展覧舎に 、講演合1' <: . . 耐賀舎に 、1-1:¥版に 、

との豊儲の牧穫を記念する各様の仕事がな

されつ L あ ります。雑誌も記念競を出すと

とlて友りました。

o記念披には成 可 く記念事業の記事で纏め

たいと思ったのが 17.: 1をなして、大鑓殻行が

延びました . それに先月 末記念 /11) 恨の11: 宅

l品|笑が十日 稗 1110誌 に 影稗しました巾詩あり

ません。

ο令長高副lりl合長の右杯稿i句iを傘頭 lに亡して三つのE康F談

千含予を『ぺ!ド1心の言詑巴臼耳事1ηIZ:て吋4布納i内句めまし7たと乙特 1'[ Z節Jお5一同

の例立首時を罰るヂ合干の如きは十3六.丈Z占年lドt 前例立
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